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オフィスの甘い罠










出会いのNight




　三が日が過ぎ、新年の営業が始まったばかりの、一月上旬の木曜日。まだ正月気分が抜けない同僚もいるオフィスで、私は今日も退屈な時間を過ごしていた。

「香川さーんっ、Ａルームにコーヒー三つ、至急お願いできない？」

「……わかりました」

　お局つぼねの先輩社員に大声で頼まれて、静かに席を立つ。

「はぁ……だるい」

　誰にも聞こえないような小声でぼそりと呟つぶやいて、給湯室へと歩きだした。

　紺がベースの制服に合わせた、規定の型の白いブラウス。肌色に近いベージュのパンスト。ストレートのロングヘアーは後ろでひとつにまとめ、黒いゴムでくくっている。派手さの欠片かけらもない最低限のメイクに、細い茶色のフレームの眼鏡。

　そんな外見の私は、ようするに完璧な地味女。可もなければ不可もない、いたって普通のＯＬだ。

　香か川がわ 梓あずさ、二十三歳。美容関係の企業で派遣社員として働き始めて三年目になる。勤務時間は平日の九時から十八時。所属は総務部の事務で、とくに面白くもない書類作りや雑用を毎日繰り返すだけの、つまらない仕事だ。

「お茶くみは女の仕事って……発想古すぎるし」

　給湯室に誰もいないのをいいことに、愚痴を言いながらコーヒーを用意し、上司が会議をしているＡルームに入った。

「お待たせしました。お疲れさまです」

　上司の前では、静しず々しずとコーヒーを出して戻ってくる。もちろん、そのあたりは心得ていた。素の顔は決して見せない。




「あ、香川さ～ん！　ちょっとパワポで資料作るの助けてほしいんだけど、ダメェ？」

　給湯室にお盆を返して席に戻ろうとしていると、通りがかりに宣伝部の女子社員、大おお野のさんに声をかけられた。別の部署といっても部屋は分かれておらず、広いフロアの中に島を分けて、複数の部署の席がある。だからやっている仕事は違っても結局は全員の顔がわかるし、分業も曖あい昧まいなのだ。

（それにしても、宣伝部のくせにろくにパワポも使えないの？　アンタは）

　私は十代のときに、独学で使い方を覚えた。その気になれば、学ぶ機会はあるはずなのに。

　心の中では思い切りあきれつつも、表の私は涼しい顔で頷うなずいた。

「いいですよ。何作ってるんです？」

「ありがとー！　ほら、恵え比び寿すに出す新店舗あるじゃん？　あのタイアップ企業にプレゼンする資料なんだけど……」

「ああ、あれですか……」

　うちはエステを経営している企業だ。今のところは全国的にチェーン化しているほどではなく、関東圏でのみ事業を展開している。まだ主要都市に十店舗ほど店を構えているだけで、ここ本社の従業員も百人くらいの中規模企業。とはいえ、安い料金設定のおかげか業績は順調で、近い将来には全国進出も視野に入っているらしい。

　今年も現時点で決まっているだけでも三店舗、新店の準備が進んでいる。恵比寿店はその先駆けとして、春にオープンが決まっている店舗だ。

「おぉっ、こんな方法あったんだ！　ありがと香川さん！　香川さん優秀だから、派遣にしとくの、ホントもったいないわぁ」

「アハハ……どうも」

　大野さんに愛想笑いを返しながら、私は内心で特大のため息をついていた。まったく――会社って、どうしてこんなにつまらないんだろう。……と言うよりむしろ、世の中って、なんでこんなにつまらないんだろう。

　全部が退屈。全部が窮きゅう屈くつ。全部が空くう虚きょ。私にとっては、息が詰まるだけの毎日。この会社で働いているせいでもない。いつからかは覚えていないけど、ずっと昔からそうだった。

　学生の頃だってそうだ。学校にも家にも、私には何も面白いことなんてなかった。つまらなくて、うわべの会話と愛想笑いでやり過ごすだけの場所だった。高校を出ると同時にひとり暮らしを始めたから、今は自分の部屋が唯一の安らぎの場だ。部屋にひとりでいるときが、一番楽しくてラク。

　でも――ラクなだけでは、心の栄養はなかなか保てない。そろそろ、エネルギー補給が必要だ。

（今日は久しぶりに、行ってみようかな……）

　私は思いついて、スマホを手に取ると手洗いに移動した。個室でこっそり電話をして、とある場所へと連絡を済ます。

　退屈な毎日を生き抜くためのエナジー。その補給ができるとっておきの方法を、私は数年前に見つけた。ようするに、いいストレス解消法ということだ。

（久々に、騒いじゃうか……！）

　私は心の中でだけ小さな笑みをこぼしつつ、オフィスへと戻った。




「大おお山やま様、ご来店です！　愛あい里りさん、ルナさん、お願いしまーす！」

　ラウンジから戻ったボーイに名前を呼ばれ、近くのソファに座っていた子がふたり、席を立って出ていく。ふたりともセクシーなラインのドレスに身を包み、髪をゴージャスに盛り、しっかりメイクをしていた。うちの店で、わりと人気のある子達だ。

「大山さんって明めい慶けい大学の教授だっけ？」

　そうボーイに確認すると、彼は「ええ、そうですよ」と言いながら去っていった。大学教授の大山さんといえば、たいして羽振りのよくない、脂ぎったオジサンだったはず。

　サイドに流した髪をクルクルもてあそびながら、私はその大学教授の顔を思い出しつつ、ある客を待っていた。

　もうすぐ私に会いに来るその人は、某貿易会社の社長サマ。財布の紐がかたい大学教授とは違い、気前のいい大金持ちだ。

「金きん城じょう様、ご来店です！　紫し苑おんさん、お願いしまぁす！」

　その声にゆったりとした動作で立ち上がるのは……そう、私。

　昼間は、どこの男も振り返りもしない地味なＯＬ。でもひとたびここに来れば、私は別人になる。銀座の一等地に店を構える高級クラブ、〝Aphroditeアフロディーテ〟。お客様はそれなりの身分で、一流の人ばかり。

　ここでの私の名前は、〝紫苑〟。男達の熱い視線を笑顔でかわしながら、蝶のように軽やかに舞い、彼らにつかの間の夢を与える。

　ホステス、紫苑。それが私のもうひとつの顔。

「はいはい。そんなにせかさなくったって、私は逃げも隠れもしないわよ」

　ドレスの裾を軽やかにひるがえしながら、私はシャンデリアの光が煌きらめくラウンジに、颯さっ爽そうと足を踏みだした。




　私は、会社で恋やファッションの話題にキャーキャー騒ぐ女子達のくだらない会話に混ざるのなんてうんざりだ。下心を隠し、好青年ぶって接してくるような男性社員もうっとうしい。私も同類だと思って、関心を持たれたくない。それなら、周囲から興味を持たれないようにするのが一番だと思った。結果、私が見つけだしたのが、今のスタイルだ。毒にも薬にもならない、仕事だけが取り柄の地味なＯＬ。それが昼間の世界を生きていくのには、一番ラクだった。

　そんな私〝梓〟が、〝紫苑〟という夜の顔を持つようになったのは、ちょっとした偶然がきっかけだった。

　今の会社に入ったばかりの頃、仕事を終えて街を歩いていると、知らない声が私を呼び止めた。真後ろから声をかけてきたその男は、振り返った私が華やかさの欠片もない眼鏡女だとわかると、明らかにがっかりした顔でこう言ったのだ。

『やぁ、はじめまして。銀座のアフロディーテっていう店なんだけど、今、お店で働いてくれる素敵な女の子を探してたんだ。でも……君はそういうのは、興味ない……よね？　アハハ、呼び止めてごめんね！』

　もちろん興味なんて、これっぽっちもない。でもその男の、私をバカにしたような目と声が、その日の私には無性に気にさわった。このスタイルでいる限り、男のこういう態度には慣れていたはずだったけど、その日の私は仕事でうまくいかないことがあったりして、気が立っていたのかもしれない。

　引っ込めようとしていた男の手から名刺を引ったくると、私はそのまま何も言わずにその場をあとにした。




　そして、次の日。

　私は自分にできる最上級の〝変身〟をして、その店に面接に行った。少し露出度の高い、身体のラインが強調されるワンピースを身にまとい、普段は絶対にしない濃いメイクをして、髪を緩ゆるく巻いて。もちろん、本気で働きたいとは思っていない。ただ、私を見下したスカウトマンに、ひと泡吹かせてやりたかっただけだ。

　採用されたいとは思っていないから、まったく緊張していなかったのが逆によかったのかもしれない。堂々と受け答えする私を、オーナーであるママは「とても素人しろうととは思えない！」とベタ褒めしてくれた。そして、私さえよければ、すぐにでも出勤してほしいと言ってきた。

　本当はそういう話になったら、こちらから採用を蹴ってやるつもりだったのだ。だからママには、店の高級感についていけそうにない、などと適当にごまかして、スカウトマンによろしく伝えてほしいと頼んで帰ろうと思った。ところが、ママがあんまり熱心に勧めるのと、自由出勤で来たいときだけ来ればいいという話に、私の気まぐれな心が動いてしまって……。

　結局私は、自由出勤のスタッフとして登録した。昼間の私はごく普通のＯＬ。ひとりで暮らしていくのに充分な収入はあるし、疲れているときにわざわざ夜まで働こうとも思わない。でも、〝香川 梓〟を知る人には思いもつかない別の顔を、私が持っている。そんな魅惑的な〝秘密〟に背中を押されて、私は再び夜の銀座に足を運んだ。

〝Aphrodite〟――この空間は、現実であって現実じゃない。

　働くホステスは源げん氏じ名なという仮面をかぶる。訪れる客だって、リアルなんか求めていない。そう――男達はときに、日常を忘れるために、この店の扉を叩く。つかの間の安らぎを求める男が、虚像の女と戯たわむれる場所。それが、夜の世界。

　非現実の中で繰り広げられるゲーム。ここでなら、ほんのひととき現実を忘れられるということに気づき――その夜以来〝紫苑〟は、もうひとりの私として定着した。

〝梓〟の毎日に飽きたり、気分が晴れないときには、アフロディーテに出勤する。ここで美お味いしいお酒を飲みながら、思う存分もうひとりの自分を演じていると、不思議とストレスも吹き飛んだ。

「いらっしゃいませ、金城さん。お待ちしてましたわ」

　久しぶりに会うということもあって、いつも以上に満面の笑みで席に着く。

「おお、紫苑！　待ちかねていたのはこっちだよ。どれだけぶりだ？　本当にお前は、たまにしかいないんだから」

「ごめんなさい。私も、お会いできてとても嬉しいです」

　そう言って、私は金城さんに水割りを作り始めた。この銀座で貿易会社を経営している金城さんは、五十代半ばのオジサマ。お世辞にもダンディとは言えない中背で小太りの体型だけど、派手すぎない服装で身み綺ぎ麗れいにしている。それに気さくで話しやすく、人に嫌な印象を与えないタイプだ。

　私が入る前から店の常連で、他の多くの客と同じように、趣味とビジネスを兼ねてよく利用してくれている。私が初めて接客したのは、バイトを始めて二ヵ月の頃。当時金城さんには別のお気に入りホステスがいたが、その人のヘルプで入ったときに、私のことをすごく気に入ってくれた。それ以来、出勤するときは必ず連絡しろと言われている。

「ところで、今日はおひとりですか？　珍しいですね」

　グラスを差し出しながら聞いてみる。接待ならもちろん、ただ自分が飲みたくて来るときにも、金城さんはめったにひとりでは来ない。たいがい部下を連れてきて、賑やかに飲むのが好きな人だ。

　まずは水割りでグビッと喉を鳴らすと、金城さんは苦笑した。

「いや、連れはいるんだけどね。会う場所を急に変更したものだから、少し遅れてるんだ」

「まあ。今日は、別の場所に行かれる予定でいらしたの？」

　電話では、そんなこと少しも言っていなかった。つまり、私が金城さんに電話したせいで、先約の相手と会う場所をここに変えたということだ。

「すみません。なんだかお相手には申し訳ないことをしてしまいましたわね」

　私は少し困惑したが、金城さんはガハハと笑って首を振る。

「お前が気にすることはない。久々に紫苑に会えるとあっちゃ、来ないわけにはいかないだろう。それに相手は俺の息子みたいなもんだから、気を遣う必要もない」

「息子？」

　私はきょとんと首をかしげた。金城さんは五十代ながらも独身だ。だから当然、自分の息子ということはない。〝みたいなもの〟とは、どういう意味だろう。

　私の疑問を悟ったのか、金城さんはすんなりと教えてくれる。

「知り合いの息子なんだよ。久々に会うんだが、もういい大人だし、こういうところもいいんじゃないかと思ってな」

「ああ、そういうことでしたのね。それで、そのお連れ様はいつ頃……」

『ご到着予定？』と尋ねようとしたちょうどそのとき、私達のテーブルにボーイが近づいてくるのに気づいた。背後には、彼に案内されてもうひとり別の男がついてきている。

（え……？　まさか、この人!?）

　あ然とする私の目の前で、ボーイが金城さんに向かって声をかけた。

「金城様、高たか城しろ様がご到着されました」

「おお、着いたか。よし柊しゅう弥やくん、こっちへ来い！」

　金城さんは満面の笑みでその男を手招きして、コの字を描くソファの、私達の斜め向かいに促した。男は涼しい顔をして、ストンとそこに腰を下ろす。それを確認したボーイは、他の女の子を呼ぶため、すぐに去っていった。

　私は新しいお客様をもてなすのも忘れ、一瞬ボーッとしてしまう。

　それは彼が、〝金城さんの連れ〟というイメージからは想像もつかないくらい、レベルが高かったからだ。

（本当の息子じゃないんだから、似ていなくたっておかしくはないけど……。それにしても、この人はちょっと別世界の空気じゃない？）

　歳は二十代後半といったところだろうか。恐らく百八十センチを超えているであろう長身に、締まった身体つき。だけど肩幅は広くて、腕と足を組んでソファに座るその姿は、とても堂々としている。髪は黒髪で、少しだけクセのある長めのスタイルが大人っぽい。

　そして何より驚きなのは、その顔。太めの凛り々りしい眉に、やや鋭い切れ長の目。鼻筋は通っていて顎あごのラインはシャープで、唇は薄くて形がよくて……。コワモテと言えなくもない迫力を漂わせる――とにかく、イケメン。

　もしかしてギョーカイ人？　こんな芸能人いたっけ……と考えながらその人の顔を眺めていると、いきなり「ハッハッハ！」と、大きな声が聞こえた。ハッと我に返って声のほうを向くと、金城さんが私を見て笑っている。

「おいおい、そんな紫苑の顔は初めて見るぞ。どうした？　柊弥くんのあまりの男前ぶりに驚いたか？」

「あ――」

（いけない。私ったら、接客も忘れて……！）

「ごめんなさい……」

　とっさにまともな言い訳もできず、内心舌打ちをしたい気分だ。でも金城さんは普段の〝紫苑〟らしからぬ態度が珍しいのか、面白そうにしている。

「ハハッ、そうだろうなぁ。柊弥くんはどこに行ってもモテモテだからな」

「何をくだらないことを言ってるんですか、金城さん。まったく数年ぶりの再会だってのに」

　初めてその男――〝柊弥〟が言葉を発した。身体に心地よく響く、低い声だ。

「ん？　君は相変わらずそっけないなぁ！　それなのに女にはモテるんだから、本当にタチが悪い！」

　ガハハと笑い続ける金城さんに、あきれた様子で足を組み直す柊弥。そのとき、ふたりの女の子、後輩ホステスの麗れい香かとアンナがヘルプで席に着いて、テーブルは一気に賑やかになった。私と麗香、アンナの三人は改めて自己紹介して、ふたりのお客様の相手を始める。

　金城さんはいつも以上に上機嫌だった。それに反し、柊弥はまったく表情を崩さずに、悠然とソファに座っている。つまらなそうには見えない。でもどこか、私が見てきた今までの客とはタイプが違っていた。私がうまく相手をすれば、ほとんどの客は喜び、笑い、顔を赤くして酒に酔っていくのに。

（なんなの、この人……）

　いつものように男を掌てのひらの上で転がすつもりが、私のほうが驚かされている。

　予想外の展開に少し戸惑いつつ、その夜は幕を開けることになった――。










嘘みたいなMidnight




「それじゃあ、高城さんはアメリカから帰ってきたばかりなんですね？　どうりで、空気が違うと思いました！」

　キャッキャと騒ぐアンナの声を聞きながら、私も内心で納得していた。

　話を進めるうちにわかったこと。ふたりめの客である高城柊弥は、金城さんの昔の仕事仲間の息子らしい。日本で大学を出たあとはアメリカに留学していて、つい最近帰国したばかりだそうだ。海外に出た理由は親の仕事に協力するためのビジネス留学で、これからは彼も日本でバリバリ仕事をする予定なのだという。

（親が社長、か。なるほどね。生まれながらのエリートお坊ちゃんってわけだ）

　全身から醸かもしだされる堂々としたオーラは、そのせいかもしれない。

（だけど……単なる〝親の七光〟とは、ちょっと違うみたいね……）

　こういう場所ではザラに見かける、親が偉いだけなのに、自分はなんでもできると思っている男。最初は、この柊弥もそうかと思った。しかし一時間も経つ頃には、その予想は間違いだったと、はっきり気づいた。

　柊弥は、自分から親の話などしようともしないし、金城さんが「柊弥くんの家はすごいんだ」と話を振っても、「やめてくださいよ」と言って、顔をしかめている。親が自慢どころか、どちらかと言うと親の話を出されるのは恥ずかしいみたいだ。

（親の仕事を手伝うために留学までしていたくせに、変なの。……あ、もしかしたらビジネス至上主義のすごく厳しい家で、仕事を手伝うのも嫌々だとか？）

　掴つかみきれない初めての客に、ついそんな想像を膨ふくらませながら接客を続けていた。ところが、やけに熱心に自分に注そそがれる視線を感じて、私はその方向に目をやる。

　視線の主は他でもない柊弥だ。でも、私に見とれているとか、そんな感じじゃない。

　なんと言うか……そう、まるで昆虫でも観察するみたいにジロジロ眺める、まったく遠慮のない目線。

「なんでしょう、高城さん。私の顔に何かついています？」

　私はポーズで艶あでやかに微ほほ笑えみながらも、そうはっきり聞いてやった。すると柊弥は、驚いたように目を丸くする。

「顔？　いや、別に何もついてないけど。なんでお前、そんなにつまんなそうなのかと思ってさ」

「え……？」

　その発言を聞いた途端、私だけじゃなく柊弥以外の全員が、驚きでピタッと会話を止めた。でも私だけは、驚きにもうひとつ別の感情も混じっている。冷たく、背中が強こわ張ばってしまうような――そう、焦あせりに近い感情が。

「つまらなそうなんてとんでもない。おふたりに、とても楽しませてもらっていますわよ？」

　紫苑の顔でそう取り繕つくろうのには、ちょっとだけ時間がかかってしまった。客にこんなことを言われたのは、初めてだ。

「おいおい柊弥くん、アメリカのお祭り騒ぎのノリが染みつきすぎてるんじゃないか？　日本に帰ってまで、向こうのパーティーのノリを求めちゃいかんぞー！」

　金城さんがワハハと笑いながら言う。この人は本当に、どこまでも能天気で平和な人だ。でも今は、その無む頓とん着ちゃくさがちょうどよかった。私も便乗して、クスクスと笑う。

「欧米のパーティーのノリですか？　それは確かに、私達にはちょっと難しいですね」

「ねぇ？」と麗香とアンナにも話を振って、そのまま煙けむにまいてしまおうとする。麗香達も「ごめんなさ～い！」と可か愛わいく笑ってくれたから、その場の空気はとりあえず取り繕えた。柊弥は納得したのかしていないのかよくわからない声で「へぇ、そうか」とだけ呟いて、涼しい顔でまたお酒を飲み始める。

　結局その後も、柊弥は適当に金城さんと話を合わせながら、黙々とお酒を飲んでいるだけだった。といってもペースは遅く、いかにもつき合いという感じで、お酒を楽しんでいるようにも見えない。

（なんなの、この男。ホントよくわかんないヤツ！）

　場の空気は和んでも、私の心は一向に落ち着かなかった。本当に……こんな客は初めてだ。ご機嫌に笑うことも、自己主張もしなければ、私に向かって『つまらなそう』と言う。

　そんなはずはない。むしろ私は、つまらない日常を忘れるために、ここに来ているんだから。

（変なお客に当たっちゃった。今夜はついてない……）

　得体の知れない胸のざわつきを覚えながら、私はその日のバイトを終えた。




　それから週をまたいだ数日後。

　昼休みにバッグの中をチェックしていた私は、ハッと息を呑のんだ。私のバッグの中にはスマホが二機入っている。ひとつは自分――いや、正確に言えば〝梓〟の。そしてもうひとつは、店から借りている〝紫苑〟のもの。その紫苑のほうのスマホに、着信があったことを示すランプがついていた。

　驚いたのは、そこに表示されていた名前のせい。いつもみたいに出勤を催促する常連からの電話かと思ったら、ディスプレイに映っていたのは意外な人物の名前だった。

「嘘……高城さん……!?」

　そう。そこに表示されているのは、間違いなく〝高城柊弥〟の四文字。

　金城さんの知り合いということで一応連絡先を交換して、メモリにも入れておいた。でも、そもそも彼は金城さんに呼ばれて来ただけだ。もうお店に来ることも、もちろん電話がかかってくることもないと思っていたのに……。

「なんで、わざわざ……」

　留守電にメッセージは入っていない。私は仕方なく、ランチしていた店から会社に戻る道すがら、柊弥に電話をかけた。着信があったら、コールバックするのがアフロディーテのルールだ。

　何度かコール音が続いたあと、応答する声が耳に飛び込んでくる。

『はい、もしもし』

　間違いない。身体に心地よく響く低音。柊弥の声だ。

「高城さん？　私、アフロディーテの紫苑です」

『うん、わかってる。こっちからかけたんだからな』

　電話口からは何を今さらと言わんばかりの声が返ってくる。私は冷静さを保つよう意識しながら言葉を続けた。

「ご無沙汰しています。お電話、出られなくてすみませんでした。どんなご用件でしたかしら？」

　丁寧に尋ねると、柊弥はさらりとした口調で返事をした。

『今晩行こうかと思ってな。お前を指名するから待ってるように伝えるつもりだったんだ』

（えっ!?）

　口をついて出かけた驚きの声を、私はかろうじて呑み込んだ。

（今晩!?　指名って、私、今日行く予定なんかないし……！　金城さんから私が常勤じゃないって聞いてないの？）

　もちろん、本来なら自分から言っておくべきだったけれど、柊弥がまた来ることなんてないだろうと思っていたから、伝えることすら忘れていた。

（そんなに気に入ってもらったようには見えなかったのに、どうして？）

　わけがわからないけど、とりあえず説明するしかない。私はあくまで自分が行きたいときにだけ、あの店に行くのだ。客に合わせて出勤したことなんて、一度もない。

「ごめんなさい、高城さん。私今日は……」

『お店には行かないんです』と話そうとしたのに、柊弥はそれを最後まで聞こうともせず、一方的に話しかけてくる。

『十時くらいになるかな。俺ひとりで行く。今夜はラストまで俺だけの相手をできるようにしておけ』

　そして信じられないことに、柊弥がそう言った途端、電話はプツッと切れた。

（は――!?）

　私の返事なんか待ってもいない。私は歩きだすのも忘れて、スマホを耳に当てたままその場で呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかなかった。

（なんなの、あいつ!?　こっちの話、完全に無視じゃない。しかも、『俺だけの相手をできるようにしておけ』!?　何よその上から目線は!!）

「冗談じゃない……！」

　ようやく少し頭が回りだした私は、即リダイヤルボタンを押す。もちろんさっきスルーされた『ＮＯ』を言うためだ。ところが――。

「ちょっと……圏外って、どこまでふざけてるの……！」

　聞こえてきたのは、お決まりの機械音のアナウンス。

　信じられない。〝紫苑〟が、こんなふうに客に振り回されるなんて。そんなこと、今まで一度もなかった。いや、あってはいけないはずなのだ。私にとっての〝紫苑〟は蝶のように気まぐれに飛び、周りを翻ほん弄ろうする側の存在だから。

「なんで……？」

　柊弥が私指名でまた来るということも、一方的に電話を切られたこの状況も。全部が全部、私を混乱させる。

「行かないからね……」

〝紫苑〟は、そんな安っぽい女じゃいけない。会いたいと口にする男達を、余裕の笑みでするりとかわす、そういう女。これは私が〝紫苑〟を演じるうえで、譲れない部分だ。

「絶対、行かないんだから……！」

　スマホをギュッと握り締めて、私は自分に言い聞かせるようにそう呟いた。




　――それなのに。

（何をしているの、私は……）

　ふんわり巻いてウェーブを出した髪。眼鏡をはずしてきっちり施したメイクに、新作のドレス。

　ＰＭ九時。私は、紫苑になってその場にいる自分が、自分で信じられなかった。

　律りち儀ぎに行く必要はない。ママに電話して、事情を説明してもらうよう頼めば済んだことだ。柊弥は私に大金をつぎ込んでくれる常連というわけでもないから、ママも許してくれただろう。

　本当に――ちゃんと断れなかったからといって、私があいつに合わせる道理はこれっぽっちもないのに。

「おはよう紫苑。指名は十時って言ってたっけ？」

　身支度を済ませて控え室で待機していると、ママが声をかけてくる。ここでの挨あい拶さつは、何時だろうが常に『おはよう』だ。私はふてくされた声を返した。

「はい。今日はその席一本でお願いします。向こうがそう言ってるので」

「あら、そうなの？　んー、でも他の上得意様も、紫苑を見かけたら声をかけるんじゃないかしらぁ」

　ママの言っているのはつまり、こういう意味だ。

〝先約がそう言っていても、他にもっといい金ヅルがいたらそっちに移れ〟

　この世界では当たり前のことだから、私もそれは充分承知している。

「大丈夫です。どのテーブルよりも高いお酒、入れさせますから」

（こうなったら、呼び出された仕返しをしてやるわ。思いっ切りお金使わせて、後悔させてやるんだから）

　そんなことを考えながら、私は控え室で時間を潰した。




　そして店内が賑わい始めた十時少し前。部屋に入ってきたボーイが、高々と声を張りあげる。

「高城様ご来店でーす！　紫苑さん、お願いします！」

「――来たわね」

　私はゆっくりと立ち上がってラウンジに出た。ライトが煌めく店内を颯爽と歩き、ボーイの誘導する席に到着する。

「いらっしゃいませ、高城さん。お待ちしてましたわ」

　にっこりと微笑む私の内心は、戦地に乗り込んだ兵士さながら。

『見てなさいよ、高城柊弥！』

　そんな闘志に近い感情を胸に静々と柊弥の横に座り、彼のリクエストしたお酒を作り始めた。

「私のこと、覚えてくださっていて光栄です」

　うわべだけの言葉でそう言うと、柊弥はフンと鼻で笑う。

「光栄？　本当か？」

「もちろんです。つき合いじゃなくご自身で足を運んでくださって、とても嬉しいですわ」

「ふーん。俺はてっきりウザがられてるかと思ってたけどな。お前、自分の都合のいい日しか来ないそうだから」

　私は、不覚にも一瞬黙り込んでしまった。

（私が自由出勤だって知ってたってこと……!?　わかったうえで呼んだの？　あんなに強引に？）

「ええ、そうですけど。それでも私に会うために、お電話をくださったんじゃなかったんですか？」

　内心の苛いら立だちを懸命に抑えて、私は可愛くむくれるような声を作って言った。柊弥は無表情で肩をすくめる。

「お前に会うため？　まぁそう言ってもいいな。薄っぺらで軽い女よりは、お前のほうが面白そうだと思った」

　ずいぶんと毒を吐く柊弥ではあるが、徐々に免疫ができてきたのか、さっきほどは動揺しないで済んだ。私は口元に手を当て、精一杯優雅に微笑む。

「ありがとうございます。でも〝薄っぺらで軽い〟なんて、高城さんの周りにはそんな女の子しかいらっしゃらないんですか？」

「ああ、そんなのしかいないさ。そんな女とは、話してたって楽しくもなんともないからな。それなら紫苑のほうが、まだ数倍は俺を楽しませることができる。そう思ってお前を選んでやったんだ」

　ふてぶてしい態度で言い放つと、柊弥はニヤリと口角を上げる。

（偉そうに……！）

　心の中ではそう吐き捨てつつ、私はしとやかに「ありがとうございます」と答えた。

　――今日、はっきりわかった。自己中心的で、やたら態度がでかくて、俗に言う〝俺様〟。それが、この男の正体だ。前回は金城さんがいたから、猫をかぶっていたに違いない。確かに親の威い光こうをちらつかせるタイプではないけど、とんでもない自信家思考だということはもう間違いなかった。

（冗談じゃないわ。なんでもかんでも自分の思うままにことが進むと考えてるなら、大間違いなんだから）

　私は改めて〝紫苑〟を演じきるための気合いを入れて、柊弥が困るくらい散財させてやろうと思った。ところが、ここでもまた私の思惑は外れる。

　私が誘導するよりも先に、柊弥が自分から高いお酒ばかりをどんどんオーダーしていったのだ。中ランクのボトルから始まり、そうめったに出ないかなり高級なものまで。ためらいもなくオーダーしていく姿は、こっちが面めん食くらうほどで……。

（大丈夫なの？　本当に、こんなに支払えるわけ？）

　さすがに面と向かってそんなことは聞けないけど、私は完全に疑っていた。いくら親が会社経営をしていたって、柊弥自身はついこの前までアメリカで勉強していた、いわば学生だったのだ。

「高城さん、ずいぶんペースが速いようですけれど、大丈夫ですか……？」

　散々飲ませようと思っていたのに、結局気づけば真逆の言葉を口にしていた。本当に心配になるくらい、途切れることなくがぶがぶ飲み続けていて、このあいだの柊弥とは別人じゃないかと思えるほどだった。

　柊弥は、そんな私の気遣いを、ひらひらと手を振ってあしらう。

「この程度で潰れるかよ。いいだろ、俺が飲みたい気分なんだから、紫苑も黙ってつき合え」

　そう言って、またグイッと、きついウィスキーをあおった。

「もう。ヤケ酒じゃないんですから、もっと楽しく飲みましょうよ」

　それは、なんの気なしに言った言葉だった。でも、それを耳にした柊弥が一瞬ピタッと動きを止めたのに、私は敏感に気づいてしまった。

（……え？　まさか、本当にヤケ酒だった？）

　でも、さっきからの会話は他愛ない世間話ばかりだし、機嫌もいたって普通だった。いや、少なくとも、私にはそう見えていた。

「ごめんなさい。悪いことを言ってしまいましたかしら」

　内心では『ヤケ酒なら最初からそう言ってよ！』という心境だったが、柊弥の顔色を窺うかがいながら、とりあえず謝る。

　柊弥は無表情で、黙ったまま何も答えない。仕方なく、私が場を和まそうと、何を言うか頭の中で考えていると……。

　――パシャッ！

　耳に届いた、軽い水音。一瞬遅れて、胸のあたりに冷たい感触が広がる。それと、鼻び孔こうをくすぐる苦い香り。この香りは……ウィスキー？

　すぐには何が起こったのか理解できなかった。でも徐々に状況が把握できていくにつれ、私は頭にカーッと血がのぼってくるのを、どうしても抑えられなかった。

「な、にを……」

　自分のドレスの胸やお腹のあたり全体が、ウィスキーで濡れているのがわかる。そのウィスキーは、さっき私が、柊弥の手元に注ぎ入れたもの。そう――柊弥が、手にしていたグラスの中身を私にかけたのだ。

「何するのよ!!」

　完全に状況を理解した瞬間、私は右手を振り上げていた。こうなった理由だとか、今の自分の立場なんて、考える余裕はない。とにかく込み上げる怒りで頭がいっぱいで、目の前の顔をひっぱたくことしか考えられなかった。

　ところが、振り上げた私の手は、目的を果たす前に止まってしまう。柊弥の大きな掌でがっちりと手首を掴まれて、ピクリとも動かせない。

「離しなさいよ……！」

「おいおい。ダメだろ、客にそんな口きいたら」

　私の目を見ながらニヤリと笑った柊弥は、次の瞬間、グイッと掴んだ手を引いて、私の身体を抱き寄せた。柊弥の胸に身体を預けることになって、私はさらに混乱する。

（な――!!　ど、どういうつもりよっ!?）

「ボーイが来たら面倒だ。騒ぐなよ」

　耳元で響く、低い囁ささやき。顔を上げてキッと睨にらむ私を、柊弥は余裕の態度で見下ろしている。

「へぇ、いい目つきするじゃないか。それと、さっきの『何するの』って声もな。やっとお前のホントの顔が見れた。ちょっと手荒になっちまったけど」

「は？　なんですって？」

　もう、紫苑の口調や物腰を演じる気も起こらない。今さら、そんなことはどうでもよかった。

「私を怒らせたくて、こんなことしたって言うの……!?」

　柊弥の胸の中で、私は静かに、でも鋭く言い放った。柊弥は悪びれた様子もなく、堂々と言い返す。

「だからさっきも言ったろ。俺は、うわべだけの薄っぺらい女はいらないって。内心『つまらない』って思いながら顔だけヘラヘラ笑ってるような〝紫苑〟には、興味ないんだよ」

　電気ショックみたいな衝撃が、身体を駆け抜ける。この感情をどう言葉で表せばいいのか、私にはよくわからなかった。ひとつだけわかるのは、その言葉が〝紫苑〟じゃなく、〝梓〟に――素の私に、大きな衝撃を与えたということ。

　言葉の出ない私に、柊弥がもう一度、耳元で囁く。

「行くぞ。今夜は俺のためにあけとけって言ったの、忘れてないだろ」

「え……!?」

　ハッと我に返ったときには、もう私は柊弥の腕の中にはいなかった。柊弥は私の身体を離し、右手を上げてボーイを呼んでいる。

（な、何をする気？）

「悪い。手が滑って紫苑の服を汚しちまった。新しいドレスをプレゼントして詫びもしたいから、このままふたりで出るよ」

　とても嘘とは思えない堂々とした口調でボーイに説明して、柊弥は自分の上着を私に羽織らせた。席で支払いを済ませると、放心状態の私の手を引いて、ソファから立たせる。

　そうして私は、わけもわからず、柊弥と一緒に夜の銀座に飛び出した――。




　タクシーで柊弥が向かったのは、同じ銀座にある高級ホテルだった。名前はもちろん知っているが、入ったこともない。タクシーの中からこのホテルに電話をしていたようだったから、フロントに着いて柊弥が名前を告げるとすぐ、部屋に案内された。

　入った部屋はどう見てもスイートのレベルだ。もう私は、口をあんぐり開けるしかない。

「アンタ……いったい何者なの？　こんなところに入れるなんて……」

　訝いぶかしげに尋ねる私に背を向け、柊弥はクローゼットを開けながら答える。

「別に俺は、ただの帰国子女だよ。ここだって、経営陣に知り合いがいるから多少顔がきくだけだ」

　話しながら振り向いて、柊弥は右手でクイッとクローゼットを指し示した。

「とりあえずルームウェアとガウンはあるから、着替えろ。新しい服は、明日ここを出るまでには届けさせる」

「え――」

　その言葉に、本当に今さらだけど、心臓がトクンと波打つ。

『ルームウェアとガウンはあるから、着替えろ』

『明日ここを出るまでには』

　その言葉が意味することなんて、考えるまでもないほど明らかで……。

（本気で、今晩ふたりでここに泊まる気なの？）

　新しい緊張が足の裏から湧き上がってきて、私は立ち尽くした。そんな私を見て、柊弥はてんで的外れなことを言ってくる。

「何を不安そうな顔してるんだ？　安心しろ。ここに支払う金くらいはちゃんとあるから」

「だ、誰もそんなことは言ってないわよ」

　お金の心配ばかりしていると思われたのが心外で思わず言い返すと、柊弥は片眉を上げておどけた顔をした。そして一向に動こうとしない私に業ごうを煮やしたのか、自分でクローゼットの中に手を入れる。

「ほら、着替え。ああ、でもそのままじゃ気持ち悪いか。先にシャワー浴びてこいよ」

　柊弥が投げてよこしたルームウェアは、スベスベした滑らかな肌触りだった。恐らくシルクだ。だけど私はもちろん、『じゃあお先に』などと答えて、その着替えを持ってバスルームに行ったりはしない。

「――なんで、こんなことするの？　なんで私なのよ？」

　半分パニックに陥っていたこともあって、のこのことこんなところまでついてきてしまったが、さすがにこれ以上は流されない。私は受け取った着替えをすぐそばのベッドに放り投げて、まっすぐ柊弥を睨みつけた。

「まだそんなこと言ってんのか？　さっき話しただろ。俺の知る中じゃ、お前が一番面白そうだから選んだんだって」

「そんな説明で納得いくわけないでしょ？　そもそもなんで、アンタに選ばれたからってこんなところまで来なきゃいけないのよ!?」

　私と柊弥の関係など、たった二回一緒にお酒を飲んだだけのホステスと客にすぎない。悔しいことに今や私の〝紫苑〟の仮面は粉々に砕け散ってしまったが、それでもほんの数時間前までは、本当に客とホステス、ただそれだけの関係だった。

　それが気づけば、ホテルの部屋でふたりきり。こんなのはホステスと客の境界線を越えている。

　もちろん、お金が絡めばなんでもありの世界だ。アフロディーテにだってすぐに身体を使う子はいる。店として推奨はされていないが、昔から普通に存在する営業方法だ。だけど私は、絶対に客に身体を許すことはなかった。紫苑としての私は、いつだって求められるだけの存在でいなければならない、という思いが半分、面倒くささが半分。それなのに、こんな男と一夜をともにするなんて。

「俺がお前に興味があって、お前を欲しいって言ってる。それだけじゃ、不満なのか？」

　それは、背骨の芯から痺しびれを起こさせるような、不思議な響きを持つ声だった。反発したいのに、何か抗あらがいようのない魔力を秘めた、テナーボイス。その魔力に、身体が金かな縛しばりのように動けなくなるのを、私は頭の片隅で感じていた。

「理由なんかそれで充分だろ。つまらない毎日にうんざりしてるんじゃないのか？　だったらつき合え、俺に。少しは面白くしてやれるはずだぜ？」

　クローゼットのそばを離れ、柊弥が私のほうに歩いてくる。逃げなければと思うのに、身体はちっとも動かない。あっという間に、私は歩み寄ってきた柊弥のたくましい腕に抱きすくめられていた。

「やめてよ。こんなことで、何も変わったりなんかしないわ」

　ようやく喉の奥から絞り出した声。それは間違いなく私の思いなのに、なんだか他人のもののようによそよそしい。だからその声も、あっという間に柊弥の次の声に呑み込まれ、消えていった。

「そう思うなら逃げろよ。本気で拒んで逃げるなら、俺はお前を追わない」

「やめて！　私は……！」

　あるわけない。他人に身を任せることで、このつまらない世界が変わるなんて。私はそんなこと信じないし、求めない。

（求めない、のに――）

「ん……っ！」

　吸いつくように激しく唇を塞ふさがれた瞬間、雷に打たれたかと思うくらい、全身が痺れた。押しつけられた唇から、柊弥の吐息が私の中に流れ込む。それはまるで熱でも持っているかのように、熱かった。その熱が私の全身を満たしていくとともに、逆に四し肢しからは抵抗する力が……いや、自分を支える力すら、奪われていく。

（ダメ……こんなの。こんなの、私じゃない）

「お前、本当の名前は？」

　キスの合間の囁きが、さらに私を狂わせる。

「教えろよ。そっちの名前で呼んでやる」

（イヤよ。そんなの、いらない……！）

　言っちゃダメ、教えちゃダメ。心の中で叫んでいるのは誰なんだろう？

〝紫苑〟の仮面を破られてしまった私。それじゃあ、今の私は〝梓〟？　だけど梓は、人の温もりを求めたりしない。こんなふうに心に割り込んでくる相手に身体を許すことなど、絶対にないはずなのに。

「教えろって。名前も知らない相手じゃ、愛してやれない」

　その声が鼓こ膜まくを震わせたとき、私の中で何かが弾けた。

「……梓……」

　熱に浮かされたような声でそう答えて。理性が保てたのは、そこまでだった。〝私〟はもう、ただ注がれる愛に身を任せ、それに溺おぼれるだけ。

「ん……ふ、ぁ……っ」

　柊弥のキスが再び私の呼吸を奪う。強引に唇を割り、熱い舌で歯列や口こう腔くうの壁を隅々までなぞったかと思うと、次には舌を絡め取って吸い上げる。それだけでもう、私の身体は奥のほうからジンジンと痺れ、立っているのも精一杯だ。

「はぁ……んっ……」

　自分のものとは思えない甘く濡れた声に、羞しゅう恥ち心しんと不思議な余韻が全身を駆け巡った。それを煽あおるかのように、柊弥は耳元で低く囁く。

「いい声出すじゃないか。もっとさらけ出せ、俺に」

「あ……っ！」

　柊弥の指先が首筋からすっと下をたどり、着ていたドレスを肩から落とした。柔らかい生地のドレスはいとも簡単に私の肌を離れ、音もなくするりと床に落ちる。

「本当のお前を見せろよ。いいな……梓」

　下着姿になった私をベッドに押し倒して、柊弥は真上から私を見下ろした。

（いや……見ないで……）

　身体が燃えるようだ。だけどそれは恥ずかしさと動揺のせいか、柊弥に煽られて高ぶっているせいか。どちらなのかもう、自分でもわからない。

　柊弥の指が私の胸の膨らみに触ふれると、腰のあたりから駆けのぼる疼うずきにビクンと身体が跳ねた。壊れそうなくらいに軋きしむ身体も心も、もう抑えようがなかった。

　長くしなやかな柊弥の指が、膨らみを包む布の下から直接私の肌に触れる。

「あぁっ……っ」

　口をついて出る、自分でも信じられないほど、どうしようもなく濡れた声。

　恥ずかしい。こんな声を、他人に聞かせてしまっている。

「何泣きそうな顔してんだよ。言っただろ。お前の全部をさらけ出せって。俺が見たいのは、丸裸のお前なんだ」

　柊弥はそう言って、唇へのキスとはまるで違う優しいキスを、私のまぶたに落とした。そして同時に片方の掌で胸を揉みしだき、もう一方の手は私の太股を撫なでる。

「んっ……やぁっ……」

「そうだよ、その顔だ。俺に狂っちまえ――早く」

「っ……あ……私、は……」

　私の殻が、壊れていく。柊弥の指が私の敏感なところに触れ、熱い唇が肌を伝い、身体中に紅い刻印を残していくとともに。

　私はもう、自分を抑えることも、隠すこともできない。

〝私〟は、柊弥に溺れる〝オンナ〟。たったそれだけの存在になって、その深海みたいな夜に、吸い込まれるように沈んでいった――。










衝撃の再会




「……がわさん。香川さん！」

　自分の名前が呼ばれているのに気づいて、私はハッと顔を上げる。いつの間にか、デスクの傍かたわらに同じ部署の先輩社員、関せき口ぐちさんが立っていた。

「……あ、すみません。なんですか？」

　顔を上げた拍子にずれた眼鏡を直しながら、あわてて尋ねる。

「いや、朝の周知メール見たかって聞こうと思っただけなんだけどさ。どうしたの、珍しくボーッとして。体調でも悪い？」

　関口さんは私を含めた数名の派遣をまとめる正社員で、性格もよく、面倒見がいい。だからもちろん、善意で心配してくれているのだろう。私は、すぐに首を横に振った。

「いえ、そんなんじゃないです。すみません、メールですよね。見ておきます」

　周知メールというのは、業務連絡の全社一斉メールのことだ。社内共通の通達事項などがよく送られてくるので、こまめにチェックする必要がある。

「そう？　よろしく。周知メールの件だけど、その日、ちょっと仕事の手が止まるだろうから、もしかしたら残業お願いするかも。何かあったら教えて」

　心配そうな顔をした関口さんが去っていくのを見届けてから、私は小さくため息をついた。

（ダメだ。今は仕事中なんだから、集中しないと）

　香川 梓はいつだって、落ち着いて黙々と仕事をしている女だ。それなのに今日の私はぼんやりして、もう昼前だというのに、毎日朝イチでチェックしている周知メールすら見ていない。

　私は背筋を伸ばすと、すぐにＰＣメールの画面を開いて受信トレイをチェックする。先月病気のため退任した副社長の後任を来週の水曜日に発表し、就任挨拶をするという通達が来ていた。

（挨拶の間は、仕事ができないだろうからってことか……）

　周知メールの内容と関口さんの言っていた意味は理解した。すぐに画面を切り替えて、また仕事に取りかかる。しかし、書類を作るためにキーボードを叩いても、伝票の整理をしようとしても。何をしてみても、ちっとも頭が仕事に集中してくれない。

（どうしちゃったのよ、私は）

　思わずキーボードにバンッと両手を振り下ろしたくなったが、かろうじて思いとどまった。そんなことをしたって、なんの意味もない。それに、集中できない理由なんて本当は最初からわかっている。

　そう――それは昨日の……いや、厳密に言えば今日の朝までの、柊弥と過ごしていた時間が頭を離れないからだ。

（なんでよ……。あんなにしっかりシャワーも浴びたのに、まだ、肌に感覚が残ってるような気さえする……）

　柊弥に連れていかれたあのホテルで、私達は狂ったように何度も身体を重ねた。柊弥のキスは強引なくせに、その指使いは信じられないほど細やかで巧みで、私の熱を焦じらしては高め、最後は一気に弾けさせる。指で高みに昇らされたあとは、もう私もなりふりかまわず柊弥を求めてしまっていた。

　彼は『いい子だ』と囁いては熱い楔くさびで私の身体を貫き、壊れてしまいそうなほどの快感を埋めながら、何度も私の名を呼んで――。

『梓……いいぜ。もっと、もっとだ……』

　その声に、私はどんどんおかしくなっていった。

　そうして空が白むまで、お互いを求め続けて。早朝になってようやく眠りについた柊弥を置いて、私はベッドを抜け出し、タクシーで家に戻った。

　シャワーを浴びて、濃いコーヒーを飲んで。梓としての日常に戻る用意をしてきたつもりだったのに。

（余韻が……消えない……）

　甘く囁く低い声。肌の感触。身体の奥に残る疼き。全部がまだこんなにも鮮明で、頭を離れない。こんなことは初めてだ。

　今まで、本気で好きになった恋人などいない。だから当然、本気のセックスだってしたことがない。言ってしまえばセックスは、私にとっては昔から単なる気分転換のための遊びでしかなかった。それなのに、昨夜あんなにのめり込んでしまったのは、なぜなんだろう。私は柊弥のことなんて、なんとも思っていなかったはずなのに。

　他のバカな客とは違う、不思議な男だとは思っていた。でも、それだけだ。そんなものは好意というほどでもないし、ましてや私があの男に心を動かされているなどということはありえない。

『つまらない毎日にうんざりしてるんじゃないのか？　だったらつき合え、俺に。少しは面白くしてやれるはずだぜ？』

「……っ。なんで……」

　なぜかいきなりあのときの柊弥の言葉を思い出して、思わず息が詰まった。

（思い出してどうするのよ……。あんなの、自意識過剰なあいつが適当に言っただけに決まってる。もう忘れなきゃ。昨日のことも、あいつのことも）

　高城柊弥。アメリカ帰りのあの男に、ペースを乱されすぎた。私は耳の奥に響く声を追いはらうように頭を振って、必死でパソコンの画面を睨む。それとほぼ同時に背後で人の気配がして、「香川さん」と名前を呼ばれた。

「……はい？」

　振り返ると、斜め後ろに宣伝部の塚つか原はら光みつ樹きが立っていた。

「塚原くん。どうしたの？」

　さっきまでの考え事をさらに意識の奥へと押しやりながら、つとめて平静な声で問いかける。

「あの、江え本もとさんどこ行ったか知らないっスか？」

　江本さんというのは私の隣の席に座る後輩だ。所用でどこかに行っているのか、今は席をはずしている。とくに報告も受けていなかった。

「ごめん、わからないわ。でも何も聞いてないから、そのうち戻ってくると思うよ」

　そう答えると、塚原くんは困惑した様子で頭をかく。

「まいったなぁ、さっき至急って頼んだのに。あの、代わりに頼んでいいっスか、センパイ？」

　塚原くんは困り顔でそう頼んできた。ちなみに、部署が違うのに彼が私をたまに先輩と呼ぶのは、同じ派遣会社から派遣されている後輩だからだ。確かまだ二十歳になりたての塚原くんは、宣伝部の事務アシスタント担当。つまり社員の雑用係で、コピーや資料整理ばかりしているから、内勤同士何かと関わることが多い相手だった。

　こんなに気分の冴えない日に予定外の仕事なんて、できればご免こうむりたい。だけど塚原くんを突き放すわけにもいかず、私は渋しぶ々しぶ答えた。

「何？」

「新店舗オープンのＤＭを送るために社内システムの顧客情報データベースに入りたくて、このあいだ稟りん議ぎ書しょ出して、アクセス権限の申請したんです。で、さっき江本さんが、発行されたＩＤとパスワードを持ってきてくれたんですけど、なぜかそれでログインできなくて」

「ログインできなかった？　おかしいわね」

「でもできなかったんです。だから、江本さんにシステム部に確認してくれって頼んだんです。俺が午前中にリストアップして、大野さんに渡さないとまずいんですよぉ」

　塚原くんは本気で頭を抱え込んでいる。社内システムに関する稟議は総務で一括してシステム部に手配しているから、確かにうちで対応するしかなさそうだ。私は軽くため息をつき、塚原くんに少し待っているように言った。

　すぐにシステム部に内線をかけ、江本さんからこの件の依頼が入っているかを確認しつつ用件を伝える。江本さんも問い合わせはちゃんとしてくれていて、照合した結果ＩＤとパスワードに相そう違いなく、エラーになるようなシステム障害も起きていないとのことだった。

「そうですか。ではもう少々こちらで対応してみます。ありがとうございました」

　電話を切ると塚原くんの席に移動し、彼の端末を起動する。しばらく調べていると、パソコン自体に入っているセキュリティソフトが、顧客情報データ管理ソフトの認証方式に干渉していたのだということがわかった。

「なんだ、単にこのパソコンのセキュリティが邪魔してるのよ。ちょっと待ってて。解除して設定を変えれば問題ないと思うわ」

　説明しながらキーボードを操作し、数分で問題のセキュリティを解除する。再起動ボタンを押してふうっと息をつくと、背後から塚原くんが声をかけてきた。

「すごいなぁ。香川さん、パソコンのセキュリティとかまでわかるんですか？　さすがっスよねえ～。派遣の鑑かがみってヤツ？」

「くだらないこと言ってないで、急ぎならほら、さっさとログインしてみたら？」

　パソコンの画面を横目で見つつ、席を譲るべく立ち上がる。

（そうよ。これが私だわ）

　別に鑑になるつもりはないけれど、香川 梓はこうしていつもテキパキと仕事をこなす女だったはずだ。プライベートでの出来事を思い悩んでボーッとするなんて、私らしくない。

　余計な仕事は増えたものの、おかげで少しだけ思考が普段のペースに戻ってくれた。私はこれ以上昨夜のことは考えないと心に決めて、忙しくなった仕事に身を投じることにした。




　それからはアフロディーテに出勤することもなく過ごし、気づけば水曜日。あれ以来柊弥から電話がかかってくることもなくて、正直私はほっとしていた。

（よかった。やっぱりあいつだって、その場限りのつもりだったんだ）

　そんなことを考えながら出勤すると、なんだか社内の雰囲気がいつもと違う。騒然としているというか、浮き足立っている様子だ。

　怪け訝げんに思いながら自分の席まで歩いている途中で、他部署の社員が話している声が、微かすかに聞こえてきた。

「マジかよ。俺フツーに専務が後あと釜がまにおさまるとしか思ってなかったぜ」

「いや、誰だってそう思うでしょ。社長にそんな息子がいたってのも初耳だし」

（専務？　後釜……？）

　そういえば今日は、空席になっていた副社長の後任が発表され、就任挨拶があると聞かされていた日だ。もしかしたらその話かもしれない。

（なんだ、くだらない）

　私の興味は一気に冷めた。ただの派遣社員の私には、副社長が誰だろうが関係ない。そう思った私は周りの騒ぎなど素知らぬ顔で席に着き、パソコンを立ち上げた。画面が明るくなるとすぐ、日課のメールチェックを始める。

　しかし、届いていた二通目のメールを読み始めたところで、私は硬直した。そこに書かれていた内容は――。

【本日、新しい副社長が就任します。十時から三階大会議室にて管理職以上で就任発表会を行い、その後副社長が各部署を挨拶に回ります。みなさん、新しい副社長をあたたかく迎えましょう】

　そこまではいい。問題は、その後の就任発表会とやらのスケジュールに書かれている文字だ。

【就任の挨拶　副社長・高城柊弥】

　フクシャチョウ――タカシロシュウヤ……。

「ウ……ソ、でしょ……？」

　無意識のうちに声が漏れていた。ちょうど背後を通り過ぎようとしていたらしい関口さんが私の声を聞きつけ、面白そうな顔で覗のぞき込んでくる。

「あ、メール見た？　さすがの香川さんもやっぱりこれには驚きみたいね」

　にやにやしている関口さん。それに反応した隣の江本さんも話に入ってきた。

「あ、副社長の話？　驚きですよねー。まさかのニューカマー！」

　普段ならこんな社員同士の雑談には絶対に加わらない。だけど今日は好都合とばかりに、私はそれに食いついた。

「誰なんですか、この人。こんな人、今までこの会社にはいませんでしたよね？」

　私がそう尋ねると、関口さんが得意げな顔で答えてくれる。

「それがね、その人、社長の息子なんですって。なんでもずっとアメリカに留学してたんだけど、前の副社長の退陣が決まって、予定を早めて帰国してきたらしいわよ」

「アメリカに、留学……!?」

　ただの同姓同名では……というわずかな期待が、あっという間に粉々に砕かれる。金城さんから聞いたあの男の状況とも一致しているし、第一、それほどありふれた名前じゃない。

（あいつが……柊弥が、この会社の新しい副社長……!?）

　頭が真っ白になった。だけどしばらくすると、私はハッと気づく。

「でも――社長と苗字が違う……」

　ここの社長は、最近ではそんなに珍しくもないが、女社長だ。歳は五十代前半くらいで、苗字は――そう、確か春かす日が。

（柊弥が春日社長の息子だって言うなら、なんで苗字が違うの？）

　その疑問には、江本さんがあっさりと答えをくれる。

「あれ、香川さん知りませんでした？　社長、バツイチなんですよ。たぶん苗字が違うのは、息子さんはお父さんの苗字のままなんじゃないかな？」

「お父さんの……」

　確かにそれはありえそうだ。戸籍のことはよくわからないけれど、親が離婚しているなら苗字が違ったっておかしくない。

「じゃあ本当に柊弥が……社長の息子……」

「えっ？　何？」

　うっかり出てしまった声は、幸いふたりには聞こえなかったらしい。私はあわててごまかした。

「いえ、なんでもないです。教えてくださってありがとうございます」

　短くお礼を言って話を終わらせると、関口さんは自分の席に戻っていった。

　私も前を向き、まだメールの文面が映るパソコン画面を眺める。しかし、そこから身体が動かない。心臓が、壊れたエンジンのようにバクバクと音を立てていた。マウスを持つ掌が汗で濡れてくるのがわかる。

（こんなことってある？　なんで……なんで柊弥が、新しい副社長なのよ!?）

　あの日の柊弥の姿や、合わせた肌の温もりが、忘れようとしていた記憶からよみがえってきた。そして、熱く甘く私を酔わせた、あいつが〝梓〟と私を呼ぶ、あの低い声も。

　もう何日も経っているのに、そのすべてがあまりにもリアルで、自分でも驚いてしまう。お互いの気まぐれで起こった、一夜限りの出来事だと思っていた。連絡も来なくて、もう会うこともないと思っていたのに。それがまさか、昼間の私に――香川 梓の世界に、あいつが入り込んでくるなんて。

　そのとき、パソコンが省電力モードに入って、画面が真っ暗になった。ミラーのようになったモニターに映る自分の顔を見て、私はハッとする。

（そうだ――まだ、気づくとは限らないわ）

　画面に映った私は、メイクも髪も夜とは別人だ。それに眼鏡もかけているから、パッと見た感じでは、紫苑の面影は、どこにもない。

（〝梓〟という名前は名乗ってしまったけど、別にすごく珍しい名前でもないし……）

　少しずつ頭が回りだした。私はさらに心を落ち着かせるよう努力しながら、必死で考える。

　第一、副社長とただの派遣の私が顔を合わせることなんて、ほとんどないはず。せいぜい今日の挨拶のときくらいだ。前の副社長だってめったに会うこともなかったし、直接話をしたことは一回もない。今日さえ気づかれずに終われば、それ以降は顔を合わせる機会はほぼないはずだ。そして向こうに気づかれさえしなければ、私は素知らぬ振りで普通に仕事をしていればいい。

「大丈夫……きっと、バレないわ」

　自分自身に言い聞かせるように、誰にも聞こえない小声で呟いた。百パーセントとは言えないけれど、今はその可能性を信じよう。

　動揺を隠して仕事を始めると時間は瞬またたく間に過ぎる。あっという間に十時になり、各部署の部長以上の社員が、会議室に移動していった。そして一時間ほどで戻ってきて、「すぐに副社長が挨拶に来るぞ」と誰かの声がする。

　数分後、広いオフィスの入口のドアが開いて、私は思わず呼吸を止めた。私の席はだいぶ奥のほうにあるから、ドアからは少し距離がある。

　でも、間違いない。開いたドアのそばに立つ、三つの人影。両端は、社長と専務。そしてそのふたりにはさまれて立つ、ひときわ背の高い、中心の人物は――。

「柊弥……」

　やっぱり、あの男だった。意志の強そうな凛々しい眉と切れ長の瞳。尊大なくらい堂々とした態度。こんなに距離があっても、絶対に見間違えようがない。私の知っている高城柊弥、その人だ。

　何度も私を抱き、狂おしいほどの恍こう惚こつで酔わせたあいつが、今、そこにいる。

「えっ、若い……！」

「ていうか、超イケメン!?」

　周囲では、口々にそんな囁きが飛び交い始める。社長の息子ならまだ若いのは当たり前だとはいえ、実際に柊弥の姿を目にして、みんな改めて驚いているのだろう。

　興味津々の社員の視線を浴びながら、柊弥は社長達と一緒にゆっくりと室内に入ってきた。入口に近い部署から順に歩いていき、部署の紹介を受けたり、簡単な挨拶をしたりしている。席の並びからして、私の部はたぶん最後のほう。私は適当に仕事する振りをしながら、徐々に近くなる柊弥との距離を何度も確かめた。

　近づいてくるにつれ表情は細かなところまではっきりして、話し声も明確になってくる。柊弥の笑い声が耳に届くたび、胸が締めつけられるように苦しくなった。緊張が高まっているから、というのもある。でもそれとは別に――あの夜の、私の名前を呼ぶ柊弥の声が、耳の奥によみがえるようで……。

（バ、バカ。何を考えているのよ、私は）

　身体の奥に火がともったように熱くなる感覚を、私は別のことを考えて懸命に追いはらう。そんなことをしている間にも柊弥達は順番に部署を移動し、気づけばもうすぐそばまで来ていた。

「わわ、とうとう来るぅ！　もぉー、あんなイケメンなんだったらメイク直し行っとけばよかったぁ」

　隣で江本さんが小声で呟いているが、私の視線は柊弥に釘付けで、彼女のほうを見る余裕もない。柊弥や社長の視線が、とうとう総務部のデスクが並ぶ私達の島に移った。私は俯うつむいてその視線を避けながら、高鳴る鼓動に『静まれ、静まれ』と必死で念じる。足音と気配で、三人が完全にこっちへ来たことがわかった。真っ先に耳に飛び込んできたのは、専務の声だ。

「こちらが総務部です。部長の佐さ々さ木きくん以下、女子社員と派遣社員が多い部署ですな。本社の総務だけでなく、各店舗の経理業務もここで担当してまして……」

　長ったらしい説明にも、丁寧に相あい槌づちを打つ柊弥の声が聞こえてきた。

「経理を担う点ではあなたもお世話になる部署よ。覚えておいてね」

　説明のあとの社長の言葉に、ハキハキとした声で答える。

「わかりました。佐々木部長。他、総務部のみなさん。副社長に就任しました高城柊弥です。どうぞよろしく」

「よろしくお願いします！」

　周りは声を揃えて返事をしたが、私は声を出さずに頭だけ下げた。柊弥の顔はまったく見ていない。緊張で今にも身体がどうにかなりそうで、一刻も早くこの時間が終わるのをひたすら願っていた。けれど――。

「そうだ。総務部ということは、ＩＤカードの手続きなどはここで？」

　その柊弥の声に、私は心臓が破れそうなくらいドキリとする。

　ＩＤカードというのは、社員証を兼ねたセキュリティ認証機能を備えたカードのことだ。正社員は全員所持していて、一部の部屋にはそのカードを使わないと入れない。

　当然柊弥にも必要になるものだから、手配してあったのだろう。質問には、佐々木部長が思い出したように答えた。

「ああ、そうですね。そういえば、申請書類のほうは……？」

　控えめに部長に尋ねられると、柊弥は申し訳なさそうに苦笑する。

「すみません。先日いただきましたが、実はまだ、一部未記入でして」

「結構ですよ。では、本日中にご提出いただけますか？　後ほどこちらから受け取りに伺いましょう。ええと、担当は確か――」

（ちょっと、待ってよ。なんで今――！）

　心の中で叫んだところで、どうしようもなかった。まるで悪魔がいたずらしているんじゃないかという気になってくる。

「――香川さんだったよね？　午後になったらお願いできるかな？」

　何も知らない部長の声が恨めしい。逃げだしたいのを必死でこらえて、私はほんの少しだけ顔を上げ、短く返事をした。

「はい、わかりました」

　消え入りそうな返事に、部長は怪訝な顔になっていた。だけどそれよりも数百倍、話の流れでこっちに向いた、新たな視線のほうが痛い。

　――柊弥が、私を、見ている。

　一瞬の間が、私にはすごく長い沈黙のように思えた。視界の隅に映る柊弥を窺いながら、びくびくしている私。そんな私を見て、柊弥は――。

「香川さん……ですか？　お手数かけますが、よろしく」

　軽く笑ってさらりと言うと、すぐに私から目をそらした。そして今はもう、ごく普通の顔で佐々木部長と「これからよろしく」などと会話をしている。何事もなかったかのように、平然とした態度で。

（気づか……なかった……？）

　安あん堵どで、ヘナヘナと座り込みたい気分になる。数年分の緊張が、今一気に訪れたみたいだ。

（でも、よかった。やっぱりバレなかったじゃない）

　銀座の一流クラブで働くホステスが、こんな普通の会社の地味ＯＬとつながるわけがない。気づかなくて当然、心配しすぎて損したと、私は肩の力を抜いた。

　あいつが副社長としてこの会社にいるなんて、これからのことを思うととても穏やかではいられない。でも今はバレなかったのだから、対策はこれからじっくり考えればいい。そう思って、私はようやく胸を撫で下ろした。

　やがて全部署への挨拶を終えた三人が来た道を戻っていき、完全にオフィスから出ると、室内は一気に騒然となった。とくに騒がしいのは女子で、柊弥の相当なイケメンぶりにテンションが上がっているようだ。

「ちょっとぉっ、マジであのイケメンが副社長っ!?」

「ありえな～いっ！　けどヤバイ、嬉しすぎる!!」

　そんな声がうちの部署でも飛び交い、佐々木部長があきれた顔でたしなめる。

「おいこら、騒がしいぞ。さっさと仕事を始めてくれ」

　きゃっと可愛く肩をすくめて席に着く周囲とは対照的に、私は疲れきった顔でどさりと椅子に背を預けた。




　その日の午後。ＩＤカード申請手続きを担当している私は、部長に言われた通り副社長室に書類を受け取りに行かなければならなくなってしまった。

「はぁ……行きたくない」

　席を立ったはいいけれど、小声で呟いてから、しばらくその場を動けない。頼めば喜んで代わりに行ってくれそうな女子はいくらでもいた。でもあえて頼む理由が何もない。総務部は、そんなに忙しい部署でもないのだ。「副社長に会うのが緊張する」というのも、寡か黙もくに仕事をこなす私のキャラではない。あえてそんなことを言って、私が副社長を意識していると周囲に印象づけるのもバカな話だ。

（仕方ないか。どうせ向こうは気づいてないんだから、さっさと受け取って出てくればいいよね）

　やっと決心して、私はオフィスを出た。

　副社長室はひとつ上の階だ。その階には社長室や他の重役の部屋、彼らが使う応接室など、上層部しか出入りしない部屋が集まっている。派遣社員の私には今までほとんど縁のないフロアだった。

　いくぶん緊張しながらエレベーターに乗って移動して、静かな廊下をドアプレートを頼りに歩き、目的の部屋を見つける。

　室内からは、とくに話し声や物音は聞こえない。私は深呼吸してから、思い切ってドアをノックした。ひと呼吸おいて、あの低い声がドアの向こうから答える。

「どうぞ」

「……失礼します」

　小さくドアを開けて中に入った。

　初めて足を踏み入れた副社長室は、品のいい調度品を使ってはいるものの、執務用のデスクに応接テーブルとソファがあるだけの普通の部屋だった。過度な装飾はまったくなく、広い室内は、がらんとしている印象を与える。

「ああ、君は――」

　正面のデスクに座っている柊弥が言う。部屋には彼ひとりだった。

「総務部の香川です。ＩＤカードの申請書類をいただきに上がりました」

　淡々とした口調で言ってデスクに歩み寄ると、柊弥も小さく頷いた。

「そうだったな。ありがとう」

「いえ」

　事務的に頭を下げて、書類を渡してくれるのを待っていると、すぐに柊弥は引き出しからクリアケースに入った書類一式を差し出してくる。「ありがとうございます」と受け取って、私はすぐに辞去しようとした。ところが――。

「あ、ちょっと待って」

　呼び止める声に、私はぎくりと硬直してしまう。

「……なんでしょうか？」

「ＩＤカードはいつ頃もらえるのかな？」

　柊弥はにこやかにそんなことを聞いてきた。

「……三、四日でお渡しできると思います」

「そうか。入室にカードが必要になる部屋というのは？」

「主にシステム管理部の部屋と、一部の資料室です」

（ああもう、こっちは内心ひやひやしてるのに。数日でできるって言ってるんだから、それでいいじゃない！）

　思わず眉み間けんにしわが寄りそうになる。そんな私の苛立ちが通じたかどうかは知らないが、ようやく柊弥は納得した顔を見せた。

「わかったよ。どうもありがとう」

　そう言って頷いて――そして、それまでとまったく変わらないごく普通の声で、まるで世間話をするように続けた。

「どうやらこっちでもまともに働いてるみたいだな。なかなかやるじゃないか」

「えっ？」

　私はその言葉の意味が理解できずに、ロボットのように動きを止める。そんな私を、柊弥は妖よう艶えんな光の宿る目でまっすぐに見据えた。そしてニヤリと、意味ありげな笑いを唇の端に浮かべる。

「まさかこんなところで再会できるとは思ってなかったぜ。〝紫苑〟は〝梓〟の仮の姿ってわけか。いや……もしかしたら逆かな？」

　目の前が一瞬、真っ白にくらむ。心臓がドクンと波打ち、一気に鼓動が速くなった。

（嘘……。気づいてたの!?）

　声が出ない。どう反応するべきかとっさに判断できなくて、私は人形のように立ち尽くしていた。

「そんな顔するなよ。俺は会いたかったんだぜ。このあいだは、詫びの新しいドレスも受け取らずに逃げられたからな」

　この状況を楽しむように、柊弥はそう言った。

　――柊弥は、気づいていた。こんな華やかさの欠片もない姿をした昼間の私でも、〝紫苑〟だと見抜いたのだ。

　でも、どうして？　〝紫苑〟と〝梓〟では、何もかも違う。きっとバレないと思ったのに……。

　しらを切ってもどうしようもないことは、もう明らかだった。私は小さくため息をついて、低く呟くように尋ねる。

「……最初から、気づいてたの？」

「まぁな。一度抱いた女の顔を忘れるような男じゃないぜ、俺は」

　涼しい顔で答える柊弥。その言葉に私はまたあの夜を思い出し、心がユラリと波打つのを感じてしまう。

（やめてよ……。そんな目をして、そんなことを言わないで）

　あの夜のことは、もう忘れようと思っていたのに。あの日の私は、きっとおかしかったのだ。あんなふうに自分の名前を呼ばれて、乱れて。そして自分から相手を求めるなんて、今までの私では考えられない。

　そう……私はきっと、あまりに強引な柊弥のペースにのまれていた。だからもうこれ以上、こんな男に翻弄されていてはいけない……。

「気づいてたくせに調子合わせて、嫌味のつもり？　最低ね」

　柊弥のペースに持っていかれないように、精一杯の強がりで言う。しかし柊弥は、余裕の態度で冗談めかして肩をすくめた。

「なんだよ、気を遣ってやったんだろ？　あそこで銀座のアフロディーテの紫苑じゃないかって騒いだほうがよかったのか？」

「そんなこと……！」

　思わずカッとなった私の顔を見て、柊弥は勝ち誇ったように笑う。

「な？　優しい俺の配慮に感謝しろ」

「何が、『優しい』よ……！」

　今もまた、こんなふうに私を混乱させて楽しんでいるくせに。

「聞いたぜ。総務部勤続二年、香川 梓。派遣社員なのにかなり優秀らしいじゃないか。ＯＡスキルが高くて事務仕事は完璧、接客させても態度よし。簿記検定、英検、情報処理検定に加え、秘書検定まで持ってるって？」

　私の経歴を、柊弥はまるで自分のことのように得意げに話した。

「……調べたの？」

「調べたって、人聞き悪いな。だからちょっと聞いただけだって」

　別段悪びれる風でもなく、さらりと答えるのが腹立たしい。

（やめてよ。お願いだからもう、これ以上私のことを知ろうとしないで。私の中に入ってこないでよ……！）

　内心ではそう叫びながら、私もつとめて冷静な声を出した。

「真面目な派遣社員が実はクラブでバイトしてますって、バラしたければバラせばいいわ。こんな会社すぐに辞めるから、かまわないわよ」

　最後は吐き捨てるように言って、部屋の扉に向かって歩きだす。ところが、素早く立ち上がった柊弥が私の手首を掴み、止められた。

「待てって。また逃げるのか？」

「そんなんじゃ……っ。いいから離し――」

　台詞せりふは最後まで言えなかった。私の身体は抵抗する間もなく、強い力で柊弥に引き寄せられる。グッと身体が近づいた拍子に反対の手ですっと眼鏡を取られた。そして次の瞬間、唇にかかる熱い吐息――。

「んん……っ」

　キスされたのだと気づくには、時間がかかった。でも気づいたときには、もう止めようがないくらい深くなっている。呼吸がままならず頭をクラクラさせながら、私はただ、彼の唇に躍らされるだけだった。

　やがて長いキスから私を解放した柊弥は、奪った眼鏡を顔の前にかざして、呟くように声を発する。

「度が入ってないな、この眼鏡。やっぱり、作ってるのは昼間のほうか」

「……やめてよ。なんで……」

（なんで、こんなことするのよ……！）

　思い出したくないのに。柊弥のキスでかき乱されてしまう心を、感じたくないのに。

「言ったろ。俺は再会できて嬉しいんだって」

　低く穏やかな声が告げる。

「辞めるなんて言うなよ。まあ、辞めさせないけど」

「辞めるわよ。お願いだからもう、ほっといて！」

　渾こん身しんの力で、柊弥を突き飛ばす。今度はもう、あっけないほど簡単に拘束が解けた。

　私は乱暴にドアを開け放つと、飛び出すように副社長室をあとにした――。










奪われた日常




　仕事を終えるとすぐ、私は帰り道を歩きながら、派遣会社の担当に電話をかけた。

　働きながら一日中考えたけれど、やっぱり私はもう、あの会社を辞めたほうがいい。〝紫苑〟としての一面を知っている柊弥がよりにもよって副社長だなどという状況では、今まで通りに仕事はできない。

　彼が言ったように、逃げるみたいで悔しい。でも、仕方ない。

　生活面を心配する必要はないだろう。柊弥が言った通り、私には充分なスキルがある。全部、高校生のときから二十歳くらいまでの間に、独学で勉強して習得したものだ。幼い頃から勉強は必死でやってきたから、学力が高い自負はある。学歴はたいしたことないから正社員は難しくても、派遣社員でなら次の仕事はすぐ見つかるはず。

「まあ、赤あか峰みねは怒るだろうけど……」

　ダイヤルして応答を待つ間、思わず憂ゆう鬱うつな声を漏らす。担当の赤峰は二十代後半の男で、若いわりに仕事に厳しく、派遣社員の働きぶりにも結構うるさい。こんなにいきなり仕事を辞めるのはもちろん契約違反だから、間違いなく引き止められて、説教されるだろう。やむをえないとはいえ、考えるだけで萎なえる。

　そんなことに思いを巡らしていたら、プツッと音がして相手の応答が聞こえてきた。名前を名乗ってすぐ、簡潔に用件を告げる。

「すみません。急で申し訳ないんですけど、私、今の会社、今日で辞めさせてほしいんですが」

　当然『何言ってるんだ!?』という声が返ってくると思っていた。ところが、電話の向こうから聞こえてきたのは……。

『ああ、香川さん。ごめんごめん、僕も今電話しようと思ってたんだよ。わかってるよ。すごく急ではあるけど、ちゃんと話進めてるから』

「え……!?」

　まったく意味がわからなくて、私はその場で足を止め、固まった。

「話進めてるって……私、辞めていいんですか？」

　かすれる声で尋ねた私に返ってきたのは、コロコロ笑う赤峰の声だ。

『え？　そりゃあ、今の契約を切らないと、直接雇用には切り替えられないからね。大丈夫だよ。こっちの書類はうまく調整して、有給も無駄にならないようにしてあげるから』

「は――!?」

　赤峰が何を言っているのか、話が見えない。だけどかろうじて、重要なワードだけは頭に残った。

（『直接雇用に切り替える』――今、そう言った？）

　同時に脳のう裏りによみがえる声。昼間の、柊弥の声だ。

『辞めさせないけどな』

（あいつ、何を……！）

「……また電話しますっ」

　通話口に向かってそれだけ言うと乱暴に電話を切り、私はすぐに走りだした。もちろん、会社に戻るためだ。よくわからないけれど、柊弥が何か手を回したに違いない。そうでもなければ、直接雇用――派遣の私があの会社の正社員になるなんていう話、出てくるわけがないのだから。




　数分後には会社に戻り、副社長室の扉の前にたどり着いた。でも、ノブに手をかけるとドアには鍵がかかっていた。やむをえずスマホから電話をかけてみるが、それも留守電につながる。

「どこ行ったのよ、あの男は！」

　走ったのと憤いきどおりとで、熱が出てきそうだ。

（いったいあいつは何をしたの？　私を縛りつけて、どうするつもりなのよ!?）

　もしかしたら、今電話に出ないのもわざとかもしれない。あいつが食わせ者なのはもう知っている。柊弥は、私が怒ると食らいついてくる女だと気づいている。きっと部屋に乗り込んでくると踏んで、今はわざと姿をくらまし、電話も無視しているのかもしれない。

「なんで……っ！」

　どうしてそっとしておいてくれないのだろう。私が会社を辞めれば、もう会うこともなくなると思っていたのに。

「なんで私に、関わろうとするのよ……！」

　しかもこんな、信じられないような強引なやり方で。あんな奴に振り回される生活、私はこれっぽっちも望んでいないのに。

（関わらないほうがいい。これ以上関わっちゃダメだ）

　怒りと不安のはざまで、私は凍ったように立ち尽くした。

　柊弥との関係のその先には、なんだかとんでもないものが待っているような気がする。つまらなくても、それなりに平穏だった日常。それが音を立てて、変わってしまうような。

「どうしよう……明日……」

　柊弥に会うために、結局明日も会社に来る羽目になる。それこそが、あの男の狙いなのではないかという気がする。こうなったら、派遣会社には『辞める』で通して、二度とここには来ないほうがいいのかもしれない。そう思うのに、なぜか胸の奥のもやもやした気持ちが拭ぬぐえない。

　なぜ、と自分自身に問いかけてみても、答えは返ってこなかった。ただ頭に浮かぶのは、自信ありげに唇の端を上げて笑う柊弥の笑顔。思い出すと、針で刺されたようにチクリと胸が痛む。

　あいつはいつも、あの揺るぎない自信に満ちた目で私を見て、強引な態度で私を振り回す。こっちが迷惑がっていようがなんだろうが、おかまいなし。そうして人を自分のペースに巻き込んで……静かだった私の世界を、壊していく。

「ホント……最低」

　閉ざされたドアの前でぽつりと呟く。形の見えない感情に戸惑いながら、私はとぼとぼとその場を離れた。

　――そうして、翌日。

　結局私は、いつもの時間に出社した。ひと晩中、散々悩んだ。でもやっぱり、何が起こっているのかもわからないまま、家でじっとしていることはできなかった。

　あいつから話を聞かないと気が済まない。こうなったら正面からぶつかってやる。たとえ柊弥の思うツボにはまっているとしても、私は私の気の済むように行動する。そう決めた。

　更衣室で制服に着替えると、他の従業員の目を避けてこっそりエレベーターに乗り込み、副社長室に直行する。きっと柊弥は、そこで待っている。そんな確信があった。昨日は冷たく閉ざされていた大きな木の扉を、ゆっくり四回、ノックすると――。

「どうぞ」

　扉の向こうから届いた落ち着いた声。私は小さく息を吸ってからドアを開ける。

　中に入ると、グレーのスーツに身を包んだ柊弥が、部屋の中央あたりに立っていた。その、本当にいかにも私を待っていましたという様子に、私は確信をさらに強める。

「何したの、アンタ」

　まっすぐに柊弥を睨みつけると、そう問いを投げつけた。すると柊弥は何が楽しいのか、うっすらと笑みを浮かべ、何度か瞬まばたきをする。

「おいおい、せめて『おはよう』の挨拶くらいはしろよ。一応お前の上司だぜ、俺は」

「何が上司よ！　バカなこと言ってないで、さっさと説明して！」

　さらに声を荒げると、柊弥は「落ち着け」と言いつつ、ドアのそばに立ったままの私のほうへ歩いてくる。

「別にそんな、とんでもないことはしてない。お前を、副社長専属の秘書にヘッドハンティングしただけだ」

「秘――」

　あまりの驚きに、声も思考も一瞬止まった。

（……どういうこと？　秘書って……ヘッドハンティングって？）

　考えのまとまらない頭に、割り込むように柊弥の声が降ってくる。

「今日付けで、お前を副社長秘書に任命する。もちろん社長の許可もとって、会社として正式決定したことだ。雇用形態も派遣じゃなくてうちの正社員になる。派遣会社とは昨日のうちに話をつけた」

「なっ……!!」

『話は進めてる』と言っていた赤峰の声が頭をかすめたものの、それも一瞬で消える。すぐに溶岩のように煮えたぎる怒りが、身体の奥底から込み上げてきた。

「勝手に何してんのよ！　本人無視してヘッドハンティングとか異動って、どういうことっ!?」

（そんな勝手な話、聞いたことないわ。しかも、私が柊弥の秘書？　そんなの、できるわけないじゃない！）

「すぐに派遣会社に電話して、取り消して」

　怒りをあらわに詰め寄る私を、柊弥は平然とした顔で見下ろしていた。

「それはできない。こっちはもう、派遣会社に違約金送金しちまったからな」

「い、違約金？」

「あれ、知らないのか？　派遣先が派遣社員を引き抜くってのは、契約を途中破棄してスタッフをひとり譲り受けるってことだろ。だからこっちは派遣会社に違約金払うんだよ」

　そんな話は初耳だった。と言うよりも、そんな会社同士の裏事情を一派遣社員が知っているわけがない。でも、仮に知っていたとしたって同じこと。

「そんなこと私には関係ないじゃない！　私がいつ、アンタの秘書になりたいって頼んだのよ？　アンタと一緒に働くのなんか、まっぴらご免よ！　それなのに……っ」

「ずいぶんな言い草だな。派遣の一般事務から副社長秘書だぞ？　夢のような大だい抜ばっ擢てきじゃないか」

「だからそんなの、望んでないから！　絶対に嫌よ、秘書にはならない！」

　語気荒く言い募っても、柊弥はまったく堪こたえない。わざとらしく、いかにも不思議そうに首をかしげてみせた。

「なんでそんなに嫌がるんだよ。お前、秘書検定持ってるんだろ？」

「資格を持ってるとか、できるとかの問題じゃないわ。私は、やりたくないって言ってるのよ！　もういいわ、アンタが派遣会社に言わないなら、私から言う」

　はねつけるように言う私に、柊弥は怯ひるむ様子もなくニヤリと笑い返してくる。

「そうか？　そう思うならいいぜ。お前の好きにしろよ。派遣会社に真実を語って、なかったことにしてくれとでも頼むか？」

「し、真実……？」

「ああ。好きなように説明すればいい。話せるもんならな」

　不敵にそう言いきる柊弥の顔は、本当に楽しそうだった。私はカッと頬が熱くなるのを感じる。

（真実を話せ？　いったいなんて言えっていうのよ）

『実は私と副社長は寝たことがあって、私に執着してる副社長が勝手にやったんです』

　とでも言えというのだろうか。私の口から？

「アンタって……ホントに最低ね」

　言えるわけがない、そんなこと。それをわかっていて言う意地の悪さや、面白おかしく私を試すような視線。そういうところに、本当に腹が立つ。でも一番腹が立つのは、そのひと言ひと言にいちいち動揺している、自分の心だ。派遣会社には、なんとでも言い訳はつくはず。でも、私のペースをすっかり乱してくるこの男のことを思うと、手も足も出ない自分を感じてもいた。

（何を焦っているの、私……！）

　振り回されるな、柊弥の言葉にいちいち流されていてはいけない。懸命に、そう自分に言い聞かせる。

　柊弥の秘書になどなったら、今まで通りの目立たないＯＬなんてやっていられない。とにかく、何がなんでも断るべきだ。

　改めてそう気持ちを固めて、私は顔を上げた。だけどそんな私の視界に映ったのは、射抜くような鋭い瞳で私を見ている整った顔。いつの間にか、柊弥がすぐ目の前に立っている。ぎくりとして一歩退しりぞけば、入口のドアと壁はすぐ後ろだ。このまま部屋を飛び出してしまおうかと思うも、それより早くその大きな手に右肩を掴まれてしまった。

「は、離してよっ」

　身をよじると今度は反対の肩も掴まれ、そのまま壁に押しつけられてしまう。

「やめてっ、何を……！」

　叫ぼうとした声を、柊弥のよく伸びる低い声が遮さえぎった。

「そう、その瞳。その瞳が気に入ってるんだよ、俺は」

「え……？」

　困惑する私に、柊弥はまっすぐ私を見たまま続ける。

「誰もかれも敵みたいに睨んで、まるで決して自分に近づくなってバリケード張ってるみたいだな。お前みたいな目をした女は初めてだよ。だからお前のこと見てると、そのバリケードを壊してやりたくなる」

「な、何言って……」

　その笑みと鼓膜を揺さぶる声に、私はゾクリと身体の奥から何かが湧き上がるのを感じた。

（この感覚は何？　どうして私は、こんなにドキドキしてるの……？）

「もう一回言う。俺はお前が気に入った。だからお前を、俺専属の秘書にする。お前の退屈な毎日を変えてやるって言ってるんだ。ありがたく、俺のところへ来い」

「な……！」

（ふざけてる。こんなことが、本当にまかり通っていいの？）

　私は誰の目にもとまることなく、ただ平穏に、このつまらない会社で日々を過ごしていければよかったのに。退屈？　それはもちろん退屈だった。でもそれは、もうどうしようもないのだと理解していたことだ。なぜならこのつまらない世界で私が楽しいと思えるところなど、どこにもないのだから。

　そう――あの夜の銀座が作りだす、虚像の世界。あの世界でつかの間のから騒ぎに興じて、ほんの少しでも、見せかけだけの楽しさに羽を休める。それが私にできる精一杯。私はこれからもずっとそんな毎日を送っていくしかないのだと、そう思っていたはずなのに。

『つまらない毎日にうんざりしてるんじゃないのか？　だったらつき合え、俺に。少しは面白くしてやれるはずだぜ？』

　私の頭はまたおかしくなってしまったのかもしれない。こんなときに限って、あの夜の柊弥の言葉を思い出すなんて。記憶の中の声と目の前の柊弥の顔が重なって、私はもう金縛りにでもかかったかのように動けなくなり、ただじっとその瞳を見つめることしかできなかった。

「〝紫苑〟より、今のお前のほうが俺は断然そそられる」

　甘く囁く声とともに、柊弥の顔が私に近づいてきた。瞬間的に、キスされるのかと思う。私の身体はビクンと強張り、思わず両目をかたくつむった。

　けれど、いつまで経っても唇に訪れる感覚はなく。代わりに前髪をかすめるようにふわっと風が起こり……そして、額ひたいに柔らかいものがそっと触れた。

「……っ」

　フェイントの、額へのキス。そうしてさらにフェイントで、今までとは打って変わった優しい声が、こう告げる。

「よろしくな、秘書さん」

　私はもう何も言えずに、へなへなとその場に座り込みそうになった。

「っと」

　それを器用に抱きとめて、柊弥は勝ち誇ったように微笑んだ――。




　オフィスに戻ると、室内の視線が一気に私に集中する。遠慮がちなものからあからさまなものまでさまざまで、ところどころではヒソヒソと噂うわさ話ばなしみたいな声も聞こえてきた。

「副社長に専属秘書……しかも派遣社員を抜擢って。いきなりすごいことやってくれるな、あの副社長」

「まあ、元々うちって社長が一代で築き上げた会社で、あの人のワンマン企業なところあるしな。愛まな息むす子こで、しかもアメリカ帰りだし、社長もまあいいかって許した感じなんじゃねーの？」

「それにしたって無茶通してると思うけど。あの副社長、結構問題児かもね。あーあ、イケメンなのに惜しい～！」

　もう、こっちにも完全に知れ渡っている。恐らく、いつもの周知メールで通達されたのだろう。

　確かにこんな異例の人事異動には、反感を持つ社員もいるだろうし、好奇の目が向けられて当然だ。しかも今さら気づいたけれど、副社長に秘書などという話、私が知る限りこの会社では初めて聞く。

　うちはそこまで大企業というわけではない。秘書がいるのは社長だけで、確か籍の上では総務部に名前を置く人がひとり、秘書業務についていた。副社長には秘書はいない。副社長や重役の依頼する書類作成などは、私と同じ総務部のベテラン社員がやっていたはずだ。だから考えてみれば、副社長に専属秘書がつくこと自体、ここでは驚きの話だった。

　たった一日でよく話を通したものだ。本当に、柊弥はどういうつもりなのだろう。

　もうどうにでもなれ。私は、なかばそんな気分だった。

　まっすぐ前を見据えたままズンズン歩き、自分の席に到着した。すると待ちかまえていたかのように、佐々木部長が私を呼ぶ。

「なんでしょうか」

　無表情で部長の席の前に移動すると、部長は座ったまま私を見上げて尋ねた。

「先に副社長に挨拶してきたみたいだな？　一応私が辞令書を預かっているから、渡しておくよ。さっき、全社員にもだいたい同じ内容の通達がされたところだ」

　そう言って、賞状を渡すみたいに一枚の紙を差し出した。無言で文面を覗き込むと、柊弥の言った通り、私が副社長付き秘書に任命ということが書いてあった。そこには理由も書いてあり、〝来年度の事業拡大計画により役員業務も多忙を極めることが予測されるため〟だそうだ。一応つじつまは合っているが、みんながみんなこれを信じはしないだろう。それにしてもご丁寧にこんなものまで作るとは、とことん馬鹿げている。

　私が無言でそれを受け取ると、部長は続けて言った。

「こんなことは初めてで、私も驚いているんだが。せっかくの大抜擢だから頑張ってくれ。やりかけの仕事は他の人に引き継いで、済んだら私物だけ持って社長秘書の執務室に行くように。副社長室の斜め向かいだ」

「……わかりました」

　押し殺した感情のない声で言って、私は席に戻った。その間も、部のみんなの視線を痛いほど感じる。席に着くなり隣の江本さんが何か言おうと口を開くのがわかったが、私はそれを遮って彼女に言った。

「ゴメン、江本さん。お台場店の経費清算、引き継いでもらえる？」

「え？　あ、はい。いいですよ」

　質問を遮られてちょっと面食らった様子ながら、江本さんはそう言って頷いた。

「ありがとう」

　江本さんに愛想なくそう言うと、次に関口さんに視線を移した。

「入社手続きと福利厚生関連の業務と備品管理、あと服務規程の改訂版の作成は誰に引き継げばいいですか？」

「ああ、そうね。入社手続きと福利厚生、備品管理は、ちょっと社員で相談するわ。服務規程は……笹ささ野のさんにお願い」

「わかりました。それと、私が保管している他部署の稟議がいくつかあるんですが」

「そういう細かいのも、全部江本さんと笹野さんに分担して」

　関口さんがテキパキと返事をしてくれるので助かる。こうなったらもう、さっさと出ていってしまいたい。

「はい、ではそうします」

　それからしばらく時間をかけて、言われた通りに仕事を引き継ぐための説明をした。

　十時半を過ぎた頃にはすべての引き継ぎを終え、私はすぐに机の上や引き出しから私物だけをダンボールに詰め込む。周りはもう仕事を始めているし、部長も席にいるから、誰も大っぴらに話しかけたりしてこない。だけど相変わらず、視線だけはちらちらとこちらに注がれていて、仕方ないとはいえうっとうしかった。

　荷物をまとめ終えて席を立つとき、江本さんがとうとう我慢できなくなったというように囁いてきた。

「おめでとうございます。すごいですね。書類受け取りに行ってスカウトされるなんて、超シンデレラストーリー！」

（シンデレラ？　ということは、あの男が王子様だとでも言いたいの？　ありえないから！）

「……ありがとう」

　私はまったく感情の込もっていない声で返事をして荷物を抱え上げると、部長に「お世話になりました」と挨拶して、再びみんなの視線を浴びながら部屋を出た。

　エレベーターに乗って上階に舞い戻る。重いダンボールを抱えながらノロノロと歩き、佐々木部長に言われた社長秘書の執務室とやらを目指した。到着すると、確かに副社長室の右斜め前で社長室からは正面の位置に、秘書室とプレートのかかった小さなドアがある。なんとか荷物を支えつつノックをすると、中から返事をする声が聞こえ、ドアが開いた。

「やぁ、来ましたね。どうぞ中に」

　穏やかな声でそう言って私を迎えたのは、三十代後半くらいの、スーツ姿の男の人だった。奥おく二ぶた重えの目にノンフレームの眼鏡をかけていて、ピシッと整えた黒髪。いかにも優秀で真面目です、という感じの容よう貌ぼうだ。

　ここで私を迎えるということは、この人が社長秘書。確かにこんな人だった気がする。先輩秘書なのだから、つまりこの人が直接の私の上司になるわけだ。

「香川さんですね。私は社長秘書の三み浦うらです。よろしく」

　にこりと微笑んで挨拶されたが、こちらは無表情に「よろしくお願いします」と返した。感じのいい態度ではなかったと思うが、三浦さんはとくに気にした様子もなく説明を始める。

「今、あなた用のデスクを運ばせているところです。今日は社長が昼過ぎまで戻りませんので、業務については後ほどゆっくり説明していきましょう。こちらに到着したら挨拶に来るようにと副社長がおっしゃっています。まずは荷物を置いて副社長室に行ってください」

「……わかりました」

　柊弥の顔を思い出して無意識のうちに眉をひそめつつも、私は素直に返事してダンボールを床に置いた。三浦さんに当たったって、どうしようもない。

　秘書室を出て、副社長室のドアをノックする。すぐに応答があったのでドアを開けて中に入ると、柊弥はデスクに向かっていた。

「お、早かったな。名な残ごり惜しい気持ちもあるだろうから、もっとゆっくりしてきてもよかったんだぜ」

「ないわよ、そんなもの」

　吐き捨てながらフイッと横を向くと、ソファが目に入った。そのソファの上に、さっきは見かけなかった荷物が置いてあるのに気づく。

　怪訝な顔でそれを見ている私に気づいた柊弥の表情が、パッと明るくなった。

「あ、それな。俺からのプレゼントだ」

「プレゼント……？」

　それは、五センチほどの高さのある、わりと大きな長方形の箱――のように見えた。光沢のあるパールホワイトの包装紙で綺麗にラッピングされているので、実際の中身はわからない。ほぼ同じ大きさのものが三つ、無む造ぞう作さに重ねて置かれている。

　私は少しだけソファに近づき、それらの箱をもう少し注意深く眺めてみた。と、すぐにピンと来る。包装紙に書かれているロゴは、有名な高級ブランドのもの。どうりで見覚えがあると思った。〝紫苑〟として、このブランドのグッズは客から何度かもらったことがある。

（この大きさからすると……もしかして洋服？）

「本当はドレスを渡す予定だったけど、ま、そっちに変更だな。受け取れよ」

　柊弥が顎で示して、それを見るように促してくる。私は逡しゅん巡じゅんしたが、とりあえず箱のひとつを開けて中身を見た。

　そこに入っていたのはスーツだった。リクルートスーツのような地味なものではなく、もっとオシャレなものだ。オフホワイトの生地に三つボタンのジャケット。襟えりの部分には金糸のラインがあしらわれている。取り出してみると、ウエストには細いベルトがついていて、スカートには左前の部分に三本プリーツ。上品でありながらデザインに遊び心があって、結構可愛い。他のふたつも、シンプルな黒でジャケットの後ろがバックリボンになっているものと、クラシカルなグレンチェックでマーメイドラインのスカートのもの。どれも機能的な中に女性らしさを兼ね備えた、趣味のいいものだった。

「これからは制服での勤務じゃなくなるからな。とりあえずどれか着てみろ」

「えっ!?　着られないわよ、こんなの」

　昼間の地味な私がこんな高級ブランドのスーツを着るなんて、アンバランスもいいところだ。全部箱に戻して突き返そうとしたが、柊弥は軽く眉をひそめて「返すなよ」と言う。

「じゃあ、何を着て働くつもりなんだ？　お前は俺の秘書なんだ、こっちが恥ずかしくなるような格好はごめんだぜ」

「な……！」

（こっちが恥ずかしいですって？　なりたくて秘書になるわけでもないのに、なんでこんな言い方されなきゃいけないのよ!?）

「メイクもきっちりしろよ。あ、それと眼鏡も禁止な」

「は？　ちょっと待ってよ、なんで眼鏡まで指図されなきゃいけないの」

「怒るなって。そんな野や暮ぼったい眼鏡、いらないだろ。そもそもダテじゃないか」

「た、確かにそうだけど……っ」

　柊弥はわかっていない。いや、もしかしたらわかっているからこそ言っているのだろうか。ダテ眼鏡でも、私には必要なものだ。薄いメイクも眼鏡も、私が静かに生活していくための、必要不可欠な〝殻〟なのだから。

「……嫌よ。恥ずかしいなら、とっととクビにすればいいじゃない」

　頑としてはねつけると、柊弥はあきれ返ったように特大のため息をついた。

「お前な……いい加減気づけよ。今さらもう、そんなの必要ないだろ」

「気づくって何？　なんでアンタに、勝手に必要ないって決めつけられなきゃならないの？」

　アンタに私の何がわかるっていうのよ――そういう思いを込めて、まっすぐ柊弥を睨みつけた。柊弥はまったく物もの怖おじしない態度で、正面からそれを受け止める。そして落ち着いた、あの尊大なくらいに自信に満ちた声で告げた。

「言っただろ。お前の世界を、俺が変えてやるって。だからもう、そんな自分を偽るアイテムはいらないんだ」

「何言って……っ！」

　ドキリとして、急に呼吸が苦しくなる。心臓を鷲わし掴づかみにされたような感じだった。

「面白くなるぜ、これから。俺といたらな」

　唇の端を少しだけ上げて笑う、特徴のあるあの笑顔。

　――まただ。ズキンと、針で刺されたように胸が痛い。柊弥の笑みが、時折私にこの不思議な痛みを与えることに、私はもうはっきりと気づいていた。

　押しつけがましい言葉も、そんなことを望んでもいない私には、ただの迷惑でしかないはず。迷惑でうっとうしい……ただそれだけのはずなのに、最後に胸に残る疼きだけは、なぜか少し切なくて、甘くて。

「なんで、私なの？」

　気づくと、もう何度も胸の中で繰り返した問いを口にしていた。私の何が気に入られたのか、まるでわからない。気に入ったとしても、どうしてこんなことまでするのか。その理由が、知りたかった。

「なんで私が、アンタの秘書なの？　私を振り回して……私を変えて、どうしたいのよ……？」

　柊弥は少しも目をそらさず私を見つめ返す。でも、問いに対する答えは返ってこない。張り詰めた沈黙が、ふたりの間を流れた。静けさに痺れを切らした私がもう一度口を開きかけたとき、ようやく柊弥が、小さなため息とともにその答えを口にする。

「……そうすれば、俺の世界も面白くなるかと思ってな」

「え？」

　その言葉の意味が理解できず、私は怪訝な顔で首をかしげた。柊弥はそこで初めて私から視線をそらして窓の外を見ると、まるで独り言のようにやや小さな声で言う。

「ゲームだよ。それで、お前の世界も俺の世界も面白くなれば……一石二鳥の、楽しいゲームじゃないか」

　言っている意味がさっぱりわからない。だけど柊弥は、それ以上説明する気はないようだった。大きな窓ガラスの向こうの、そこにあるのかどうかもわからない何かを、じっと見つめている。

『アンタの世界も、面白くないの？』

　口をついて出そうになった言葉を、私は呑み込んだ。無言で遠くを眺める柊弥の横顔は、なぜかほんの少しだけ、寂しそうに見えて……。

　言葉をはさんではいけない。そんな気がしたから。










シゴト、カゾク




　翌日の朝。一週間の仕事おさめとなる金曜日。私には、新たな憂鬱の始まりの日だ。

　目覚めて顔を洗って、いきなり濃いメイクを始めている自分が不思議だった。今まで濃いメイクは、〝紫苑〟の時間を始めるためのスイッチみたいなものだったのに。メイクを終えて、髪をセットして。最後に、柊弥からもらったスーツのジャケットを羽織る。鏡の中の私は、昨日までの香川 梓とはまるで別人だ。

（この私が副社長秘書？　本当に、そんなの務まるの？）

　高校卒業を前に、とにかく資格がないと働き口に苦労してひとりで生きていけないと思ったから、いろいろと取得した。秘書検定もそのうちのひとつだ。あくまで知識として持ってはいるが、結局は総務部の簡単で単純な仕事に慣れてしまっている。実務経験は皆無だし、スムーズに秘書業務がこなせるとは思えなかった。

　それに外見を変えたって、中身は昨日までと何も変わらない。地味で寡黙で、ただ黙々と仕事をこなすだけの女だった私が、いったいどんなふうに振る舞えばいいのだろう。

（……やめよう。今さらそんなことを考えたって、どうしようもないわ）

　柊弥に気を遣う必要もない。そもそもこんな強引なことをしている彼が非常識すぎるのだから、考えるだけ無駄だ。

　私は、半分開き直りながら会社に向かった。




　会社のあるビルに到着すると、エレベーターホールで何人も昨日まで同じ部屋で働いていた人間を目にする。その中に、宣伝部の大野さんと塚原くんもいた。塚原くんは結構関わりが多かった相手だと思うけれど、まったく気づくことなく私の横を素通りしていった。

　誰も、私が梓だとは気づきもしない。気づいた数人こそ、ぎょっとした顔で目を見開いていたものの、私はそんな反応など見向きもしないで静かにエレベーターに乗り、まっすぐ秘書室を目指した。もうノックする必要はないだろうと思い、無造作にドアを開け中に入る。

「おはようございます」

　席に着いていた三浦さんが、笑顔で挨拶をする。その隣には、昨日のうちに用意された私のデスク。私物の整理も終わっていた。とりあえずバッグとコートを、壁際に備えつけられたロッカーに入れてデスクに向かう。

「よくお似合いですね」

　人のよさそうな穏やかな口調で、三浦さんが私の格好を褒めてくれる。『どうしたんですか、その変わりぶり』と尋ねられなかったのは幸いだ。さすがに社長秘書だけあって人ができているらしい。でも、申し訳ないけどまったく嬉しくもない。形式的に「ありがとうございます」とお礼を言うと、三浦さんもそれ以上は何も触れず、さっそく仕事の話を始めた。

「香川さん。それではまず、副社長室の掃除をお願いします。これから毎朝、九時までには換気と掃除を済ませるようにしてください。今もう八時四十五分ですから、今日は少し急いでもらう必要がありますね」

「掃除、ですか？」

「そうですよ。上司の部屋を快適に保つのは、秘書の当然の務めです。用具は突き当たりの給湯室にありますから」

　教訓を述べるように軽く胸を張る三浦さんは、恐らくこの仕事が好きなのだろう。誇りを持っているのだということが、言葉の端はし々ばしからも伝わってきた。

「……わかりました」

　とりあえず素直に返事をすると、三浦さんは流れるように説明を続けていく。

「その後、本日は副社長が九時過ぎに出社されます。出社されたら、直接本日の最優先業務を副社長に確認してください。もし待機業務等になれば、あいている時間で私も来客対応など、基本的なことをお教えします」

「え……」

　思いがけない説明に、私はつい返答に詰まってしまう。

（『副社長に直接』って……普通は秘書業務だってある程度マニュアル化されてるだろうから、それを三浦さんが教えてくれるんじゃないの？）

　遠回しにその疑問を尋ねると、三浦さんは小さく頷く。

「本来はそうなのですが、香川さんについては副社長にいろいろと思われるところがおありのようで、まずはふたりで直接話し合いたいとおっしゃっていますので」

（何よ、その『いろいろと思われるところ』っていうのは……？）

「そもそも我が社に今まで副社長秘書はおりませんでしたが、今回のことは高城副社長があなたという人材を気に入り、たっての希望で決まった人事ですので。私も、まずは副社長とあなたで、よい信頼関係を作っていただきたいと思っているんですよ」

「はぁ……」

　声と一緒にため息が漏れる。何が、『私という人材を気に入った』だ。この会社での面識なんて書類の受け取りをしただけなのに、よくそんなことを大っぴらに周囲に言えたものだ。社長の息子とはいえ、本当に周囲の反対はなかったのだろうか。役員の中にも社員の中にも、柊弥を帰国子女のちょっとずれたワガママ息子だと認識した人は少なくない気がする。

（まあ、あいつが悪く思われたところで、別に同情する気はさらさらないけど）

　仕事の内容も柊弥任せとは、あの男がどこまでも好き勝手に私を振り回そうとしているように思えて、私はつい顔をしかめた。でも、三浦さんに確認できることでもなく、結局は渋々言いつけられた通り、副社長室の掃除に向かう。換気のため窓を開け、デスクやサイドボード、応接テーブルを拭いて、ソファや窓の桟さんの埃ほこりも落としてから、カーペット敷きの床にロールブラシをかけた。

　掃除を終えて秘書室に戻ったのは九時ちょっと過ぎ。毎朝これをしないといけないなら、もう少し早く来る必要がありそうだ。

「お疲れさまです。間もなく副社長も来られるでしょうね」

「……はい。あの、ところで社長は？」

「社長は、本日は午後からおいでになります」

「あ、そうなんですね」

　なるほど、それで三浦さんは時間を気にすることもなく、すでに集中してパソコンで書類作成を始めていたようだ。そんなことを考えていたら、私のデスクの電話が鳴った。ランプのつき方で違いがわかる。これは、内線だ。

「はい、香川です」

　確信を持ってかたい声で応答すると、思った通り相手は柊弥だった。

『俺だ。こっちへ来い』

　一方的にそれだけを話して、すぐに切れる通話。私はため息を殺しながら、三浦さんに柊弥の出社を告げて秘書室を出た。

　ノックして副社長室に入ると、デスクから私を見た柊弥はすぐに口元を緩める。

「おはよう。へぇ、やっぱり見違えたな。俺の見立てたスーツもぴったりじゃないか」

　私の変身ぶりが気に入ったようだ。その自慢げな笑顔を、私はさらりとスルーしてやった。

「で、副社長。私は今日から何をすればよろしいのでしょうか？」

　あえてやる気のない表情を見せてそっけない声で言うと、柊弥はちょっとムッとしたように片眉を上げる。

「仕事に私情をはさむなよ」

　鋭く言われて、ここまで装ってきた冷静ぶった態度は、すぐに崩れた。

「うるさいわね。別に今はいいでしょ。他に誰かいるわけじゃなし」

　不機嫌な声でそう言うと、柊弥はあきれたように肩をすくめる。

「ま、仕事に関してそんなに心配はしてないけどな。総務部の仕事の応用になる部分もあるはずだし、業務知識も資格を持ってるんだから大丈夫だろうし……それに、銀座のクラブでホステスやってられる女だ、礼儀やマナーはお手のものだろ」

「さあ。どうでしょうか」

「とりあえず最初は、秘書室で俺宛に入る電話の取り次ぎと俺のスケジュール管理、書類作成、社内での来客対応をこなしてくれ。客の出迎え方や応接室の使い方、車の手配の仕方なんかは、三浦さんに聞いて覚えろ。それに慣れてきたら徐々に仕事は増やしていくさ」

　そう言うと柊弥は立ち上がり、こちらに歩み寄ってきた。距離が近くなったところで、いきなりひょいと何かを投げてくる。反射的に受け取ると、それはＡ５サイズの分厚いスケジュール帳だった。ペンホルダーにはペンも差してあって、新品ではなく、すでに使い込んでいる感がある。

「――アンタの？」

「そうだ。お前に渡しとく」

「これ、帰国前から使ってたんじゃないの？　何もわざわざ自分の渡してくれなくてもいいけど……」

（というか、そういうものを普通、他人に渡す？　見られて嫌じゃないのかしら）

　スケジュール帳を見つめてぶつぶつ言っていたら、急に目の前がふっと暗くなった。顔を上げると、真正面に柊弥が立って、私を見下ろしている。

「な、何よ？」

　思い切り訝る私に、柊弥はニヤリと偉そうな笑みを浮かべて言った。

「お前、やっぱりいい女だな、梓」

　長い指先で、クイッと顎を掴まれる。不覚にもドクンと跳ねた心臓をあわてて落ち着かせ、私は首を動かして乱暴にそれを振りはらった。

「冗談やめて。それにアンタこそ、自分の秘書をそんな馴れ馴れしく呼ばないほうがいいんじゃない」

　キッと睨みつけるが、柊弥は堪えた様子もない。

「他に誰かいるわけじゃないって言ったのはお前だろ。安心しろ。そう毎日、こんなところでキスはしない。その代わり、たまには夜もつき合えよ」

「なっ……誰が!!」

（無理やり秘書にさせておいて、そのうえ夜の相手までしろって!?）

「ふざけるのもたいがいにして。私はアンタの奴ど隷れいでも愛人でもないわ」

「愛人って。それを言うなら恋人だろ？　俺はまだ独身だ」

　柊弥は何度か瞬きをして、大げさに「心外だ」と言わんばかりのポーズを作った。

「どっちでも中身は一緒でしょ。私がアンタのものになったみたいに勘違いするのはやめて」

「勘違いか、それ？　俺は別にかまわないけどな。お前が恋人でも」

「何を言って……！　思ってもないことを言わないでよ」

　必死に抑えていた鼓動は、そのひと言であっという間にまた加速する。頭の中では頑かたくなに強気な態度を通そうと思っているのに、実際はこんなにも簡単に動揺させられていて、それが悔しかった。

「私は……！」

　さらにくってかかろうと再び口を開いた私の声は、突然鳴り響いた音に遮られた。ビクッと首をすくめる私とは対照的に、柊弥は落ち着きはらった態度で上着の内ポケットを探る。彼の電話が鳴ったようだ。

「はい、もしもし？」

　誰からなのかわからないが、スマホを耳に当てた柊弥はかなりフランクな態度で話し始める。

「……ああ。いや、別にかまわないぜ。わかった、準備してすぐ出るよ」

　いくつか言葉を交わしたあと、そう言って電話を切ると、柊弥は私に顔を向けた。

「おい、出かけるぞ。急用だ」

「えっ、私も!?」

「そうだよ。最初のうちは時々外出にも同行だ。お前、今まで総務のデスクで事務仕事ばっかりで、実際俺達がどんなビジネスをしてるのか見たこともないだろ」

　それは柊弥の言う通りだ。でも、私は秘書。事務仕事担当なのは、秘書も同じことではないだろうか。

「同行したって、私は何をすればいいのか」

「ごちゃごちゃ言ってないで、とにかくついてくればいい。ほら、とっとと用意しろ」

　ぴしゃりとそう言うと、柊弥はもう入口のドアノブに手をかけている。

「ちょっと待ってよ、用意って言ったって、何を持ってけば……」

「今渡したスケジュール帳に、お前の貴重品。あとはそのアタッシュケース持っとけ」

　柊弥は自分のデスクの上に置いてあるそれを指差すと、さっさとドアを開けて外に出る。貴重品は携帯していたので、仕方なく、言われた通りアタッシュケースを掴んであとを追った。




　ビルを出てタクシーに乗った柊弥が告げた行き先は、恵比寿だった。

「もしかして、新店舗？」

「ああ。内装工事も終わって、今日は出資者やタイアップ企業が揃っての内覧会なんだ。けどなんか、トラブってるらしくてな」

「トラブルって……」

（現場のトラブルなんて、営業部がどうにかすることじゃないの？）

　そんなことを思っていたが、着いてすぐに、私は自分の想像と現実が大きく違っていたことに気づいた。

　そこには営業部の管理職数人と専務がいて、そしてなんと、他に集まっている関係者はほとんどが外国人。しかもつけている腕章や、首からぶら下げているネームプレートを見ると、わりと有名な外資系企業の社名などもちらほらとある。

　恵比寿店オープンを機に、いくつかの化粧品メーカーやスポーツブランドとタイアップしたとは聞いていたけれど、こんな大手と契約していたとは知らなかった。

　あっけにとられている私の手前で、柊弥を見た専務が期待に顔を輝かせた。

「わざわざすみません、副社長っ！　こんなところにお呼び立てしてしまって」

「別にかまわないさ。使える足を惜しむ気はないから。それで、どういうことなんだ？」

　柊弥は自分の父親くらいの年齢の専務にも、威い厳げんを漂わせるほど堂々とした口調で尋ねる。専務は恐縮したように「はいっ」と返事してから先を続けた。

「それが、お招きした出資者の中で一社、プレゼンで聞いたビジョンと店舗の仕上がりが、まったく違うとおっしゃっている企業がありまして。説明しても納得していただけないんです」

　そう言って、専務は奥のほうに立っている数人の外国人をチラッと見る。ひとり、明らかに不機嫌そうな男性がいて、彼がその人だと説明されずともわかった。

「そうか、わかった。俺が話をしてみるよ」

　柊弥はためらうことなくそう答えると、すぐにその外国人のほうに歩きだした。そして、私にはいまいち聞き取れない流りゅう暢ちょうな英語で彼に声をかけ、何やら話を始める。

　そこから先は話の内容がわからなかったが、柊弥の口調やジェスチャーは、英語で話していてもやっぱり堂々としていた。時折その外国人が不快感をあらわに声を荒げることがあっても、それに怖おじ気けづくようなこともまったくなく、はっきりと受け答えしている。そのうち、あんなに不愉快極まりないといった表情を浮かべていた外国人に、時々笑顔が覗き始め、見る見るうちに彼は機嫌がよくなった。二十分もしないうちにふたりは肩を叩き合って笑うくらい、打ち解けてしまう。

「な、なんか解決したようじゃないか？」

　顔を見合わせる専務と営業部の責任者のほうに、柊弥が外国人と一緒に歩いてきた。

「待たせたな。ジョーンズ氏には俺から説明して、ご理解いただいたよ」

　柊弥が明るい声で言うと、ジョーンズという名前らしいその人がずいっと前に出る。

「スミマセンでした。ワタシの考えが、間違ってイマシタ。ミスター高城の説明でよくわかりマシタ」

　カタコトの日本語でそう言うと、専務達にも握手を求めてきた。

「イヤァー、ミスター高城の経営理念、とても面白いデス。今後の成長が楽しみダ！これからも、オンシャには期待してマスヨ！」

　ジョーンズ氏はカラカラと笑い、営業部の人と一緒に、奥のスペースの見学に戻っていった。柊弥は笑顔で手を振って、それを見送っている。

　なんと言うか。こう言うのはしゃくだけど――鮮やかなお手並み、と言う他ない。

　あれだけ不満そうだった人を、ものの数分で、しかも最後にはお褒めの言葉をもらうくらい、変えてしまったのだ。何を話したのかはわからないが、やっぱり、たいしたものと言うべきだろう。

「ありがとうございます、副社長っ。なんせあちらが今回最大の出資者なんで、本当にもうどうしようかと思っていたところで！」

　専務は感激もひとしおという顔で、何度も柊弥に頭を下げている。柊弥は苦笑いして、軽く髪をかき上げた。

「大げさだな。社の方針と新店舗のビジョンをもう一回説明しただけだよ」

　そう言うと、涼しい顔で周囲を見回し、最後に私に目を向ける。

「さてと。せっかく来たし、俺達もついでに見学していくか」

　柊弥がそう言って歩きだそうとしたとき、出入口のほうからツカツカと足音が響いてきた。私達は足を止め、振り返る。

　ハイヒールの音も高らかにやってきたのは、なんと……。

「社長！」

　思わず叫んでから、私はあわてて掌で口を押さえた。

　細身で小柄な身体に、ダークブラウンに染めてふわりとパーマをかけた肩までのボブヘアー。五十代だと聞いたけど、そうは見えない若々しさのある女性だ。濃い紫のスーツに身を包んだ姿は堂々として見える。社長という立場だけでなく、姿勢がよく立ち居振る舞いが上品だからだろう。

（でも、どうして社長がここに？　今日は午後から出社予定だったはずじゃ？）

　目をパチパチとしばたたかせる私の前を社長が通り過ぎていき、柊弥に声をかけた。

「ありがとう、柊弥。どうやらうまくおさめてくれたみたいね？」

　社長がにっこり微笑むと、柊弥は驚いた様子もなく頷く。

「問題ないよ。それよりそっちは大丈夫なのか、母さん」

「ええ、もう終わったから大丈夫よ。ごめんなさいね、私の代わりに急に呼び出したりして」

「かまわないさ。英語だったら俺のほうが得意なんだし」

（そうか、さっきの電話の相手は社長だったんだ）

　専務から相談を受けた社長が、自分の代わりを柊弥に頼んだということだろう。それにしても、まさかこんなところで柊弥と社長の親子ツーショットを見ることになるなんて……。

（やっぱり親子なんだな、このふたり）

『柊弥』『母さん』と呼び合うのを見て、今さらながら実感する。

　ふたりの顔を交互に見ながらボーッとしていると、突然社長が私のほうを向いた。

「あなたが香川さん？」

「あ、はい。そうです」

　急に名指しで呼ばれて、私はせいたような早口で答えてしまった。しかし社長は気を悪くした様子もなく、逆に楽しそうにクスッと笑う。

「柊弥から聞いています。このたびは急な人事異動で大変でしょうけど、ぜひ頑張ってちょうだいね。なにせ柊弥が、ものすごくあなたのことを気に入ってるから」

「は、はぁ……」

「その言い方はやめろよ。せめて能力を買ってる、とか言えないか」

　あきれ声で口をはさんだ柊弥は、続けて右手の親指を立て、出入口のドアをクイッと示す。

「郁いく実みが待ちくたびれてるぜ。こんなところにずっといさせちゃ可哀想だろ。いいから、今日はもう戻れよ」

（郁実……？）

　なんのことかと思い、私も柊弥が示すドアのあたりに顔を向けた。すると、そこにはスーツ姿の人影がふたつ。ひとりは三浦さんだ。私達が出るときには会社にいたはずだけれど、きっと彼も社長から連絡を受けて、迎えに出たのだろう。もうひとりは、まったく見覚えがない。

（……というか、子供？）

　よくよく見ると、ブレザー姿とはいえ、まだ相当幼かった。背は高いけど、顔立ちなどは中学生くらいにしか見えない。あの子が、〝郁実〟なのだろうか。

　状況がわからずなりゆきを見守る私の前で、社長も振り返って三浦さんの名前を呼んだ。すると三浦さんがその男の子の背中を押すようにして、ふたりで歩いてくる。最初に彼らに話しかけたのは柊弥だった。

「よう郁実。どうだった、面接は？」

　やっぱりこの男の子が〝郁実〟くんらしい。柊弥の質問に、少し緊張した様子はあるものの、郁実くんはハキハキと答えた。

「とりあえず精一杯のことはやったよ。あとはもう、なるようになれさ」

「ハハッ、そうだな。お前なら大丈夫だよ。なんせ俺の弟なんだからな」

「お――」

（お、弟っ？）

　私は、驚きで漏れそうになった声をかろうじて呑み込んだ。

（いやいや、いったい何歳差よ!?　若すぎでしょ!?）

「でも本当に、物怖じしないで立派に受け答えできてたわよ。確かに柊弥にそっくりだったかも」

「そんなことないよ。学校で散々練習した質問が出ただけだって」

「謙けん遜そんすることはないですよ。郁実さんも副社長同様、優秀ですから――」

（な、なんなの、この和やかな空気……）

　ぽかんと見ている私の前でしばらく会話を交わし、やがて社長、三浦さん、郁実くんの三人は帰っていった。三人の姿が見えなくなると、柊弥は何事もなかったかのようにこっちを向く。

「待たせたな。ざっと店内をチェックしていくから、お前も来い」

「えっ……」

（ちょっと待ってよ。さっきの流れは一切説明なしなの？）

　文句を言おうかとも思ったが、専務達もいることを思い出して渋々思いとどまる。仕方なく、すでに歩きだしている柊弥のあとを小走りで追った。

　その後、完成したばかりの店舗を歩き回って、柊弥は気になるところを私にメモをとらせたりした。一時間ほど滞在してから、私達もようやく恵比寿店を出る。




　会社に戻るタクシーの中で、ようやく私は柊弥に尋ねてみた。

「ねぇ。今日の、どうしてアンタが出向いたの？」

　黙って窓の外を見ていた柊弥は、こちらを向くと軽く眉をひそめた。

「こら。『アンタ』はやめろって言ってるだろ。今日は母さ――社長が私用ですぐに行けなかったから、俺が代わったんだ。弟の中学受験の、親子面接だったんだよ」

（中学受験？　ということは……あの子、まだ小六なのっ!?）

　大人っぽく見えたからもう少し上かと思っていたのに、予想よりもさらに若かったとは。いずれにせよ、なかなかありえない年齢差だ。

　思わず黙り込んでいたら、柊弥のほうがニヤリと笑って私の顔を覗き込んできた。

「なんだ？　俺の家庭環境に興味があるのか？」

「なっ……違うわよ、私は別に……！」

「へぇー。俺のことが気になるなら素直にそう言えばいいのに。別に隠すことでもなし、いくらでも教えてやるぜ？」

「だから、違うって言ってるでしょ。普通に考えて、あんな小さい子が弟とか、不自然だし。それで驚いてるだけよ」

　一気にまくし立ててから、さすがにハッと後悔した。『不自然』なんて、いくらなんでも言い方がまずかった。家庭環境は人それぞれ。そんなこと、私はよくわかっているはずなのに。

「あ、ええと……」

　気まずい思いで柊弥の顔色を窺うと、とくに怒っているようには見えなかった。安堵したような気抜けしたような、複雑な心境の私に、柊弥は穏やかに説明する。

「確かにかなりの歳の差だけど、あいつは間違いなく俺の弟だぜ。春日郁実。母親と一緒で、苗字は違うけど」

「え？」

（郁実くんの苗字は〝春日〟なの？）

　驚いていると、さらりと答えが返ってきた。

「父親が違うんだよ。郁実は、母さんと今の父親の間の子だから」

「社長、再婚されてたの？」

　前に聞いた話で、てっきりバツイチの独身なのだと思っていた。

「ああ。向こうも別の会社経営してるから、こっちの経営にはノータッチだけどな」

「そうだったんだ……」

（じゃあ〝春日〟は社長の旧姓じゃなくて、今の旦那さんの名前なのか。だけど、なんで柊弥だけ苗字が違うんだろう）

　気になりつつもどう聞いていいのかわからずにいると、また柊弥のほうから当然のように説明してくれる。

「母さんが今の旦那と籍を入れたときには、俺はもう成人してたから。わざわざ名前を変える必要はないと思ったし、同居もしてない。けど、家族であることには変わりないだろ」

　確かに母親が同じなのであれば、柊弥と郁実くんは正しょう真しん正しょう銘めいの血がつながった兄弟だ。それは納得したが、今度は別の疑問が湧き起こった。

　どう聞いても相当複雑な家庭の事情なのに、なぜ柊弥はこんなに明け透けに、ぺらぺらしゃべってくれるのだろう。

　話の内容に加えて、そんな柊弥にも私はかなり驚いていた。普通はこういう話は、あまり人には話したくないものだと思う。アメリカ帰りだとなんでもオープンになってしまうのだろうか。そんなことを考えたけど、どうやらそれだけが原因ではないようだ。

　なぜならそこからの柊弥の話は、郁実くんの受験だとか、今日の面接だとか、弟のことばかりで。柊弥自身も、郁実くんの受験をすごく心配しているのだということが、ありありと伝わってくる。

「アンタ、大好きなのね。郁実くんのこと」

　話の合間に私がぽそりと口をはさんだら、柊弥は驚いたように目を丸くして、ごく当然のことを話すようにきっぱりと言いきった。

「好きかって――そりゃ当たり前だろ、家族なんだから」

　――『家族なんだから、当たり前』――。

　私にはピンとこなくて、チクリと胸に痛い言葉だった。どう返事すればいいかもわからない。

「ふうん……そう」

　結局そんな曖昧な言葉を返して、私は黙り込む。

　嬉しそうに郁実くんのことを話す柊弥の笑顔が、私には少し、眩まぶしかった。
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　二月に入った。私が柊弥の秘書になって、いつの間にか二週間が過ぎていた。

　社内での柊弥の評価は、この二週間で大きく変わった。恵比寿店での鮮やかなトラブル解決を筆頭に、彼の有能ぶりが発揮され、社内にも伝わったのだ。〝無茶を押し通すワガママ息子〟という感じだった評価は、〝発想は奇抜でちょっと強引だが、仕事はできるやり手〟というものに取って代わった。柊弥自身もどんどん仕事に慣れていき、熱心に働いている。

　私は言われた通り電話の取り次ぎや柊弥のスケジュール調整をして、言いつけられれば外出にも同行する。私の心境などおかまいなしに柊弥のスケジュールは超多忙で、私もその日々に否が応でも巻き込まれていった。

　うちの会社は今、関東圏での市場拡大、次には関西圏への進出を視野に入れ、新規株主や、より優良な提携企業、取引メーカーの獲得に力を注いでいる。またそのために、市場調査や新しい人材の確保にも余念がない。

　連日役員達と行われる戦略会議や、社長に同行しての取引先との商談、夜には接待。めまぐるしいスケジュールを、柊弥は精力的にこなしていく。日が経つにつれ私も徐々に仕事を覚え、命じられたことを滞とどこおりなくこなせる程度には成長した。

　とはいえ、特別なことをしているつもりはない。私は総務部にいたときと同じように、与えられた仕事をただ機械的に遂すい行こうしているだけだ。それでも、社内の一部で私のことが噂になっているのは知っていた。

　副社長のお眼鏡にかない、総務部から異例の人事異動で大抜擢されるとともに、見た目も百八十度変貌。他人から見れば、ドラマチックな変身をとげた私。とくに関わりの多かった仕事仲間なら、私のその後が気になるのも当然だ。そんな一部の人間は今でも私のことを『シンデレラみたい』と言い、柊弥との関係を勘かん繰ぐったりしているらしい。

（おかしなものね。私はまだ、こんな自分が信じられないのに）

　私が噂や好奇の視線の的になることなんて、今まで一度だってなかった。むしろそんなことにはならないように、じっと静かに生きてきたのだ。

〝紫苑〟ならいい。でも昼間の私、〝香川 梓〟の世界がこんなにも変わったことに、正直なところ、私はまだ戸惑いを感じていた。そして柊弥ともどんなふうに接していいかわからなくて、私は覚えたプログラムを実行するだけのロボットみたいに、ただ黙々と仕事をしていた。

「疲れた……」

　十八時。仕事を終え、秘書室を出てエレベーターに乗り込み、思わず大きなため息を漏らしていると、ひとつ下の階で誰かが乗り込んできた。

「あ……！」

　その人物と私は、ほぼ同時に短い声をあげてしまう。

「塚原くん……」

　先輩、先輩と何かとうるさかった、宣伝部の塚原光樹。彼が、じっと私を見ていた。

「……久しぶり」

　こんなふうに彼と向かい合うのは、私が異動して以来初めてだ。

「お久しぶりっス、センパイ」

　そう挨拶する塚原くんの態度は、微妙にぎこちない。

「なんか緊張するな。もう社員さんだし、なんせ副社長秘書ですもんね」

「別に緊張する必要ないわよ」

「でもなんか、もう気安くセンパイとも呼べないっスよ。別人みたいですもん……って、さっき呼びましたけど」

　そう言って私を見る塚原くんの目線が、以前と少し変わっていた。私の仕事ぶりを尊敬していたらしい彼は、前から憧れに近いまなざしで私を見ることがあったが……今はそこに、違う色が混じっている。少し好奇をもって私を見ている目だ。

（塚原くんまで……。見た目が変わるだけでこれなの？）

　静止音とともにエレベーターは一階に着き、ドアが開いた。私に先を促してから続いて降りつつ、塚原くんは尋ねてくる。

「帰るんですよね？　駅まで一緒していいっスか？」

　正直面倒くさかったけど、疲れでなかば投げやりな気持ちになっていた私は、そっけなく答えてしまった。

「好きにすれば」

「やった」と喜ぶ塚原くんと会社を出て歩きだす。外に出てしまうと、塚原くんは思い切ったように話しかけてきた。

「香川さん、すっごい変わりましたよね。みんな、ド肝抜かれてますよ。なんでそんな、変わったんですか？」

「別に……」

「俺、正直、香川さんがそんな綺麗だって知らなかったっスよ。マジそれでオフィスにいたら、みんなほっとかないっスよね～」

「……そういうの、いいから」

　周りにすれば華麗な大変身なのだろう。でも私にとっては、そんなことでこんなふうに騒ぐなんて、ひどくくだらないことだ。

「やっぱ、副社長の勧めなんですか？　副社長ってあんな若いのにバリバリですごいみたいっスね？」

　話が柊弥のことに触れると、私はほんの少しだけ心が波打つのを感じる。

（なんでよ……。何動揺してんの、私……）

「ぶっちゃけみんな、噂しまくりですよ。その……副社長と香川さん、つき合ってんじゃないのー、なんて」

　ハハッと笑いながら軽い口調で言うが、それが塚原くんの一番聞きたかったことなのだろう。白々しい態度でバレバレだ。そして私は、内心げんなりしていた。

（まあ、普通はそう思うわよね）

　人間はみんな、下世話な想像が大好きだから。

「デマよ。そんなこと、これっぽっちもないから」

　感情を抑えた低い声で言うと、塚原くんは「えっ？」と小さく叫んで、まじまじと私を見つめる。

「そうなんスか？　けど副社長って独身らしいし、香川さん歳も近いし……」

「だから、なんとも思ってないんだってば！」

　思わず、塚原くんの声を遮って言い放っていた。

「ホントにやめて。そんなんじゃ……ないんだから……」

　柊弥と私は、そんな関係じゃない。周りがどう見ていたって、柊弥がどう思っていたって。私が柊弥とつき合うとか、そんなことは絶対にない。私は自分自身に言い聞かせるように、胸の中でそう呟く。

　そうしている間に駅の入口が見えてきた。私は一歩前に出て、塚原くんを振り返る。

「ここからはひとりで行くわ。じゃあね」

　そっけなく言い捨てて、私は駆けだした。「あっ」と塚原くんが声をあげるのが背中から聞こえたが、振り切るようにコンコースに飛び込んだ。




　疲れきって家に帰ると、まずシャワーを浴びる。バスルームから出ると、テーブルの上に置いてあるスマホのひとつがタイミングを合わせたように鳴りだした。

「あ……」

　鳴っているのはアフロディーテから支給されている〝紫苑〟のもののほうだ。アフロディーテのことなど最近は考える余裕もなくて、スマホもたまたま昨日見たら電源が切れていた。留守電は全部無視して、一応充電だけしておいたけれど……。

（また、客からの出勤日確認だったら面倒くさいな。どうしよう）

　できれば出たくないと思いながらディスプレイを見ると、ママからだった。出勤の催促かもしれないと思いつつも、渋々電話を受けることにする。「はい」と応答するやいなや、安堵したようなママの声が聞こえてきた。

『もしもし、紫苑？　あぁよかったぁ、やっと連絡ついたわ！　電話つながらないから、どうしたかと思ってたのよぉ』

「すみません。充電を忘れていて」

　最近は昼間の仕事が大変で、とても夜まで働く気にはなれない。当分出勤はしないと話そう。そんなことを考えている私に、ママは一方的に話を続けた。

『ねぇ。来週の火曜は出勤するわよね？　お得意様から結構尋ねられてるのよ～』

「え？　火曜？」

　そもそも出勤するつもりなどないが、どうして日にち限定なのだろう。何かイベントでもある日だったろうか。首をひねっていると、ママのほうも驚いた声になる。

『え、七日よ？　紫苑、誕生日でしょう？』

「あ……」

　私は口を開いたままぽかんとした。そうだ……完全に忘れていた。でも、ママの言う通りだ。来週の火曜日、二月七日は、私の二十四歳の誕生日――。

『えっ、なぁに？　まさか忘れてたの!?』

「すみません、そのまさかで」

　ママに謝りながら、私は内心で『もうそんな時期なんだ』と考える。

　そもそも誕生日といっても、私には昔からそれほど特別な日ではなかった。別に何かに思いをはせるわけでもなく、せいぜい『あぁまた一コ歳とったな』と思うだけの、とるに足らない日。だけどアフロディーテに入ったとき、誕生日は稼ぎ時でもあるからお客には必ず教えろと言われ、実際そうしていた。

（そういえば去年も、店でパーティーみたいなことをしたっけ）

　ママと同僚何人かと、私びいきの客達と。客は私のためと言いながら、高いお酒をガンガン入れてくれて、高価なプレゼントもたくさんもらった。

（確かにあれは、面白かったな。別に『嬉しい』なんていうのじゃないけど……そう、おかしかった）

　今まで誰も、私本人ですらなんとも思っていなかったこの日を、みんなが祝う。それが〝梓〟の誕生日なら誰も見向きもしないのに、〝紫苑〟の誕生日というだけでお祭り騒ぎ。私を産んだ親ですら忘れているかもしれないのに、私のことを何も知らない人達が、笑って喜んでいる……。

『こんなバカみたいな光景も、悪くないわ』

　去年の誕生日はそんなことを思いながら、店で飲みあかしたのを思い出した。

「……二十四歳の誕生日、か……」

『え、なぁに？　ねぇ、来るでしょ？　お客様にもそう言っといていいわよね？』

　私の呟きは耳に届かなかったみたいで、ママは答えをせかすようにたたみかけてくる。私はしばらく迷ってから答えた。

「……行きますよ。お客様にも、そう言っておいてくれていいです」

　返事を聞くと、ママは『ああ、よかったわぁ！　それじゃあね～』と言ってさっさと電話を切ってしまう。あきれ混じりのため息をついて、私はスマホをベッドに放り投げた。

　……誕生日なんて、なんの意味もないくだらない日だ。それなら今年も、バカ騒ぎして過ごすのもいいかもしれない。

「ま、稼げるしね」

　ひとりの部屋でぽつりと呟いて、冷蔵庫から缶ビールを出し、グイッとあおった。




　そうしてまた一週間が過ぎた火曜日。定時を三十分ほど過ぎて仕事を終えた私は、早はや々ばやと荷物をまとめて帰ろうとする。柊弥はプライベートな会食に直接向かうから、車の手配も必要ないと言っていた。退勤の挨拶だけをしに、副社長室へ立ち寄る。

「ん？　なんだ、急いでるみたいだな。今日は何か予定でもあるのか？」

　デスクから首を伸ばして聞いてくる柊弥に、私は無感情な目を向けて答える。

「仕事以外のことにお答えする義務はありません」

　柊弥は辟へき易えきしたように眉をヘの字にして言った。

「お前なぁ。身も蓋ふたもない言い方するな。ちょっとは打ち解けろって」

「それも必要ありません。それでは失礼します、副社長」

　平坦な声で返して、私はすぐに副社長室を出る。柊弥への私の態度はずっとこんな感じだ。彼とどんなふうに接すればいいのかわからないから、〝秘書〟としての言葉を事務的に吐き出し、機械的に会話するだけ。同じ場所で仕事を終えることもあればそうでないこともあるが、仕事のあとの時間を柊弥と一緒に過ごしたことは、今のところまだ一回もない。秘書になって三週間が経って、打ち解けたかそうでないかで言えば、もちろん少しも打ち解けていない。

　でも、これでいい。柊弥がなんと言おうと、私は私なのだから。




　一旦家に帰って着替えを済ませ、タクシーで銀座に向かう。八時前には控え室に入ってメイクの仕上げを始めていると、すぐにママがやってきた。

「おはよう、紫苑！　お得意様、何人も予約入ってるわよ。みなさん久しぶりで楽しみにしてらっしゃるんだから、手厚く歓迎してあげてよぉ！」

「わかってます。大サービスして、倍返しでつぎ込ませますから」

　いたずらっぽく答えると、ママも満足そうに笑って頷く。

「さてと――それじゃあ久々に、紫苑の出番といきますか！」

　シャンデリアの光が煌めく店内は、虚像の空間。現実だけど現実じゃない、偽りの世界。そこへ蝶のように躍り出た私は、久々に会う男達と蜃しん気き楼ろうのような幻の時間に興じた。山と積まれる贈り物。次々にあいていく高級なお酒。飛び交う笑い声と口説き文句。本当になんておかしくて……そして、くだらない時間なんだろう。

　全部が作りものでまがいもの。私には、やっぱりこんなバースデイがお似合いなのかもしれない。こんな空間ですら、ひとりで過ごす夜よりはいくらかマシなのだから。




　私を待つテーブルをいくつも回って、数時間が過ぎた。私狙いの常連も半分ほどは帰り、楽しかった虚像の時間も残りわずかかな、と思った頃――。

「紫苑さん、ご指名入りました。お願いします」

　接客中の相手に気づかれないように背後から囁きかけるボーイの声に、私は「え？」と振り返った。

（こんな時間に？　ママから聞いていた予約の客は、全員来たはずだけど……）

「あっ……！」

　ボーイの肩越しに案内されて歩いてくる人影。その人物と目が合った途端、私は息を呑んでしまう。

「しゅ……!?」

「よぉ。久しぶり――紫苑」

　ニヤリと唇の端を上げて、意地悪く笑うのは。

「柊弥……!!」

　そう……ほんの数時間前まで一緒に仕事していた、あいつだ。服装も同じスーツのままだけれど、ネクタイをはずしている。

「なんで、ここに……」

　呆然とする私の脇を通り抜けて、柊弥は奥のテーブルに案内されていった。立ち上がろうともしない私に、ボーイが振り返って不審な目を向けている。

「紫苑さん？」

　同席していた後輩の麗香に名前を呼ばれて、私はようやく我に返った。

「ごめんなさい、失礼しますね」

　今まで接客していた相手に愛想笑いを向けると、静かに立ち上がり、移動した。柊弥は最奥のソファにどっかと座って、歩いてくる私を見ている。私が目の前に着くと、再び楽しそうな笑顔を作って言った。

「日付が変わる前に会えてよかった。聞いたよ。誕生日なんだろ、今日？」

　わざとらしい口調だ。でも、どうして柊弥が私の誕生日を知っているのだろう。私は柊弥の隣に見かけだけは静々と座って、至近距離でキッとその顔を睨みつけた。

「どういうつもり？　いったい何しに来たのよ、今夜は会食じゃなかったの？」

　押し殺した声で問い詰めると、柊弥は大げさに驚いたような表情を作る。

「だからこれが『会食』だろ。今日がお前の誕生日だって聞いて、おめでとうを言いに――」

「聞いたって誰によ？」

「金城さんだよ。先週、一緒に紫苑を祝いに行かないかって誘われてさ」

（しまった、金城さんか。忘れてた。でも……）

「金城さんならちょっと前に帰られたわよ？　それに、先週誘われたって……」

　それでは、先週から今日が私の誕生日だと知っていたということだ。ますます表情を険しくする私に、柊弥は平然とした涼しい顔で言う。

「せっかく聞いたんだし、やっぱり祝ってやりたいだろ。けどお前、会社じゃ〝副社長には関係ございません〟みたいな態度でさっさと帰ったからな。だから、こっちに来てやったんだよ」

「はあ？　『来てやった』ですって？」

　今さら珍しくもないが、恩着せがましい言葉に瞬間的にカチンときた。

「いつ誰が、アンタに誕生日を祝ってほしいって頼んだのよ。こんなところに来られたって逆に迷惑だわ。さっさと帰って」

　大声を出したいのを必死にこらえて、小声でまくし立てる。柊弥は「おいおい」と言いながら苦笑を浮かべた。

「客に向かってさっさと帰れはないだろ。閉店時間まで、ちゃんと相手しろよ」

「だからそんなの嫌だって……！」

　言いかけた私の声に、別の声が重なった。「あらあら～っ」とやたらオーバーなノリで呼びかける声。見ると、ママが満面の笑みでこちらの席へ歩いてくる。

「高城様、いらっしゃいませ。お久しぶりでございますわね！」

「ああ。最近ちょっと立て込んでたんだが、紫苑の誕生日とあっちゃ来ないわけにいかないからな」

「まあ、ありがとうございます！　あなたは幸せ者ねー、紫苑。こんな時間でも駆けつけてくださるお客様がいて」

「え、えぇ……」

（幸せ者？　むしろ逆ですけど！）

　そう思いつつも、精一杯笑みを浮かべて頷く。

　ママがご機嫌なのは、ひとえに思いがけない金ヅルが最後に飛び込んできたからだ。柊弥はまだ新参者とはいえ、前回が思いがけず大盤振る舞いだったから、ママの見る目もすっかり変わってしまっている。

「お時間は気になさらず、ごゆっくりお楽しみくださいね」

　柊弥にそう微笑んで、ママはさりげなく私の肩をポンと叩いた。『しっかりやるのよ』という意味だ。

（ああもう、最悪！）

　柊弥をもてなしたりなんかしたくない。でも最初にママに大おお見み得えを切ってしまった手前、最後の最後でお粗末な接客というのは、私自身もしゃくにさわる。

「な？　そういうことだ。とりあえず、水割りでもくれよ」

　したり顔で言う柊弥の声が、ますます腹立たしいが……。

「……わかったわよ！」

　こうなったら今日もまた、思い切りつぎ込ませてやろう。私は腹を決めて水割りを作り始めた。

「私のお祝いだって言うからには、覚悟しなさいよね」

「わかってるって。その代わりお前も『ありがとう』くらい言えよ」

「誰が。だからさっきも言ったでしょ、迷惑なんだって！」

　水割りのグラスを乱暴に差し出すと、柊弥は薄く笑いながらそれを受け取った。

「ったく――ホントに素だと可愛げのない女だなお前は。……まあ、いいけど。俺がやりたくてやってるだけだし」

「え……？」

　一瞬戸惑った私を、柊弥はグラスを目の高さまで掲げて見つめてくる。

「HAPPY BIRTHDAY、梓」

　悔しいけれど、ドキリとした。ネイティブ並の流暢な発音で言われたから――ではない。

　驚いてしまったのは、柊弥が私のことを、梓と呼んだから。

（やめてよ……。〝梓〟に『おめでとう』なんて、言われ慣れてないのに）

「違うわ。今は〝紫苑〟よ」

　動揺を隠すようにくぐもった声で言う。

「何言ってんだよ。今日は〝お前〟の生まれた日だろ」

　柊弥は、あきれたような声できっぱりとそう言いきった。そして、スーツの内ポケットから小さな包みを取り出す。テーブルの上に置いて、すっと私のほうに滑らせた。

「プレゼント。普段の感謝も込めて、な」

　私は無言で目の前に置かれた包みを眺めた。私の両手に乗るくらいのサイズで、上品な包装紙とリボンできちんとラッピングされている。まさか、プレゼントまで用意しているとは思わなかった。

「こんな物で私のご機嫌がとれると思わないでよね。今日はいろんな男から、山のように贈り物をもらってるんだから」

　さすがに礼儀として、お礼は言うべきかもしれない。そういう思いはあっても、そわそわしている内心を隠したくて、ついまた憎まれ口を重ねてしまう。

「どうせブランドのバッグとか財布だろ。お前、そんな物のほうがよかったのか？」

　柊弥は私の非礼を責めることもなく、さも意外そうな顔でそう聞いてきた。

（別にそういうわけじゃないけど……）

　ブランド品に興味はないし、出勤用のは充分間に合っているからわざわざ欲しいとも思わない。ホステスとしての体面を繕って、強がりを言っただけだ。しかしそんなことを柊弥に打ち明けるわけにもいかず黙り込んでいると、柊弥は無造作に髪をかき上げながら話し始めた。

「貢みつぎ物とプレゼントは違うだろ。誕生日に渡すのに、俺はそんな物は買わないさ」

　そう言って、目線で包みを手に取るよう促す。

　ちょっと迷いつつも、結局私は包みを取って、包装をほどき始めた。包装紙の中から出てきたのは、細長い長方形のケース。蓋の部分を開けると、そこには――。

「これ……ペン？」

　それは銀色の細いフォルムのボディにキャップがついた、光沢のあるペンだった。

「ペンと言ってしまえば、確かにペンだけどな。ちゃんと見てみろって」

　さらに言われて、つい素直にそれをケースから取り出す。キャップを開けてみて気づいた。

「万年筆……」

　そこには特徴のある金色のペン先がついている。それが万年筆だとわかったとき、私はハッと思い出した。これとよく似たデザインの万年筆を、私は知っている。

「これ、もしかして、アンタの手帳のペンと……？」

「正解。あの手帳の万年筆と同じメーカーの品だ。手帳と一緒になってたから、お前あの万年筆使ってるけど、書きにくいんだろ？　時々不満そうな顔してるもんな」

　驚きで、また言葉が出なかった。

（気づいてたんだ……）

　それは私でさえ、今言われて初めて気づいたようなことなのに。

　秘書に就任した日に柊弥から渡された、彼のスケジュール帳。柊弥はそれをメモ帳代わりにも使っていて、私はしょっちゅう、あの手帳にメモをとることを言いつけられていた。手帳にはペンホルダーがついていて、最初から一本の万年筆が差してあった。だから私は、いつもそれでメモや予定を書き込んでいた。

（でも、確かにあれ、少し書きづらかったんだよね。そもそも持ちづらいというか）

　きっとあれは男物だからだったのだと、今ようやくわかった。でも私はそれについて柊弥に文句を言ったことはないし、そこまで不満そうな顔をしていたつもりもない。本当に、些さ細さいな違和感を覚える程度のことだったから。

（それを、柊弥が見抜いていたなんて……）

「明日からそれを使えよ。たぶんそのうち、お前の手になじむ」

　声に顔を上げると、柊弥がふわりと柔らかい笑顔を浮かべていた。その笑顔を見た瞬間、トクンと胸が音を立てたことに、私は気づいてしまう。

　高級ブランドのバッグに比べたら小さくて地味で、飾り気のないプレゼント。でもこれは柊弥が私を見て――私のために、買ってくれたものだ。

〝紫苑〟ではなくて〝梓〟に。毎日の私を見ていなかったら、きっとこんなプレゼントは思いつかない。

「てっ、ていうかっ。何勝手に、ペアにしてるのよ！」

　なんと言っていいかわからなかった。常連客がくれるプレゼントには、簡単に笑顔で「ありがとう」と言えるのに。柊弥には儀礼的にですらその言葉が言えなくて、気づくと私はまた、こんな嫌味を吐いている。柊弥もさすがに眉間にしわを寄せた。

「いいだろ別に。手帳のほうともブランドを揃えてるんだ。一応それなりに高級品なんだぜ、それも」

「そんなこと知らないわよ。そもそも万年筆とか、アナログすぎるし。どうせ文房具をくれるなら、タブレットくらい買ってほしいものだわ」

「タブレットって、あのなぁ。なんでもデジタル化すればいいってものでもないだろ。俺は好きなんだよ、万年筆の書き味が」

「あっ、そう。その歳でジジィ趣味なのね」

「ジ……!?」

（ああもう、何を言ってるの、私は）

　口をついて出る言葉は、心とは正反対のひねくれたものばかり。本当は、お礼くらい素直に言ってもいいかな、と思っているのに。だってこれはきっと、〝私〟がもらった、生まれて初めての――正真正銘の、誕生日プレゼントなのだから。

「……やめた、やめた。せっかくのめでたい日にケンカしてても仕方ない」

　しばらく言い合ったあと、唐突に柊弥がそう言って、どさっと背もたれに身を預けた。テーブルに置いてあったグラスを、長い腕を伸ばして取る。

「お前もな。あんまりいつまでも可愛くないこと言ってると、キスでその口塞ぐぞ」

「な……っ」

　不覚にも、ピクッと身体を強張らせて黙り込んでしまう。柊弥はおとなしくなった私を満足そうに眺めた。

「そうそう。今夜くらいは、素直にしおらしくしとけ。特別な日なんだから」

〝特別な日〟。その言葉が小さく胸に引っかかった。

「……別に特別じゃないわよ。めでたくもないし」

　さっきまではこんなことを言うつもりもなかったのに、言葉がするりと口から滑り出る。

「……ん？」

　首をかしげた柊弥に、私は続けて言った。

「勘違いされたくないから言っとくけど。別に本気で、みんなに祝ってほしいなんて思ってないから。いい稼ぎになるでしょ。だから来てるだけ」

　そう、ただそれだけ。だから私が誕生日を祝ってもらうことを期待しているとか喜んでいるとか、そんなふうには思われたくない。誕生日なんて、私にとってはちっとも特別ではないのだから。

　柊弥に話しながら、自分自身でもう一度それを確認しているようだった。おかしな感覚だ。なぜ今さら、私はこんなことを考えているのだろう。

（やっぱり調子狂う。こいつといると……）

　ブランドもののスーツを渡してきたかと思えば、誕生日には万年筆。人を振り回してこき使うくせに、こんな日にだけいい奴ぶって現れる。

　やっぱり危険だ、この男は。打ち解けずに秘書の仕事だけやっていればいいと思っていたけれど、それもダメかもしれない。柊弥といると、私の中の何かが音を立てる。チリンチリンと、微かな鈴の音のように。その音が私の心に響いて、言いようのない不安を連れてくる。

「……よくわからないな、お前の言ってることは」

『そりゃそうでしょうとも。アンタにはわからないわよ』

　心の中でだけ、そう答えた。

「わからないけど。お前が誕生日を特別じゃないって言うなら、俺が〝今夜〟を特別にしてやるよ」

「え……？」

　小さく声をあげたときには、私はもう柊弥の腕の中にいた。最初はただ抱き締められただけ。でもすぐにまた強い力で引かれて、重力に逆らってふわっと浮き上がる感覚に襲われる。

「ちょっと！　な、何してるのよ!?」

　抱きかかえられたのだと把握した途端、私は周囲の目も忘れて叫んでいた。これは、俗に言うお姫様抱っこだ。周りのテーブルの女の子や客の視線が、私達に集中する。

「下ろしてよっ。どういうつもり!?」

　金切り声をあげる私とは対照的に、柊弥は落ち着きはらって、ゆっくりとした口調で告げた。

「場所を変えよう。申し訳ないけど、ここじゃ少しばかり力不足だ」

「はあ？　力不足って、何がよ？」

「だから、言っただろ。今夜を、お前にとって〝特別〟な夜にしてやるって」

「だ、誰もそんなこと頼んでな――」

　抗議の台詞は最後まで言えない。柊弥はトラブルかと駆け寄ってきたボーイに、突然ポイッと何かを投げて渡した。

「紫苑借りる代わりに、それ渡しとく。サインは今度するから」

　そう言って、私を抱きかかえたままズンズンと店の出口に向かって歩きだす。

「あっ、高城様!?　紫苑!?」

　接客中のママもぎょっとして私達を見る。柊弥はそれにも見向きもしないで、あっという間に店を出た。薄手のドレスのまま、夜風にさらされる私をかばうように抱いて、すぐにタクシーを捕まえる。

「さてと、行くか。特別なことをしに」

　その顔には、片方の唇の端だけを上げて笑う、あの、すべてを楽しむかのような不敵な笑みが浮かんでいた。

　ああ、今夜はもうダメだな、と。その笑みを見た瞬間、心のどこかで気づいていた。きっと今夜は、私はもう、柊弥から逃げられない。

　流される？　のみ込まれる？　言葉なんてどっちでもいいけど――とにかくきっと、私はもう柊弥の世界に引きずり込まれているのだろう。

　車窓の外を流れるまばゆいネオンを見つめながら、私はぼんやりとそんなことを考えていた……。










消せない境界線




　柊弥が私を連れてきたのは、古そうだけど小綺麗な教会だった。あたりは背の高い木々が立ち並び、その中にひっそりと建つ白い外壁の建物は、パッと見はただの洋館に見える。けれど、大きな木の扉を開けるとそこは小さな礼拝堂で、それで初めて教会だと気づいた。

　ここはいったいどこだろう。何も聞かずについてきたので、方角程度しかわからない。結構長い時間走っていたから、都内だとしてもかなり郊外のはず。

　そして時間は真夜中過ぎ。こんな時間に迷わず連れてくるからには、柊弥が以前から知っている場所だということは明らかだ。鍵が開いているのも不思議ではある。

「ねぇ。なんなの、ここ？」

　中央の通路をまっすぐ歩いていく柊弥を追いかけて、私は背中から声をかける。振り向いた彼の肩越しに、慈愛の笑みを浮かべるマリア像が見えた。さらにその後ろは大きなステンドグラスになっていて、差し込む月明かりで堂内は神秘的な光に包まれている。その光を浴びながら、柊弥が囁くように静かに答えた。

「俺の中で……一番神様に近い、神聖な場所だ」

「え？」

　意味がわからなくて首をかしげる私に、柊弥は軽く微笑んでみせる。

「ここは、俺がガキの頃、一時期入ってた施設。その中の礼拝堂なんだ。今は施設のほうはもう閉鎖されたんだけど、礼拝堂だけは地域住民の管理でこうして残されてる」

「施設……？」

　思わず強張った声を出す私に、柊弥はこともなげに説明を続けた。

「孤児院ってやつだよ。まあ俺は母さんが相当貧乏になっちまったときに、一時的に預けられただけだから、三年くらいだけどな」

（嘘でしょ？　柊弥が……施設に入っていた？）

　それはすぐには信じられない話だった。いつだって自信に溢あふれて堂々としている柊弥と〝施設〟という単語は、とてもじゃないがすんなりとは結びつかない。それが、たとえ一時的に預けられていただけだとしても。

　それに、貧しかったという話もだ。あの社長と柊弥に、そんな大変な時期があったとは思いもよらなかった。

　私が無言のまま頭の中でいろいろな考えを巡らせていると、柊弥が困ったように笑いかけてくる。

「そんな顔するなよ。別に俺の苦労話をしたくて言ってるんじゃないんだから」

「で、でも……」

「『でも』じゃなくて。単に、俺が毎日祈ってた場所だってことを言いたかったんだよ。厳おごそかな気分にひたるにはおあつらえむきの場所だろ？」

「厳かな気分？」

　おうむ返しに尋ねた私に、柊弥がすっと手を伸ばしてきた。瞳は、その手を握り返すことを私に求めている。

「そうだよ。本当はこんな深夜じゃなかったら、会社の連中とか俺の家族とか、賑やかにお前の誕生日を祝える場所に行ってもいいんだけどな。さすがにそれは無理だし」

「……だから、ここ？」

「ああ。〝特別〟にするって約束だからな。俺がもう一度、ここでお前を祝ってやる。日付が変わっちまったし、厳密にはもう七日じゃないが……まあ、朝までは誕生日が続いてるってことでいいだろ？」

「柊弥……」

　幻想的な光の中で、柊弥が『ほら』と催促するように一歩踏みだし、さらに手を伸ばした。私はためらう。その手を取るべきか、取るべきじゃないのか。でも迷っている時点で私はもう、いつもの私じゃない。そう思ったのとほぼ同時に、柊弥の手は強引に私の右手を掴んでいた。

「あ……！」

　グイッと腕が引かれて。そうして私達は、マリア様の前で唇を重ねた。

「んっ……！」

　激しいキスに呼吸を奪われ、閉じたまぶたの奥で淡い光がチカチカと瞬く。どうしてだろう。決して自分から求めてなどいないはずなのに、柊弥を突き飛ばすための力は、身体のどこからも湧いてこない。それどころかむしろ、どんどん力が入らなくなって、私の身体は今にもくずおれそうだ。でもそれに気づいた柊弥の腕が、しっかりと背中を抱いてくれる。

　長い長いキスのあと、ようやく唇を離した柊弥は言った。

「誕生日おめでとう、梓。お前が生まれた日がめでたくないなんてことは、ないんだ。少なくとも俺は、お前がこの世に生まれてくれてよかったと思うからな」

「何……言って……」

（そんなこと、この私に言わないでよ。『生まれてくれてよかった』なんて……）

　その言葉はきっと、私には毒薬だ。誰にも触れさせない私の殻を、その毒は鋭く甘く、内側から壊していく――。

「梓。さっきみたいに、俺の名前を呼べよ」

「え……？」

　耳たぶをくすぐる声に身をすくめる。しかし耳にはさらに熱いキスが埋められ、心地いいテナーボイスが囁いた。

「さっき呼んだだろ。今夜はずっと、そう呼べ」

　そういえば今夜は何度か、柊弥の名前を口にしてしまっている。普段なら決してそんなことはないのに、驚きや動揺で、いつの間にか気にとめるのも忘れていた。

「ほら、梓。俺が今夜を、忘れられない夜にしてやるから――」

　再び降りてくる、私を丸ごとのみ込むほどのキス。もう私は、自分の足で立っていることすら危うい。

「柊――弥……」

　柊弥の腕に身を預けて。淡くかすんでいく意識の中で、私は何度もその名前を呼んでいた……。




　翌朝ホテルで目覚めたとき、柊弥はもう隣には見当たらず、部屋のテーブルにルームサービスでとったらしい朝食と、小さなメモが置かれていた。メモには、やや尖った筆跡で短く、こう書かれていた。

〝おはよう。お前は、今日は午後出勤でいい〟

　そしてタクシー代のつもりか、メモの下には一万円札まで置いてある。

（ご丁寧だこと。それにしても、副社長様はいったい何時に出ていったのよ……）

　時計を見るとまだ七時過ぎなのに、ベッドの隣のスペースはすっかり冷たくなっていて、だいぶ前に出ていったことを窺わせる。ここは郊外にあった教会から都心に戻る途中で見つけたホテルだけれど、会社のある区とは結構離れている。定時出社するつもりで早く出たのだろうか。

「副社長には朝から出勤させておいて、自分だけ午後からってわけにはいかないじゃない……」

　頭は重いし、身体はいろんなところが軋むように痛くてだるい。全部、熱い夜の余韻だ。私は気力を振り絞ってバスルームに入ると、熱いシャワーをざっと浴びた。

　ドレスしかないから一度家に帰らなくてはいけないことを考慮しても、急げば十時くらいには出社できるだろう。せっかくだが、朝食は遠慮することにした。

　すぐにホテルを出て移動を始める。思っていた通り、十時過ぎには会社に着いた。

「おや、今日は午後からじゃなかったんですか？」

　三浦さんが驚いた顔で私を迎える。柊弥が午後出勤の理由をどう説明しているかわからないので、私は曖昧な謝罪でごまかしてすぐに副社長室に行くことにした。今の時間は確か、会議を終えて部屋に戻っているはずだ。

「遅くなってすみませんでした。副社長に報告してきます」

　廊下に出て斜め向かいの副社長室のドアをノックすると、すぐに応答がある。ところが入ってきたのが私だとわかると、柊弥は目を通していた書類から顔を上げて驚いたような声をあげた。

「なんだ、来たのか？　午後でいいって言ったのに」

「そういうわけにはいきませんから」

　すでに癖になっている仕事モードの敬語で答えながら、内心変な気分だった。

　――私達の関係って、なんなんだろう。ホステスと客として出会って、オフィスで再会して。私を秘書にしたのは、〝紫苑〟の私を気に入って面白がっている柊弥の、いたずらみたいなものだと思っていた。私は、その意地悪な罠わなにはまっただけ。命令された仕事は素直にやりつつも、こんな奴は大嫌いだと思っていたはずなのに……。

「ったく、変なとこで律儀だよな。大丈夫か、無理してないだろうな？　俺の指示で買い物に出てることにしたから、本当に午後でよかったのに」

　耳をくすぐる、穏やかな低い声。ほら、まただ。信じられないほど自分勝手で強引なくせに、時折見せるこんな優しさに、胸がズキンと音を立てる。昨日も今日も、不意打ちでこんな一面を見せる柊弥は、卑ひ怯きょうだ。優しくなんてしないでほしい。

　私は人に優しくされることに慣れていない。気遣われても、どう応えたらいいのかわからないのだから。

「――仕事ですから」

　結局私は、短くそれだけを答えた。柊弥は、はぁっと大きなため息をつくと、読んでいた書類をパサッとデスクに戻して、呟くように言う。

「やれやれ。あれだけ俺に溺れてても、まだ会社での態度は変わらずか」

「な……っ！」

　瞬時にカッと身体が熱くなる。

（何を言ってるのよ？　今は仕事中なのよ？）

　抗議を込めてキッと睨みつけても、柊弥は気にする様子もなく席を立ってこちらに歩いてきた。そして見上げる私の顔にその長い指を伸ばし、指先でクイッと顎を固定してしまう。

「昨夜はあんなに可愛いかったのにな。なぁ、昨日のお前みたいなモードに入るスイッチ、どこについてるんだ？」

　そう言って、ほとんど息がかかりそうな距離まで顔を近づけてくる。私は右手で思い切り柊弥の手を払った。

「やめてよ。ここをどこだと思ってるの」

「俺の部屋だろ。何をしようと俺の自由だ」

「〝副社長室〟でしょう！　ふざけるのもたいがいにして」

　声を荒げて責めると、柊弥はうるさそうに顔をしかめる。

「はいはい、わかったよ。小うるさい秘書だな」

「誰のせいよ！」

　さらに睨みつける私から逃げるように、柊弥は再び自分のデスクに戻った。のんびりした動作で大きな椅子にどさっと腰を下ろすと、少し横を向いて緩やかに足を組む。背もたれに背を預け、ふんぞり返るような姿勢でニヤリと笑って私を見た。

「で、どうだ？　昨日はお前にとって、〝特別〟な日になったか？」

　とっさに言葉が出なかった。ただ、動揺がバレないように表情を殺すので精一杯で。

「……何うぬぼれてるの。少しも特別になんか……」

『なってない』と、言ってやるつもりだったのに。まっすぐに私を見つめる柊弥の瞳を見ると、なぜだかその言葉が続けられなかった。

「……どうなんだ？」

　試すように問う静かな声も、そう。瞳も声も『お前の心の中はお見通しだ』と言っているようで、見せかけの言葉を紡つむぐのがためらわれてしまう。

　わかっている、本当は。とっくに気づいている。それがどんな意味であれ、昨日は私にとって〝忘れられない一日〟になったということに。でもそんなことを、素直に言えるわけがない。私自身、こんな自分を認めたくなくて、今も持て余しているのだから。

「もう二度とあの店には来ないで。本当に、迷惑だから」

　短い沈黙のあと、私が口に出せたのは、そんな的外れな返答だけ。何か言われるかと思ったが、意外にも柊弥は何も言わなかった。ただ、「そうかよ」とあしらうように笑うと、正面に向き直り、再び机き上じょうの書類に手を伸ばす。

　何事もなかったかのように仕事を再開した柊弥を、私はそわそわする胸の内を抑えながらそっと見つめた。

　彼と身体を合わせたのは二回。キスは――もう何回したのだろう。もはやよくわからない。しかし柊弥とのそういった時間は、思い出しても嫌な感じがしない。むしろ、身体の奥深くに再びふっと熱い火がともるような……そんな感覚さえある。

（大嫌いじゃなかったの、梓？　なんでアンタは、何度もこいつに流されるのよ？）

　自問しても、答えは出なかった。

（……もうやめよう。今は、仕事しなきゃ）

　私は小さく頭を振り、秘書としての自分を取り戻す。

「本日は十一時半までこちらで執務のあと、昼食をとられてからお台場店の視察のため外出となっています。車は十三時に手配しておきますが、よろしいですか？」

　事務的な声で言うと、柊弥も顔を上げて短く答える。

「わかった。車はそれでいい。じゃあ、また午後にな」

　その返事を聞くと、私は「失礼します」と挨拶してすぐに部屋を出た。

「はぁ……」

　自分の席に戻ると、思わずため息が漏れる。朝からずっと全身がだるい。それに少し頭痛がしたから、来る途中で頭痛薬を買っておいた。それを出そうとデスクの脇に置いてあるバッグを取って、中を探る。

「あ……」

　指先が、薬より先にある物に触れた。昨日柊弥からもらった万年筆のケースだ。

（今日から使えって言われてたっけ……）

　私は吸い寄せられるようにケースからその万年筆を出し、インクをセットする。メモ紙を取り出して、試しに直線や曲線、文字と、適当にペンを走らせてみた。

「……書きやすいな……」

　それが率直な感想。細いボディはしっくり私の手の中におさまって、力を入れなくても滑るように書ける。

「さすが……よく見てるじゃない」

『そのうちお前の手になじむ』

　そう柊弥は言っていた。私は筆記具にこだわるタイプではないから詳しくないけど、確か万年筆というのは使い手の癖を吸収して、使ううちに独特の書き味を持ってくるものだと聞いたことがある。〝なじむ〟というのは、きっとそういうことだろう。

「使ううちにどんどん、か……」

　誰のものでもなかった一本のペンが、私だけのものに変わっていく。

（私も、そんなふうに変わっていくことが、あるのかな……）

　誰とも関わらず、誰にも染まらず生きてきた私が。もしかしたら自分でも気づかないうちに、少しずつ、少しずつ――。

（……やめ、やめっ！　だから今は、こんなこと考えてる場合じゃないのよ！）

　三浦さんに怪しまれない程度に、プルプルと首を振った。今の私は副社長秘書だ。やるべきことは、いくらでもある。私は柊弥の手帳を出して、ペンホルダーのペンを入れ替えた。今まで使っていたペンはあとで返そうと、一旦引き出しにしまう。パソコンの電源を入れ、気を引き締めるためすっと姿勢を正した。




　午後から、柊弥は営業部長と一緒に店舗の視察に出かける予定だった。私は正面玄関で柊弥を見送ると秘書室に戻り、指示されている書類の作成を始めた。社長も朝から外出しているそうで、三浦さんもずっとデスクにいる。一時間ほど黙々とお互いの業務に集中していると、三浦さんのスマホが鳴った。

「はい、三浦です。……はい、かしこまりました」

　短く言葉を交わして電話を切ると、三浦さんはすぐに立ち上がる。

「社長がお戻りになりますので、お出迎えしてきます」

　そう言って足あし早ばやに部屋を出ていった。数分後、カチャリとドアのノブが回る音がしたので、私は当然三浦さんが戻ってきたのだろうと思った。ところが顔を上げてみると、開いたドアの外にいたのは三浦さんだけではなく……。

「社長――」

　なぜか、三浦さんよりも手前に春日社長が立っている。私は驚きながらも立ち上がり「お疲れさまです」と挨拶をしたが、内心では困惑していた。

（なんで、社長が社長室じゃなくこっちに入ってくるの？）

「お疲れさま、香川さん。秘書姿も板についてきたわね。どう、仕事はだいぶ慣れた？」

「どうでしょう。ある程度は覚えましたが、まだ慣れたとまでは……」

「そう？　でも頑張ってくれているみたいじゃない。副社長も、あなたはよくやってるって言っているわよ」

「あ、ありがとうございます」

　それを言うために、わざわざここに来たのだろうか。

　社長が、私が秘書になった経緯をどう聞いているのかは知らない。しかし、こんなふうに言われると恐縮してしまう。でも社長は落ち着かない私の心境には気づくことなく、明るく言葉を続けた。

「ねぇ香川さん、もう少し時間大丈夫？」

「えっ？」

（大丈夫ってどういうこと？　まだ何か私に話があるの？）

　彼女の考えを推し量れずに困っている私にかまうことなく、社長はほくほくした声で言う。

「よければ少し、あなたとお話ししたいのよ。そんなに手間はとらせないから」

「は、はぁ……」

　私は当惑を隠せない声をあげてしまった。

　社長も多忙なはずなのに、副社長秘書の私といったい何を話そうというのだろう。もしかして私の仕事ぶりに関して、言いたいことがあるのだろうか。明るい態度からすると、文句やお説教ではなさそうだけど。

「わかりました」

　不安ながらも私がそう返事をすると、社長は背後に控える三浦さんを振り返る。

「十五分ほど、問題ないわよね？　ニッセイ銀行の方が来られるのは、もう少しあとだし」

「ええ。それくらいでしたら、とくには」

　三浦さんが頷くと、社長はにこっと笑って「それじゃあ」と言った。すると、三浦さんは軽く会え釈しゃくをして部屋を出ていく。これは明らかに人払いだ。社長は、三浦さんには聞かせられない話をする気らしい。

　困惑しきりの私を見て、社長は穏やかに微笑んで、目線で座るように促した。そして、自分はあいている三浦さんの椅子に座る。

「そんなにかしこまらないで。今日はどちらかというと社長としてじゃなく、柊弥の母親としてあなたと話がしたいのよ。だから、場所もこっちで。私が呼びつけては申し訳ないじゃない？」

「え……？」

　いきなりの思いがけない言葉に、面食らわずにはいられない。

（柊弥の母親として？）

「あ、と言ってもそんな特別なことを話すつもりはないの。ほら、柊弥もまだ副社長に就任して間もないじゃない？　仕事とか……それ以外でも、どんなふうにしてるのかなと思って。一緒にする仕事も多いけれど、現場に近い仕事は柊弥だけで動いてもらっているし、私では見えていない部分もたくさんあるでしょう？」

（ああ、なるほど、そういうことか）

　ようやく社長の意図がのみ込めて、私はいくぶん平常心を取り戻した。そして、社長に問われた意味を頭の中でもう一度確認する。

「どんなふうにしているか、ですか……」

　言葉を切って少し考え込んだ。ざっくりとした聞き方なので、どう答えたらいいのか迷う。しばらく考えた後、私は思い切って話し始めた。

「私の率直な感想でよろしければ、副社長は素晴らしい方だと思います。社内でも社外でも、副社長の人柄を買われている方がたくさんいらっしゃいます」

　お世辞でもなく、本当にそれが率直な意見だった。あの男を褒めるのはしゃくだけど、仕事に関してははっきり言って切れ者だと思う。ついこのあいだまで海外にいたとは思えないほど社内の事情も把握しているし、決断も早い。それに何より、あの自信に満ちて堂々とした人柄が相手に信頼を与えるのだろう。今や誰もが、彼の有能さを認めている。

　私の発言に、社長は嬉しさと不安の混じった表情を見せた。

「本当？　ならいいんだけど……それじゃあ柊弥は、楽しく仕事できているのかしら」

「楽しい、ですか？」

（またまた、面白いことを聞くなあ）

　そんなことを思いつつも、私は日々の柊弥の顔を思い出して考えてみる。

「楽しい……んじゃないでしょうか。ご本人から伺ったことはありませんが、何にでもすごく意欲的に取り組んでいらっしゃいますから」

　そう言うと、社長はやっと心底安心したように大きな息をついた。

「ああ、そう。秘書のあなたがそう思うのなら、きっとそうなのね。よかった、安心したわ！　どうもありがとう」

「いえ……」

　母親として息子が気がかりということなのだろうか。でも社長の安堵のしようを見ると、どうにもそれだけではない気がする。私は当たりさわりのない言葉を選んで、試しに尋ねてみた。

「副社長は、最初から経営に加わるつもりでビジネス留学されていたんですよね？」

　社長は少し意外そうに目を見張ったが、とくに不快に思う様子もなく答えてくれた。

「ええ、そうよ。あの子がそう言ってくれたから、私が留学先を手配したの。まあ、いきなり副社長に就任したのは、前任の退陣があったからだけどね」

「そうなんですね。だとすれば、副社長にとっては実際に経営に関わりたいという思いが叶ったわけですし、やはり、仕事は楽しいのではないでしょうか」

　より安心してもらえればと思って言ったのだが、それを聞くと、社長はなぜかぎこちない表情になってしまう。

「……そうなんだけどね。就任前には、あの子にもいろいろあって。実は私が副社長就任を勧めても、あの子が迷っている時期もあったの。だから少し、心配でね……」

　そう言って社長は目を伏せた。

　私は顔には出さないようにしつつも、内心ではかなり驚いていた。

（柊弥は、すんなり副社長になったわけじゃなかったんだ……。いろいろってなんなんだろう？）

　社長の意い味み深しんな言葉が気になるけど、さすがにそこまで突っ込んでは聞けない。何かうまい尋ね方はないかと考えあぐねているうちに、社長が顔を上げた。

「嫌だわ、ごめんなさい。こんな内輪の話、あなたからしてみたらどうでもよかったわね」

　空気が重くなっているのに気づいたのか、そう言って話をまとめられてしまう。

「いえ、お気になさらず」

「私ったら、どうしても心配性が抜けないのよね。いい歳して子離れしてないって思うでしょう？」

　そう聞きながら、社長は恥ずかしそうに笑った。

「そんなことはありませんよ。心配なさるのは当然のことだと思います」

　微笑んでそう返しても、社長は『いいのよ』と言うように小さく首を横に振る。

「いいえ。きっとそうなのよ。柊弥には昔、私のせいでたくさん苦労をかけたから、今はとにかく不自由やつらい思いをさせたくなくて。ついつい心配性になっちゃうの」

　私はハッと息を呑んだ。〝苦労〟という言葉で、昨日柊弥から聞いた話を思い出したからだ。

（柊弥を育てられないくらい、苦しいときがあったんだよね……）

　離婚してひとりで息子を育てる中、行き詰まって、仕方なく柊弥を施設に預けた。柊弥の話からすると数年で生活を立て直して迎えに行ったようだけど、きっと、並大抵の苦労ではなかっただろう。ふたりにとって、本当につらい時期だったはず。そして経済面以上に、柊弥にとって、母親と離れなければいけなかった数年間は、相当寂しかったに違いない。

『ここは俺が毎日祈ってた場所』

　柊弥はそう言っていた。昨日はさらりと聞いてしまったが、今思えばあれは、〝早く母親のもとに戻れるように祈っていた〟ということだったのかもしれない。

　私は今さらながら、ふたりの苦労を思って神妙な気持ちになる。私がそんな事情まで知っているとは思っていない社長は、申し訳なさそうな顔をしていた。

「本当にごめんなさいね。いくつになっても、親にとって子供は子供だから。だけど柊弥に聞くと、いつまでも子供扱いするなって怒られちゃうでしょ。だから、香川さんにこっそり聞いてみたってわけ」

　そう言うと、少女みたいに軽く舌を出して笑った。おどけたいたずらっ子みたいな振る舞いだけれど、その表情は確かに〝母親〟のものだった。

「愛していらっしゃるんですね。柊……副社長のこと」

　気づくと、そんな言葉が口をついて出ていた。柄にもない発言に、言ってから自分で驚いてしまう。社長も驚いた顔を見せたが、すぐにふわりと微笑んで、迷うことなく答えてくれた。

「それは、もちろん。だって大切な息子ですもの。柊弥も郁実も、どちらも愛しているわ」

「そう……ですよね……」

　素敵な笑顔だな、と思った。なんとなくわかった気がする。母親と離れても、柊弥が施設でちゃんと待っていられた理由。それに、つらい過去を背負っていても、今、柊弥があんなに前向きで堂々としている理由。私とは根本的に違うところ。

　柊弥は、愛されている。昔も今も――。

　生活が苦しくても寂しくても、心に残る〝愛されている〟という記憶が、柊弥を支えたのだろう。だから柊弥は待ち続けて、お母さんと再会して……そして今、こうして一緒にいる。

　やっぱり、私と柊弥は全然違う。柊弥は、幸せだ。

　家族で生活できるようになったからとか、お金持ちになれたからとか、そんな理由じゃない。柊弥には、彼を愛している家族がいる。それが、何よりの幸せだ。それだけで、他のどんな苦労も帳消しになるくらい、彼は恵まれているのだと思う。

（私とは、違うんだ）

　私と柊弥の間にある、境界線。埋められない大きな溝を、私は改めてはっきりと意識していた。










気がかりなSilent Night




　その日の夜。

　私は部屋でひとりワインをあけて、ぼんやりと物思いにふけっていた。あのあと、社長はすぐに秘書室を出ていき、柊弥も予定通りの時間に帰ってきて、何事もなく仕事に戻った。もちろん社長とふたりで話をしたことは、柊弥には伝えていない。そうして滞りなく仕事を終え、家に帰ってきたのだが……。

「はぁ……なんなのよ、まったく……」

　なぜか心がどんよりと重くて、どれだけグラスを空からにしても、ちっとも軽くならない。この感じはなんだろう？　いつものストレスなら、アフロディーテでひと晩騒げばすっきりする。でも今はそんな気分にもならず、お酒でまぎらわすこともできない。

「あーもうっ、ムシャクシャするっ！」

　なかばヤケでさらにグラスをあけようとしたら、タイミングを見計らったかのようにスマホの着信音がそれを止めた。

　今日も鳴っているのは紫苑のほうのスマホだ。そしてディスプレイを見ると、今回も相手はママだった。

「……はい」

　投げやりな態度で応答すると、すぐにママの声がまくし立ててくる。

『あっ、紫苑？　ねぇ、あなた今日来ないの!?　というか、高城さんは来ないの!?』

「は？　なんですか、いきなり？」

（私が行く行かないはともかく、なんで柊弥の来店予定まで聞かれるわけ？）

　不思議に思うが、私の訝りなどおかまいなしでママが続けた言葉に、口にしたワインを吹きそうになった。

『いきなりじゃないでしょ！　あの人、昨日うちにカード置いてってるのよ！　困るわよぉっ、こんなの預けられても！』

「え!?　カ、カードッ!?」

（カードって、クレジットカードってことだよね？　そういえば昨日、柊弥が店を出る前にボーイに何か投げて渡してたけど……クレジットカードだったの、あれ!?）

　ありえない。クレジットカードを店に預けるなんて不用心な話、聞いたことがない。（いったい何を考えているの、あいつ!?）

「すみません、すぐに店に行くよう伝えますから！」

　私は余計なことは一切言わず、それだけ告げてすぐに電話を切った。そして即、柊弥の番号を呼び出して発信する。数回のコールの後、応答があった。

『もしもし。どうした？』

「どうした、じゃないわよ。アンタ昨日、ボーイにカード渡したんだって!?　今ママからこっちに電話があったのよ！」

　一気にわめき立てると、少しの間の後、気の抜けたような声が返ってきた。

『……ああ。そういえばそうだったな、忘れてた』

「忘れてたって――信じられない。忘れないでよ！　とにかく今すぐ店に行って、カード受け取ってきて」

『今から？　……まあ仕方ないか、昨日の支払いもあるしな。けど、じゃあお前も来いよ』

「はあ？　なんで私まで行かないといけないのよ」

　柊弥が勝手にやったことなのに、私まで共犯みたいな言い方をされてはたまらない。キリキリと眉を吊り上げる私の心を知ってか知らずか、柊弥はまったく悪びれた様子もなくのたまった。

『まさか支払いだけして帰ってこれないだろ。あの店で飲むなら、お前以外に誰が相手するんだ？』

「知らないわよそんなこと。誰とでも適当に飲めばいいでしょ！」

　さらに怒鳴ると、柊弥がチッと舌打ちする音が聞こえてくる。

『わめくなっての。お前が行かないなら、俺も行かない。なんならあのカード、お前にやるぜ』

「は……何言ってるの？」

　開いた口の塞がらない私に、柊弥はたたみかけるように早口に告げる。

『お前でカード切ってくれていいし、返さなくていい。自由に使え』

　そっけなく言って、柊弥は『それじゃあな』と電話を切ろうとした。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　他人のカードなんてもらえるわけがない。私はとっさに答えてしまっていた。

「わかったわよ、行くわよ！　だからアンタも今すぐ店に向かって！」

　返ってきたのは抑よく揚ようのない、感情の掴めない声だ。

『……そうか。それじゃあまぁ、向かうよ』

　それで会話は終わり、私はため息をつきながら通話を切った。

　本当に、どういうつもりなのだろう。強引で大胆なところがある柊弥だけれど、カードを他人に渡すなんていうのは、ちょっと次元が違う。

「はぁ。とにかく行くしかないか」

　行くと言ってしまったものは仕方ない。私は急いで身支度を済ませ、家を出た。




　タクシーの中でママに電話して、その数十分後には店に着く。控え室にいるとママがすっ飛んできて、柊弥はもう来店していて、カードも無事返したと教えてくれた。

「ホントびっくりしたわぁ。何事もなくてよかったけど」

「すみませんでした、お騒がせして」

　なんで私が謝らないといけないのよ、と思いつつも渋々謝って、すぐにラウンジに出る。ヘルプの女の子と談笑していた柊弥は、私が来たのに気づくと、いたって普通に呼びかけてきた。

「よぉ紫苑、遅かったじゃないか。待ちくたびれたぜ」

（んなことアンタが言えたクチかっ!!）

　叫びたいのを必死でこらえていると、ヘルプの子達が立ち上がり席をはずした。彼女達を見送ってから、私は目を吊り上げて柊弥に迫る。

「どういうつもり、店にクレジットカード置いていくなんて！　個人情報とかカード犯罪とか、お店にとってはいろいろと面倒なのに、そんなことしたらこっちが迷惑被こうむるじゃない！」

　柊弥は耳に指を突っ込んで、嫌味ったらしく〝うるさい〟という顔をした。

「そんなこと言っても、昨日はさっさと店を出たかったし。あれを渡しとけばトンズラするとは思われないだろうから、勢いでだな――」

「勢いで渡すものじゃないでしょう！　しかもアンタ、さっき忘れてたって言ってたじゃない」

　指摘すると、柊弥はピクッと眉を動かす。

「……さっきはちょっと別のこと考えてたんだよ。本気で忘れてたわけじゃないさ」

「どうだか。あげてもいいとか言ってたじゃない。アンタの言ってること、わけがわからないわ」

　吐き捨てるように言うと、柊弥の表情が少しかげったような気がした。柊弥は私からふっと目をそらすと、ぽつりと、さっきよりいくぶんトーンの下がった声を落とす。

「別にマジでお前にやってもよかったけどな。このカードの引き落とし口座に入ってるのは、どうでもいい無む駄だ金がねだから」

「え……？」

（無駄金？　どういうこと？）

　怪訝な顔で柊弥を見る。柊弥はまだ私から目をそらしたままだ。

「まあせっかく来たんだから、今日もここでパーッと散財していくさ。そうすれば、お前の稼ぎにもなるだろ」

　そう言うと柊弥は、まだ半分以上残っている水割りを一気に飲み干して、空になったグラスを私に突き出す。私がすぐにそれを受け取らないでいると、いかにも彼らしい偉そうな口調で、さらに手を伸ばした。

「ほら、ちゃんとホステスの仕事しろよ。ママが見てるぞ」

　言われて周囲を見回すと、本当にママが店内を歩きつつ、こちらを見ていた。また何かトラブルを起こさないかと心配なのだろう。私は仕方なくグラスを受け取って新しい水割りを作り始めたが、内心どうにもすっきりしない。

　なんだか、柊弥が柊弥らしくない気がする。カードのずさんな扱いに加えて、〝どうでもいい無駄金〟なんて。柊弥は、こんなことを言う男だったろうか。

　私には、彼がお金を粗末にするような男には思えない。使うところにはどんどんお金を使うが、ちゃんと価値をわかったうえで使っている。そういう人物だと思う。

　最初、私に高級ブランドのスーツを気前よく買い与えたときには、ただ金遣いが荒いタイプなのかとも思った。でも、違う。質のいい洋服にしろ文房具にしろ、彼は何かしらの意味や値打ちを見出したものを買っている。愛用品には長く使い込んでいる感じがあるし、何かを衝動買いしたというような話も聞いたことがない。浅はかな浪費家でないことは確信が持てた。それなのに、どうして……。

　いろいろ考えていたら、ふと他にも思い当たることがあった。

（……今さらだけど、柊弥って、やたらと羽振りがよすぎる気がする）

　堂々とした態度や勢いに流されて、今まで忘れていた。しかし、思えばそれは、以前この店で私ひとりが彼をもてなしたときにも考えたことだった。相手をしろと呼び出され、二回目に会ったときのことだ。次々と高級酒をオーダーしていく姿に、大丈夫なのかな……と焦った。でもその後も次々と高級な物を買い与えられたりしたから、なんだか私までそれが普通のような気になってしまっていた。

　しかし、肩書きが副社長とはいえ、そもそもうちの会社は有数の一流企業というわけでもない。それに柊弥自身は、ついこのあいだまで働いてすらいなかった。母親である社長の財力から考えて、一般人より多少リッチだということくらいは充分ありえる。でも、ここでのお金の使い方――それに私と泊まったホテルや、買ってくれた服。どれをとってもかなりの額で、それはもう〝大金持ち〟のレベルだ。

（おかしい……。柊弥がこんなにお金を持っているなんて……）

　一旦気づくと、どんどん気になってしまう。

　私はわざと皮肉めいた口調で、思い切って尋ねてみた。

「〝無駄金〟なんて、いいご身分ね。それじゃあアンタはその無駄金で、私に服とか買ってくれてるわけだ？」

　柊弥は、グラスをあおろうとしていた手をピタッと止める。

「なんだよ、また嫌味ったらしい言い方だな。文句があるのか？」

「別に文句はないけど。でも、それが事実でしょ」

　それを聞くと、柊弥はいつになく露骨に顔をしかめた。

「俺の金なんだ、どう使おうと俺の勝手だろ」

「まあ、そりゃそうだけど」

「……とっとと使っちまいたい金なんだ。それでお前を綺麗に変身させられるんだったら、充分すぎるくらいの有効利用じゃないか」

　ムッときた。まさに、私が体よく〝利用〟されているような言い方だ。思わず、声に棘とげが増す。

「何、それ？　私は別に変身したいなんて、ひと言も言ってないわよ？」

「お前が言わなくても、俺が決めたんだよ。前にも言ったろ？　ゲームみたいなものだって」

　柊弥のその言葉に、私は記憶をたどり、そして思い当たった。

〝ゲーム〟――確かに、いつか柊弥は私にそんなことを言った。私が秘書に就任した日の、副社長室でのことだ。どうして私を秘書にするのか、振り回すのかと聞いた私に、柊弥はこう答えた。

『ゲームだよ。それで、お前の世界も俺の世界も面白くなれば……一石二鳥の、楽しいゲームじゃないか』

　……思い出した。あの日の、柊弥の態度。あのときも柊弥は私の顔を見ようとせず、遠くを見るような目で窓の外を見ていて――。

　なんだか似ている。今の雰囲気と。

　あのときにも覚えた、柊弥に対する違和感。普段は決して見せない何かが、彼の奥深くから、ちらちらと覗いているような。でもそれに触れると、その〝何か〟が壊れてしまいそうな気がして、結局は何も言えなくて、私は言葉を呑み込んでしまう。

　しばらく、沈黙が流れた。店の喧騒もどこかに遠のき、私達の間にだけ、静かな重い時間が漂う。やがてゆっくりとした言葉でその沈黙を破ったのは、柊弥だった。

「――もっと俺好みの女になれよ、梓。昼も、夜もな」

　低く耳に響く声。呼ばれた私の本当の名前。心臓がトクンと熱く波打つのを隠して、私はつとめて何気ない態度を装って答える。

「何を言ってるの。なんでアンタの好みになんて合わせなきゃいけないのよ」

　嫌味でもあるし、本心でもあるつもりでそう言った。しかしそれに対する柊弥の反応は、怒りでもなければ悲しみでもない。ただほんの少し口角を上げて、わずかに寂しそうな笑顔で、柊弥は言った。

「もっといい女になれって。それで、俺のことを好きになれ。お前なら変えてくれそうな気がしてるんだよ。俺の、世界を――」

「柊……」

　声は、唇にのみ込まれる。もう、何度となく重ねた。吐息も許されないくらい情熱的で、深くて……身体がくずおれそうになるほどのキス。

　柊弥はずるい。こんなキス、しないでほしい。

　このキスもゲームの一部だというなら、こんな最悪なゲームはない。

「……やめてっ！」

　私は身体中の力を振り絞って、必死の思いで柊弥の厚い胸を突き飛ばした。ソファの背もたれにトンッと背中をついた柊弥は、見開いた目でこちらを見ている。

「なんなの、ゲームって……」

（このゲームの先に見えるものは……ゲームに巻き込まれた私の先にあるものは何？なんにしろ、私が求めるものじゃないわ）

「私にアンタの世界は変えられない。アンタなんか、好きにならない……！」

　夢中で叫んで、私は立ち上がった。柊弥が引き止めようとするのもかまわずに、そのままテーブルを離れる。ボーイや近くのテーブルの女の子が何事かという顔で近寄ってくるのを振り切るように通路を走っていくと、一目散に化粧室に駆け込んだ。

　ドアを叩いて私を呼ぶママの声にも答えずに、私はしばらくそこで、声も出さずに涙を流し続けた――。




　その夜、私は夢を見た。

　広くて美しい洋館の庭で、数人が集まってパーティーをしている。メンバーは社長と郁実くん、社長のご主人なのか見知らぬ男の人。そして柊弥と、私。主催者は春日社長。私は、そこに招かれたゲストだった。

　美味しそうな料理を囲んでにこにこしているみんな。弾む会話は、家族の思い出話や近況報告、お互いを気遣う言葉。素敵なパーティーだった。素敵な、家族の団らんの光景だった。

　――そしてその光景の中に、私はどうしても溶け込めずにいる。笑顔を貼りつけて話を合わせながらも、内心ではずっと疎そ外がい感かんを抱いていた。

　私の知らない温もり。私の知らない愛情。それに焦こがれ輪の中に混じりたいと思うのに、本当の意味で彼らと完全に溶け合うことはできなくて。結局、切なくて胸が苦しくなるような思いを抱えたまま、パーティーは終わった。同時に夢から目覚めて、気づくと見慣れた部屋の天井を眺めている。

（嫌な夢……）

　普段、あまり夢は見ない。こんなに鮮明でリアルな夢を見たのは、久しぶりだ。

（なんでこんな夢、見ちゃうのよ）

　苦々しい感情が胸を支配する。

（やっぱりダメだ。このままじゃ、私……）

　求めちゃいけない。憧れちゃいけない。その感情は、危険だから。

（知ってるはずよ、梓。何かを求めることに、意味なんてないって。求めれば、余計悲しい思いをすることになるだけだって）

　私はそれをはるか昔に学んで――そうして、ひとりで生きていくと決めたのだから。




　薄暗い室内で、壁の時計を確認した。ＡＭ五時。出勤の用意を始めるにはだいぶ早いが、静かに布団を抜け出す。シャワーを浴びて着替えをして、他にもいろいろ準備をしてから、いつもより一時間以上も早く家を出た。

　こんな時間に会社に行っても、きっとまだ誰も来ていないだろう。もちろん、柊弥もいない。でもそれでよかった。むしろ、そのために早く行くのだから。

　会社に着くと、鍵を開けて副社長室に入った。室内は電気もついておらず、当然誰もいない。ドアのところで一瞬立ち止まり、すぐに再び歩きだして柊弥のデスクの前に立った。

「……バイバイ」

　バッグから出した小さな白い封筒を、そっとデスクに置く。さっき家で書いてきた退職願だ。封筒から手を離すと、私はひとつだけ小さく息を吐き――。

　そうして次の瞬間、振り切るようにきびすを返すと一歩を踏みだした。それ以上振り返ることはない。まっすぐ歩いて、私は無言で副社長室をあとにした。










心を埋めるもの　～柊弥ｓｉｄｅ～




　三浦さんから連絡を受けたのは、会社に向かう車内でだった。

　社長は、今日は日帰りで大阪に出張する予定があり、三浦さんは彼女を空港まで送ってから出勤する予定だった。三浦さんの出社が遅れるため、今日は梓が秘書室の鍵を開けることになる。とくに問題はないか念のため八時半に会社へ電話をしたところ、秘書室の応答がなかったというのだ。

　三浦さんは俺に『何か聞いていないか』と尋ねてきたが、心当たりはない。とにかく俺が間もなく会社に到着するから、この目で確かめると言って通話を切った。

　会社に着き、まず秘書室のドアノブを回す。――開かない。次に自室の副社長室を確認した。が、こちらもやはり鍵がかかっていて、かたく閉ざされたままだ。

　嫌な予感が走った。ことあるごとに文句を言いながらも、それがプライドなのか、任された仕事はきっちりこなす女だった。秘書たる者上司より先に出勤しているのが当然だと、毎朝始業時間よりだいぶ早く出勤して、この部屋も綺麗に掃除を済ませていたのに。

　自分の鍵で施錠を解いて中に入り、俺は室内を見回す。とくに変わったことは何もない。掃除がされていないことを除いては。

　俺はすぐに自分のデスクに移動した。そして、見つけた。机の上にまっすぐ置かれた、一通の封筒を。

「あいつ……！」

〝退職願〟という文字が目に飛び込んできた瞬間、乱暴にそれを手に取る。すぐに封を切って中を見たが、綺麗な筆跡でお決まりの退職の申し出が書かれているだけだった。

「なんで――!!」

　こんな文章から何がわかるっていうんだ？――何もわかりはしない。あいつの心の中は見えない。

（なんで……さらけ出さないんだ？　何も言わずにいなくなって、それで何が変わるっていうんだよ!?）

　俺はただ、変えてやりたかった。それだけなのに。

　初めて会ったあの夜、死にそうなくらいつまらなそうで、寂しそうな顔をしていた。人形のような笑顔と見せかけの楽しそうな振る舞いでごまかしていたが、俺にはそれがわかった。そして、自分と似ていると感じた。

　だから、彼女の世界を変えてやりたいと思った。彼女を変えることで、自分も変われるかもしれない。そんな思いもあった。だがその思いは、そんなにもあいつには重荷だったのか？　姿を消さなければいけないくらい。

　何度も愛し合ったのに、それはやはり身体だけで、心までは少しも触れていなかったのだろうか。

「バカ野郎……！」

　苦い思いが身体全体を駆け巡る。思わず退職願を破り捨てたくなったが、すんでのところで思いとどまった。

「これは直接突き返してやる。それまで、預かっておくだけだ」

　どこかにいる梓に少しでも届けばいいと声に出してそう言い、俺は封筒をスーツの内ポケットにしまった。

（きっと、もうどっちの電話もつながらないな）

　黙って消えると決めたのなら、連絡がつく状態にしておくほど間抜けな女じゃない。アフロディーテも、もう辞めてしまっているかもしれない。

（くそっ。でも、これで終わりになんかしない。絶対に）

　本当はすぐにでも、この部屋を飛び出して梓を探しに行きたかった。だが、それはできない。自分には今日も、やらなければいけない仕事がたくさんある。初めての職務でも順調にこなすことができたのは、梓がフォローしてくれていたおかげだ。しかし、梓がいなくなったからといって、それを放り出すことはできない。

　心にぽっかりと穴が開いたような感覚を覚えながら、俺は自分の――副社長の椅子に座った。すると、座って初めて、机の右隅のほうにも置かれている物があったことに気づく。

「これ……」

　それは俺が梓に預けていたスケジュール帳だった。仕事に関するメモもたくさん書いてあるから、確かにこれがないと困る。俺は無言でそれを手に取り、留め具をはずして中を開いてみた。背表紙にペンホルダーが付属しており、ペンを差せるようになっているのだが……ホルダーには、何も差さっていない。梓が前に使っていた俺の万年筆は、今は自分で持っている。梓に新しいものをプレゼントしたことで、彼女がペンを入れ替え、ここに自分のを差して使っていたはずだ。

　と、いうことは――。

「……必ず見つける、梓。このまま俺の前から消えるなんて、許さないからな」

　空のペンホルダーに微かな希望があることを確信して、俺は手帳を持つ手にグッと力を込めた。




　午後になると会議や商談が立て続き、あっという間に時間が過ぎていく。梓がいないことについては、表向きは家庭の事情で急きょ休みをとっている、ということにした。だが、いつ戻るかもわからない状態でさすがに全員に嘘はつけない。少し悩んだが、社長である母親と、その秘書の三浦さんにだけは本当の理由を話すことにした。もちろん、いなくなった理由までこと細かには言えないが。

　朝から大阪に飛んでいた社長から、夜の八時頃になって東京に着いたと連絡があった。俺も三浦さんもまだ会社だと知ると顔を出すと言うので、彼女が社長室に戻るのを待ち、訪ねていって話を切りだす。

　手短に、梓が何か思うところがあったようで、退職願を置いて黙っていなくなった、と説明すると、社長は悲しそうに顔を歪めた。

「……そうだったの。どうしてかしら。すごく優秀で、何も問題なかったのに」

「わからない。けど、黙って辞めさせる気はないから。居所を見つけて話をして……まあその先は、そのときに考える」

　社長を心配させないようにきびきびとそう告げた。黙って話を聞いていた三浦さんがおもむろに口を開く。

「大丈夫ですか？　柊弥くんひとりで」

　三浦さんは創業時からのベテラン社員で、人柄を買われて社長秘書になってからも、もう何年にもなる。俺にとってもすでに兄貴のような存在になっていて、留学前にもいろいろ相談に乗ってもらったりしていた。普段から何かと気にかけてくれる面倒見のいい人だが、やはり彼にも甘えることはできない。俺は明るく笑って答えた。

「大丈夫だよ。彼女にいろいろ任せてはいたけど、ひとまず代理も後任も必要ない」

　きっぱりと言いきったが、三浦さんは一拍の間の後、困ったような表情を浮かべる。

「僕が言っているのは、そういうことではないんだけど……」

「え？」

　きょとんとする俺に、三浦さんは顎に手をやって少し考えるしぐさをしてから、「いや、なんでもありません」と、話を濁した。そしてふっと小さく息をついて、いつもの冷静な秘書の顔に戻って言う。

「しばらくは、私が副社長秘書も兼務しましょう」

　社長にも「よろしいですか？」と確認した。社長は「三浦が大丈夫ならぜひ」と了承する。

「大丈夫だよ、心配いらないって」

　抵抗したが社長も三浦さんも譲らないので、渋々ながら俺のほうが折れた。

「わかったよ。それじゃあしばらくの間、頼む」

「香川さんのことはどうするの？　探すって言っても心当たりは……」

「大丈夫だ。香川はちゃんと探し出す。だから心配しないでくれ」

　そう言って、安心させるようにふたりの肩をポンポンと叩いた。社長はまだ心配そうな表情は見せているものの、本人がそう言うなら仕方ないと考えたようだ。

「……わかったわ。でも無理はしないで。何かあったらいつでも相談してね」

「ああ、そうする。それじゃ、もう行くな」

　とりあえず事情を伝えることができ、納得してもらえたことに安堵して、俺は社長室をあとにした。時刻はもう十時近いが、まだ副社長室で目を通すべき資料などがいくつかある。もう一息だと自分で自分を励まして、俺は部屋に戻った。

　それからしばらく、資料や部下からの申請書類との格闘をしていると――。

　トントントン。突然鳴り響いたノックに、思わず肩を揺らして顔を上げた。

「……誰だ？」

　社長はさっき、今日は疲れたからじきに帰って休むと言っていた。当然三浦さんもそれについて帰り、もう残っているのは自分だけだと思っていたのだが……。一瞬もしやという期待が胸をよぎったが、ドアを開けて入ってきたのは三浦さんだった。

「なんだ、三浦さんか」

　無意識のうちに、そう声を漏らしてしまう。

「香川さんだと思ったか？」

　彼は薄い笑みを浮かべて、敬語ではない口調でそう聞いてきた。学生の頃から慕っていて気心の知れている三浦さんとは、もうだいぶ前からお互いくだけた口調で話していた。しかし、俺が副社長に就任してからは、立場上のけじめとして、彼は仕事中だけ敬語を使うのだ。その三浦さんがくだけた調子で話していることで、これがプライベートモードであることをすぐに理解しながら、俺はあえてぶっきらぼうに返す。

「退職願を置いてった日の夜に戻ってくるわけないだろ」

　本当は図星だったのだが、もちろんそんなことは言えない。だが、三浦さんにはお見通しのようだった。

「それでも、戻ってきてほしいって思ってるんだろう。顔に書いてあるぞ」

　まったく、三浦さんにはかなわない。俺は言い訳するだけ無駄だと悟り、ただ軽く肩をすくめて答えにした。そしてここにやってきた理由を、単刀直入に確認する。

「どうしたんだよ？　母さんと一緒に帰らなかったのか？」

「社長はさっきお帰りになった。僕は様子見だよ。なんだかんだで社長もまだ心配してるし、僕も気にかかったから」

「ったく、ふたりとも心配性だな。大丈夫だって言ったろ。三浦さんが助けてくれるなら充分乗り切れるよ」

　そう言う俺に対して、三浦さんは「そうじゃない」と言うように首を横に振った。

「そういう表向きの話はもういい。僕が言ってるのはそんなことじゃないって、さっきも言っただろ」

「え？」

　ぎくりとしたのを極力顔には出さないようにしたつもりだが、果たしてそれはうまくいっただろうか。仕事の手は、完全に止まってしまっていた。

「香川さんに戻ってきてほしいのは、仕事のためだけじゃない。君自身が彼女を必要としてるから。そうだろ？」

「三浦さん……」

「君達の間にどんなことがあったのかまでは知らない。でも社長も僕も、そんなのは薄々気づいてるさ」

　俺は何も言えず、黙って次の言葉を待つ。

「彼女が秘書になって、それほど長い期間は経っていない。けど、はたから見ていても、君が彼女を信頼していて、何かと目にかけているのはよくわかった。ただの秘書とは思えないくらいに、ね」

「三浦さん、俺は……」

　とっさにそう口を開いたものの、その先の言葉は出てこない。今さら表面だけの言い訳をして、なんになるのか。

　――わかっている。三浦さんの言っていることは、全部図星だ。

（お手上げだよ。まったく）

　俺は手に持ったままだった書類も全部机の上に戻して、ゆっくり立ち上がった。自分を見つめる三浦さんを、自じ嘲ちょう気味の薄い笑みを浮かべて見返す。

「だけど、あいつはいなくなっちまった。あいつには迷惑だったみたいだ」

　すると三浦さんは、さっきと同じように顎に手を当てて軽く首をひねる。それは、考えるときや意見をするときに彼がよく見せる癖だ。

「そうなのかな？」

「そうなのかなって？」

　彼の言葉の意味が理解できず、おうむ返しに聞き返す。

「迷惑だからいなくなったとは限らない。いや、むしろ違うんじゃないか」

「違う？」

（どういうことだ？　迷惑じゃないなら……嫌じゃないなら、どうして……）

　俺が抱く疑問は三浦さんにもはっきりと読み取れていただろう。でも彼は、それ以上ヒントになる言葉はくれなかった。もしかしたらそれは三浦さん自身にもわからないからなのかもしれないが、彼は真面目な顔をしてするりと話を変えてしまう。

「柊弥くんはどうして、彼女を秘書にしようと思ったんだ？　……ああ、こういう聞き方はよくないな。またうわべの返事が返ってきそうだ。訂正。どうして、彼女を自分のそばに置こうと思ったんだ？」

「いちいちそんな訂正しなくったっていいっての……」

　とことん抜け目のない口ぶりに軽く閉口しながらも、ここまできたらと腹をくくった。今の三浦さんの問いをもう一度胸の内で反すうして、その答えとなるものを考えてみる。たいして迷うこともなく、それは見つかった。

「あいつなら、役職なんか気にせず対等に俺を見て、接して……支えてくれるんじゃないかって思ったんだ。俺とあいつは、似てるところがあるから。俺にはあいつのことがわかるし、あいつも俺のことをわかってくれるだろうって。そんで一緒に、楽しくやっていけるんじゃないかって思ってさ……」

　互いの世界を違う彩りに染められる。そんなパートナー同士になれるのではないかと思った。

「なるほどな」

　俺の返答を聞いた三浦さんは、何度か小さく頷いて呟く。そしてパッと顔を上げると、まっすぐに俺の目を見て言った。

「それは、君の心が彼女を求めてる。そういうことだろう？　つまり君は、彼女に惹かれている」

「三浦さん――」

　わかっている。惹かれていることなんて、最初からわかりきっていた。そうでなければ、キスも、肌を合わせたりもしない。でも、それは……。

「だけどそれは恋とは違う。……そう思っているのか？」

　まるで心を読んだかのような言葉に、俺は今度こそ驚きに目を見張る。三浦さんは「そんな顔するなよ」と苦笑した。

「君の考えてることはだいたいわかる。もう何年も見てきてるんだから」

「……それもそうか」

　彼はよく知っている。俺の見る世界が灰色にくすんでしまった理由も、全部。

「君がそう考える……そう思い込もうとしてる理由も、なんとなくわかるよ」

　またもやわざわざ言葉を選び直して、三浦さんはそう告げた。

「だけどな柊弥くん。心の隙間を埋めるのは、決して見せかけだけの楽しさでも慰めでもない。そんなものには、君に新しい世界を開かせることはできない」

「見せかけの……楽しさ……」

「そうだよ。そんなものでどれだけ心を埋めたって、結局は空っぽなままなんだ。君もよくわかってるんじゃないのか？　君に新しい変化をくれるのは、そんなものじゃなくて……」

　――『〝真実の気持ち〟だよ』

　静かな声で、三浦さんはそう言った。その言葉は乾いた砂に水が染み渡るように、ゆっくりと俺の心に降りてくる。不思議な感覚だった。

　そうだった。俺はよくわかっていたはずだ。空っぽの心を抱えたまま惰だ性せいで日々を送ることが、どんなに苦痛で退屈か。表向きは楽しく騒いでみせても、砂漠に吹いた風が砂を散らしていくようなものだ。そんなことで渇きは癒えない。乾ききった砂には、それを潤してくれるものが必要なのだ。

　俺は吸い込まれるように、三浦さんの言葉に耳を傾け続けた。

「だからもし今君が、本気で彼女を取り戻したいと……そばにいてほしいと思ってるなら。それは、きっと――」

　本気であいつを欲しいと思うなら、きっと――。

　俺は目を閉じる。まぶたの裏に浮かぶ面影を、心の目でじっと見つめた。

（俺は、あいつを……梓を……）

「……まあ、中年男のヨタ話はここまでだな。あとは自分でゆっくり考えてみろよ」

　穏やかな声に目を開くと、いつの間にか三浦さんは出入口のドアに手をかけていた。

「もう何年も経ってる。ふさぎ込むには充分な時間だったろう？　そろそろ全部忘れたってかまわないと、僕は思うよ」

　三浦さんの声には、あたたかな思いやりと気遣いがにじんでいた。

「ふさぎ込んでなんて――」

　言いかけた言葉を、また呑み込む。そんな俺を見て、三浦さんは優しく目を細めた。

「とにかく、頑張れ。何かあれば、僕でよければいつでも話を聞くよ」

　そう言うと、カチャリとノブを回してドアを開ける。

「帰るのか？」

「ああ。明日も朝は早いからな。君も身体を壊したらなんにもならない。頑張るのもいいけど、ほどほどにしてさっさと帰れよ」

「わかってるよ。お疲れ、社長秘書サン」

「そっちこそお疲れさま、副社長」

　おどけた口調で言った三浦さんがドアの向こうに消える間際に、俺は「サンキュ」と短く告げる。

　三浦さんは軽く手を挙げてそれに応えてから、静かにドアを閉めて去っていった。










Brand New Day




　毎日って、こんなに退屈だったんだ。夜の街を歩きながら、私は久々にそんなことを思い出していた。

　退職願を出した日のうちにアフロディーテも辞めて、スマホも返した。プライベートの電話番号も変更済み。数日遅れになってしまったものの、引越しも済ませた。

　それから二週間ほどが経ち、二月も終わりにさしかかっている。貯金はまだ残っているから焦って働く必要もないけど、数日前から新しい店でバイトを始めた。渋谷の小さい店で、銀座の高級クラブからは一気に格下げ。でも私にとってはどこであろうが同じことだ。それに、家でひとりじっとしているよりは数段マシ。

　今度はレギュラーで入ったので、夜はほぼ毎日出勤だ。いつの間にか、生活は昼夜逆転していた。柊弥が働いている昼間に寝て、夜には店にいるから家は留守。そんな生活だから、もう二度と柊弥に会うことはないと思っていた。

　私は今までの、誰に振り回されることもない気楽な生活に戻ったのだ。そして、その代わりに舞い戻ってきたのは、どうしようもないほどの退屈。前はいいストレス解消だったはずの夜の仕事なのに、今ではそれすらも空虚でつまらなかった。

　どうしてかはわからない。自由になったはずなのに、私の心には大きな風穴が開いてしまったみたいだ。冬の冷たい風がそこをピューピュー吹き抜けていって、私の心を凍えさせる。

　この気持ちはなんだろう？　秘書なんてなりたくてなったわけじゃなかった。柊弥のそばになんて、いたくていたわけじゃなかった。でも気がつくと、いつの間にか、その日々は私の中で当たり前になっていて。

　憎らしくてうっとうしいと思いながらも、あいつが商談を成功させたり、そのための戦略を練ったりしているのを見るのは、楽しかった。いきいきと仕事をしている柊弥との毎日は軽快で変化に富んでいて、退屈という感情はしばらく忘れていた。

（改めて意識する暇なんてなかったけど……本当に、あいつの言った通りになっていたんだ……）

『つまらないって思ってる毎日を、変えてやる』

『面白くなるぜ。俺といたら』

　ことあるごとに、柊弥が私に伝えた言葉。失って初めて気づいた。私の毎日は、本当にあいつによってこんなにも変えられていたんだと。忙しくても腹が立っても、決して退屈じゃなかった毎日。あの喧騒が、今はこんなにも、懐かしい……。

「ん……？」

　ふと、バッグの中でスマホが振動しているのに気づいて立ち止まる。今は夜のネオン街に入ったところ。今日もまた、かりそめの悦楽を求める人間が集まる店に、これから出勤しようと歩いていた。

「なんだろ。また客かな……」

　バッグをあさっていると、スマホを探しているくせに、つい別の物に目がとまる。それは、私のスケジュール帳。表紙には一本の万年筆が、キャップについたクリップで留まっている。

　手放せなくてひそかに持ち続けているそれを、そっと抜き取って手にしてみた。しっくりと私の右手におさまる、細い光沢のあるボディ。ひんやりとした感覚が心地いい。

『勝手にペアになんてしないでよ！』

　むきになって怒鳴った記憶が懐かしかった。

　人混みの中、鳴り続ける電話にも出ないで。私はその〝なじんだ〟感覚をギュッと握り締めて、いつまでもその場に立ち尽くしていた……。




「嫌だわ、細ほそ川かわさんったら。私はそんな女じゃないわよ」

「いやいや、何を言う！　それだけ美人で前は銀座にいたってんなら、面倒見てくれるパトロンがいくらでもいたんじゃないのか？」

　ほろ酔いの客が調子に乗ってくだらない話をしているのを、私は愛想笑いを浮かべながら聞き流している。

（つまらない男。早く帰ってくれればいいのに）

　心の中では冷めたことを思いながら、口先では客の喜ぶことばかりをしゃべって、お酒を飲ませた。何を考えていても、無意識のうちにそれなりの接客ができてしまう。

　新しい店には即戦力として重宝されていたが、レギュラー勤務なので以前にはなかった煩わずらわしさが伴っていた。それは、客と一緒の店外での食事やカラオケなどの、同伴やアフターが多いということだ。

　今夜も酔って上機嫌になった細川という客に頼まれ、数人の同僚と一緒にカラオケに行くことになった。小一時間店の近くのカラオケで騒いで、日付の変わった頃、やっと細川さんをタクシーに乗せて送り出す。彼のはしゃぎようを笑い話にしながら、同僚と店の前まで戻ってきた、そのときだった。

「あれ？　もしかして梓ちゃんじゃない？」

　少し離れたところから耳に届いた声に、私は硬直して立ち止まった。

　恐る恐る身体を戻して、声のしたほうを見ると――。

「やっぱり、梓ちゃんでしょ!?　びっくりしたぁ～、こんな場所で会うなんて！」

　そばを通りかかった数人の大学生らしき集団の中から、ひとりの女の子が私に呼びかけていた。

「るりちゃん……！」

　驚いたのはこっちだった。

（なんでこんなところにいるの？　アンタの家は、全然方向が違うでしょう？）

「ん？　知り合い？　杏あん奈なさん、梓っていうんだ？」

　一緒にいた同僚のひとりが聞いてくる。杏奈というのはここでの源氏名だ。紫苑という名前はもう名乗りたくなかったから、アフロディーテの後輩から拝借した、適当な名前。それを聞いたるりちゃんは、楽しそうににやにやと笑いだす。

「へぇ……杏奈、ねぇ。マジ衝撃。まさか梓ちゃんが、こんな仕事してたとはね」

「ご、ごめん、先行っててくれる？　すぐに戻るから」

　私はとりあえず同僚に立ち去ってもらおうとした。こんなところ、見られたくない。

「うん、わかったわ」

「ちょっとくらいなら話してていいんじゃない？　ママに言っとくね～」

　同僚達は口々に言って、店のドアへと向かった。

「あ、ありがとう……」

　彼女達が店の中に消えたのを見届けると、るりちゃんは一緒にいた友人を離れた位置で待たせて、すぐそばまで歩み寄ってくる。そして間近で、舐なめるように私の全身を見回した。

「何年ぶりかなぁ。見違えたねえ、梓ちゃん」

「るりちゃん……」

　最悪だ。もう一生会うこともないと思っていたのに……どうして今さら、会ってしまうのだろう。

「まあ考えてみたら、私も梓ちゃんももう二十代だもんね。あ、私ね、この近くの女子大に通ってんだよ。今日はコンパだったの」

「へ、へぇ……」

（そうだったんだ。あーあ……またこの店も辞めないと）

　私は彼女と話したいことなんて何もない。だからさっさと話を切り上げて店の中に逃げ込んでしまいたかったのに、るりちゃんはそれを許しはしなかった。数年ぶりに再会しても、彼女は昔と変わらない、人をバカにするような目で私を見る。

「高校出ると同時に家も出ちゃって、いったい何してるのかと思ってたら。やっぱ高卒だと、こういう仕事になっちゃうのかぁ」

　くだらない偏見だ。でも、ここで何を言ったって彼女がこういう目でしか私を見ないのはわかりきっている。私が俯いて黙ったままでいると、るりちゃんはさらに楽しそうな声で続けた。

「けど、よくよく見れば超似合ってるぅ！　そうだよねー、男の人の相手するのはうまいはずだよねぇ。やっぱ血筋ってやつ、あんのかなぁ」

「そんなの……っ！」

　頬がカッと熱くなるのを感じた。久々に聞いた声に、久々の感情。昔なら冷めた心でさらっと流せていたはずなのに、今は彼女の侮ぶ辱じょくに素直に心が反応してしまう。

（ダメ――熱くなってどうするの、梓。こんなの聞き流してればいい。昔はいつだってそうしてたじゃない）

　私は自分で自分をなだめようとした。しかし、るりちゃんはそんな私の努力を踏みにじるかのように、さらに追いうちをかけてくる。

「うちの親にも、梓ちゃん渋谷で元気に水商売やってたって言っとくよ。……あ、でもあんまり意味ないかな？　梓ちゃんもお母さんみたいに、いつ男の人とどっか消えたりするかわかんないもんね」

「なっ……！」

　――もう、限界だった。どうしてなのかはわからない。でも今日は、るりちゃんの言葉が我慢できなかった。気づくと私はキッと顔を上げ、るりちゃんを睨みつけ――そして次の瞬間、振り上げた右手で思い切り彼女の頬をひっぱたいていた。

　響く頬を打つ音と、掌から伝わる反動。ぶたれたるりちゃんは、状況がのみ込めないという顔で呆然としている。でもそれは最初だけで、震える手を頬に伸ばすとともに、見る間に怒りの感情をあらわにしていった。

「なっ、何すんのよ!!」

　掴みかかろうと迫ってくる彼女の右手を、私は払う。

「うるさい！　アンタなんかに……アンタなんかに、私のこと言われたくないっ!!」

「はぁっ……!?　生意気言ってんじゃないわよっ。親にも捨てられた女のくせにっ!!」

　るりちゃんは怒りにギラギラと目を光らせて、金切り声をあげた。私も今、きっとこんな顔をしているのだろう。

「だからなんだって言うのよ!?　ろくでもない親なら、いないほうがマシよ！　アンタんちみたいな、世間体ばっかりのくだらない親もね!!」

「なんですってぇ……!?」

　もう、止まらない。長年の鬱うっ積せきなのだろうか。私は感情をむきだしにして彼女と掴み合いを始めた。

　離れた場所で待っていた彼女の連れが駆け寄ってきて、止めに入る。騒動に気づいたのか、店からも何人かスタッフが出てきた。どんどん騒ぎが大きくなっているのはわかっていても、もうどうしようもなかった。いつとっくみ合いになってもおかしくない勢いで争っていたとき――。

「……梓っ!!」

　周りの制止の声に混じって、聞き覚えのある……低くて懐かしい声が、聞こえた。

「えっ……？」

　私は、凍りついたように動きを止める。すると無防備になった隙を逃すことなく、るりちゃんの平手が私に襲いかかった。ヒュッと空くうを切る音とともに掌が眼前まで迫り、ぶたれるのを覚悟した。でもその掌は、私の顔に触れる寸前で止まる。

　たくましい腕が、しっかりとるりちゃんの手首を掴んでいた。そして再び耳に届く、あの懐かしい声。

「悪いが、こいつに手は出させない」

「柊……！」

「何よっ、アンタ誰っ!?」

　私の声を遮って、先にくってかかったのはるりちゃんだった。彼女もすっかり平常心を失っていて、噛みつかんばかりの勢いで自分の手を握る介入者を睨みつける。

「邪魔しないでよっ！　先に手を出してきたのはあっちなんだからっ」

　血走った目で迫られても、彼は冷静だった。るりちゃんの手を下ろすと、自分が間に入るように立ち、さりげなく私をかばってくれる。見覚えのあるスーツの、広い背中と肩。そしてその肩越しに斜めに覗く顔は、見間違えるはずもない。

「柊、弥……！」

　ようやくその名前を呼ぶと、柊弥はちらりと私を見た。その顔は、微かに笑みを浮かべている。

「よぉ。久しぶり」

　短くそれだけ言って、柊弥は再びるりちゃんに向き直った。

「それでも、梓は殴らせない。悪いな。俺、こいつの顔、気に入ってるんだ」

　冗談めかしているのになぜか迫力のある声で、きっぱりとそう言いきる。その不思議な気迫にるりちゃんは一瞬たじろいだ様子を見せたものの、黙りはしない。

「何言ってんの？　あ、もしかしてアンタ、梓ちゃんの客？」

「客じゃない。俺は、こいつの上司だ」

「はぁ？」

『何言ってんの？』という感じのバカにした声を出されても、柊弥はまったく表情を変えない。むしろこれ以上話をする気はないのか、涼しい声で「そういうことだから」と告げると、くるりと私に向き直った。

「行くぞ、梓」

「えっ？」

　強引に腕を取られて私は狼ろう狽ばいする。

「行くぞって、私まだ仕事中……！」

「そんなのはどうでもいい。どうせ辞めるんだから」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　柊弥は騒ぎの輪の中心を抜け出して、ずいずいと歩き始める。その手に無理やり引っ張られてよろめきながら、私は叫んだ。

「辞めるってどういうこと？　なんでアンタがそんな……！」

　さっきは自分で『辞めなければ』と思ったくせに矛盾しているが、責めるようにそう言うと、柊弥は煩わしそうに私の言葉を遮ってしまう。

「うるさいっての。俺はあの退職願、受理なんかしてないぜ。だから、迎えに来た」

　ドキンと、心臓がこれ以上ないくらいに跳ねた。その驚きの感情の中に、それとは違う別の感情が混じっていることに、私は気づいていた。切なく、甘く、胸を締めつける苦しさ。この気持ちの正体は――。

「ほら、さっさと歩けって。荷物も持ってるようだし、問題ないだろ」

　確かに荷物は持っている。アフターのときには基本、私物は持ち歩くから。でも、そういう問題じゃない。問題は大ありだ。

（いったいどういうつもりなの……!?）

「追ってこられたら面倒だ。車、乗るぞ」

「あっ……！」

　質問する間も与えず、柊弥はさらにグイッと私の手を引いた。車道ぎりぎりまで出るとタクシーを停める。もう私は抗議の言葉も出なかった。促されるまま、停車したタクシーに乗り込む。私達を乗せた車は、ネオンの煌めく虚像の街をゆっくりと滑りだし……窓の外に人間達の一夜の姿をシネマのように映しながら、静かに走り続けた。




　ネオン街を離れて柊弥が向かったのは、都内にある有名な老舗しにせホテル内のバーラウンジだった。しらふじゃとても顔を合わせていられないし、私の服装はラメが入ったコバルトブルーのロングドレスに、ミンクのコートだ。この格好が浮かないようにという配慮もあるだろう。

　いずれにせよ、もう反論する気力もない私は、柊弥に背中を押されるままそのバーに入った。薄暗い店内で隅のほうのテーブル席に着くと、柊弥が適当にカクテルをオーダーする。

　しばらくして運ばれてきた琥こ珀はく色いろのカクテルはほどよく甘くて、それが少し私の心を落ち着かせてくれた。

　自分もカクテルを一口飲んでから、柊弥は淡々とした口調で言葉を紡ぎだす。

「珍しいな。お前があんな公衆の面前で、感情さらけ出して騒ぐなんて」

　なんと言葉を返していいか、わからなかった。さっきの行動がまるっきり私らしくないことは、自分自身が一番よくわかっている。それに、そんな姿を柊弥に見られていたと思うと、気まずさや恥ずかしさがごちゃ混ぜになって、できれば何も聞かないでほしいと思った。しかし同時に、柊弥が私とるりちゃんの会話をどれくらい聞いていたのか……どれくらい知られてしまったのかは、無性に気になってしまう。

　そんな私の心を知ってか知らずか、柊弥は私が何も答えないのを見てとると、また言葉を重ねた。

「何があったかは知らないけど。とにかく、もうあの店は辞めろ。いや……もう、夜の仕事自体辞めちまえ」

　いつも通りの当然のような命令口調。以前なら『何言ってるの!?』と目くじらを立てて切り返しているところだけれど、今夜は正直、たいして苛立ちもしない。それでも言葉だけは条件反射のように口をついて出る。まるで他人が話しているかのような感覚だった。

「辞めろって……簡単に言わないで。働かなきゃ、そのうち生活していけなくなるじゃない」

　すると柊弥はこちらに顔を向け、すっと形のいい眉を寄せる。

「あのな。だからさっき言ったろ。あの退職願は受理されてないんだよ。お前はまだ、うちの社員だ」

「……知らないわ。アンタがなんて言ったって、私はもう辞めたの。私はもう、アンタの秘書でも、アンタの会社の社員でもない」

　嘘だ、と。話しながら、もうひとりの私が内側から叫んでいる。本当はとっくに気づいていた。柊弥が『迎えに来た』と言ってくれたときも、今も。心の奥底では、私は彼の言葉を嬉しいと思っている。

　もちろん待っていたつもりはない。本当にもう二度と会わない気でいたし、会社に戻るつもりもなかった。でも、柊弥がまだ私を求めていて、探してくれて。そして今、戻ってこいと言ってくれたその言葉に、私の胸は高鳴り、涙が溢れそうなくらいに喜んでいる。

　でも、やっぱり……だからこそ、私は頷けない。

「――お願いだから、もう私の前に現れないで。私は……もう、アンタとは関わりたくないのよ……」

　これ以上私を――私の世界を、変えようとしないで。胸の内でそう叫びながら、振り切るように吐き出した言葉を、柊弥は感情の読めない顔をして聞いていた。

　ふたりの間に沈黙が降りる。柊弥が何も言わないなら、いっそ今すぐ席を立ってこの場を走り去ってしまおうかと思い、私が軽く腰を浮かした、まさにそのとき。

　いつも通り落ち着いていながらも、揺るぎない何か……そう、覚悟のようなものを秘めた声で、柊弥ははっきりと告げた。

「嫌だ。俺はお前を、離さない」

「まだそんなこと言って……」

「逃げるなよ、梓」

　ぎくり、と身体が強張った。縫いとめられたように再び腰を下ろして、私は柊弥を凝ぎょう視しする。柊弥も、曇りのない瞳でまっすぐに私を見返していた。

「な、何言って……」

「逃げるな。逃げても、なんにも変わらない」

　柊弥の言葉と目には言い訳を許さない力が宿っている。それでも、私は必死に言い返そうとした。

「逃げてなんか……！」

「逃げてるだろ。俺からも、自分からも」

「そんなことっ……！」

　喉の奥に何かがつかえたように、それ以上の言葉は言えなかった。……いや、違う。それ以上言い張ることができなかった。『逃げていない』という言葉を。

　黙り込んだ私に、柊弥は小さくひとつため息をついて、諭さとすようにゆっくりと、ひと言ひと言を区切って言った。

「お前がなんでそんななのか――さっきのやりとりを聞いてたら、なんとなくわかった気がした。それで確信したよ。お前は怯おびえて、逃げてるって」

　やっぱり、さっきのるりちゃんとの会話はほとんど聞かれていたようだ。苦い思いが広がる。柊弥には知られたくなかった。私がこんなふうに、〝今の私〟になったわけを。こんな生き方しかできなくなってしまった、その原因を。

「そんなに、人を信じるのは怖いか？　他人に心を開いて、自分をさらけ出して生きるのは、そんなに怖いのか？」

　まっすぐに私を見つめて問いかける、柊弥の瞳。きっと幼い頃に施設で母親を待ち続けた瞳と――母親を信じてあのマリア像に祈った瞳と、同じなのだろう。

　私にはそんな目はできない。だって私はもう、期待することをやめてしまった。誰も迎えに来ないと悟った、あの日から。

「……柊弥には、わからない。柊弥はちゃんとお母さんが迎えに来てくれたじゃない。三年間はすごく寂しかったかもしれないけど、最後にはちゃんと……」

　絶対に自分から話すことはないだろうと思っていたのに、気づくと私は溢れ出る思いをそのまま言葉にして、柊弥にぶつけていた。柊弥は真しん摯しなまなざしで私を見て、その言葉をしっかりと受け止める。

「お前には、誰も迎えに来なかった。そう言いたいのか？」

「そうよ。両親は、私がまだ小さいときに離婚した。母親は新しい恋人のところを渡り歩く生活で、何年かは育ててくれたけど……そのうち、嫌になっちゃったのね」

　私が七歳のとき。母親は、ほとんど交流も途絶えていた自分の親――つまり私の祖父母の家の前に私を立たせ、自分は姿を消した。連絡先も、どこに行ったのかもわからない。もう二度と会えない。

　母親は、私を捨てたのだ。

「それから二年だけは、祖父母と生活した。だけどふたりとも病気がちで、すぐに私を養うのは大変になって。祖父母が介護施設に入ることになったときに、別の親戚に預けられたの。それが、さっきのあの女の子の家。あの子は私のいとこよ」

　あの家での生活は嫌なことばかりだった。だらしない性格の私の母は昔から嫌われていたらしく、私も面倒を見させられることになったお荷物でしかない。すでに可愛い娘のいるあの家で、私に向けられる愛情や思いやりは少しもなかった。だから私はなんの主張も要望もせず、ただそこに住まわせてもらうためだけに、おとなしくすることを身につけたのだ。

　ワガママは言わない。意見も言わない。どんな嫌味を言われようと、黙ってそれを受け入れる。ただ、かりそめの寝床を失わないために。

　私は期待することも、喜ぶことも、悲しむことも、全部の感情を、幼い身体の中に封じ込めた。そうするしか、私があの家で生活していく方法はなかったから。

　怒られないために、迷惑をかけないために、何よりひとりで生きていく力をつけるために、とにかく勉強ばかりした。成績は常にトップクラスだった。それでも祖父母の残してくれたお金では公立の高校まで行かせてもらうのが限界で、大学に行くまでの学費は貯められそうになかったから、バイトで稼いだお金は資格取得代や通信講座代、ひとり暮らしの費用に充あてた。

「――わかった？　これが私なの。卒業と同時にひとり暮らしを始めて、派遣社員として働きだしたわ。けど、だからって何か変わるわけじゃない。生き方なんて変えられないのよ」

　今さらこの世界に何を期待しろと言うのか。何を信じろと言うのか。

　――何もない。私が信じられるのは私だけ。それ以外には、何もないのだ。

　言いきった私を、柊弥は真剣な目でじっと見ていた。張り詰めた空気がふたりの間を支配する。やがてその空気を破って柊弥が発したのは、不思議な自信に満ちた、凛りんとした声だった。

「変えられる。生き方も、世界も。それに、お前自身も」

「変え、られる……？」

（嘘だよ。どうしてそんなことが言えるの？　当の私が無理だって言ってるじゃない）

　心の中ではそんな反論が渦巻いている。でも私は、その声と強い光をたたえた瞳に吸い込まれるように、ただ言葉も忘れて彼を見つめていた。そんな私に柊弥が投げかけたのは……私の身体を貫き通すほど強い力を持った、あの言葉。

「言ってるだろ。俺が、お前の世界を変えてやるって。……何度も言わせるな、バカ」

（やめてよ。まだそんなことを言ってるの？　私のこんな過去を聞いても、まだ？）

　そう思うのに、どうしてだろう。視界がぼやけそうなくらい、目頭が熱く感じる。

「勢いだけで言ってるならやめて。おせっかいも同情も、私にはいらないのよ」

　こんな言葉はただの強がりだ。それももう、はっきりわかっていた。しかし柊弥はその強がりにさえも、正面から答えてくれる。

「おせっかいでも同情でもない。そんなことが心配なら、言い方を変えてやる」

　柊弥の大きな掌が私の頬に触れた。吐息がかかりそうなほどの近い距離で、彼の視線が私をとらえる。

「誰かを恋しいとか、愛しいって思う気持ち。それに、寂しいとか悲しいとか嬉しいとか……とにかくそういう、人間らしい感情全部。それを、俺がお前に思い出させてやる。俺が、お前と一緒に感じていきたいんだ」

『俺が、お前と一緒に感じていきたい』

　それはまるで、冷たい氷をじわじわ溶かしていくかのような、あたたかな言葉だった。低くてぶっきらぼうなのになぜか涙が出そうなほど優しい声で、柊弥は続けた。

「だから、俺を信じろ、梓。他のものは何も信じなくていい。ただ俺のことだけ信じていれば――俺がお前を、救ってやる」

　そう言って、柊弥は私を抱き寄せた。その途端、私は自分の感情がせきを失った奔ほん流りゅうのように、とめどなく溢れ出るのを感じていた。

（もうダメだよ、私）

　もう、限界だ。こんなことを言われたら、これ以上自分の気持ちをごまかすことなんてできない。

「なんで……なんでそんなこと言うの？　何も信じないって。何も求めないって。そう決めて、私は生きてきたのに……！」

　厚い胸に顔をうずめたまま涙に濡れる声で訴えると、背中を抱く柊弥の腕にグッと力が込もる。

「そんなのは嘘だ。初めて俺と会ったとき、お前、今にも死にそうなくらい寂しいって顔してたじゃないか」

　私の心に、シンシンと雪のように降りてくる声。合わせた身体から伝わる彼の体温。その温もりが、私の心を緩やかに溶かしていく。

「全部諦あきらめた？　感情を捨てた？　――嘘だよ。さっきだって怒って、泣いて。お前はまだ何も諦めちゃいないし、捨てちゃいない。ただこれ以上傷つくのが怖くて、心に蓋をしただけだろ」

　そうだ、私は寂しかったのかもしれない。誰かに愛されたくて、必要とされたくて。諦めた振りをして……本当はまだ何ひとつ、諦められてはいなかったのかもしれない。

　そしてそんな私の心にぐいぐい入り込んできて、私を変えていこうとした柊弥。私は不安と畏おそれを感じながらも、いつの間にかどうしようもないくらい、彼に惹かれていた――。

『もっといい女になって、俺を好きになれよ』

　アフロディーテで柊弥にそう言われたとき、大きく揺れた私の心。きっとあのときには、もう心は傾いていたのかもしれない。それでも『好きになんてならない』と自分に言い聞かせ、必死で今まで通りの自分を保とうとした……でも、無理だった。

　柊弥の家族の夢を見たときに気づいた。ずっとひとりで生きてきた私が、柊弥に惹かれ、本心では彼の近くにいることを望んでいる。あのあたたかな輪の中に入れなくて、疎外感を抱いていた……そもそもあんな夢を見たのは、私があの輪の中に入りたいと願っていたからだ。

　でも、それはいけないこと。求めることは危険だと、求めても傷つくだけだと、私は幼い頃に悟ったはず。だから黙って姿を消した。しかしそんな私を、柊弥は追いかけて――そうして今、力強いその腕で抱き締めてくれている。

「私と一緒に感じていきたいって、どういうこと……？」

『俺を信じろ』

　そう言ってくれる言葉の奥にある感情は……それは……。

　見上げた私に、柊弥が返事の代わりに返したのは――それは、呼吸まで呑み込まれそうなほどの、熱いキスだった。

「……んっ。あ……、柊……っ」

　場所も何もかも忘れてそのキスに溺れる私を、柊弥はさらにきつく抱きしめる。身体が折れるのではないかと感じるほどの苦しさも、今はすべてが〝愛しい〟ということなのだと思えた。

　長いキスの後、柊弥は私の耳たぶに唇を寄せて囁く。

「お前が好きだ、梓」

「柊弥……」

「最初は、そうだとは思ってなかった。ただ俺と似てると思って、無性にほっとけなくて。それに、俺にもちょっとムシャクシャすることがあってな。こう言ったら悪いが、気晴らしのつもりというか……まあ、その程度だったんだ。だから、ゲーム――遊びのようなものだってことを、お前にも言ったつもりだった」

「気晴らし……？」

　私の声ににじむ不安を敏感に察したのか、柊弥はわずかに早口になって、すぐに次の言葉を継ぐ。

「誤解するなよ。お前を困らせてうさ晴らしをしようとか、そんなんじゃない。ただ純粋に、お前に興味が湧いたんだ。関わって、もっとお前を知りたいと思った。でも、説明もせずにゲームなんて言ってお前を振り回したのは、今思えば俺の横暴だったよ。悪かったと思ってる」

　その言葉はただ真摯で、言い訳をしているようには聞こえなかった。ゆっくりと、染み入るように私の中に入ってくる。

「強がりたかったんだ。いつまでも腐ってないで、ゲームのようにスムーズに自分を変えたかったのかもしれない。もしくは、賭けでもするように運を天に任せて……お前との関係を楽しもうなんて、思い上がってたのかもな」

　うまく言えないけど……柊弥が〝ゲーム〟にこだわったのは、それだけ自分の世界を変えたいと思っていたからなのかもしれないと思った。柊弥は、今度はまっすぐ私の顔を覗き込んで告げる。

「だけど、だんだんそれだけじゃないって思えてきて……。ようやく最近気づいた。俺はお前に、きっと最初から惚れてたんだって」

「最初……から……？」

「ああ。初めて会った、あの夜からな。今ならはっきりそう思う。ここ一週間ほど、延々考え続けて出た答えだ」

「一週間？」

　驚いて聞き返すと、柊弥はふっと息をつき、気恥ずかしげに頷く。

「そうだよ。お前の居所を探し続けて、先週、渋谷のあの店にいるって情報を仕入れた。けど、俺だって半端な気持ちじゃ迎えに行けないだろ」

（そうだったんだ。私の居所は、とっくにわかっていたんだ……）

　でもすぐには来ないで、柊弥自身、自分の気持ちと向き合って考えてくれた。そして、答えを出して――。

「……わかったか？　本気なんだぜ、俺は」

　私の心を探るような、柊弥の声。

　私は他の何も信じていない。でも柊弥なら、信じてもいいと思えた。今はそれしか言えないけど、迷いのない本心だ。

　柊弥と一緒にいることで、私の世界が変わっていく。それはどうしようもなく不安で怖くて、まだ自信はない。それでも今は、その変わった世界を見てみたい。

「梓。俺と一緒に来い。俺とお前でどんな世界が作れるか。とことんまで、このゲームを楽しもうぜ」

　唇の端だけを軽く上げて微笑む、不敵な笑い。その笑顔を見た瞬間、私は心のどこかで感じていた。

　――新しい世界は、もう始まっているのかもしれない、と。




　ホテルの部屋。純白のシーツが敷かれた上にドレス姿の私を優しく押し倒した柊弥は、照れたように微かな笑みを浮かべた。

「なんか、眩しいな」

「……眩しい？」

　シーツと、コバルトブルーのドレスの対比のことを言っているのだろうか？　尋ねようとしたが、それは叶わなかった。熱いキスが唇を塞ぎ、二本の腕が私を求めて、追い立てるように肌の上を滑る。

「あっ……」

　ドレスの中にするりと滑り込んで、私の肌に直接長い指が触れた。片手で胸の膨らみに優しく触れ、もう一方の手は器用に背中のファスナーを下ろしていく。ドレスを脱がされ、下着をずらされてあらわになった胸の敏感な部分を、柊弥は愛おしむように何度も指先で刺激した。

「やっ……柊……！」

　声をあげたくても、濃密なキスで呼吸すらままならない。思わず腰を浮かせて身をよじっても、やんわりと押さえつけて阻まれてしまう。

「逃げるなよ。怖くなんかないだろ？」

「は……っ。あ……でも……」

　怖くはない。ただ、今まで以上に乱れてしまいそうな自分に少しだけ戸惑っていた。柊弥への気持ちを認めたからだろうか。触れられただけで、私の身体はもう信じられないほど熱くなっていて、内側にはすぐにも弾けそうな熱がくすぶっているのを感じていた。

「あ……私、なんか……おかしい……っ」

　キスの合間にかすれる声で訴えると、柊弥はまるで全部わかっているかのようにすぐ答えてくれる。

「おかしくなんかない、それでいいんだ。お前は、なんでも我慢しようとしすぎる。自分の中に溜め込むな」

「自分の中に……？」

（我慢……しなくて、いいの？）

　まなざしで問うと、柊弥はしっかりと頷いた。

「そう。今夜は全部、解放しろ。俺が全部、ちゃんと受け止めてやるから。――感じてるお前、見せろよ。俺は、素直なお前が見たい」

　全部、柊弥が受け止めてくれる。その言葉は、私に言いようのない安堵を与えてくれた。私はもう、殻に閉じ込もろうとしなくていいんだ。ダメなところを見せても、恥ずかしいところを見せても、柊弥はちゃんと受け入れてくれる。

　柊弥が私を見つめ、その手で愛してくれる。そのことを、改めて幸せだと思った。

「ほら、もっと……」

　キスを解き、柊弥が身体の位置を下へと移す。優しく触れられていた胸に、今度は彼の唇が触れた。

「あ、んんっ……！」

　舌と唇で敏感な頂を愛あい撫ぶしながら、片手を太股の隙間に滑り込ませ、とうに疼いている私の中心に触れる。

「はぁ……っ、あっ、……柊弥……っ！」

「……またこうしてお前に触れられて、嬉しいよ。本当に……よかった。この腕に、お前を取り戻せて……」

　とても安堵したような声で言うくせに、触れてくる手は余裕がなくて。そのアンバランスさに、彼の心情が表れている気がした。

「んっ、ああ……っ。や、そこは……っ」

「ダメ、って言うなよ。止められても無理だから」

「あぁっ……！」

　今日の柊弥は、ちょっと強引なほど、今までよりも性急な速さで私を追い立てる。熱く濡れた中をしなやかな指でかき乱されて、あっという間に私の身体は小さく震え始めていた。

「んっ……柊弥……柊弥……！」

　壊れたおもちゃのように、ただ愛しい人の名前を呼ぶ。どんな言葉よりも、ただ、私を愛してくれるその人の名前を自分の中に刻みつけたい。もっともっと、私を柊弥でいっぱいにしてほしい。そう――もう二度と、私がこの温もりを忘れないように。

「愛してる、梓」

　そう言いながら、柊弥が想いのすべてを私の中にうずめた。私は全身がバラバラになりそうなほどの快感に身体をしならせながら、離れないように必死で彼の背中にしがみつく。腰を進められて、時折抑えきれない嬌きょう声せいをあげながらも、まっすぐに柊弥の瞳を見つめた。

「私も、愛してる」

　かすれた声で囁く。初めて伝えた、私の本当の心。柊弥はそれを、甘い、とろけるように優しいキスで受け止めてくれた。

　昇り詰める感覚に弾けてしまいそうな意識の中で、私は初めて柊弥と身も心もひとつになれたのだと、確かに感じていた――。




　ひと晩中愛し合った次の朝は、カーテンの隙間から差し込む優しい光で始まった。目を開けると、今朝は柊弥が隣にいる。妙に新鮮だと思ったら、こうしてふたりで朝を迎えるのはこれが初めてだということに気づいた。

「おはよう、梓」

　シーツから裸の上半身を覗かせて柊弥が微笑む。その姿にドキリとして、私は思わず目をそらしてしまった。

「お、おはよう」

「ん？　何モジモジしてるんだ？」

「モジモジなんてしてないわよっ」

　声を荒げてしまってからすぐ後悔するが、遅い。

「いや、どう見てもしてただろ。ったく、何怒ってるんだよ。可愛いこと言えないんだったら、また抱くぞ」

「そ、それは……っ」

　私が思わず硬直すると、柊弥はクックと肩を震わせて笑いだす。

「冗談だよ。そろそろ出かける準備をしないとな。今日も朝から戦略会議だ」

「あ……」

　そうだ。最近の私は曜日感覚がなくなりがちだったけど、考えたら今日はまだ平日だった。

「そう……だよね。時間、まずかったらさっさと行って。私のことは気にしないでいいから……」

　私がそう言うと、柊弥はさも意外なことを言われたという感じで顔をしかめる。

「何言ってるんだ？　お前も行くんだろ？」

「えっ？」

　素すっ頓とん狂きょうな声をあげる私に、柊弥はベッドサイドの椅子にかけたスーツから何かを取り出した。シーツの上にパサッと投げてよこしたそれは――。

「これ……私の退職願!?」

　見覚えのある封筒は、確かに私が用意したものだ。ずいぶんよれてしわができていた。もしかして、ずっとポケットに入れていたのだろうか。

「返しとく。いろいろあったが、今日からまた現場復帰だ。文句は――ないよな？」

「あ……」

（文句なんてない。でも、本当にいいの？　一度姿をくらました私が、また秘書に戻っても……）

「いいの？　私で」

　張り詰めた声で尋ねると、柊弥はまるで面白い冗談でも聞いたみたいに、ハハッと笑う。

「今さら何言ってるんだよ。お前以外に誰がいるんだ？　……ああ、そうだ。これも渡しとく」

　今度はバッグの中から取って渡されたそれは、柊弥のスケジュール帳だった。

「また、お前が書いてくれ。持ってるんだろ、ペンは」

　柊弥にはお見通しのようだ。そう、確かに持っている。この手帳から抜き取った日から一日も手放すことができなくて、毎日持ち歩いていた。

　私もサイドボードに置いたバッグに手を伸ばした。すぐに自分のスケジュール帳に差したあの万年筆を見つけ、そっと取り出す。銀色のボディが朝日を反射してキラリと光った。私は微かに笑みを浮かべてそれを見つめ……そして、ゆっくりと柊弥の手帳のペンホルダーにおさめた。

「ようやく、あるべきところに帰ってきたな」

　嬉しそうな柊弥の笑顔に、私は目を細めた。

「ペンも、お前も。やっと――帰ってきた」

　そう言って、柊弥は私を抱き寄せる。私達はどちらからともなく自然と唇を重ね、しばらくの間、お互いの体温を感じ合っていた――。




　そうして私は再び、柊弥と一緒に働く会社に戻ってきた。柊弥が表向きは家庭の事情だということにしておいてくれたおかげで、復帰に際してトラブルもとくに起こらなかった。でも、社長と三浦さんだけは本当のことを知っていたそうだから、私は何度も頭を下げて謝罪した。

『あなたにもいろいろとあったんでしょう。戻ってきてくれたなら、それでいいのよ。これからもよろしくね』

　社長はそう言って、理由を聞くこともなく許してくれた。本当にありがたいと思う。

『俺にお前が必要だってこと、あの人もわかってるんだよ』

　そう言って笑った柊弥の顔が、くすぐったくも嬉しかった。

　私は柊弥の秘書。柊弥の、パートナー。柊弥の隣に、私の居場所がある。そう思うだけで、私には目に映るものすべてが、今までとはまるで違って見えた。くすんだ退屈な日々は、もうどこにも存在しない。今の私の毎日は驚くほど変化に富んでいて、さまざまな色で溢れている。

　世界がこんなにも色鮮やかなのだということを、私は初めて知った。柊弥と生きるようになって、初めて。










目覚めた朝は




　――ピピッ、ピピッ。

　アラームの音で目が覚めると、私はすぐに一日を始める準備に入る。なにせ私の仕事は副社長秘書。みすぼらしい格好で行くわけにはいかないし、絶対に遅刻もできない。だから動作はきびきびと、気持ちは引き締めて。メイクは派手すぎない色できっちりと施して、髪もちゃんとセットする。

　柊弥からもらったもの以外にも、自分でも何着かスーツを買った。今日はどれを着ていこう？　三月も下旬に近づき、すっかり穏やかな気候になってきたので、明るい色のものがよさそうだ。あわただしい朝の時間はすぐに終わって、私はいつも通りの時間に家を出る。

　通勤電車に揺られ、会社に着いて……。

「あ、おはようございます、香川さん！」

　エレベーターを待っていると、何人かの社員に声をかけられた。総務部から劇的な人事異動をした私は、社内ではそれなりに有名人になっている。仕事絡みで交流も増えたので、新しい顔見知りが声をかけてくることもあれば、前からの知り合いが興味深げに話しかけてくることもあった。数ヵ月経って最初の頃よりだいぶ落ち着いたとはいえ、今でもまだ、私と柊弥の関係は社内の噂の種になっているようだ。

　柊弥と私がつき合っているとか、私の見た目が変わったのは柊弥の命令だとか。実際どちらも正解なのだが、柊弥も私も笑ってかわしているから、噂の域を出ていない。

「あっ、香川さん！　今からっスか、おはようございます！」

　振り返ると、背後に立っていたのは宣伝部の塚原くんだった。

「おはよう。朝から元気ね」

「あ、いやぁ……香川さん見つけたんで、ついつい走ってきちゃいました。もしかしてうるさかったスか、今？」

「……別にそんなことは言ってないわよ」

　苦笑すると、塚原くんは恥ずかしそうにぽりぽりと頭をかく。

「すみません。久しぶりに見かけたから、嬉しくて」

「……ふうん、そう」

　さりげなく〝嬉しい〟などと言って、何かのアピールをしたつもりだろうか。実際のところ、彼はとてもわかりやすい青年なので、ちっともさりげなくはなっていないけれど。

　しょっちゅう頼ってきて手のかかる後輩でしかなかったのに、いつの間にか塚原くんの態度はすっかりこんなふうになっていて、私は少し対応に困っていた。

　塚原くんはまだ何か言いたそうな顔をしていたが、ちょうどそのときエレベーターのドアが開く。大勢で乗り込んだ基内ではそれ以上会話することもなく、塚原くんは先にエレベーターを降りていった。

　私もその上の階で降りて、秘書室へと向かう。手荷物の片付けだけ済ますと、すぐに副社長室に向かった。室内に入ると、まず換気をして、花瓶の水を換える。前は花の用意まではしていなかったが、今では毎朝やっている。柊弥が快適に仕事できる環境を作るのが私の役目――そう思うようになったから。

　季節はすっかり春で、開け放した窓から吹き込む風が肌に心地いい。部屋全体の掃除を済ませ、窓を開けたまま資料の整理を始めた頃、廊下の向こうから聞き慣れた足音が近づいてきた。

　ドアを開けて入ってきたのは、もちろん私の恋人兼上司。

「おはよう、梓」

「おはようございます、副社長」

　アンバランスな挨拶だけれど、これが私達のスタイル。私は勤務時間である限り、ふたりきりでも話し方は秘書として統一することにした。柊弥はそのあたりの考えがもう少しざっくばらんで、ふたりきりなら口調も呼び方も普段通り。他の人と一緒にいるときだけ〝香川〟や〝香川さん〟と呼んだり、いかにも上司らしい話し方になる。

　こんなふうに、私と柊弥の価値観はいろいろなところで違っている。でもそれは当たり前のことだ。なぜなら私達は別々の人間なのだから。

　だから私達はお互いの考えや価値観を重ねて、なんでも話し合って、ふたりで考えて。そうして少しずつ、お互いを理解していく。人とのつながりというのは、そうやって深まっていくのだ。そんな当然のことでさえ、私には新鮮な感覚だった。誰とも深く関わらず、誰にも心を開かず生きてきた私にとっては、すべてが新しい。

　本当に、今私がいる場所は、今までとは違う世界なのだと実感する。大切な人とふたりで生きる、新しい世界。この世界なら好きになれるかもしれないと、初めて思えた。全部、柊弥のおかげだ。

「……ん？　何つけてるんだ、お前？」

　上着を脱いで椅子に座った柊弥が、首をかしげてこちらを見ている。私はそのそばに立って、柊弥が目を通す書類をチェックしていたところだ。

「え？　なんですか？」

「なんか、頭についてる」

「頭に？」

　何がついているのだろう。今日の私は髪を下ろして緩く巻いている。その髪をひと束掴んで見てみても、何もついていない。

「そっちじゃない。いいよ、取ってやるから来い」

　あきれたように柊弥に手招かれ、私は素直に移動して彼に背中を向けた。すぐに取ってくれるのかと思ったが、柊弥は何もせずに「へぇ」と小さな声を漏らす。

「なかなかいいな。春らしくて」

「は？　あの……どういうことですか？」

　やがて伝わってきたのは柊弥の手の感覚ではなく、ほわりとあたたかい空気だった。髪にキスされたのだとわかって、私は飛びのくように振り返る。

「何を……！」

　文句を言おうとする私を、柊弥は「まあまあ」と両手を上げて制した。

「ちゃんと取ったって。ほら、これ」

　そう言って柊弥が示した右手の指先にあったのは、白色に近いピンク色をした、淡雪のように小さな花びらだ。

「それは……桜？」

「ああ。窓が開いてるから、入ってきたんだろ」

（そうか。春らしいって、このことを言ってたんだ）

　確かにまだ満開の時期ではないけれど、街のそこかしこでまばらに咲いた桜を見かける。

「まだ咲き始めなのに、風が飛ばしてしまったんですね」

　差し出された花びらを掌で受けながら呟くと、柊弥は妙に艶つやっぽい笑みを浮かべて言った。

「風も桜も、誘われたんだろ。お前にさ」

「ええ？　何言って……きゃっ!?」

　問いかけが、思わず漏らした叫びで途切れてしまう。柊弥が席を立ち、私の腰に背後から手を回してきたせいだ。

「ちょっと、離してくださ……！」

「俺も誘われた。お前に」

　私の髪にくぐもった声をうずめながら、柊弥はますます身体をぴったりとくっつけてくる。背中から伝わってくる体温が熱い。

「何を言ってるんですか。私は誘ってなんて……」

　私は柊弥の腕から逃れるべく、懸命に身体をよじらせる。

「し、仕事中ですよ！　ダメです、やめて……」

「無理。朝からやたら綺麗なお前が悪い」

「私はいつも通りですっ」

　これではただのセクハラ上司だ。私は『いい加減にして！』とばかりに思い切り身をひねった。ところが柊弥がまるでタイミングを合わせたかのように腕の拘束を緩め、私の身体は百八十度ぐるりと回転する。

「えっ？　わっ……！」

　まるでペアで踊るダンサーみたいに、柊弥の腕の中で回ってしまった。そして向かい合った途端、強引に唇を奪われる。

「んっ……」

　乱暴に舌を絡める、性急なキス。私を追い立てようとしているように熱く、激しい。

　今はまだ仕事中。私は秘書で、柊弥はその上司。それなのにこんなに深く求めるキスをされたら、私まで理性が保てなくなってしまう。頭の芯がボーッとしてきて、今にもおかしくなってしまいそうだ。

「柊――」

〝副社長〟と呼ぶのも忘れてうっかり名前を口にしそうになったとき、ようやく柊弥はキスの呪縛を解いてくれた。ほっと息をついて脱力する私を、彼はしっかりと抱きとめる。

「ま、今はこれで我慢しといてやる。続きは夜までお預け、な」

「会社でこんなことするなんて……」

　至近距離で柊弥の顔を見上げ、抗議の意を込めてじとっと睨みつけてやった。柊弥は怯む様子もなく、強気でいたずらっぽい表情を浮かべる。

「睨むなよ。だから言ったろ、お前のせいだって」

「いったいどこが、私のせいなんでしょうか？」

　私も抗議の姿勢を崩さない。しかし柊弥はまったく悪びれず、さらに続けてこんなことを言う。

「わからないのか？　俺とつき合いだしてから、お前、日に日にいい女になっていってる。そんなお前と密室にふたりきりで、抑えろっていうほうが無理だろ？」

「えっ……？」

　ドキリとしたのも隠せず、私はまじまじと柊弥を見た。すると柊弥は私の唇にピッと人差し指を立てて、困惑したような顔を見せる。

「ほら、また。ったく……いつからお前、そんな可愛い顔するようになった？　マジで押し倒したくなるからやめろ」

「か、可愛い？」

　柊弥は困ったような言い方をするが、困っているのはこっちだ。服装やメイクを変えたのはもうずいぶん前のこと。そのあとは、私はとくにいい女になったつもりも、可愛さをアピールしたつもりもない。

「私は、普段通りですけど……」

　そう訴えると、柊弥はお手上げだとでも言うように、片手を上げて大げさに肩をすくめた。

「やれやれ……自覚がないから余計タチが悪いな。メイクとか見た目どうこうを言ってるんじゃない。俺が言ってるのは、お前の中身のことだよ」

「中身――？」

「そうだよ。お前の中身……つまりハート、だろうな。そういうのってお前の目線とか表情とかしぐさとか、いろんなところに現れてくるだろ。それを言ってるんだ」

　私の〝中身〟、〝ハート〟……。静かな驚きが身体を満たしていき、言いようのない不思議な感覚に襲われた。

「予想以上に可愛くなりやがって。恋をすると女は変わるって言うが――正直変わりすぎだ、バカ」

　言葉を失う私の顔をじっと見つめた柊弥は、やがて何かの衝動を振り切るように、私の額に短いキスをしてから身体を離した。ふてくされた表情で、椅子を引いて自分の席に座り直す。

「気をつけろよ。お前がいきなり綺麗になって、社内でも狙ってる奴が山ほどいるだろう」

「えっ？」

　私は立て続けに驚きの声をあげる。まさか、柊弥がこんなことを言うとは思っていなかった。

「気をつけるって何をですか。周りなんて関係ないです」

　私は本気でそう思っていたから、迷うことなく答えた。それでも柊弥は凛々しい眉をすっとしかめてしまう。

「お前がそう思ってたって、周りは同じじゃないだろ。どんなちょっかい出してくる奴がいるかもわからないんだから、とにかく気は張っとけ」

　とても冗談とは思えない、真面目な口調だ。

（もしかして……真剣に心配してるの？）

　それに、少しの嫉妬。

　意外だった。いつも自信に溢れている柊弥が、周りに対してそんなに気を回していたなんて。どちらかと言うと、ふんぞり返って『お前が俺以外眼中にないのなんかわかってるんだぜ』とでも言いそうな人なのに。

　なんだか少し嬉しくて、私は柊弥の顔を見つめた。柊弥は私から目をそらして仕事の準備を始めつつも、まだ「ったく……まいるよな」とぶつぶつ呟いている。余韻の残る額にそっと手を当ててその場に立ち尽くしていると、突然柊弥がパッとこちらを見た。

「……こら。いつまで呆けてるんだ。コーヒー淹いれろよ」

　そのむくれ声に私はようやく我に返って動きだした。けれど……。

（やだ……。なんでこんなにドキドキしているの、私……）

　鼓動が早鐘のように速くて、頬もカッカと熱い。恥ずかしさや、嬉しさ。いろいろな感情がごちゃ混ぜになって、私の心を淡いマーブル模様に染めている。

　ばたばたと足音を立ててコーヒーメーカーまで移動しながら、私は朱くなっているに違いない頬を隠すのに必死だった――。










離れたくない




　その日は早く仕事が終わりそうだから、夜は一緒に過ごそうと前から約束していた日だった。こんなときは、ちょっと気がとがめるが、いかにも仕事のような顔をしてふたりで外に出る。だから私は先にエントランスに出てタクシーを停め、あとから来る柊弥を待とうとひとりで一階に下りていた。急ぎ足で歩いて正面口を抜けようとした、まさにそのとき――。

「あ、香川さん！」

　背後から呼び止められて、声のほうを振り返る。笑顔で駆け寄ってくるのは、塚原くんだった。

「塚原くん。お疲れさま」

　今から帰るところなのだろう。彼は私の隣でピタッと足を止めると、嬉しそうに尋ねてきた。

「お疲れさまです。香川さんも帰るところですか？」

「ううん。まだこれから、社外で接待があって……タクシーを手配しに来ただけ」

　答えると、塚原くんは露骨にがっかりした顔で肩を落とす。

「あ、そうなんですか。大変ですね、遅くまで」

「まあ、そういう仕事だから」

　そう言うと私は自動ドアを抜けて行ってしまおうかと思った。でも思いがけず、塚原くんが「あっ」と声をあげてそれを引き止める。

「あ、あの！　よかったら今度、一緒に食事とかどうですか？」

「え？　あ、その……私もう、時間とか不規則だから……」

「そんなのかまわないですよ！　言ってくれたら、どんだけでも待ってますから！」

「いや、それは……」

　やんわり断っているつもりなのに、勢いづいている塚原くんには通じなかったようだ。彼はさらに一歩私のほうへずいっと踏みだすと、軽く裏返っている声でまくし立てる。

「副社長秘書になっちゃったけど、なんかもっと、香川さんといろいろ話してみたくて。め、迷惑じゃなかったら、ぜひっ」

　迷惑とまでは言わないが……快く応えられない時点で、同じようなことかもしれない。しかし、必死な感じの塚原くんを見ると、はっきり断るのも申し訳ない気になってしまう。どう言ったものかと考えあぐねて黙っていると……。

「どうした、香川さん」

　突如割り入って響いた声に、私はハッとして声の方向を仰ぐ。

　エレベーターホールのほうから、颯爽と背筋を伸ばして歩いてくる長身。準備を済ませた柊弥が来てしまった。

「うわっ、副社長！」

　隣で塚原くんが小さく叫ぶ。私はあわてて、柊弥に向かって頭を下げた。

「す、すみません。すぐにタクシーを……」

「いや、それは別にかまわない。ただ、何かあったのかと思って」

　私達の前に立った柊弥は、様子を窺うように塚原くんと私を交互に見る。

「いえ、何も。ちょっと立ち話をしてしまっただけですから」

「立ち話？　じゃあ、こっちの彼は……」

「……総務部時代の顔見知りです。その……同じ会社からの派遣だったので……」

　歯切れ悪く説明すると、塚原くんがやや遅れて柊弥に頭を下げる。

「あ、えとっ、宣伝部でアシスタントをしている塚原光樹ですっ。お疲れさまです！」

「塚原くんか。副社長の高城だ。いつもどうもありがとう」

　いかにも重役らしい堂々とした態度で、穏やかな笑みを浮かべる柊弥。でもなぜか、私にはその笑顔が白々しく見えた。

「顔なじみと雑談していたというわけか。珍しく香川さんがもたついているから、何かトラブルかと思ったよ」

「も、もた……!?」

（なんとなくそんな気配は感じてたけど。もしかして柊弥……怒ってる？）

「あっ、す、すみませんっ。自分が呼び止めちゃったんです！　香川さん、帰るのかと思ったから――」

　あわてて弁解する塚原くんに、柊弥はおおらかに笑って首を振った。

「いや、気にすることはないよ。まだ時間にも余裕がある。親しかった仲間となら、話が弾むのも無理はないからな」

　快活な口調でそう言っていても、瞳の奥は少しも笑っていない。

「べ、別に親しくは……！」

『ないです』と言おうとしたが、「うん？」と仮面のように作った笑顔で柊弥に首をかしげられて、思わず声を呑み込んでしまった。

「……い、いえ……」

（もう、何を大人げない怒り方してるのよ！）

　確かに今朝あんな話をしたばかりで、しかも塚原くんは私を食事に誘おうとしていた。でも柊弥には、そんな会話は聞こえていなかったはずだ。

「い、行きましょう、副社長っ。道が混んでいないとも限りません」

　結局私は柊弥にそう言って、ひとりで先に歩きだした。柊弥は意外そうな顔で塚原くんを指差して尋ねてくる。

「もう彼と話はいいのかい？」

「結構です！　……塚原くん、お疲れさま。また今度ね」

「あ……！」

　名残惜しそうな顔をしながらも、さすがにこの状況では塚原くんも何も言わなかった。立ち尽くす塚原くんをその場に残して、私はさっさとタクシー乗り場に向かおうとしたが……。

「副社長？　どうなさったんですか？」

　ついてくる気配がなかったので振り返って確認すると、柊弥はまだ塚原くんのところにいる。

「副社長っ？」

　もう一度呼ぶと柊弥はようやくこちらに顔を向けて、「ああ、今行く」と返事をして歩きだした。私は停まっていたタクシーに合図して後部席のドアを開かせ、その脇に立って柊弥を待つ。

　私の前を通り過ぎて車内に乗り込むときに、柊弥は周りには聞こえない小声でぽそりと言った。

「……だから言っただろうが。このバカ」

　ピクッと肩を震わせつつも、私は無言でそのあとに続いて車に乗り込んだ。




　その後、私達は車で一時間以上もかけて会社から離れた場所へと移動した。一応立場を考えて、ふたりの時間になっても極力人目を避けることを心がけているためだ。そして私はこの移動の間に、自分の中のスイッチを切り替えている。秘書から、恋人へ。梓という、柊弥のことが好きなただの女の子へ。だからこの時間は、私にとっては別の意味でも必要な時間だった。

　ホテルのレストランで食事をして、そのままリザーブした部屋へ。柊弥がいつもホテルの部屋をとってくれて、そこで夜を過ごすのは、もはや当たり前のようになっていた。

「ん……ちょっと……」

　今朝方『夜までお預け』などと言っていた柊弥だけど、今夜のキスは妙に熱っぽい。それとも、ついさっき塚原くんとあんなことがあったからだろうか。車に乗り込む際のひと言以外、柊弥はあの出来事については何も言ってこないけど、気分を害していたのは明らかだ。

　不満があるなら、はっきり言ってくれればいいのに。しかしそんな私の思いなどつゆ知らず、柊弥は会話することもほとんどないまま、どんどんキスを深めていく。あっという間に、ベッドに押し倒された。

「やっ、待って……」

（ジャケットも脱がずになんて、どうしたの？　本当に、いつもの柊弥らしくない）

「――待たない。好きだ、梓……」

「あっ、ん……！」

　抱いていた違和感も、激しいキスと巧みな指遣いのせいで、すぐに頭の片隅に押しやられてしまう。身体は奥のほうから昇り詰めてくる快感に支配され、意識もそれだけに集中していった。

「あ……！　柊弥……柊、弥……っ」

　身体が焼けるように熱い。柊弥の唇が触れたところから、甘い蜜のように溶けていってしまいそうだ。

「梓……」

　名前を呼ぶだけの声が、どうしてこんなにも私を痺れさせるのだろう。どうしてこれほどまでに切なく優しく、私の心を締めつけるのだろう。底のない海に沈むように、私は呼吸も忘れてただ柊弥に溺れていく。




　そうして何度もお互いを求め合って、時間もわからなくなった頃。柊弥は私の胸元に優しいキスをひとつ落として、ようやくその身体をどさりとベッドに横たえた。仰向けになった柊弥に寄り添うように、私も隣で少し身体を丸めて横になる。裸の肌が触れ合う部分はまだすごく熱いが、汗が徐々にふたりの身体を冷やしてくれていた。

　柊弥はぼんやりと天井を見たまま、まるで独り言のように、あまり抑揚のない声で短く言った。

「梓。お前マジで、ヤバいぜ」

「え？」

　意味がわからず首を動かして覗き込むと、柊弥はようやくちらりと私を見る。

「お前みたいな女知らないよ。お前抱いてると、なんか自分が迷路に迷い込んだみたいな気になってくる」

「迷、路……？」

　胸がざわつくのを感じた。

（それは、どういう意味？　迷路って……迷うってこと？）

　一気に身体の熱を奪うような不安に襲われた私に気づいたのか、柊弥はあわてた様子で訂正した。

「誤解するな、悪い意味じゃない。俺が、自分が思ってた以上にお前にはまってる。そういう意味だ」

　そう聞いてほっとするのと同時に、心の中でそれは私の台詞だ、と思っていた。私のほうこそ、いつの間にか柊弥のことが好きになりすぎていて怖いほど。はまっているのは、間違いなく私だ。今まで誰も好きになったことなんてなかったのに。

　柊弥にだって最初は頑なに心を閉ざしていた。それが今では、もう柊弥なしでは生きていけないのではないかというほど、好きで好きで仕方なくなっている。

　あの日柊弥が私に言ってくれた、『俺がお前を救ってやる』という言葉。それは絶大なまでの存在感を持って私の心に降りてきて――そしてしっかりと、胸の内に宿った。あの言葉で柊弥は私の殻を壊し、手を伸ばして導いてくれたのだ。

　そして私は、彼の手を握り返した。それは何年かぶりに、私が何かを求めた瞬間。もう忘れかけていた感情だったけれど、確かにあのとき思った。

〝あなたが欲しい〟。〝あなたを信じたい〟と。

　それ以来、私はもうダメだ。一度強がりの皮を取っぱらってしまったら、もうあとには愛に飢えた小さな私が残っていただけ。私はもう、柊弥の愛なしでは生きていけない。きっと柊弥のそばにいられなくなったら、今度こそ寂しさで心を涸からして死んでしまうのだと思う。でも……。

　出会って二ヵ月半ほど。いろいろあって柊弥にはすっかり私のことをさらけ出してしまったが、私はまだ柊弥のことをほとんど知らない。副社長としての顔と、恋人としての顔。それ以外、何も知らない。そう、たとえば――柊弥の過去も。

（バカだな、私。考えても意味がないことはわかってるのに、ついいろいろ考えちゃう……）

　そして抗いようのない不安に襲われて、思わず身体をかたくしてしまった。何をやっているのだろう、と自分で思う。

「……どうした、梓？」

　些細な変化でも、身体を触れ合わせて隣にいたら気づかないわけがない。不思議そうに尋ねてくる声に、私はあわててかぶりを振った。

「ううん、なんでもない」

　でも柊弥は鋭い。それがただのごまかしだということは、簡単に見抜いてしまう。

「嘘つくな。本気で俺の言った意味、勘違いしてるんじゃないだろうな？」

「してないよ」

　柊弥がそう言うなら信じたいと思う。疑ってなんかいない。でも最近、どうしても気になってしまうのだ。私と出会う前の、私の知らない柊弥のことが。柊弥は、何も話してくれないから。私達は別々の人間。なんでも話して見せ合わなければ、わかり合うことはできないのに。

「ねぇ。この部屋もすごく綺麗だけど、やっぱり高いんじゃないの？　いつもいつもこんないい部屋とってくれなくてもいいよ」

　子供みたいな手法だと内心自嘲しながら、柊弥にそう伝えてみた。すると柊弥は少し困ったように、「またそれか？」と言う。

「金のことなんかお前が気にしなくていいんだよ。俺が来たいから来てるんだ。それでいいだろ」

　――ほら、やっぱり。それ以上を言わせまいとする口調で確信する。

　きっと柊弥も、私の本心は察しているのだ。それでも何も話してくれない。教えてくれない。

　柊弥は私に、自分のことを隠そうとしている。そのことに、私はもうとっくに気づいていた。

　柊弥が隠そうとしているのは、きっと私に出会う直前にあったことだ。それこそが、〝ゲーム〟に見立てて私と関わろうとした他でもない理由なのではないかと思う。つまり、柊弥の〝世界〟が面白くなくなってしまった理由。

　柊弥は言っていた。私と一緒にいることで、自分自身の世界も面白くなってくれることを望んでいるのだと。それは言い換えれば、何かが彼の世界をつまらなくしてしまったということだ。

　そして同じく、以前耳にした気になる言葉。柊弥は不自然なくらい羽振りがよくて、明らかにおかしい。前にそのことを、柊弥は『無駄金だから早く使ってしまいたい』などと言っていた。彼がそんなことを言うのもおかしいから、何か事情があるのだろう。でもさっきみたいにその理由を探ろうとしても、柊弥は絶対に話そうとはしてくれない。

　諦めに似た重い感情が、私の心に雨雲のように広がった。どうしてかはわからないけど、それは私が触れてはいけない禁忌らしい。柊弥が私に踏み込ませてはくれない、秘密の領域。

　私は過去も、自分の弱い心も、全部さらけ出した。でも、柊弥は決してそうじゃない。すべてをさらけ出して相手を求めているのは私だけで、柊弥は逆に、まだベールで包み隠している部分がある。柊弥は私が求めるのと同じくらい、私を必要としてくれているのだろうか――？

　悶もん々もんと考えていたら、ふいに涙が出そうになった。柊弥と出会ってから、私は涙腺まで緩くなってしまったようだ。

「おい、どうしたんだよ、梓？」

　私に覆いかぶさるようにして、柊弥が顔を覗き込んでくる。でも私は、ぎこちない表情を見られたくなくて顔をそむけた。

「ごめん。なんかちょっと感傷にひたっちゃっただけ。なんでもないから」

「感傷ってな……」

　いつになく弱々しい柊弥の声。彼はそこで言葉を切り、黙り込んでしまう。その理由を聞いても、話を深めることができないからだ。

　何度も愛し合って、今も隣にいるのに。ずっと、これからも柊弥といたいのに。先が見えなくてこんなにも怖いのは、おかしなことだろうか。

　シーツに顔を押し当てて、私は必死で溢れそうになる涙をこらえていた……。










愛しすぎて　～柊弥ｓｉｄｅ～




　梓の怯えるように心細げな顔を見ると、胸が痛んだ。

　たぶん俺は、わかっている。梓が時折、こんな表情を見せる理由を。それでも何も言えないのは、俺が自分でも信じられないくらいに、梓にのめり込んでいるからだ。

　少し前までは、もう一生誰も好きにならないと思っていた。そんな中興味を持った梓のことも、俺は当然、本気で愛しているわけではないと思っていた。ただ、こいつといれば安らぐし、楽しいんじゃないかと思っただけ。言ってしまえばそれは、捨て猫が傷を舐め合ってお互いを癒すようなものだ。

　ところが梓といる時間は、思っていた以上に俺を駆り立てた。会うたびにあいつの印象的な瞳が忘れられなくなり、強がりの奥にひそんだ影をどうにかしたくて仕方なくなっていって……。

　――そうしてやがて、俺は気づいた。いつの間にか、あいつに惚れてしまっていたのだと。放っておけないのも、全部欲しくなるのも、同情や興味なんかじゃない。俺が梓のことを好きで、必要としているからなのだと。気づいてしまえば、もうあとは手に入れるだけだ。俺は梓を自分のものにするために行動した。

　そして今、梓は俺の腕の中にいる。欲しかったものを手に入れた。だからそれからの俺は、満たされて平和なはずだった。

（それなのに、なんでだよ……？　どれだけ抱いても、ちっとも足りない）

　知れば知るほど、もっと知りたくなって。抱けば抱くほど、壊してしまいそうなくらい、俺だけでこいつの身体をいっぱいにしたくなって。想いは通じたはずなのに、俺は少しも満たされた気がしない。もう梓は俺のものだと安心することができない。だから――思えばさっきも、ずいぶん子供じみたことをした。

　塚原とかいう、梓の後輩。どう見てもハタチそこそこの、まだガキだった。

　それでも、あいつが梓のことを〝男〟の目で見ていることに気づいたら、我慢がならなかったのだ。梓は俺のものだから他の誰にも触れさせる気はないと、主張せずにはいられなかった。

　気がつけば彼との別れ際、俺は彼にだけ聞こえるように捨て台詞を吐いていた。副社長としてではない。高城柊弥という、ただ、梓のことを好きなひとりの男として。

『悪いけど、彼女は俺専属だから。誘ったり近づいたりするなら、俺の許可をとるように』

（何言ってるんだろうな、まったく。これでますます面倒な噂が広まったらどうするよ……）

　大人げなさすぎて、何度ため息をついても足りない。こんな態度、完全に俺らしくない。はっきり言って俺は、我を忘れている。

　だけど、そうわかっていても……もうどうしようもなかった。梓のことを想うと、少しも心に余裕が持てない。

（こんな感覚は初めてだ。俺は、本当にこいつを手に入れられてるのか？）

　そんな得体の知れない不安と葛かっ藤とうしている俺は、どうしても梓に自分の過去を話す気になれなかった。理由はいろいろある。梓に、余計なことは考えず今の俺だけを見ていてほしいから。昔のことを知れば、梓の俺を見る目が変わってしまうかもしれないから。それにもしかすると、梓は自分の立場と比べて思い悩むかもしれない。そんなところだが、突き詰めてしまえば、答えはひとつ。俺は、梓を失うのが怖い。それがすべて。

（本当に……なんでこんなに、はまっちまったんだろうな……）

　愛していないから言わないんじゃない。愛しているからこそ、言えない。しかしその思いさえ、俺は口にする術すべを持たなくて……結局はあいつを抱く腕に、想いのすべてを込めるだけだ。

　切なげに目を伏せる梓の背中をかき抱いて、折れそうなほど細い身体を抱き締める。

「ん……柊、弥……っ」

　苦しそうに声を漏らして俺を見つめる潤んだ瞳は、どんな宝石よりも艶なまめかしくて綺麗だ。その漆黒の闇に、俺は沈むように吸い込まれていく。

〝愛しすぎて、怖い〟。そんな感情を、俺は生まれて初めて感じていた――。










家族の温もり




「えっ？　ホームパーティー？」

　突然の柊弥の話に、私はぽかんと彼の顔を見た。柊弥は「ああ」と答えて、そのまま話を続ける。

「今度の土曜に母さんの家でやろうってことになったんだ。お前は俺の秘書なんだからな。参加する権利は充分あるだろ」

「で、でも、そんなの……」

　柊弥は平然と言うけれど、私は簡単には頷くことができない。

　仕事を終えて車で郊外に移動している最中。なんの前置きもなく、いきなり柊弥が「今度家族でホームパーティーをするからお前も来い」と誘ってきた。驚く私に説明してくれた内容によれば、それは柊弥の弟である郁実くんの中学校合格祝いのパーティーらしい。家族の集まりではあるけれど、社長秘書の三浦さんも来るから、私も来ないか、ということだった。

〝恋人〟としてではなく〝秘書〟としてになるが、私にも郁実くんを祝ってほしい。そう、柊弥は思ってくれているようだ。それは素直に嬉しい。それに少しだけとはいえ郁実くんとも面識はあるから、合格と聞けばよかったなと思う。しかし……。

「本当にいいの？　私なんかが行って」

　同じ秘書とはいっても、三浦さんはもうずっと以前から社長のサポートをしている。だから家族同然といっても過言ではないだろうけど、私はまだまだ新米気分。気兼ねしていると、柊弥は私の懸け念ねんを吹き飛ばすようにハハッと笑った。

「いいに決まってるだろ。というか、母さんもお前を連れてこいって言ってるんだよ」

「社長が？」

　それは驚きだ。まさか、社長がそんなことを言ってくれるとは。

（少し前にふたりで話もしたし、気を遣ってくださったのかな……）

「な、そんなわけだから来い。わかったな？」

「う、うん」

　結局少し押しきられた形ではあったが、私は頷いた。

（社長の家……それに、柊弥の家族か。考えると少し緊張するな。私達の関係はまだ秘密とはいえ、恋人のご家族なんだもんね……）

　その日から、私はそわそわしながら週末を待った。

　そして、土曜日。

　柊弥が自分の車で迎えに来てくれて、ドライブをしながら目的地に向かう。

「ねぇ、柊弥。この服、おかしくないかな？」

　今日の私の服装は、胸元にレースの刺し繍しゅうをあしらったアイボリーのカットソーに、薄いピンクのノーカラーのジャケット、それにえんじ色のツイードスカート。昨日の夜、散々悩んで決めた組み合わせだ。

「ん？　全然おかしくないだろ。よく似合ってる」

「そう？　それならいいんだけど……」

　秘書という普段の立場と、気軽なホームパーティーという場のギャップに、着ていく服ひとつにしても迷ってしまう。

「可愛いな。お前でもそんなことで悩むのか。内輪の集まりだ、別にドレスコードもないぜ？」

　そう言う柊弥の服装は、細身のデニムにオフホワイトの薄手のニットソー、ブラックレザーのジャケットという、確かにシンプルでくだけた格好だ。

（私、ちょっと堅苦しすぎたかな？　でも招かれる立場だもの、これくらいはやっぱり……）

　おかしくないと言われたのについまたそんなことを考えていると、態度で察したのか、ハンドルを操る柊弥に楽しげに笑われてしまう。私は頬が熱くなるのを感じた。

「笑わないでよ。ホームパーティーなんて参加したことなかったんだから、仕方ないでしょ」

　ふてくされた声で言うと、柊弥の表情はふっと柔らかくなる。

「そんなにかしこまらなくていいって。まあ、お前の立場は俺の秘書だけどさ。今日は本当にお前個人として、仕事上の立場は気にせずに過ごせばいい。三浦さんも、プライベートじゃざっくばらんな人だから」

　柊弥は「ホームパーティーなんだからな」とつけ足して、軽く片目をつむる。いつになく優しい声に、私は緊張がおさまっていくのを感じていた。




　やがて車は都内の高級住宅地と呼ばれるエリアに入り、一軒の大きな家の前で停まる。すでに外車が二台停めてあるガレージに停車して、車を降りた。

（予想以上にすごい大邸宅……）

　社長宅とはいえ、イメージしていた家よりも相当大きくて、私は呆然となる。そういえば、春日社長のご主人も会社経営をしていると、前に柊弥が言っていた。つまり、社長同士が結婚した夫婦。それなら確かにこの豪邸もありえるかもしれない。

「……ホント、立派」

　玄関に移動する途中、はしたないと思い控えめにはしつつも、つい見事な邸宅を見上げて呟いた。白塗りの壁に赤茶色の屋根の、一般家庭の三、四倍はあろうかという、洋風の三階建て一軒家。いったい何部屋あるのだろう。こんな豪邸には今まで縁がなかったから、一度は薄れた緊張が少なからずよみがえってしまう。

「どうした、梓？」

　玄関に着くと、柊弥は遅れをとっていた私にひと声かけ、すぐにインターホンを押した。柊弥はすでにこの家の住人ではないから、という配慮だろう。応答はすぐにあり、広い両開きのドアの右側が開いて、白いロングスカートにマスタードカラーのカーディガン姿の社長が顔を出す。

「いらっしゃい！　待ってたわよ」

　にこやかに笑顔を見せる社長。私は柊弥の斜め後方から、丁寧に頭を下げた。

「お疲れさまです。本日は、お招きありがとうございます」

「あらやだ香川さん、今日は『お疲れさまです』はなしよ。こちらこそ、来てくれて嬉しいわ。さあどうぞ、上がって」

　コロコロと笑いながら促してくれる社長に続いて、柊弥と私も中に入った。予想通り玄関も広く、高価そうな花瓶や絵画が飾られている。内装の豪華さにも驚きながら案内されるまま奥へと進み、大きく開けた部屋に入ると……。

「おお、来たか。これで全員揃ったな」

「じゃあさっそく始めようよ。僕もうお腹ペコペコ！」

　そこは、恐らくリビングなのだろうが、何畳あるのかもよくわからない、とても広い部屋だった。向かって正面が庭に続く全面ガラス張りの窓になっていて、春のあたたかな日差しが差し込んでいる。明るい色のフローリングの床に、中央には長方形のダイニングテーブル。右奥のほうには、黒い革張りのソファセットが置かれていた。

　そして室内に集まっていた面々が、一斉に振り返ってこちらを見ている。郁実くん、三浦さん。それに、面識のない白髪混じりで細身の、品のよさそうなおじさん。

（この人が、柊弥と郁実くんのお父さん……）

　血のつながりなど関係なく、ここに集まっているのが正真正銘、柊弥の〝家族〟だ。柊弥の言う通り男性陣もフランクな私服姿で、三浦さんは黒のパンツにノンタイの白いシャツ、おじさまはグレーのスラックスにモスグリーンの薄手のセーター。主役の郁実くんは、ベージュのチノパンに赤いチェックのシャツを着ている。みんな、思い思いの場所でくつろいでいる様子だった。

「そうせかすなよ、郁実」

　柊弥は苦笑しながら郁実くんにそう言って、部屋の奥に進んでいった。私はなんとなく気後れして、部屋の入口に立ち尽くしてしまう。そんな様子に気づいた柊弥が振り返って私を呼ぼうとしたが、それよりも一瞬早く、別の声がかかった。

「ほら、香川さんも」

　そう言ってそっと私の背中を押してくれたのは、私達を案内してきてドアのそばに立っていた社長だ。郁実くんもこちらまで歩いてきてくれる。

「どうぞ、お姉さん！　今日はお休みにわざわざ来てくれてありがとうございます」

　郁実くんはにこっと微笑んで私の手を取った。

「あ……！」

　彼に引っ張られて、私は明るい室内に足を踏み入れる。柊弥と私を囲むように全員が集まって、初対面のおじさまとは自己紹介を、郁実くんとは再会の挨拶をした。

「今日は、すみません。私までお邪魔をしてしまって」

　やっぱり恐縮してそんなことを言うと、おじさまがにこやかに笑って首を振る。

「何を他人行儀な。君は柊弥のパートナーみたいなものなんだから、遠慮することはないんだよ」

「そうですよ。僕もこういう席には、いつもちゃっかりお邪魔していますし」

　三浦さんが続けると、社長と郁実くんが声を重ねてアハハと笑った。

「とにかくおめでたい席なんだから、賑やかなほうがいいじゃない」

「そうそう。お客さんが多いほうが楽しくていいよ！」

「こら。お前は自分の合格祝いだから、下心があるだけだろ」

　柊弥が目を半眼にして郁実くんを睨むと、郁実くんも「バレたか」と舌を出す。全員がどっと笑って――私も、こんなに大きな声で笑ったのは久しぶりだった。

「さあ、それじゃあ始めましょうか。美味しいお料理、たくさん用意したのよ。すぐに準備するわね」

　社長がポンと手を叩いて言ったので、私はすぐさま「手伝います」と申し出る。

「いえ、今日はサポートは結構よ。あなたもゲストなんですからね。ゆっくりしてて」

「でも……」

　社長ひとりに働いてもらうなんて心苦しい。困惑していると、柊弥が私の肩に手を置いて言った。

「気にするな。母さんはこんなふうに人をもてなすのが趣味なんだよ。プライベートじゃただの世話好きのおばさんさ。遠慮なくやらせればいい」

「ちょっと柊弥、おばさんはないでしょう？　せめてマダムって言いなさい」

「はあ？　マダムなんて柄じゃないだろ。仕事以外じゃ天然のくせに」

　あきれたような柊弥の声に、的を射ているのかおじさまと郁実くんがにやにやと反応していた。私があっけにとられている間に、社長は「まったくもう」と呟きながら、部屋の外に消えてしまう。

「あ……」

「いいんだよ。やりたいようにやらせてやれ。お前がゲストで来てくれて、嬉しくてはしゃいでるんだよ」

「はい……」

　結局、柊弥に押しきられる形で料理を運ぶのは社長にお任せしてしまった。おじさまに勧められてダイニングテーブルのそばの椅子に座っていると、しばらくしてから、サービスワゴンにたくさんの料理を載せて、社長が戻ってくる。サラダ、白身魚のカルパッチョから、スペアリブやミートローフ、ピラフなど、どれも手の込んだもの。他にもジャケットポテトやシーフードピザ、カナッペなど、数回に分けて大きな長方形のテーブルに料理が並べられた。せめてもと配膳を手伝いながら、私はつい驚きの声をあげてしまう。

「すごい……これ全部、社長おひとりで作られたんですか？」

「ええ、そうよ。こう見えて私、料理は得意なの」

　社長はにっこり笑って、楽しそうに答える。でもこれだけの量をひとりでとなると、昨夜から下準備で相当時間がかかっているだろう。

（すごいな。昨日も仕事だったのに、これじゃあ昨夜はほとんど寝てないんじゃ？）

　そう思ったけど、社長は疲れなどこれっぽっちも見せずに、うきうきした様子で胸の前で両手を合わせた。

「料理を囲んでみんなで過ごすって、楽しいでしょう？　そういう時間を彩るのが、大好きなのよ」

「そうなんですか……」

　料理を囲んで過ごす、語らいの時間。こんなあたたかな空気の中で食事をすることなど今までの私にはなかったから、ピンとこない部分はある。でも確かに、社長のわくわくしている気持ちは手に取るように伝わってきた。

（家族と過ごすって、こんなに穏やかな気持ちになれるものなんだ……）

「よし、じゃあ乾杯するか！」

　シャンパンとオレンジジュースが運ばれて最初の料理が揃うと、おじさまがそう声をかけて、全員で郁実くんの中学校合格を祝って乾杯した。

　そのあと、用意しておいたプレゼントを郁実くんに渡した。柊弥から郁実くんは絵を描くのが好きだと聞いたから、スケッチブックと絵筆のセット。郁実くんは、ちょうど新しいのが欲しかったと喜んでくれた。

　そうして和やかなムードの中、みんなでお料理をいただいた。やっぱり完全に緊張が解けることはなかったけど、それでも充分すぎるくらい、私はその空間を満喫した。

　みんながにこにこして、今日の主役である郁実くんの合格を喜んでいる。目の前に迫った入学式のことをあれこれ話したり、それぞれの中学時代の思い出話をしたり。それは本当に、陽だまりのようにあたたかな時間で――知り合ってからそれほど経っていない私が一緒にテーブルを囲んでいるのは不思議な気がしたけど、居心地のいい、素敵なパーティーだった。

　そしてそんなパーティーもお開きの時間が迫り、そろそろ帰り支度を始めようとしていた頃――。

「香川さん、今日はありがとうね」

　社長がさりげなく私のそばに寄ってきて言う。私は恐縮して首を振った。

「お礼を言うのはこちらです。招いていただいて、ありがとうございました」

「いいのよ。あなたには一度お礼もしたかったの。柊弥がいつもお世話になっているんですもの」

「いえ……副社長のサポートをするのは、私の務めですから」

　私は秘書。だからそれは当然で、別にお礼を言ってもらうようなことじゃない。しかし社長は、「いいえ」と即答した。

「役目だからと言ってしまえばそれまでだけど……。あなたにお礼を言いたいのは、単に秘書の仕事を全まっとうしてくれている、ということに対してではないのよ」

「え？　それは……？」

　どういうことだろう。聞き返した私に、社長は迷いのない声で続ける。

「我々の仕事って、秘書と心が通じていなくちゃ、穏やかに進めていくことはできないの。柊弥が気持ちよく仕事ができているのも、あなたが正確に任務を遂行してくれているだけじゃなくて、ちゃんと彼を理解して、精神面のサポートもしてくれているおかげなのよ」

「あなたにそんなつもりはなくてもね」と、社長は最後につけ加える。

　私はとっさになんと言えばいいかわからなかった。社長は私と柊弥の関係は知らないはずだから、精神面のサポートなんて言われると、どんな立場で受け答えすればいいのかと混乱してしまう。

　黙り込んでいると、社長はふふっと優しく微笑んだ。

「難しく考えないで。つまり一緒に仕事をしていく仲間は、家族も同然ということよ」

「家族――」

　思わず、小さく肩が揺れた。変に思われるかも、と心配したが、社長は気づかなかったようだ。

「ええ。だからあなたは、大切な家族も同然。これからも、仕事でもそれ以外の面でも、どうか柊弥を支えてやってね。あの子、本当にあなたと仕事できるのが楽しいみたい」

「は、はい……」

　俯きがちに小声で返事をすることしかできなかった。社長の言葉は端々で私をドキリとさせるけど、その中でも〝家族〟というひと言は私の胸を大きく揺さぶって、落ち着かなくさせる。

（家族、なんて……）

　そう、落ち着かないのはきっと、私に関わりのない言葉だからだ。

　私には家族と呼べる相手が昔からいなかった。だからそれがどんな感覚を呼ぶのかもわからないし、〝家族同然〟なんて言われると、無性にくすぐったくてどうしていいかわからなくなる。そんな私に最後にもう一度「本当に今日はありがとう」と言って、社長はおじさまのそばへと戻っていった。

　ぎこちない動作でジャケットを羽織っていると、入れ違いに柊弥がやってくる。

「車出す準備してきた。送るよ。お前はもう出られるか？」

「あ、う、うん」

「どうした？　なんか様子おかしいけど？」

「なんでもないよ」

　怪訝な顔をする柊弥に小声でそう答え、私は春日家をあとにした。トクントクンとおさまらない速い鼓動を、全身で感じながら――。




　その日私は、初めて柊弥がひとりで住むマンションに行った。そこは実家である社長の家から車で三十分くらいの、二十階以上はある高層マンションの十五階。二ＬＤＫの室内は広く、ローテーブル、ソファ、オーディオといった必要最低限の物しかない。モノトーンで統一されたそれらはとてもスタイリッシュで、文房具などでもシンプルで使い勝手のいいものにこだわる柊弥の趣味によく合っている気がした。

「ちょっと疲れたか？」

　窓際に立って景色を眺めていると、勘違いしたのか柊弥がそう声をかけてくる。

「ううん。夜景を見ていただけよ」

「そうか？　ボーッとしてるように見えた」

　柊弥は私の髪に優しいキスを落としながら、いたわるように囁く。肌に触れた柊弥の吐息がくすぐったくて、首をすくめながら答えた。

「それはきっと、楽しかった余韻がまだ残ってるからよ」

「本当か？」

「もちろん、本当よ」

　緊張はしたし、それ以外にもいろいろ思うところはあったけど、楽しいと思ったのは事実だ。だから素直にそう答えると柊弥はようやく信用したようで、安堵の表情を見せた。

「そうか。それならよかった」

　言って、また小さなキスをする。今度はまぶたの少し上。

「これからも何かあったら呼ぶから、お前も来い」

　普段通りの上から目線の言い方だ。でも、その奥にある優しい響きを私は敏感に察した。そして、やっぱりそうだと確信を持つ。

「ねぇ、柊弥。私をあそこに呼んでくれたのって、柊弥の家族に、私を会わせたかったからじゃない？」

　社長が私も誘えと言ったのも、嘘ではないのだろう。でも、柊弥の真の目的はそれだったのではないかという気がする。私を家族の集まりに参加させて、そしてその一員に――〝家族〟に、加えたかった。

「私に家族がいないから。だから……」

　柊弥なりの優しさで、彼は私に家族の温もりと、私にとってのそれに代わる場所を与えようとしてくれたのではないか。私には、だんだんそんなふうに思えてきていた。

　柊弥はすぐには答えず、代わりに無言で私の髪をすくように撫でた。その沈黙が、何よりの答えのように思える。やがて柊弥は、いつもの落ち着いた低い声で尋ねた。

「迷惑だったか？」

「まさか。迷惑だなんて思ってないよ。でも……私には、なんだか眩しかったかな」

　一瞬迷ったものの、正直に本心を口にした。

　柊弥の家族のあたたかな空気に触れて、私まで幸せな気分になれた。しかし同時に、私みたいな人間がこんなところにいていいのかという気後れや戸惑いも、確かに感じた。実の親の愛情すら知らない私に、こんなあたたかな場所はふさわしくないのではないか、と。

「……ごめんね」

　胸の内を吐と露ろした後、申し訳ない思いで謝ると、柊弥はふっと小さな息を漏らす。その表情はとくに怒っているようでもなく、相変わらず穏やかだった。

「謝ることじゃない。別にかまわないさ」

「うん……」

「それに、その答えで充分だ。お前は充分変わったよ、梓」

「え……？」

　唐突な言葉に、私は柊弥の顔を凝視する。彼は薄い笑みを浮かべて、まっすぐに私を見つめ返した。

「前のお前なら、きっとそんなふうには言わなかった。と言うより、本当に以前のままだったら、絶対に今日は来てなかったろうけどな。あの場にいて楽しいと思えたんだったら、お前はもう昔とは全然違うよ」

　柊弥の言葉に耳を傾けながら、私は自分でもあることを思い出す。

　いつだったか――そう、まだ柊弥と心を通わせる前に、私は一度夢を見た。柊弥の家族と私が今日のパーティーのように集まって、くつろいでいる夢。私は輪の中にいながらも、どうしても溶け込むことができず、その空間が苦痛で……。

『私はみんなとは違う』

　そんな疎外感を覚えて、周りが笑えば笑うほど、私はつらくなっていくような感覚だった。あれは夢だったけれど、あのときの私なら実際に同じことがあっても、夢と同じように感じていただろう。

　でも、今日は――気後れは感じても、それは夢の中の感情とはまったく別もの。私を包む優しくてあたたかい空間を、私は素直に心地よくて嬉しいと思えた。愛情に溢れた温もりを感じられて、安らいだ気持ちになった。

（私は……変わってきているの？）

　胸の中で呟いたのが聞こえたかのように、柊弥がもう一度私の髪を撫でる。そっと、慈しむような優しい手つきで。

「わかったろ。お前はもうひとりじゃないし、俺にしか心を開けないわけでもない。お前には、普通に幸せになる権利があるんだよ」

「柊弥――！」

　涙が出そうになる。

〝幸せになる権利がある〟

　それは、人として生まれたなら、きっとごく当たり前のこと。でも私は幼い頃にそれを諦め、もう自分にはそんな可能性があることすら、信じられなかった。人の温もりと一緒にすべての希望を失った私は、ただ孤独に打ち震え、壊れそうな心を必死に保とうと、強い自分を演じていた。

「私はずっとひとりだから……。だから傷ついても、寂しくなるだけ。それならもう、傷つかないようにしようと思ったの。誰とも関わらないで、心を見せないで。そうしてひとりだけで生きていけば、もうこれ以上傷つくことはないって……」

「ああ。そうかもな」

　いつしかこらえきれなくなった涙が頬を伝い、嗚お咽えつ混じりに言葉を紡ぐ私を、柊弥は優しく抱いてくれる。私はその広い胸に顔をうずめ、もはや抑えようのない思いのたけを吐き出した。

「でも、本当はいつも、自分は生きてるのか死んでるのかわからないって思ってた。毎日空虚で、何をしても心から笑えなかった。アフロディーテで働き始めて、ラウンジで過ごすあの時間だけは、私は別人になって、賑やかな喧騒の中に身を置くことができたの」

　だけど、頭ではちゃんとわかっていた。あんなのは幻像。ほんのひとときだけの、嘘っぱちだと。

「あの仕事をしているときだけは、私も他人に混じってバカみたいに笑っていられる。だけどその時間が終われば、またひとりぼっちで、寒くて……」

　本当は毎日、凍えていた。ひとりだけの世界は寂しくて、このままではこの誰もいない世界で、死んでしまいそうで。

　誰か気づいて、と。私はいつも、泣いていたのかもしれない。

「――わかってたよ。最初から」

　吐息を髪にうずめながら、柊弥がゆっくりと囁く。

「だから言っただろ。『なんでお前は、そんなにつまらなそうなんだ』って」

「うん。そう……だったね」

　初めて会ったあの夜から、柊弥は気づいてくれていた。誰も気づくことがなかった私の心に、彼だけが気づいてくれたのだ。

「だけどもう、お前は動き始めてる。お前がいるのは、そのひとりぼっちの場所じゃない。今お前がいるのは、俺の隣だ」

（そうだ。今私がいる場所は、もう……）

「ん……っ。柊弥……」

　舞い降りたキスに、身体があたたかく溶けていくような感覚を覚える。そう、ここは柊弥の隣。そして周りには、柊弥と私を優しく迎えてくれる、家族や仲間がいる。

　私はもう、寒くない。柊弥が……この人が、私を救い出してくれた。

　強引で自分勝手で、最初は全然優しくなんかなかったのに。今はこんなにも、溢れそうなほどの柊弥の優しさが感じられる。それとももしかしたら、柊弥は最初からずっと優しかったのかもしれない。それに気づけるようになったのも、きっと私が変わってきたからで……。

（まいったな。本当に、どんどん好きになっていくよ）

　怖いくらいに。泣きそうなほどに、あなたが好き。

　もう何度目かもわからない熱いキスに身をゆだねながら、私は心の中でずっと、〝好き〟の二文字を繰り返していた――。










過去の残像　～柊弥ｓｉｄｅ～




　ホームパーティーの数日後、夜になって突然母親から電話がかかってきた。ひとりで自宅に戻った直後だった俺は、ソファにどさっと腰を下ろしながら電話を受ける。

「もしもし？」

『あ、もしもし柊弥？　ひとり？』

「ひとりだけど。どうした？」

　プライベートのスマホにかかってきているが、細かいことにはこだわらない彼女の性格から考えれば仕事の話かもしれない。だから気を引き締めていたのだが、スマホの向こうから返ってきたその声は呑のん気きなものだった。

『このあいだのパーティー、香川さん、なんて言ってた？』

「はあ？　なんだよ今さら」

　一気に拍子抜けして、思わずガクッと肩を落としてしまう。すぐさま、少しむくれたような声が耳に届いた。

『いいでしょ、気になるんだから。それに会社じゃゆっくりこんな話はできないし、なかなか電話する時間もなかったのよ』

「そうかよ……」

　半分あきれつつも、俺は質問には素直に答えてやった。

「楽しかったって言ってたよ」

『本当？　お世辞じゃなくて？』

「ああ。緊張はしたけど、楽しかったってさ」

　あれはお世辞なんかじゃない。そもそもあいつはお世辞を言うような女じゃないが、そうでなくても顔を見ればわかる。俺の返答に母さんは安心したように『よかったわ』と呟いた。

「なんでそんなに気になるんだ、あいつのことが？」

　なんの気なしに尋ねると、母さんは『えっ？』と驚いた声を出す。

『そりゃあ……気になるわよ。だって……』

　途中で黙り込まれてしまい、俺は眉をひそめた。

「どうしたんだよ？」

　先を促すと、スピーカーからはハーッと大きな息を吐く音が聞こえてきた。

『もういいわ。柊弥がそんな聞き方するなら、お母さんだって聞いちゃいます』

「はあ？　何言ってんだ、マジで？」

　わけがわからず苛立ってきた俺の文句は、母さんが思い切ったように発した言葉に遮られた。

『あなた――香川さんと、個人的にもおつき合いしてるんじゃないの？』

「え……」

（……なんだ、やっぱり気づいてたのか。そんな素振りは見せてないつもりだったのに、鈍感な母さんが気づいてたとは。ちょっと驚きだな）

　三浦さんが以前『自分も社長も薄々気づいている』と言っていたが、我が母親はかなり天然だから、実際のところ疑っていた。だが今の口ぶりだと、前から察していたものの、今までは言わずにいただけのようだ。

（さすが母親、ってやつか）

『柊弥？　聞いてる？』

　今度は俺が黙り込んだものだから、電話口から大きな声が飛んでくる。

「そんなにわめかなくても聞こえてるよ」

　あしらうようにとりあえずそう言ったものの、正直俺は迷っていた。彼女に、なんと答えるか。

　隠そうとは思っていない。俺達は間違ったことや悪いことをしているわけではないのだから。今まで言わなかったのは、梓の微妙な心境の変化に配慮したかったのと、副社長に就任してまだ日も浅いから、もう少しすべてが落ち着いてからでもいいのではないかと思っていたからだ。今こうしてすでにバレていることがわかったなら、あっさり『そうだよ』と認めればいいのかもしれない。心のどこかでは確かにそう思っているのに、すんなりと言葉が出てこなかった。

　どうしてかはわからない。認めることで、あとにひけなくなるのが怖いとか、そんな女々しい感情ではない。それは確かだ。俺の心はもうとっくに決まっている。ただ、なんと言うか――。

〝今の俺には、まだ胸を張って『そうだ』と言う資格がない〟

　そんなニュアンスが、近い気がする。長い間のあと、俺は静かな声で切りだした。

「あいつは……梓は、俺にとって特別な存在だよ。すごく」

『え？　どういうこと？　だから、それって……』

「悪い、母さん。今はこれしか言えない」

　母さんの言葉を遮ってそう告げると、電話の向こうから不満そうに息を呑む音が聞こえてきた。

「ごめん。いつか……近いうちに、必ずちゃんと話すから」

　こんな言葉で彼女が納得しないのはわかっているし、煮えきらなくて情けないと思う。しかしやはり、今はまだ言えない。

　――母親の顔、梓の顔。大切な人達の顔を思い浮かべて、俺は大きくひとつ、ため息をついた。




「副社長。新しい雑誌を何冊かお持ちしたので、置いておきますね」

　相変わらず仕事中はきっちり秘書モードに入る梓が、そう言いながら俺のデスクのサイドボードにいくつか荷物を置いた。営業部から上がってきた企画書に目を通していた俺は、横目で梓を見て礼を言う。彼女は普段通りのきびきびした動作で一度出ていき、間もなくコーヒーを持って戻ってきた。言葉にはしていなかったがなんとなく飲みたいと思っていたことを、敏感に察したらしい。

（すっかり敏腕秘書、だな）

　最初から頭のいい奴だと思っていたが、仕事に慣れるにつれ、その優秀さは際立ってきている。今ではこっちが言う前に要望に気づいて、手際よくスケジュールを組んだり、資料をまとめてくれたり……本当に、俺には公私ともになくてはならない存在になっていた。

「梓、ちょっとは休憩はさんでもいいぜ」

　商談が立て込むと、俺も梓もかなり忙しくなる。今日は比較的ゆったりしたスケジュールだから、こういう日くらいは梓も少しのんびりしたっていいだろう。

　そう思って言ったのだが、トレイを手にしたまま、梓はきょとんと俺を見た。

「休憩、ですか？　今日はせっかく時間に余裕がありますので、部屋の掃除でもしようかと……」

「掃除？　掃除は毎朝やってくれてるだろ？」

「朝の掃除は簡単なものですから。もっと丁寧に、デスクや花瓶を磨いたり――」

「あー、そんなのはいい、いい！　それほど汚れてもいないだろ！」

（まったく、どれだけ仕事好きなんだよ。せっかく人一倍の過密スケジュールに疲れてるんじゃないかと心配してやってるのに、まだ働こうってのか）

　心配を通り越してあきれる。これは、多少強引にでも休ませないとダメだ。

　俺はすぐに決断して、内ポケットから取り出した財布を梓に投げて渡した。突然のことに面食らいながらも、梓はうまくそれをキャッチする。

「な、なんですか……？」

「なんか急に甘いものが食べたくなった。買ってこい」

「は!?」

「甘いもの。そうだな、パティスリー・ルナのケーキがいいな。すぐ買ってきてくれ」

　梓は俺の命令に目を白黒させている。面倒になった俺は、ダメ押しで言いきった。

「上司命令が聞けないって言うのか？　俺が行けと言ったらすぐ行く。そうだろ、副社長秘書？」

「な……」

　梓は軽く眉を吊り上げたものの、結局は諦めたのか「わかりました」と低く呟いた。小さく一礼して、ドアを開けて部屋を出ていく。

「……よしよし」

　俺も梓が戻ってくるまでつかの間の休息をとるべく、見ていた資料を脇にどけた。ちょうど梓が置いていってくれたばかりの、新しいビジネス雑誌を読むことにする。一冊目の興味を引く記事をひと通り読み、続けて二冊目を手に取った。なんの気なしに巻頭から目を通し始めて……半分ほど進んだところで、ハッと息を呑む。

　開いたページには、話題の人物数人へのインタビュー記事が掲載されていた。目立つカラー文字で大きく書かれたキャッチコピーを、食い入るように見つめる。

〝ＩＴ業界の革命児、田た山やま誠せい二じ氏。彼の目から見た新世代と今後のＩＴ業界〟

　俺は無意識のうちに本文を目で追い始めていた。

　田山誠二は有名ＩＴ企業の二代目社長で、まだ三十六歳という若さでありながら、日本のＩＴ業界に絶大な影響を与えるシステムの開発をいくつも成功させたことで有名だ。記事はその田山誠二が現代の二十代についてと、彼らが今後のＩＴ業界をどう変えていくかを語ったものらしい。

〝ゆとり世代の競争心の低さは世間でもたびたび議論となるが、田山氏は必ずしも不利益なことばかりではないと考えているようだ。『私も先日第一子に恵まれたが、やはり我が子には心穏やかに過ごしてほしいと思うものだ』と語る顔には父親の……〟

「へぇ……」

　知らず知らずのうちに声が漏れる。驚きとも、怒りとも、悲しみともつかない――なんだかえらくふざけた、おかしな声だった。

（もう、そんなに経ったんだな）

　そう考えた、まさにそのときだった。なんの前触れもなくドアがガチャリと音を立てて開き、俺は思わず弾かれたように顔を上げる。

「えっ……？」

　俺の反応に驚いたらしい梓が、戸口で足を止めていた。

「あ……悪い。なんでもない」

　時計を見ると、梓が出ていってから三十分ほど過ぎている。戻ってきておかしくない時間だし、前触れがないと思ったのは、俺が集中していたからだ。

　俺は雑誌を素早く閉じてサイドボードに戻すと、何事もなかったように微笑んで梓を見た。

「ちゃんと買えたか？　パティスリー・ルナのケーキ」

「……ご命令ですので、もちろん買ってきました。あの店はいつも人気ですから、結構待たされてしまいましたが」

　無茶な使いに走らされたのが不満なのか、待たされたのが不満なのか。梓はむくれ顔で言いながら部屋に入り、応接セットのテーブルの上にケーキボックスを置く。

「――欲しいとおっしゃったからには、当然副社長も召し上がりますよね？」

　言葉遣いだけは丁寧だが、声は低く無言の圧力が込もっていた。どうやら、梓を休ませるための口実だということに気づいているらしい。俺は軽く肩をすくめて、しれっとした口調で答える。

「食べるよ。当然だろ」

　それを聞くと、梓はプイッとそっぽを向いて、ティータイムの準備をするため外に出ていき、戻ってくると俺には二杯目のブラックコーヒーを、自分にはカフェオレをテーブルに並べた。ほどなくして室内に甘さと苦さの入り混じった香りが漂う。

「本当にいいんですか、こんなことしてて？」

　わずかにくだけた口調になりつつ、梓は最後までぶつぶつ言っていたが、いざケーキを食べ始めるとすぐに「美味しい！」と顔をほころばせた。なんだかんだ言ってもやっぱり女だ。スイーツには弱いらしい。

　テーブルをはさんで向かい合う、昼下がりの静かなひととき。たまには、こういうのもいい。ビジネスパートナーでもある俺達が、こんな平日の昼間にのんびりふたりでくつろげることは、そうないから。

　しばらく、たいした会話もせずコーヒーを飲みながらふたりで過ごした。だが梓は、カフェオレを飲み干すとすぐに席を立つ。

「さあ、休憩はおしまいです。やっぱり、お掃除しますね」

「はぁっ!?」

（結局やるのかよ!?）

　声に出して突っ込みかけたが、梓はそんな俺に、ふわりと微笑んでみせる。

「体調は大丈夫ですから。綺麗にしておきたいんです。副社長の部屋だもの」

「梓……」

　たまに見せるこんな笑顔には、思わずドキッとさせられる。

　少し前――そう、まだ紫苑としてアフロディーテでも働いていた頃には、こんな表情は絶対に見せなかったのに。

「……わかったよ。勝手にしろ」

　結局俺は降参し、そう言い残して自分のデスクに戻った。梓は食器をトレイに載せて下げ、給湯室で洗い物を済ませてから部屋に戻ると、掃除に取りかかる。と、ちょこまか動いていた梓が、俺のほうを見て急にぴたりと動きを止めた。

「……なんだ？」

　首をかしげる俺に、梓は軽く口を尖らせて言う。

「副社長……デスクや棚の上はきちんと整理していただきたいと、いつもお願いしていると思いますが？　そんなふうに大ざっぱになさっているから、あとで資料を探してあわてる羽目になるんですよ」

　ツカツカと歩いてくる梓の視線は、デスクの隣のサイドボードに注がれていた。

　それでようやく梓の言っていることを理解する。ボードの上にはさっき梓が置いた数冊の雑誌や郵便物が積んであるが、俺が見ていた雑誌を乱暴に一番上に置いたせいで、その山が崩れていたのだ。予想通り梓はそこに手を伸ばし、俺が見ていたあの雑誌を手に取る――。

「……触るな！」

　とっさに出た声は驚くほど鋭くて、俺は自分でもぎょっとしていた。当然梓も小さく叫んで驚き、その拍子に掴んだ雑誌を床に落としてしまう。

「な、なんですか、いきなり……？」

　うろたえた声をあげる梓の前で、俺は素早く落ちた雑誌を拾い上げて、もう一度ボードに戻した。

「……いや。デスク周りくらいは自分でやるよ。だからお前は、別のところを整理してろ」

　とってつけたようにそう言って、目線で梓を促す。梓は腑ふに落ちない顔をしていたが、無言でそっとその場を離れた。

（……バカか、俺は）

　梓があの雑誌を見たところで、なんだと言うんだ？　別になんでもない。あいつにはわかるはずもないし、それにそもそも、なぜドキリとする必要がある？

（俺は、引きずっているわけじゃない。それなのに、どうしてこんな……）

　話さないのは俺が梓を失いたくないからじゃなかったのか？　こんなことで取り乱していたら……まるで俺は怯えているみたいじゃないか。心にちらつく、過去の影に。

（なんか俺、自分を見失ってるな……）

　このままではいけない。わかりきっていたことだが、改めてそんな思いが胸にひしひしと湧き上がってきた。

　けじめをつけるときが来ている。そういうことなのかもしれない。少しぎこちない梓の背中を見ながら、俺はそんなことを考えていた。










あなたを知りたい




　急に甘いものが食べたくなった、などと言いだしたのが私への気遣いであることには気づいていた。でもやっぱり、勤務時間なのにのんびりしているのは気がとがめる。短いティータイムのあと、あいた時間で掃除をした。夕方には、柊弥は会議に入る。先日オープンした恵比寿店の営業成績の検討会議で、社長や専務、他重役と二時間ほど行われる予定になっていた。私はその間秘書室で雑務だ。やることはいくらでもあるのに、どうにも仕事の手ははかどらなかった。さっきの柊弥の態度が気になっているせいだ。

（なんで、あんなに怒ったんだろう）

　机もサイドボードもしょっちゅう私が触って整理しているのに。触るな、なんて大きな声を出されたのは初めてだ。

「ダメだ、やっぱり気になる……」

　私はいてもたってもいられなくなって、ちょうど三浦さんが席をはずしているのをいいことに、副社長室に入り、サイドボードに歩み寄った。なんとなく手で触るのは気が引けて、目だけで眺める。でも、変わったことは何もない。そこにあるのは全部、私が確認した郵便物と私が買ってきた雑誌だ。変わったものがあるはずもない。

　一番上にある雑誌も毎号買っているビジネス誌で、今月号は上場企業の社長のインタビューなどが載っているらしい。

「いたって普通の雑誌じゃない。これが何か……？」

　興味が気後れを上回って、その雑誌にそっと手を伸ばしかけたとき。突如トントンと軽いノックの音が響いて、私はビクッと首をすくめた。今はただ忍び込んでいただけにすぎないので一瞬声を失ったが、すぐに気を取り直す。カモフラージュのため、作成済みの書類を持ってきている。仕事を装うのは難しくない。

「……はい？」

　入口のほうに歩み寄りながら答えると、ドアの向こうから聞こえてきたのはよく知る声だった。

「お疲れさまです。三浦です」

「三浦さん？」

　ボスが不在のこの部屋になんの用だろうと思いつつドアを開けると、三浦さんはすっと中に入ってくる。

「お疲れさまです。こちらにいらしたんですね」

「ええ。頼まれていた書類をお届けに」

「ああ、そうでしたか」

「あの、何か……？」

　社長も同じ会議に出席中なのだから、柊弥がここにいないことは最初からわかっていたはず。だから私に用事なのだろうと思って、そう確認する。

「会議室から内線があって、時間が少し押すそうです。それで、三十分後に休憩を入れるのでお茶を用意してほしいと。香川さんにお願いしてもいいですか？」

「お茶ですか？　わかりました」

　とくに断る理由は何もないので、快く引き受ける。三浦さんが私を探していた用件はわかったし、もうここにいる必要もないので、彼を促して外に出ようとした。ところが三浦さんは、急にぐるりと室内を見回して笑顔になった。

「なんだか今日はこの部屋、ピカピカしていますね」

「あ……さっき、花瓶や窓をひと通り磨いたんです」

「へぇ。それはお疲れさまです。こんなに綺麗になって、副社長も喜んだでしょう」

　そう言いながら、三浦さんは部屋の隅に飾ってある大きな花瓶に歩み寄った。しばらく無言でそれを眺めていたかと思うと、突然振り返る。

「どうですか、副社長秘書の仕事は。柊弥くんとはうまくいっています？」

（え？　い、いきなり何？）

　いつも簡かん潔けつ明めい瞭りょうな三浦さんらしくない、含みのある質問だ。それに、『仕事はどうですか？』だけだったら『楽しいです』と即答できるけど、最後につけ加えられた問いかけには微妙に答えづらい。

（柊弥とうまくいっているか、って……。今日のことなんて知るはずないのに、タイミングがぴったりというか……）

　困惑していたので、私は中途半端な返事しかできなかった。

「ええ、たぶん」

「たぶん、ですか？」

「副社長には、直接そんなこと聞いたりもしませんから」

　そう言ってごまかそうとすると、三浦さんは大げさなほど目を丸くする。

「柊弥くんのほうは聞かなくても明らかですよ！　彼は相当あなたを買っている。そうでなきゃ、あなたが退職願を出していなくなったときに、わざわざ探しに出たりなんかしないでしょう」

「そ、そうでしょうか」

　その話を出されると、ますます居心地が悪い。私は気まずさをまぎらわすために、適当に思いついたままをぺらぺらと口にした。

「でも、お互い性格が違いますから食い違うことも多いですよ。副社長からすれば、私はちょっと口うるさすぎるみたいです」

「口うるさい？　そうなんですか？」

「ええ、まあ。整理整頓してくださいとか、しょっちゅう言っちゃってますから」

「ああ、なるほどね。確かにそういうところは、柊弥くん、だいぶマイペースだからなぁ。社長もそうなんです。なんだかんだで親子なんですよね」

　言いながら三浦さんは、その整理整頓の成果でも見ようと思ったのか、柊弥のデスクに近づいた。机周りをざっと眺めて、次にサイドボードに視線を移す。

「……ん？　これは――」

「え……？」

　思わずドキリとする。三浦さんが眉間を寄せて反応したのは、さっき私が触ろうとして柊弥に怒られた、あの雑誌だったからだ。

（三浦さんまで、どうしたの？）

　私の胸はにわかにざわつき始めた。たまたまかと思っていたのに、もしかしてあんなただのビジネス誌に、何かあるのだろうか。

「どうしたんですか？　その雑誌が、何か？」

　私は内心で渦巻く疑念を隠して、極力普通の声で問いかける。その声に、三浦さんはハッと顔を上げた。

「ああ、いや。……この雑誌、柊弥くんが買ってきたんですか？」

（やっぱり、あの雑誌なんだ……）

　ひそかな確信を得ながら、呟くような声で答えた。

「いいえ、私が買ってきたものです。雑誌はいろいろ読まれるので、それも毎号購読していて……」

「ふむ……そうか」

　自分だけで納得したような声を出して、三浦さんは雑誌を手に取りパラパラとめくりだす。私に説明してくれるような気配はない。

　しばらくためらってから、私は意を決して、もう一度三浦さんに声をかけた。

「あの……本当に、その雑誌に何かあるなら教えてください」

「え？　どうしてです？」

　驚いた表情でこちらを見る三浦さん。こうなったら話すしかない。私は言葉を選びつつ、事情を説明した。

「私がその雑誌に触ろうとしたら副社長に止められてしまったんです。それにその後、少しいつもと様子が違ったような気がして……」

　それを聞くと三浦さんは顎に手をやり、また「ふむ」と声を出す。

「落ち込んでいるような感じでした？」

「落ち込んでいる……かどうかはわかりませんけど……。でも、元気がないようには思えました」

　いつだって生気溢れる顔で仕事している柊弥らしくなかったことは、間違いない。三浦さんは「そうですか」と呟いて、雑誌を元の位置に戻した。そして、まっすぐ私に向き直って言う。

「きっと、少しだけ過去を思い出していたんじゃないかと思いますよ。その内容は、僕からは話せませんが……」

「過去を思い出して……？」

　心臓が、トクンと音を立てる。まさか三浦さんの口からそんな言葉が出てくるとは思っていなかった驚きと、〝過去〟という言葉の意味するもの。そして、『話せない』と言われた切なさ……全部がごちゃ混ぜになって、胸の中を渦巻いた。

（その雑誌を見て思い出した過去？　なんなの、それ？　その過去は、どうして私には触れさせたくないの……？）

　疑問ばかりがマーブル模様を作って、私の呼吸を詰まらせる。胸が締めつけられるように苦しかった。

「……気になりますか？」

　静かな声にハッと顔を上げると、三浦さんが穏やかな表情で私を見ていた。

「あ……ええと……」

〝秘書〟の私が、取り乱すほど気にするのはおかしい。でもきっと、今さら取り繕ってもどうしようもないくらい、私の顔は歪んでいるだろう。それくらい、今の私は揺れている。〝柊弥の過去〟という、その言葉に。

　結局何も言えないでいたら、三浦さんは「そんな顔しないでください」と苦笑した。そして私のそばに歩み寄ると、肩にポンと手を置いて言う。

「気になるなら、直接柊弥くんに聞いてみればいい。あなたが聞けば彼も答えるんじゃないかと、僕は思いますよ」

「そんな……」

　私が聞けば……なんて、その推測はどこから来るのだろう。私には、とてもそんなふうには思えない。三浦さんは知らないが、私が柊弥の過去を気にしているのは前からで……それを知ったうえで、彼は何も話してはくれないのだ。

　柊弥には何か、私に言えない秘密がある。そう考えると、視界がぼやけるような感覚に襲われた。湧き上がってきた涙を、私は懸命に押しとどめる。私の異変を知ってか知らずか、三浦さんはもう一度私の肩をポンポンと叩くと、優しい声でこう言った。

「香川さんが柊弥くんの過去を気にするのは、どうしてですか？」

「え……？」

〝柊弥の過去が気になるのは、どうしてか？〟

　そんなこと、今答えられるわけがない。秘書としての建前で話せることは何も……。そう思っていたら、まるで心の内を読んだかのような的確さで、次の言葉が紡がれる。

「ああ、これは副社長秘書としてじゃなく、香川さん個人として答えてくれていいですよ」

「えぇっ!?」

　もはや私は狼狽した声をあげるばかりだ。もしかしたら三浦さんは、私達のことを感づいているのだろうか。でも、いずれにせよ正直に答えることはできない。私達の関係は、薄々感づかれていたとしても秘密なのだから。

　不自然なのはわかっていても黙り込むしかない私に、三浦さんはなぜかにこりと微笑んでみせる。

「ごめんなさい。野暮な質問でしたね。やっぱり答えてくれなくていいです」

「え？　――あ、はい……」

　なんだかよくわからないものの、とりあえずほっとした。そんな私に、三浦さんは落ち着いた声で言葉を続ける。

「過去を知りたいのは、つまり柊弥くんのことを知りたいからですよね。でも……もしよかったら、考えてみてもらえますか？　柊弥くんのことを知りたいのは、誰のためなのか」

「誰のため？」

　私は三浦さんの言っていることがピンとこなくて、おうむ返しに尋ねた。三浦さんは神妙な顔で、こくりと頷く。

「はい。誰のために、なんのために知りたいのか。その答えをちゃんと見つけたうえで柊弥くんに過去を尋ねるなら、彼はきっと、答えてくれます」

〝誰のために。なんのために――〟

　……そんなこと、考えたこともなかった。と言うより、知りたいことに〝誰のため〟なんて、あるのだろうか。……わからない。

　急な問いかけに苦慮するも、答えらしきものはまったく浮かんでこなかった。

「……すみません。私、あまりよくわからないかも……」

　そもそも三浦さんとこんな会話をしていること自体、驚きのほうが大きくて、頭がうまく回らない。弱りきっている私を、三浦さんは気を悪くすることもなく、優しいまなざしで見ていた。

「大丈夫ですよ。決して難しいことをお願いしたつもりはないので、一度ゆっくり考えてみてください」

「は、はい」

　そう返事すると、三浦さんは頷く代わりに軽く瞬きをして、ちらりとドアを窺う。

「それでは、そろそろ戻りましょうか」

「そうですね……」

　三浦さんと一緒に副社長室を出てからも、私は胸の内の動揺が拭い去れない。三浦さんの言葉と、柊弥の少し曇った顔が、頭の中をぐるぐると回っているような気がしていた……。

　三浦さんと話をした日から一週間が過ぎても、私はすっきりしない日々を過ごしていた。季節は四月中旬、春の盛りだというのに、私の心には梅雨の長雨が降り続けているかのよう。あの雑誌のこと、柊弥の過去のこと。そして三浦さんの言っていたことを考えてばかりいる。柊弥のことも気になるけれど、それを思うと三浦さんの言葉が胸に引っかかって、柊弥に尋ねるのをためらわせた。

　私が柊弥のことを知りたいのは、誰のためなのか？　なんのためなのか？

（そんなの、説明するのは難しいよ……）

　知りたいのは、私。なぜなら気になるから。私と知り合う前の柊弥にあったことも、それを隠している理由も、気になってしようがない。

（でも、〝なんのためか〟なんて……よくわからない。好きな人のことを知りたいと思うのは、当然なんじゃないの？）

　結局何度考えても、私の中で三浦さんに胸を張れるような答えは見つからなくて。だから柊弥にも何も言えずに、もやもやしたものを抱えながら毎日を送っている。

「はぁ……」

　知らず知らずのうちにため息をつきながら、私は手にした郵便物のチェックを始めた。秘書室に届いた副社長宛の郵便物は全部最初に私が開封して、必要なものだけを柊弥に渡すようにしている。慣れた手つきで順番に開封して、目を通して必要か不必要かの仕分けをしていった。その途中で、ふと手を止める。

「これは確認が必要ね……」

　一通の招待状。差出人は前からつき合いのある出版社で、一部上場記念のイベントがあるらしく、柊弥をその来らい賓ひんとして招待したいという主旨だった。柊弥からそんな予定があるとは知らされていないので、アポなしで送られてきたに違いない。

　私はすべての郵便物の仕分けを済ませ、渡すものと、伺いを立てる数件のものを持って副社長室を訪ねた。まずあの招待状の内容を報告すると、柊弥は考えるように唇に指を当てる。

「一部上場記念？　アポなしだし別に断ってもいいだろうけど……まあ、何かこっちにメリットになることがあるかどうかだな。内容と日時は？」

「詳しい内容は書かれていませんが、特別ゲストでさくらテレビの会長とプレシャスネットの社長が招待されていて、スピーチがあるそうです。日程は……来週の金曜の十九時ですね」

　日程を口にしていて気づいた。この時間は確かもう、接待が入っている。される側ではなく、こちらが接待するほうだ。

（どのみち行けないじゃないの。私ったら、うっかりしてた……）

　最初に日時を見ればよかった。私はすぐに招待状から顔を上げ、柊弥に謝った。

「すみません、スケジュール的に無理でしたね。先方には辞退の返事を――」

『出しておきます』と言って、さっさと次の郵便の確認に移ろうとした。それを、柊弥が遮る。

「いや、行く」

「えっ？」

　私はきょとんとして柊弥を見つめた。

「ですが、この時間はもう予定が……」

「わかってるよ。トリス化粧品の接待だろ。悪いけどそれは日程を変更してくれ」

「え……変更、ですか？」

　私は驚きで言葉を忘れた。こちらが接待する立場とはいえ、先方にきちんと詫びれば日程の変更はできるだろう。でも、そんなことまでしてこのイベントに参加する必要があるのだろうか。接待とイベントの来賓、どちらがビジネス上大切かなんて、考えるまでもないのに。

　要領よく仕事をこなす柊弥が下す判断としては、それはあまりに意外で、私は戸惑いを感じずにはいられない。

「本当によろしいんですか？」

　控えめにもう一度尋ねる。柊弥は、迷うことなく首を縦に振った。

「ああ。招待状にも出席で返事しておいてくれ」

「……わかりました」

　ここまではっきり答えられたら、それ以上言うことは何もない。私は素直に返事をしながら、内心では妙な胸騒ぎがして落ち着かなかった。




　――そして、翌週の金曜日。

　私と柊弥は、正装に着替えてイベントの会場となるホテルのセレモニーホールを訪れていた。立食パーティー形式の会場は三百人を超えそうな出席者で埋め尽くされていて、ものすごく賑やかだ。同業者や取引先などの顔見知りが多かったため、柊弥は知り合いの輪を見つけては挨拶したり、また逆に声をかけられたりして、思った以上に忙しかった。

（本当に、知り合いの多い人だなぁ）

　遠巻きに柊弥を見つめながら、つくづく思う。ずっと彼の後ろについているのも変なので、ホール内では私も適当に過ごしていいと言われていた。だから私自身はいたって暇なもので、壁の花のようにひとりでボーッとしているだけだった。

　そのうちようやく司会者がステージ脇に登場して、イベントの進行を始める。会長の挨拶に続き、関係者、そして特別ゲストのスピーチ。しばらく聞くともなしに聞いていて、ふと視線を柊弥がいたあたりに戻すと……。

「あれ……？」

　私は思わず背伸びをした。ついさっきまで、会場の中央付近で知り合いと談笑していたはず。その人達は同じ場所に立ったままなのに、柊弥だけがいなくなっている。

　別の知人を見つけて移動したのかと思い、きょろきょろと周囲を見回した。でも、いない。少し動いて会場全体を見て回ったが、どこにも柊弥の姿は見当たらなかった。

「どうして……」

　帰るときにまた合流できれば問題ない。今から数時間後の話だ。だから、必ずしも今すぐ柊弥を見つける必要はない。でも私はいてもたってもいられなくなって、柊弥と話していた人達のほうに歩きだした。声をかけて自分の立場を名乗り、柊弥がどこに行ったかを尋ねる。

「高城さんなら、少し野暮用だと言って会場を出られましたよ」

　答えてくれた声に、私はお礼も忘れてその場で立ち尽くしてしまった。

　いてもたってもいられなかった理由。柊弥がこのイベントに行くと言ったときと、ついさっき感じた胸騒ぎが重なり、一気に加速する。

（どこに行ったの、柊弥……!?）

　私は弾かれたようにホールを飛び出した。




　手洗いや受付、喫煙スペースなどを回る。しかし柊弥はどこにもいない。私は探す範囲を広げ、会場を離れてホテルのロビーまで行ってみた。

　そして、見つけた。ロビーラウンジの片隅で、誰かと立ち話をしている柊弥を。

「柊――」

　状況も忘れて、名前を呼んで駆け寄ろうとする。でも、数歩踏みだしたところで私の足は止まった。……見えたのだ。観葉植物に隠れて最初は見えていなかった、柊弥と一緒にいる相手が。

　柊弥はその人とふたりでいるようだった。向かい合って話をしている……その距離は、ビジネスの距離ではない。もっと近い、少し手を伸ばせば触れそうなほどの距離で、柊弥はその人――私の知らない綺麗な女の人を見つめて、真剣な顔で話していた。

（誰、その人……？）

　なんだか気が遠くなりそうだった。視界に黒いもやがかかって、めまいに似た感覚が襲う。それなのに、今見た光景だけは、もうしっかり脳裏に焼きついて離れない。

　ずっと心のどこかで、言葉にしようのない胸騒ぎと不安を感じていた。それが今、現実となっている。

（私に黙っていなくなることも、こっそり誰かと会うなんてことも。今までそんなこと、一度だってなかったのに……）

「なんで、柊弥……？　その人は、誰なの？」

　届かない問いかけを、声に出して呟いた。でもそれ以上はふたりの姿を見ていることに耐えられなくて、私は逃げるようにその場を走り去った。

　会場に戻り再びパーティーの喧騒にまぎれても、なかなか鼓動がおさまらず、足がカクカクと震える。イベントの終わり間際になって、柊弥はやっと会場に戻ってきた。また壁際でひとりポツンと待っていた私は、こちらに駆け寄ってくる柊弥を、感情を殺して見つめる。

「よぉ。なんだよ、暗い顔して。疲れたのか？」

　笑いながら明るい声で言う柊弥に、私は思わず顔をそむけてしまった。

「いえ。少し、会場の空気に酔っただけです」

　冷たい態度と、強張った秘書モードの敬語。自分でもちょっと不自然かなと思う。案の定、柊弥も怪訝な表情になった。

「酔ったって、大丈夫なのか？　気分が悪いんだったら――」

　そう言って柊弥が私の額に伸ばした手を、私は反射的に払った。驚いた色を浮かべる柊弥に向かって、どうにか取り繕う言葉を絞り出す。

「こんな大勢の人の前で、触ったりしないほうがいいですよ。社外でまで変な噂が立ったらどうなさるんですか」

　そう言って、私は先に歩きだした。……柊弥の視線から逃れるように。

「もうイベントも終わりですし、お帰りになりますよね？　タクシー乗り場が混まないうちに行きましょう」

　柊弥のほうを見もしないで、ツカツカと出入口の扉に向かって進んでいく。背中から私を追う足音と声が飛んできた。

「待てよ、梓。どうしたんだよ？　お前、なんかおかし――」

「金曜だから道も混むはずです。さあ、副社長も早く」

　柊弥の言葉を遮って、〝有能な秘書〟の口調で言い放つ。そのままロビーを突っ切ってエントランスのタクシー乗り場に着くと、ようやく後ろを振り返った。柊弥は相変わらず訝しげな顔をしていたが、ホテルマンがドアをキープしてくれているのもあって、黙ってタクシーに乗り込んだ。

　柊弥が乗ったのを確認してから私も助手席に乗り込み、行き先を告げる。柊弥の自宅マンションだ。柊弥は当然、私も泊まると思っているだろう。でも、私は……。

「……さっきしばらく、姿が見えなかったけど。どこか、行ってた……？」

　前を見たまま、声が上擦りそうになるのを懸命に抑えて、私はそう切りだした。

　後部シートの柊弥の顔は見えないけれど、「え？」と言いつつ小さく息を呑んだのが気配でわかる。

　一瞬の間。そしてその後、柊弥の口から出た言葉は――。

「あぁ、知り合いにつき合って喫煙スペースに行ったよ。たぶんそのときじゃないか」

「……そう」

　――嘘、だ。

（喫煙スペースなら、私も探しに行ったよ。でも柊弥はいなかった。いたのは……）

「……ごめん」

　微かにかすれた声が、喉の奥から漏れる。

『本当は見てたから、知ってるんだよ。ねぇ、どうして隠すの？』

　声にはできない問いを、胸の内で投げかけた。

「ごめん。やっぱりちょっと、体調おかしいみたい。今日は、帰るね……」

　じっとフロントガラスの向こうの夜景に目をこらして、私は込み上げてくる涙をこらえるのに必死だった。










明かされた真実




　私はいつからこんなに涙もろくなったのだろう。ふと、そんなことを考える。

　柊弥とつき合うようになってから、私はしょっちゅう泣きそうになっている気がする。前は、泣くことなんて皆無と言っていいくらいだったのに。

（なんだかこれじゃ私、弱くなっているみたいじゃないの）

　泣かないことが強いことだとは思っていない。それでも、些細な衝動で泣きそうにばかりなっている自分は、まるで私ではないもうひとりの誰かのようだ。

　もしかしたら、欲張りになっているのかもしれない。

　望むことを忘れていた私が、柊弥と出会って、またそれを思い出した。一度思い出してしまえば、渇いた私の身体には足りないものばかりで……。どれだけ求めても足りなくて、私は贅ぜい沢たくになってしまっているのかもしれない。

　柊弥は優しい。私のことを大好きだと言ってくれている。パーティーを抜け出してちょっと人と会っていたくらい、なんだというのか。たまたま個人的な知り合いに会って、立ち話をして、私に言うほどのことでもないから言わなかった。それだけのことかもしれない。

　私はきっと、どうかしている。今まで人を好きになったことがないから比べようがないけれど、他人が見たら恐らくそう思うだろう。冷静ぶってそんなことを考えてみても、その一方で、心には大きな空洞が開いていた。いったい何が手に入ればそれを埋められるのか、自分でもわからない。

（はぁ……。もう、考えるのはやめよう）

　私はプルプルと頭を振って、渦巻く考えを追いはらおうとした。今日は日曜日。昨日から家でひとり悶々としながら過ごしているが、いつまでもこんなことをしていたらどんどん暗くなってしまうだけだ。

「出かけようかな……」

　別に行きたいところなどないが、家にこもっているよりはマシかもしれない。私はだらだらと身支度をして部屋を出た。

　とりあえず最も寄より駅えきから電車に乗って、暇を潰せそうな駅で降りる。駅を出て、直結している地下街を適当に歩いた。服屋、本屋、ＣＤショップ……とくに何を見るでもなくハシゴして、次に並ぶ家電ショップに近づいたとき――。

「え……!?」

　私は心臓が止まりそうなほど驚いて、その場で凍りついた。家電ショップの店先には、ディスプレイ用にテレビが何台も置かれ、同じ映像が流れている。その映像の中に、見覚えのある顔があった。インタビューでも受けているのだろうか。向けられたマイクに向かって笑顔で話している、その顔は――。

（あの人……このあいだ柊弥と一緒にいた……!?）

　見間違いではない。見たのは一瞬とはいえ、脳裏に焼きついて離れない顔だ。それは間違いなく、パーティーの夜ロビーで柊弥と一緒にいた、あの女性だった。

（なんで、テレビになんて映ってるの？）

　私は駆け寄って、かぶりつくように画面を見つめる。どのテレビも音声は消してあって、話している内容はわからないから、画面に出てくるテロップを真剣に読んだ。名前は〝田山美み香か子こ〟さんといって、何かのイベントでインタビューされているのだということはわかった。

（……田山？　どこかで聞いたような……）

　必死に考えを巡らす私の目に、次に飛び込んできた画像は……。

『赤坂さくらテレビ前 赤坂さくら広場より　ＬＩＶＥ』

「え……ＬＩＶＥって……これ、生中継……!?」

（彼女が今、赤坂にいる。そういうこと!?）

　一瞬のうちにいろいろなことを考え、迷った。でも次の瞬間、私は駅に戻る道を走りだしていた。

「赤坂なら、三十分あれば……！」

　こんなことに意味があるのかわからない。正しいのか間違っているのかもわからない。それにもちろん、行ったところで会えるかどうかもわからない。ただもう、内から込み上げる衝動が抑えられない。それだけだった。

　どうなってもいい。傷ついたっていい。ただ、知りたい。柊弥が話してくれないなら、彼女からでも何か聞きたい。

　ひたすらに走った。自分がこれから向かう先はどこなのかわからない。絶望なのか、希望なのか。それでも、少しでも真実に近づきたくて、私は電車に飛び乗った――。




　赤坂で電車を降りるなり再び走りだして、さっき見たさくら広場を目指す。たどり着いた広場には特設ステージらしきものができていて、まだ何かイベントが行われていた。入場制限もなく、近くに行けばステージが見られるようだ。私は人だかりをかき分けて進んだ。しかしある程度近づくと、報道陣のエリアがあって、それ以上前には出られなくなる。

（これ以上は無理か……）

　でも、ステージの様子はだいぶわかるようになった。私は爪先立ちになって視界を確保し、ステージに目をこらした。あの女の人の姿を探して。

（いた――！）

　もうインタビューは終わったようだ。彼女はステージの右端、司会者のそばに立って、ステージ中央を眺めている。彼女の視線を追うように、中央にいる人達を見た。ふたりの男の人の前に背の高い台があって、何かの電子機器が置かれている。

（タブレット？　いや、電子書籍リーダーかな）

　とにかく、そんな外見のタブレット型の機器だ。商品と男の人達を交互に眺めているうち、ハッと気づいた。片方の男性に、見覚えがある。そして今さらながら、ステージ後方にかかっている看板の大きな文字を目で追った。

『株式会社プレシャスネット 新世代機種対応ソフト発売記念イベント』

「プレシャスネット……！」

　その社名を見て、ようやく思い出した。あの男性は、このあいだのイベントで特別ゲストとしてスピーチをしていた、プレシャスネットの社長さんだ。名前は確か――そう、田山誠二。

「え……た、田山……？」

　ドクンと胸が弾む。さっきテレビで見た彼女の名前は、田山美香子さんだったはず。

（同じ苗字ということは、親族？　でも、こんなイベントにまで参加するっていったら……）

〝奥さんかもしれない〟

　よぎった思いを、振りはらいたかった。柊弥がこっそり会っていた相手が人妻だったというだけでも、今の私にはどんどん嫌な想像が膨らんでしまうから。突飛な発想かもしれないと思いつつも、可能性があると思えば、不安が心を支配していく。

　でもなんとかその不安を拭おうと、私は懸命に考えを巡らせた。

（そうだ、兄妹かもしれない。だから彼女も会社の役員だったりするのかも）

　結婚しているかどうかもわからないのに、奥さんだと決めつけることもない。自分自身にそう言い聞かせる。

　プレシャスネットの名前はよく聞くとはいえ、社長個人のこととなると私はほとんど知らない。有名企業の社長といっても、そうそうメディアに顔を出しているわけではない。頻繁に顔を出すとすればせいぜい専門誌や、専門の情報番組とかで……。

「あ……!!」

　思考の途中で私は固まった。もうひとつ、思い出したのだ。いろいろなことが立て続けに起こったものだから、つい今まで忘れていた。

（そうだよ、田山誠二。あの雑誌にも、表紙に名前が書いてあったじゃない。インタビュー記事が載ってるって）

　柊弥が記事を見て様子のおかしくなった、あのビジネス誌。彼が見ていたのは、田山誠二の記事だったのだ。

『きっと少しだけ、過去を思い出していたんでしょう』

　三浦さんの声が頭によみがえった。

（田山誠二さんと田山美香子さん。ふたりと柊弥は、どんな関係なの？　三人の過去に、どんなことがあったって言うの？）

　人混みの中、喧騒がふっと耳から遠のく。コマ送りの映像を見ているような錯覚を覚えながら、ステージ上のふたりを見ていた。

「それでは、本日は誠にありがとうございました！　プレシャスネット代表取締役社長、田山誠二さんでした！」

　マイクを通した司会者の声と、大きな拍手。――イベントが終わった。

　はけていった田山誠二さんがステージ脇で美香子さんと合流して、ステージを下りる階段に向かおうとしている。階段の先はロープで通路が作られていて、ステージの裏に回るようだった。そこから関係者控え室につながっているのだろう。

（今なら、声がかけられるかもしれない！）

　通路の近くに寄って、呼びかければ。私は瞬時に決断した。集まっていた観衆も徐々にステージを離れているから、さっきほど移動に苦労はしない。すでにステージを下りたふたりに、なんとか仕切りのロープのそばで追いつく。

「田山さんっ！」

　人目もはばからず大声で呼びかけると、ふたりが同時に振り返った。当たり前だ。ふたりとも〝田山さん〟なのだから。

「あ……」

（どうしよう。声をかけたはいいけど、ここからなんて説明したらいいの？）

　この状況で、どうやって美香子さんと話ができるようにすればいいのだろう。イベント後に直接声をかけてきた私を、ふたりは驚きの表情で見ている。それと同時に、不審者だと思われたのか、スタッフらしい人が私のほうに歩み寄ってきた。実際、今の私は不審者以外の何者でもない。

（ダメだ、このままじゃ、スタッフに連れていかれちゃう……！）

　焦って言葉に詰まっていたときだった。

「君はもしかして、先日高城くんと一緒にいた……？」

　そう言ったのは、田山誠二さんのほうだ。

（え……どうして知ってるの……!?）

　わからないけど、話をする願ってもないチャンスだ。私は上擦る声で、叫ぶように答えた。

「そっ、そうです！　私、彼の秘書で――」

「秘書……」

　呟くように反すうしたのは美香子さんだった。そして彼女は、まっすぐに私を見て尋ねてくる。

「私達に、何かご用？」

　細いのに凛とした声を出す、綺麗な人だと思った。この状況でそんなことを考えている暇はないのに、彼女の目を見たらそう思えたのだ。

「はい、あの……。私、美香子さんにお伺いしたいことが……」

　メチャクチャな要望だというのは百も承知している。断られて当然。そう思いながら放った言葉だったけれど――。

「そう……。わかりました」

　しばらくの黙考の後、彼女は静かな声でそう答えた。

「え？　あの、いいん……ですか？」

「おい、美香子？」

　驚いているのは私だけではなく、誠二さんもだ。美香子さんは、隣で困惑している誠二さんに「大丈夫」というような説明をすると、再び私に向き直った。

「リズタワーの一階にハーバーという名前の喫茶店があるから、そこで待っていてくださる？」

　それだけを告げ、誠二さんを促して通路の奥――ステージの裏側に、歩いていってしまった。

（嘘……。本当に、会ってくれるの？）

　自分で頼んでおいて矛盾しているが、こんなにうまくいっていいのだろうか。すんなりとは信じがたい展開だ。それでも私は言われた通り、指定の場所に向かった。

　リズタワーというのは、この広場に隣接する大きなショッピングビルだ。すぐにビルに移動して、その店を見つけて中に入る。

　通された席で身を強張らせて待っていると、三十分ほどして美香子さんが現れた。

「ごめんなさい。お待たせして」

（本当に来てくれた……）

　さっきと同じ服装のままの美香子さんは、品のある所しょ作さで私の向かいの席に座る。

「い、いえっ。私のほうこそ、急にこんなことをしてしまって……」

　本当に、普通ならありえないシチュエーションだ。今さらながら、自分の無茶で大胆な行動に恥じ入ってしまう。でも、もう今さらあとにはひけない。ここまで来たら、きちんと当初の目的を果たそうと思った。

「私は高城柊弥の秘書をしております、香川 梓といいます」

　まず自分の名前を名乗った。すると美香子さんはほんの少しだけ微笑みを浮かべ、軽く頷く。

「梓さん……とおっしゃるのね。はじめまして。田山美香子です」

　口調といい物腰といい、とても上品で、しとやかな人だ。丁寧に挨拶されて、逆にたじろぎそうになる。

「突然お呼び立てしてすみません。実はその……、高城とあなたのことで、お伺いしたいことがあって」

　これ以上は失礼のないようにと思いつつも、回りくどい前置きをしている余裕は持てそうにない。私はすぐに本題を切りだした。

「このあいだ、グリーンヒルホテルのロビーで高城と会っていましたよね？　セレモニーホールでイベントがあったときです。こんなことをお聞きするのはとても失礼だとわかっているんですが……その……あなたと高城は、どういった関係なんでしょうか？」

　美香子さんはどんな反応をするのだろう。秘書だからあの場面を目撃する可能性があるのはおかしくないにしても、なぜこんな聞き方をされるのか――普通ならそう思うはず。不快をあらわに何か言われるだろうか。

　そうなったとしても仕方がない。それでも私は、真実が知りたいのだから。

　覚悟を決めてじっと美香子さんを見つめる私に、彼女が返してきたのは、先ほどよりも明らかに優しい、微笑みだった。

「そんなに緊張しなくても大丈夫よ。そう、あれを見ていたのね。でも柊弥は教えてくれなくて、それで気になって私に聞きに来た。……そういうことかしら？」

　美香子さんの声は表情と同じく穏やかで、不審がる様子や怒っている感じはまったくない。私は意表を突かれながらもすぐに答えた。

「そ、そう……です」

　こくりと頷くと、美香子さんも頷き返し、改めて正面から私を見る。そしてはっきりした声で、こう言った。

「私と柊弥は、昔の恋人同士。正確に言うと、婚約者よ」

「婚……!?」

　頭を殴られたような衝撃が走る。ふたりの距離や雰囲気から、ただの知り合いではないだろうとは思っていた。でも、まさか婚約者だなんて……。それに昔のと言うなら、どうして今、こっそり会っていたりするのだろう。

　動揺と混乱、それに何よりもショックで、ひと言も次の言葉が紡ぎだせない。そんな私をいたわるように、美香子さんは控えめな声で尋ねてきた。

「失礼だけれど、私……というより柊弥の昔のことは、何か聞いていらっしゃるの？」

「えっ……」

〝昔のこと〟――そんなものは、何ひとつ知らない。私は俯いて首を横に振った。

「何も。彼は全然、そういう話はしようとしなくて……」

　それを聞いた美香子さんは、哀れむようなため息を落とす。

「そう。あなたに心配をかけたくなかったのかもしれないわね」

「心配？　私は……話してくれないことのほうが不安です。私は、知りたいと思っているのに……っ」

　昔のことも、今の本心も。全部知りたいのに、何もわからない。

　思わず感情が溢れそうになって震える声を、私は必死で抑えた。美香子さんは私をなだめるように、ひと言ひと言ゆっくりと話す。

「そうね。同じ女として、その気持ちはわかるわ。あなたが本当に知りたいと言うなら、別に私は話してもかまわない」

　同じ女として、という言葉を聞いてハッとした。美香子さんは、私が柊弥に対して抱いている感情……恋をしているということに、気づいているのだ。そして、受け入れてくれている。どうしてかはわからないが、それなら、私ももう立場を取り繕う必要はない。

「教えてください。お願いします！」

　食い入るように美香子さんを見つめて請こうと、彼女の表情が少しだけ厳しくなった。そして美香子さんは、強い光をたたえた瞳で私を見据える。

「いいわ。ただ、ひとつだけ約束してほしいの。私から真実を聞いたとしても、最後には必ず、柊弥自身と向き合うって。柊弥が話さなかった……いえ、話せなかったのは、あなたを大切に思っていないからじゃない。大切に思うからこそ、だと思うのよ」

「大切に……思うからこそ……？」

　美香子さんの言葉をそのまま繰り返してみても、正直なところその意味はあまりピンとこなかった。美香子さんは私のそんな心情もお見通しという顔で薄く微笑む。

「今はわからなくていいわ。でも、とにかく真実を聞いても、柊弥から逃げない。それだけ、約束してほしいの」

〝逃げない〟。その言葉に私の身体がピクリと反応した。美香子さんの声が、私の中に残るあの声とぴったり重なる。

『逃げるなよ、梓』

　私達が本当に結ばれたあの日、柊弥が言ってくれた言葉。その響きは今も、少しも曇ることなく私の胸の中に残っている。

〝逃げない〟――それは、柊弥があの日私に示してくれた、一筋の道だ。

「わかりました。約束します」

　私は美香子さんから目線をそらすことなく、静かに言いきった。美香子さんは満足そうに頷いてくれる。

「ありがとう。それなら話すわ。私と柊弥がつき合っていた頃。三年前に、アメリカであった出来事を……」

　遠い目をして当時を思い出すかのような美香子さんを、私は息を呑んで静かに見守った――。










『愛してる』の意味を




「私と柊弥が出会ったのは、今から五年前。留学先のアメリカでのことだったわ」

　そう言って美香子さんが話し始めたのは、まだ柊弥が今の私と同い年くらいのときのことだった。当時、柊弥は会社経営に加わるためのビジネス留学、美香子さんは語学留学でアメリカの同じ街にいて、向こうで知り合ったらしい。ふたりはお互いに好意を持って、すぐにつき合いだした。

　ふたりの想いはどちらも真剣で、日本に帰っても絶対にずっと一緒にいようと――いつか日本で結婚しようと約束して、それぞれの親にも、そう話していたらしい。

「でも本当は、私の両親はそれに快く賛成してくれていなかったの。私の家は、自分で言うのもなんだけれど、それなりの資産家で……私は昔から親の勧める進学校に通って、留学も親の命令で行っていたようなものだった」

　美香子さんの両親は、自分達が顔や素性も知らない相手と娘が勝手に結婚を決めるのを、よく思わなかったらしい。それに柊弥はゆくゆくは自分のお母さんの会社を継ぐのだから、そうすると必然的に、美香子さんの将来も決まることになる。

「三年前。私の親はとうとう、考えを改めさせるために私に日本に帰るよう言ってきたの。親の費用でアメリカに行っていたから、私は逆らいようがなかった。そして日本に戻った私に、両親はお見合いの話を持ってきた――」

「お見合い……」

　もしかしたら、という思いがよぎる。美香子さんは私の考えに気づいたようで、ゆっくりと頷きながら言った。

「そう。そのお見合い相手が、田山誠二。今の、私の夫よ」

　私は声も出せず、グッと息を呑み込んだ。鉛を飲んだような苦しさが胸を満たす。

（やっぱり美香子さんと誠二さんは夫婦だったんだ。美香子さんは柊弥を諦めて、親の言いなりになったということ？　でもそれじゃあ、柊弥は？）

　美香子さんと結婚するつもりだった柊弥が、そんなに簡単に彼女を手放すとは思えない。それなのに……。

「そんなに、親御さんの命令には逆らえなかったんですか」

　苦しさをこらえ、絞り出すように問いかける。

　いくら親の言いなりに歩んできた人生だからって、結婚相手まで親にゆだねるなんて。少しだけ責めるような色を含んだ私の声に、美香子さんはなんともいえない複雑な表情を浮かべた。そしてしばらくの沈黙の後、ゆっくりと首を横に振る。

「いいえ、違うわ。最終的には、私が決めたの。だから柊弥も、何も言わずに私のそばから離れていったのよ」

「えっ……」

（美香子さんが決めた？　柊弥とじゃなくて、誠二さんと結婚することを？）

「ど、どうしてですか？　だって今……！」

　真剣に柊弥と結婚を考えていた。そう言ったばかりなのに。

　柊弥の気持ちを思うとたまらなくなって、思わず声が大きくなった。椅子から腰を浮かしてしまっていたことに気づいて、あわてて「すみません」と謝る。美香子さんは「いいのよ」と言って苦笑し、大きくひとつ息を吸った。

「そう――いけないのは全部私なの。私が、弱かった」

「弱かったって……？」

　具体的な説明を求める私に、美香子さんは視線をはずして言葉を続けた。

「本気で柊弥と一緒になりたいと思っていたわ。アメリカにいたときは。だけど、いざ日本に帰ってきて、柊弥と会えなくなって。ひとりになると、だんだん怖くなってきたの」

「怖く……？」

「ええ。柊弥は必ず迎えに行くと言ってくれたけど、その言葉に保証があるわけじゃない。親の命令に逆らえず、すごすご帰ってしまった私への気持ちなんて、そのうち冷めてしまうんじゃないかって」

　そう言うと、美香子さんはその整った顔にわずかに自じ虐ぎゃく的てきな笑みを浮かべる。

「自じ己こ嫌けん悪お、疑ぎ心しん暗あん鬼き、不安……。そんな感情にさいなまれているときに、流されるまま受けたお見合いで田山と出会った。ＩＴ業界の革命児と言われている田山だけれど、素顔はとても素朴で、優しくて……私が柊弥との過去を打ち明けても、『自分は気にしない、それでもいい』と言ってくれたの」

　そこで小さく息を吐いてから、彼女は続けた。

「いつの間にか私は、田山の存在に安らぎを感じるようになっていた。遠距離で不安なばかりの恋に身を焦がすより、身近に、すべてを知ったうえで私を受け止めると言ってくれる人がいる。その安らぎに、私は負けたのよ」

「そんな……」

　徐々にのみ込めてきた話の内容に、私は顔が歪んでいくのが自分でわかった。

（それじゃ……それじゃつまり、美香子さんは柊弥を……）

「――私は、田山との婚約を受け入れた。そして柊弥に別れの連絡をした。柊弥は驚いたり怒ったり、相当取り乱して……自分がアメリカにいるのが理由なら、留学を中断して帰国すると言いだしたの」

（そうだよね。私が柊弥でも、そう言うだろうな……）

「けれど私は柊弥にそんなことはしてほしくなかったし、決断した以上もう柊弥とは会わないほうがいいと思った。でも柊弥も言いだしたら聞かないから、正直困ったわ。そうしたらそんな状況を知った私の父親が……」

　その次の言葉に、私の頭は一瞬真っ白になった。

「一千万円の手切れ金を、用意したの」

　彼女は、そう言ったのだ。

　私は愕然として、瞬きを忘れる。絵空事か、そうでなければ耳慣れない異国の言葉でも聞いているような感覚だった。それほどまでに彼女の告げた事実は、理解できてもするりと受け入れられるものではなかった。完全に言葉を失っている私に、美香子さんは告白を続ける。

「父が直接柊弥に話をしたけれど、彼は受け取りを拒否した。私は考えたわ。そして、思い出したの。一度柊弥が足を怪我して、しばらく歩くのも大変だったときがあってね……」

　私は取り乱しそうになるのを必死でこらえ、滔とう々とうと話し続ける美香子さんの声を懸命に耳で追い続けた。

「そのときは、私がずっと身の回りの世話をしていて……銀行の手続きも手伝ったから、彼の口座番号を聞いていたの。だから――だから私が柊弥の口座番号を父に教えて、一方的に送金をしてもらったのよ」

「なっ……!?」

　今度こそ、私は完全に立ち上がっていた。信じられないと耳を疑うのと同時に、ようやく私の中でパズルのピースがぴたりと当てはまる。

　柊弥の不自然な羽振りのよさ。『無駄金だから使ってしまいたい』という言葉。あれは、その手切れ金の一千万を受け取ったからではないのか。

「ひどい……！　ひどいです、そんなの！」

　いつの間にか、目から熱いものが流れていた。そのときの柊弥の気持ちを思うと、胸が破れてしまいそうだった。口座番号は美香子さんしか知らなかった。その口座に入金があったということはすなわち、美香子さんが完全に柊弥との別れを受け入れたということに他ならない。

「送金を最後に、柊弥から連絡が来ることはなかったわ。そしてその半年後、私は田山と結婚した――」

「どうして、そんな……っ」

　もはや止めようのない涙が、ぽろぽろと頬を伝ってテーブルに落ちる。ぼやける視界で、私は美香子さんを睨みつけた。私の非常識な呼び出しにも応じてくれて、優しそうないい人だと思っていたのに。彼女の口から語られた事実はあまりにも残酷で、悲しくてしようがなかった。

「あなたは柊弥を裏切ったんですね!?　どうして……どうしてそんなことを……っ」

　お金で自分との数年を、約束を、想いを忘れてくれと言われた柊弥は、どれだけ傷ついただろう。

「最低です、そんなのっ……」

　なじる私の言葉を、美香子さんは黙って聞いていた。今はまっすぐに私を見て、私の言葉も全部受け入れている。そんな表情だった。

「そうね。最低だと思うわ。だけどそれでも、そのときの私には、それが最善の選択だった。私には、柊弥を幸せにできない。私とじゃ柊弥は幸せになれない。だから、きっぱり終わりにするべきだと思ったのよ」

「そんなのは言い訳ですっ。終わりにするためなら、愛していた相手を傷つけてもいいんですかっ!?」

「もちろん傷つけたくなんかなかったわ！　でも柊弥が留学を諦めて日本に戻ってきてしまうことを止めるには、それしかなくて。それに、今は無理でもいつか……いつかきっとわかってもらえるだろうって、そう思ったのよ！」

　にわかに大きくなった美香子さんの声に、私はハッと息を呑む。

「あ……ごめんなさい、取り乱して」

　美香子さんは恥じ入った様子でそう呟いて、言葉を続けた。

「こんな弱い私よりも柊弥を幸せにできる人が、きっといつか現れる。言い訳に聞こえるかもしれないけれど、日本でひとりになってからの自分を思うと、本当にそう思えたの。だから今は傷つけても、最終的にはそれが柊弥のためになると……」

　異国の地での愛を貫き通すことができなかった。それは、自分の弱さ。でも別れを選んだのは嫌いになったからじゃない。好きだったからこそ。愛していたからこそ選んだ別れだと――彼女は、そう言うのだろうか。

「……私にはわかりません、そんな話……！」

（美香子さんはそれでいいかもしれない。だけど、柊弥はどうなるの？）

　柊弥が自分の世界をつまらないと言っていた理由が、ようやくわかった。大金を受け取ったところで彼はちっとも喜んでなどいないし、失ったものを補えてもいない。『こんな無駄金』と言っていたときのつらそうな表情が、今、私の胸を痛いほど締めつけている。

　私はもう二の句も継げずに、大粒の涙をこぼし続けるだけだった。そんな私の手に、ふいにあたたかいものが触れる。美香子さんが私の手を取って、ハンカチを握らせようとしていた。

（この人は決して悪い人じゃない。いい人だわ。それはわかってる……）

　けれど今はむしろ、その優しさが胸に痛くて、私は手を振りはらおうとする。でも、次に美香子さんが言った言葉に、その手を止めた。

「優しいのね、あなたは。だから……あなたのおかげで、やっと柊弥にもこの想いが伝わったのよ」

「え……？」

　とっさに意味が理解できず、私は泣きはらした顔のまま美香子さんを見た。そんな私に、美香子さんは切なさと優しさの入り混じった笑みを浮かべて話す。

「このあいだ私達が会っていたのは、柊弥のほうから私に話があると言ってきたからなの。最初から、私があの場にいることをわかっていて、イベントに参加したようだったわ」

「そう……ですか……」

　それはもう薄々気づいていた。今思えば、柊弥が参加を決めたのは、プレシャスネット社長のスピーチがあることを私が言ったあとだったから。

　黙って見つめる私の視線をまっすぐ受け止めて、美香子さんは続けた。

「柊弥は、この三年間すごく苦しんだと言っていた。自分の夢も見失いそうなくらい悩んで、すべてがどうでもよくなったって。けれど……もう、全部を水に流そう。最後には、そう言ってくれたのよ」

「全部……？　柊弥が本当にそんなことを？」

　そんなに簡単に水に流せるものなのだろうか。すんなりとは信じられない。でも美香子さんは、しっかりと頷く。

「今はもう、私への未練も恨みも一切ないと、そう言ってくれた。だから私も初めて、あのときの自分の想いを全部話したの」

　私は呆然として、彼女の言葉を聞いていた。驚きと信じられない思い、柊弥の気持ちがもう美香子さんにはないのだとわかった安堵……そんな感情が入り乱れる。美香子さんの声は、そんな私の心に染み込むように入ってきた。

「柊弥は、今ならその気持ちがわかると言ってくれた。そして言っていたわ。自分がこんなふうに思えるようになったのは、それに気づかせてくれる人がいたからだって。かけがえのない、大切な人に出会えたからだって」

「え――？」

　トクンと胸が鳴り、火がともったように熱くなる。美香子さんはまっすぐに私を見て言った。

「あなたのことでしょう？　梓さん」

「あ……」

　……言葉が出ない。なんと言えばいいのかわからなかった。

　美香子さんは穏やかなまなざしで、嬉しそうに私を見ている。彼女は最初からすべてわかっていたのだということに、ようやく気づいた。だからこんな急な呼び出しにも応じて、きちんと向き合ってくれたのだ。

「自分を本当に幸せにしてくれる人に、ちゃんと彼は出会えたのね。あなたが柊弥に〝愛する〟気持ちを取り戻させてくれたから、私の想いも、ようやく彼に通じた……」

「そ……んな……」

　再び溢れる涙を、私は抑えることができなかった。

　嬉しい気持ち。後悔。情けなさ。そして、柊弥への想い。うまく言葉にできないすべての感情が、熱い滴しずくとなって頬から流れ落ちる。

「柊弥なりのけじめだったんでしょうね。本当に過去のことはもう忘れて、今大切な人を守っていきたいと思っている……そう言っていたから」

（柊弥……!!）

　私は何をしていたのだろう。柊弥はつらい記憶を抱えながらも、私を想って過去と決別する決意をしてくれていたのに。私は少しでも、柊弥を信じていただろうか？

（ちっとも信じられてなかった。ただ、私の知らない過去が、私に隠されている何かがあるのが、不安で仕方なくて……）

　やみくもにその不安に駆られて、知りたくてどうしようもなくて。私はひとりで勝手に焦っていただけだ。

「私、バカだ……っ！」

　こんなのは優しさと言えない。柊弥を想っているからでもない。私の中にあったのは、単なるエゴだ。

（全部知りたいなんて、何を思い上がってたの、梓？　そんなふうに思う前に、どうしてもっと柊弥を信じてあげられなかった？）

『愛してる』と何度も囁き合った相手を。彼を信じて待てば、ただそれだけでよかったのに――。

「ごめ……なさいっ……」

　柊弥に。そして美香子さんに。もはや嗚咽混じりにしかならないけれど、自然とその言葉が口をついて出た。美香子さんは、今度こそ私にちゃんとハンカチを握らせてくれる。

「謝ることはないわ。人を愛するのって、単純なようでとても難しい。あなたを責める資格は、誰にもない」

「美香子さん……」

　彼女になかば強引に手を取られて、私は促されるまま涙を拭った。ほんの少しだけ明確さを取り戻した視界の中で、美香子さんは穏やかに微笑んでいた。

「それに柊弥、言っていたわ。自分が今好きな人は、すごく不器用なんだって。けれどそれは彼女が今まで人に自分をさらけ出せず、孤独に生きてきたからで……純粋さと優しさの裏返しなんだって」

　美香子さんの口から語られる柊弥の言葉が、私の中に染み入ってくる。

『俺はそんなあいつだから、愛しくて仕方ないんだ。愛しすぎて……過去を話すことであいつが動揺して、俺のそばを離れていくんじゃないかと思うと、どうしてもこのことを話せなかった。でも、もうそれも終わりだ。俺は、過去の傷を乗り越える。俺のためにも、あいつのためにも』

　柊弥の迷いのない表情が、私にも見えたような気がした。彼の決意と覚悟の大きさ、私に向けてくれている愛情を、改めて痛感する。私はこんなにも愛されているのに、本当に何をしていたのだろう。

　もう私は、いてもたってもいられなかった。柊弥に会いたい。今すぐ。会って、謝りたい。抱き締めたい。

　そして――。

「ごめんなさい、私っ」

　顔を上げた私を、美香子さんは包み込むような優しい笑みで見ていた。『わかっている』と言ってくれているようだ。そして、「最後にこれだけは」と言って言葉を紡ぐ。

「愛の形って本当に人それぞれだけど、私は今、幸せよ。だからあなたも幸せになって。――あの日、柊弥にもこう言ったの。あなたにも同じことを言うわ」

　それは、深い慈愛に満ちた言葉だった。不器用な私は、それに返す言葉を持ち合わせていない。私にできるのは、ただ無言で頷くことだけ。それでも気持ちは伝わったのか、美香子さんはふわりと笑い返してくれる。私は支払いを置いて立ち上がり、彼女に一礼した。

　今日は一日中走っているけれど、内から溢れる想いが、まだまだ身体を突き動かしている。美香子さんを残して店を飛び出すと、私は一目散に走りだした。

　――私の、世界で一番、大切な人に向かって。










動きだした時間　～柊弥ｓｉｄｅ～




「どうしたの柊弥？　なんだか元気がないわね？」

　母親の気遣うような声に、俺はハッと我に返って顔を上げた。

　イベントに出席した夜以来会っていない梓のことを考えて、ぼんやりしてしまっていた。こんなところで悩んでいても、仕方がないのに。

　休日の今日は、とくに呼ばれたわけでもないが実家に顔を出した。中学校生活を始めたばかりの、郁実の様子が見たかったからだ。三時のティータイムを一緒にとり、そのままリビングでゆっくりと過ごしている。そろそろ母さんは夕食の準備を始める頃だろう。

　郁実からはクラスに慣れて友人もでき、入ると決めていた美術部に入って順調に学校生活を送っているという話を聞けた。それでほっとして、二杯目のお茶を淹れてもらっている間に郁実がゲームで遊びだして、ひとりになったら、つい自分の考えに入り込んでしまっていた。

　トレイを持って怪訝な顔をしている母さんに、俺はあわてて笑みを向ける。恋人の様子がおかしくて悩んでいるとは、さすがに言えない。

「別に、ちょっとボーッとしてただけだよ。なんでもない」

　母さんは「そう？」といまいち納得していないような返事をしつつも、テーブルにカップを並べ始めた。郁実にはホットミルクのカップを用意して声をかけるが、返ってきたのは「いらなーい」という元気な声。テレビゲームがいいところらしい。

「まったく……遊んでばっかりなんだから」

「いいんじゃないの。やっと受験が終わったんだ、少しくらいのんびりさせてやれよ。どうせそのうちまた、定期テストだなんだって嫌でも勉強漬けになるんだから」

　俺も笑いながら、新しいカップに口をつける。

　父さんは仕事で不在だが、リビングには穏やかな一家団らんの空気が流れていた。しばらく会話はなく、ゲームの効果音と、時折郁実があげる「行けっ」とか「うわ！」という声だけが響く。だがやがて、母さんがその沈黙を破った。

「……なんでもないなんて嘘でしょう？　どうしたの？　何か、悩み事？」

「え……」

　まったく、大ざっぱで天然なくせに、こういうことにだけは妙に鋭いからまいる。それが親というものなのかもしれないが。

「……たいしたことじゃないよ」

　俺は素直に打ち明ける気にはならず、曖昧な返事をした。母さんは少しだけ寂しそうな顔をするが、しつこく聞いてくることはない。

「いつだって頼っていいのよ。あなたは私の息子なんだから」

「わかってるよ」

「柊弥には昔苦労かけた分、今できることは、なんだってしてあげたいと思ってるのよ。だから……」

　彼女はたまにこういう言い方をする。いまだに、昔貧乏暮らしをさせたことと数年間俺を施設に入れざるをえなかったことに、罪の意識を持っているようだ。

「もういいって、それは」

　過去にも何度か話した記憶はあるが、改めてきっぱりと言った。

「俺はあんなの、少しも苦労なんて思ってない。また一緒に暮らすために、お互いが頑張った。それだけのことだろ？」

　そりゃあ腹一杯メシが食えるほうがいいし、離れていた期間は不安で、寂しくもあった。だがそれでも、俺には信じるものがあったから。信じて待つことが今の役目だと思っていたから、自分が不幸だと思ったことは一度もなかった。

　それに梓と出会って、前よりその思いは強くなっている。何も信じるものがなかった梓に比べれば、俺は超がつくくらいに恵まれていたのだと、ますます実感した。

「どんなときも助け合うのが家族だ。俺達はやるべきことをやっただけなんだから、いい加減そんなの気にするのはやめろよ」

「柊弥……」

　母さんはしんみりした顔で俺を見ていたが、すぐにパッと花の咲いたように笑った。湿っぽくなっても仕方ないと思ったのだろう。

「そうね。ごめんね、柊弥。お母さんったらどうしても心配性が抜けなくて」

「まったくだよ……」

　彼女に合わせて笑いながら、本心では申し訳ない思いもよぎる。

（心配の原因は、俺にもあるからな……）

　副社長に就任する前。アメリカで俺は一度自分を見失って、もう会社経営も母さんを助けることも、どうでもよくなった時期があった。何もする気が起こらなくて、ただおざなりにその場にとどまり、だらだらと毎日を送る。スクールに行くのは、気が向いたときだけ。週の半分は悪友とつるみ、真っ昼間から酒をあおるか、遊んで過ごす……そんな生活を続けていた。

　美香子の親から送金された金には、手をつける気にならなかった。使ったら負けだと思っていたのかもしれない。だから遊びに使ったのは、全部自分の貯金と母さんが援助してくれた金だ。

　そんな生活を一年も続けると進級も危うくなり、さすがにいつまでもこのままではいけないと、スクールには真面目に通うようになった。そこから少しずつ冷静さを取り戻していったが……それまでは本当にすさんだ日々を送っていた。母さんは俺が金を食い潰していることにも文句ひとつ言わず、黙って見守ってくれていたが、きっと相当心配をかけただろう。

（これからは、俺が恩返しをしていかなきゃな）

　そもそも、その恩返しの思いが、俺が母さんの跡を継ごうと決めている理由でもあるのだが。改めてそんなことを考えていると……。

「そういえば、秘書の香川さん。彼女は本当にいい人ね」

　いきなりの発言に、俺は飲んでいたお茶を吹きそうになる。俺が梓のことを考えていたとわかって言っているのだろうか。まさかとは思うが、あまりにタイミングが合いすぎだ。

「なんだよ、いきなり？」

　極力平静を装って、そう聞き返してみる。

「このあいだ三浦から聞いたの。彼女、すごく思いやりがあって、あなたのことをいろいろと心配してくれてるんですって」

「なんだよ、いろいろって」

（三浦さん……いったいいつ、梓とそんな話をしたんだ？）

　梓からは何も聞いていない。内心ざわついている俺の気を知ってか知らずか、母さんはのんびりした声で答える。

「詳しいことは聞いていないわ。でも、三浦に言わせれば、香川さんは柊弥にとって最高のパートナーだろうって」

「は……」

（あの野郎……またいらぬおせっかいを!!）

　三浦さんの食えない笑顔が頭をちらついた。彼は昔から頼れる兄貴分だが――兄貴気取りの余計な世話を、時々焼いてくれる。

（まったく。もうガキじゃないんだから、自分のことくらい自分でケリつけられるってのに……！）

　気をきかせて、母さんにアピールしたつもりだろうか。そもそも、本当に梓とどんな話をしたのだろう。そこはかとなく不安を感じている俺の目を覗き込むようにして、母さんが尋ねてきた。

「ねぇ柊弥。前にも聞いたけど、やっぱりあなたと香川さんって……」

「――わかってるって」

　今日何度目かになるその言葉で、俺は彼女を制す。いつかのその問いに答えるためにも、俺は動きだしたのだ。動きだしたら動きだしたで、金曜の梓は様子がおかしくて、どうにも気にかかって仕方ないが……だからといって、俺の進む道に変わりがあるわけじゃない。

　俺の進む先は――手に入れたいものは、ひとつだけだ。

「そのうち話す。本当に、ちゃんと」

　そう遠くない未来、俺は答えを見つけているつもりだから。

「だから――」

『だからもうしばらく待っていてくれ』そう言おうとしたとき。

　ピンポーンというインターホンの音が、リビングに響き渡った。

「あれ？　お客さん？」

　テレビの画面から目線をはずして、郁実がきょとんとする。心当たりがないのか、母さんも不思議そうな顔をしながら席を立った。そしてモニターに映る映像を見て、驚きの声をあげる。

「まあ、香川さん!?」

「えっ!?」

　さらに大声をあげたのはこっちだった。

（梓？　なんでここに？）

　俺もガタッと椅子から立ち上がり、インターホンを覗き込んだ。モニターに映るのは、確かに梓だ。誰かと一緒でもなく、ひとりでそこに立っている。

（俺の家ならともかく、なんで〝社長宅〟に来るんだ？）

　実際俺はここにいたが、そんなことは知らなかったはずだ。母さんも、心当たりはあるかと尋ねる目線で俺を見るが、答えようもない。

「とにかく、通してやってくれ」

　俺は驚きを隠した声で言って、モニターの中の梓をじっと見つめた――。










光溢れる世界




　電話に応答がなかったから、直接柊弥のマンションに向かった。しかし留守で、インターホンにも応答なし。休日に時々実家に顔を出すのは知っていたから、ホームパーティーのときの記憶を頼りに、タクシーで移動した。途中からスマホは握り締めるだけで、もう一度電話しようという発想は消えてしまっている。会いたい――ただそれだけで頭がいっぱいで、必死だったからかもしれない。

　やがて、見覚えのある立派な家に着いた。インターホンを押すと、まず聞こえてきたのは、驚いた様子の社長の声。「突然お邪魔してすみません」と謝った直後、私はやっと待ち望んでいた声を聞くことができた。低くてよく通る――間違いなく、柊弥の声だった。

（やっぱり、ここにいたんだ……！）

　安堵と高揚という相反する感情を同時に抱きながら、私は開いた門を抜けて中に入る。中庭を歩いて進み玄関のドアの前に立つと、そのドアが内側からガチャッと開いた。ノブに手をかけて、そこに立っていたのは――。

「柊弥っ!!」

　私が今、世界中で一番、会いたかった人。

「梓――って、おい……っ？」

　柊弥の声は、頭の上のほうから少しくぐもって聞こえてきた。顔は見えない。なぜなら私は柊弥の顔を見るなり、思い切りその胸に飛び込んでしまったから。背中に腕を回して、厚い胸板に頬を押しつけるようにして。ありったけの想いを込めて、柊弥を抱き締める。

「ちょっ……こら、何してるんだよ!?」

　珍しく露骨にあわてる柊弥の声。理由はわかっている。奥には社長を始め、彼の家族がいるのだ。

（みんなにはこれまで私のことをただの秘書で通してきたのに、いきなりこんなところで抱きついたら、それはまずいよね。わかってる。でも――）

「もうダメ。柊弥」

（私、我慢の限界なんだよ）

「え？　なんだって？」

　胸に顔をうずめて囁くように言った声は届かなかったらしく、柊弥は背中を丸めるようにして耳を近づけた。だから私は少しだけ顔を上げて、今にも触れそうな距離に柊弥の吐息を感じながら、もう一度言った。

「柊弥が好き。大好きで、すごく会いたくて――ずっとずっと走ってきたんだよ」

　溢れそうな想いを抱えて。今にも叫びだしたくなるほどの〝好き〟を、必死に抑えて。だからもう、我慢できない。

「バレちゃうけど、ごめん。でも私、誰にでも胸を張って言える。柊弥が大好きだって。誰よりも何よりも、柊弥が大切だって」

　この世界に、柊弥ほど愛しいと思えるものは存在しない。暗かった私の世界が輝きだしたのは――それはこの世界に、柊弥がいたからだ。

「愛してる、柊弥」

　私は間近で柊弥の瞳を見つめた。そして、驚きをあらわにするその唇に、深く、自分の唇を重ねた。唇から伝わる柊弥の鼓動が、私のそれと重なって溶け合う。トクン、トクン。少し速いあたたかな音が、私の身体に安らぎを満たしていく。

「私がバカだった。柊弥を信じて待てなくて、ごめんなさい」

　何度謝っても足りない。キスの合間に、心からの謝罪を込めて囁いた。

　降りてくる沈黙。柊弥はもう、キスも抱ほう擁ようも拒もうとはしていない。私達はいつも以上に熱く、お互いを求め続けた。

　やがて、どれくらい時間が経ったのかもわからない頃、柊弥はそっと唇を離す。

「……バカヤロ。意味わかんないっての」

　私をきつく抱き締めながら、そう言った。

「……ごめん。ここ最近のこと全部、謝りたかったの。柊弥が何も話してくれなくて、隠し事をしてるみたいだって、私ずっと疑ってた。信じなきゃいけなかったのに……ただ私は、自分の弱さを柊弥にぶつけてた」

『知りたいと思うのは、誰のためなのか？』

　三浦さんの言葉の意味が、今ならわかる。本当に心からその人を愛するなら、相手を知りたい思いも全部、〝好き〟という気持ちの中から生まれる、相手への思いやりの心であるべきなんだ。でもあのときの私は、そんなこと気づいてもいなかった。

　あのときの私の感情は、ただのワガママ。柊弥の見えない過去に不安を感じていたのは私が弱かったからで、ただ焦っていただけ。三浦さんはとっくにそのことに気づいていて、『それじゃダメだよ』と、教えようとしてくれていたのだ。

「本当に悪かったって思ってる。許して、柊弥。私……」

「ちょっと待て」

　私が柊弥の腕に手をかけて言おうとした再びの謝罪は、唇に当てられた長い指で遮られる。

「わかったよ。いや、まだいまいちよくわからないけど……。とりあえず、詳しいことはあとだ」

「えっ？　あと？」

「ああ。お前な、突っ走るのもいいけど、状況を見てみろって」

　そう言って、柊弥は左の親指でクイッと後方を指し示す。促されるまま、ちらりとそちらに視線をやった。玄関から続く廊下の奥、リビングへの入口。そこに、社長と郁実くんが立っている。社長は驚きで目を真ん丸にしながら、両手で郁実くんの目を塞ぎ、郁実くんは視界を奪われてジタバタしていた。

「あ……！」

「中学生に見せるには濃厚すぎだっての、バカ」

　あきれたような柊弥の声に、私は一気に顔が熱くなるのを感じる。

「ったく。人がずっと時期見計らって、ちゃんと説明しようとしてたのに……。一瞬でパーじゃないか」

「え？」

　最後の言葉の意味ははっきりとはわからなかったけど、とにかく社長にバレてしまったことを言っているのだろうとは察した。

「ご、ごめん……」

（ああ……、私、謝ってばっかりね）

　バレてもいいと思うほどに切羽詰まってはいたものの、ずっと見られていたとわかると今さらながら恥ずかしい。社長達のいるほうが正視できず、私は再び柊弥の胸に隠れるように顔をうずめた。柊弥はそんな私の髪をクシャッと大きな手で撫でて、頭だけで後ろを振り返る。

「驚かせて悪かったな。まあ、とにかく……なんだ。あとで絶対ちゃんと説明するから、今は何も聞かないでくれ」

　そう言うと突然強引に身体を離し、代わりにグイッと私の右手を取った。もう一方の手は玄関のドアへと伸びている。

「えっ……？」

　しっかりと手をつなぎ合った状態で、私は驚いて柊弥を見上げた。彼はまっすぐ私を見て、唇の端だけを上げて軽く笑う。

「行くぞ」

　その声と大好きなあの笑顔に、私の胸はこのうえなく高鳴った。

　自信に満ちた、強気な笑顔。ああ、私はやっぱり、こんな柊弥が大好きだ。最初に出会った夜から私を惹きつけてやまない笑顔が、それを痛感させる。

「行くって、どこへ？」

　私はドキドキ鳴る胸を押さえて尋ねた。柊弥は少し背中を丸めて身体をかがめ、私の耳に唇を寄せると……。

「どこでもいい。お前とふたりきりになって、お前を抱けるなら、俺にとってはどこだって最高の場所だよ」

　そう、私にしか聞こえない小さな声で言った。その囁きは、このうえなく甘く……そして、パッと身体を起こしてもう一度柊弥が見せた笑みは、今まで見た中で最高に清々しい笑顔だと、私は思った。

「柊弥――！」

（そうだね。私もそう思うよ）

「ほら、さっさと来い」

　クイッと引かれた手に導かれるまま、私も足を踏みだした。

「あっ、柊弥！　香川さん！」

　社長の声が背後から聞こえてきたけど、私も柊弥も振り返ることなく走った。

　つないだ手から伝わる温もり。人のあたたかさがこんなにも嬉しくて心強いものだと教えてくれたのは、やっぱり柊弥だった。

　行こう、どこまでも。ずっとずっとふたりで。

　力強く結んでくれる手をしっかりと握り返して、私は柊弥とふたり、眩しい世界に飛び出した――。




　柊弥の長い指が、何度も何度も、愛おしげに私の髪を撫でる。背中まで垂れた髪を上から下にたどったその手は、そのまま背中を伝い、そして両の脇腹をかすめるようになぞってから、震える胸の頂に触れた。

「あっ……んっ」

　狂おしい感覚に甘い声を漏らして、私は柊弥の瞳をまっすぐに見つめた。枕に後頭部をつけて仰向き、たくましい二本の腕で私を支える彼の、漆黒の瞳を。

「なんて目で見るんだよ」

　互いを満たす快楽に少しかすれた声になりながら、柊弥が言う。

「なんて、って……？」

「その目だよ。俺の全部が持っていかれそうになる。抑えがきかなくなるだろ」

「そんなこと言われても……わからな――ぁんっ」

　グッと突き上げられて走る疼きに、後半は声にならなかった。柊弥は私の背中を引き寄せて、唇に強引に口づける。柊弥に覆いかぶさるようになった体勢は、また新たな快感を連れてきて、私は彼の腕の中で大きくもだえた。

「柊……弥、やだ……」

「見なければいいかと思って。そんな顔するお前が悪い」

「も――何、言ってるのよ……！」

　キスと一緒に呼吸を奪われ、汗に濡れた肌をぴったりと合わせる。つながり合った部分から全身を満たす熱に、私は今にも溶けてしまいそうだ。

「俺をこんなふうに狂わせるのは、お前だけだよ、梓」

　快感の波にのまれそうになっている耳に、囁くように微かな声が届く。

「もっと……いつまででも、どれだけでも、お前が欲しい。このまま朝が来なければいいのにな」

「柊弥……」

　私も同じだよ、柊弥。いつまででもこうして、あなたとつながって甘い夜に溺れていたい。だって私はもう、涙が出そうなほどにあなたが愛しくて。溢れるこの想いをどうすればいいのか、わからないほどなんだから――。

「あっ……！　柊弥……やだ、そんなにしたら……っ」

　ずっとつながっていたい。それなのに腰を進められると、強すぎる刺激についこちらの腰が逃げてしまう。嫌なのではなく、今にも弾けてしまいそうな自分が怖くて。でも柊弥は許してくれず、両手を私の腰に移動させしっかり支えると、さらに深く奥へと突き上げた。

「はぁっ……んっ、あぁ……！」

　これ以上ないほどに私の中が柊弥で満たされ、身体の芯から激しい波が押し寄せる。何度目かもわからないその波にのまれたら、私は意識を失ってしまうかもしれない。不安と期待、それに何よりも強い快感が入り混じって、身体を駆け巡った。

「あ……っ、ふ、あぁ……っ」

「その声、聞いてるだけでぞくぞくするよ。ダメだな……やっぱり抑え、ききそうにない」

　肌がぶつかり合う音と濡れた音が、暗い室内に響く。耳の奥でも反響して、どんどん私の熱を高めていった。

「や……っ。あ、ぁんん……っ」

「梓……そうだ。もっと、俺だけに感じろ――」

「はっ……あ、あぁっ……」




　ふたりだけの空間で、私達は言葉も忘れたように何度もお互いを求め合った。どれだけ求めても足りない。身体の奥から溢れる愛しさは、涸れることのない泉のように、いつまでも静かに私の身体を満たす。この身体は、柊弥への愛でできている。そう言ってもいいほどだと思った。

「――愛してる。柊弥」

　もう何度目になるかもわからない、このフレーズ。今までにも何回も口にしてきた言葉だけど――今、私はようやくその言葉の本当の意味を理解し、囁いている。

　恋も愛も知らない私は、未熟で愚かだった。でも周りのたくさんの優しさが、私にそれを教えてくれたから。

　見守ってくれた三浦さんや社長に、『ありがとう』を。

　きっかけをくれた美香子さんにも、『ありがとう』を。

　そして他でもない、こんな私を愛し、支えたいと言ってくれる柊弥に、とびきりの『ありがとう』と『愛してる』を。

　それら全部の想いを込めて、私は柊弥に囁き続けたい。何度でも、何度でも。

「俺も愛してる、梓」

　答えてくれるその声が、私の心を震わせる。

「お前とじゃなきゃ、もう俺の世界は成り立たない。俺は過去にも恋愛を重ねてきて、そのどれもが真剣だった。そしてそういう積み重ねがあったから、お前に惹かれたんだと思ってる」

「柊弥……」

「だから自分の過去は否定しない。けど、俺が今好きなのはお前だ。今はお前を、死んでも離したくないと思ってる。俺にはお前が必要なんだよ。本気で言ってるの、わかるだろ？」

　本気だからこそ、不安にもなるし怖くもなる。愛の形は人それぞれで……同じ人間じゃない私達は、ときに見えないその形に、瞳を曇らせてしまうこともある。

「だからもう離れるな。迷っても何があっても、俺から逃げるんじゃないぞ」

「うん。わかってるよ」

〝逃げない〟。美香子さんとも約束した。柊弥にも、何度でも誓える。私はもう逃げない。不安から逃げていては、本当の愛は手に入らない。




　私はその後、柊弥に今までのことを全部話した。私がずっと柊弥の過去を知りたくて悩んでいたこと。イベントの日、美香子さんと会っているのを目撃していたこと。そして、ついさっき美香子さんに会って、柊弥との過去を教えてもらったこと。

「美香子に会ったのか!?」

　それを聞くと、さすがに柊弥は呆然として固まってしまった。

「うん。たまたまテレビで赤坂のキャンペーンイベントに出ているのを見て、いてもたってもいられなくて」

「だからってな……。そんなに、悩んでたのかよ」

「そ、そういうことになるかな……」

　気まずくて目を伏せていると、しばらくの沈黙のあと、まぶたに柊弥のキスが降ってくる。こっちを向け、という合図だ。そっと顔を上げると、柊弥は私の髪を優しく撫でて言った。

「そんな顔するな。別に怒ってるんじゃない。俺のほうこそ……悪かったな。お前がそこまで悩んでるなんて、気づいてなかった」

「いいの。柊弥は悪くないよ」

「隠し通そうとしてたわけじゃない。ただ、俺の中で整理がつくまでは、半端な状態で話もできなかった。それだけなんだ。でも……すまなかった。不安にさせて――」

　そうして柊弥は静かに話してくれた。美香子さんから聞いた部分も全部、もう一度柊弥の口から聞くことができた。

「美香子と別れてしばらくしてからも、俺はどうしようもなく空虚だった。ヤケにはなりきれなくて留学は続けてたけど、正直何が目標で何が生きがいだったのかも、わからなくなってて……」

　惰性で送る毎日。そんな中、お母さんから副社長が病気で退陣、新副社長に就任しないかと相談を受けて、柊弥は迷ったらしい。でも結局、周りの説得に押しきられて帰国した。

「引き受けてからも、こんな俺でいいのかとずっと思ってた。昔の女引きずって、無理やり渡された金を突き返す勇気もなくて。情けなさすぎだろ？」

　柊弥はそう自嘲気味に話す。私は、静かに首を横に振った。

「情けなくなんかない。お金を返せなかったのは、それが美香子さんの意思――彼女の選んだ道だって気づいたからでしょう？　だからこれ以上彼女を困らせないために、自分は黙って身をひいた……」

　一緒の道を歩むことはできなくて、別れることになった。それでも、ふたりとも最後まで、相手への優しさは忘れなかったのだ。

「それは情けないことじゃない。柊弥は優しいだけだよ、すごく」

　もう一度、まっすぐ彼を見つめて答える。柊弥は驚いたように目を見張り――そして次の瞬間、壊れそうなほど強く私を抱いて、口づけた。

「んっ……柊……っ」

「……ここから先は、もう話すまでもないだろ。そんなとき、金城さんに呼び出されて行った店で、俺はお前に出会った。お前にあの金を使うのならいいかもしれないと思った、それが最初だったけど――今じゃあの出会いを、何百回神様に感謝しても足りない」

「あっ……ん……！」

　私はもう言葉を紡ぐことができない。柊弥のキスは首筋からその先を伝い、おさまっていた身体の奥の熱い火を、再び燃え上がらせる。同時に肌を伝う指先が、もうどうしようもなく、私を甘く溶かしていく。

「愛してる、梓。心も身体も、全部俺だけのものだ」

　とろけるような痺れとともに耳に響く、低い囁き。私が意識を保っていたのはそこまでだった。

　その後はもう、世界は真っ白になって……。まるで雲の上をふわふわ漂っているような錯覚に陥りながら、私はこれ以上ないくらいの安堵と幸せを感じていた……。










最後の甘い罠




「おはようございます、副社長」

　五月。桜の季節も終わり、新緑が鮮やかに色をつけ始める季節。明るい日差しが注ぎ込む副社長室から、また私達の一日が始まる。

「おはよう。すっかり初夏だな」

「そうですね」

　柊弥と出会った頃は、まだ冷たい風の吹く真冬だった。それから約四ヵ月。時間にすればそれほど長くないかもしれないが、私達の間には、時間でははかれないたくさんの出来事があった。

　この四ヵ月で、私はそれまで知らなかったさまざまなことを知った。人と触れ合うことのあたたかさ。心を開いて人と接することで生まれるつながりと、喜び。しかしその根本にある一番大きなものは、人を〝愛する〟という気持ち。

　大好きな柊弥だけじゃない。他ならぬ自分のこともだ。柊弥は自分のどんな傷も過去も受け入れて、新しい一歩を踏みだそうとした。その姿が教えてくれたのだ。他人だけじゃない――自分自身も愛することが、新たな可能性を生み出すのだと。

　私は今、柊弥が好き。そしてそれと同じくらい、私自身と、私を取り巻くこの世界が大好き。だからだろうか。降り注ぐ光が、こんなにもキラキラと輝いて見えるのは。

「あ、そうだ梓。今日午後から、ちょっとお前に頼みたいことがある」

「はい、なんでしょうか？」

　オフィスでの私達は相変わらず。仕事中の私は決して秘書モードを崩さず、私達は今まで通り、敏腕副社長とその秘書だ。そう……ただひとつ、社長に私達の関係がバレてしまったこと以外は。目の前であんなラブシーンを演じておいて、今さら隠しようもない。社長と三浦さんには柊弥から話をしてくれた。私はその場にいなかったが、次に仕事で会ったとき、社長は妙にご機嫌だった。呼び出されて怒られてもおかしくないと思っていた私は、拍子抜けしたほどだ。

　しばらくしてから柊弥にそんな心配をしていたことを打ち明けたら、彼は大口を開けてハハハッと笑っていた。

『そんなわけないだろ。ずっと聞きたくてうずうずしてたことが聞けて、大喜びしてるくらいだよ』

　柊弥自身も話せてすっきりしたのか、そのときの彼はとても清々しい顔をしていた。

「これなんだけどな」

　――指示を待つ私に、柊弥はデスクから取り出した一枚の紙を手渡した。受け取ってみると、Ｂ５サイズのその紙には、会社の名前と簡単な地図が書いてある。

「マルオカ不動産？　副社長、これは……？」

「今後店舗を増やしていく場合の、めぼしい物件の資料を頼んであるんだよ。挨拶を兼ねて、直接取りに行ってほしいんだ」

「え……？」

　私は思わずまじまじと柊弥を見返してしまった。

（物件資料を……わざわざ取りに行くの？）

　そんなもの、普通ならメールか郵送で済むものだ。挨拶を兼ねてと言うが、秘書の私がひとりで取りに行くというのもおかしい気がする。

　私の疑問は当然顔にも出ていたのだろう。柊弥は尊大な態度で胸をそらせて言った。

「そんな顔するな。ちょっと恩のある人から紹介してもらった不動産屋なんだ。お前、午後の俺の商談中は、暇あるだろ？」

「暇って……」

　確かに柊弥は午後から来客を迎えて商談の予定で、その間私は秘書室で待機だ。でも、別に暇ということはない。するべき事務仕事は山のようにあるのに、今の言い方はちょっとカチンときてしまう。

「お言葉ですが、副社長が書類の確認や整理をしょっちゅうお忘れになるせいで、私はしなくてもいい雑務を――」

「あーもー、わかったわかった！　これからは確認も整理もちゃんとするからっ。だからとにかく、行ってくれ！　わかったな!?」

　柊弥は私の言葉を遮ってわめくようにそう言うと、机の上の荷物をまとめてさっさと部屋を出ていってしまう。今から専務とミーティングなのだ。

「何あれ……わけがわからないわ！」

　柊弥の足音が聞こえなくなってから、私は腹立ちまぎれに小さく叫んだ。

「もう……私だって執務に計画立ててるのに、予定狂うじゃない！」

（こうなったら、ことあるごとにさっきの〝確認・整理ちゃんとやります〟発言を持ちだして、いじめてやるんだから！）

　私はムシャクシャしながら、柊弥から受け取った紙をふたつに折りたたんだ。

　午後になると来客を迎え、商談用の部屋に案内する。柊弥がその客と商談を始めてから、出かける用意をした。

「しかもそこそこ遠いし……」

　地下鉄二線乗り継いでの移動。私は軽く憂鬱さを感じながら、秘書室をあとにした。




「ああ、柊弥くんの秘書さんね！　わざわざどうも！　はい、これ」

　たどり着いたマルオカ不動産の丸まる岡おかさんは人のよさそうなおじさんで、私が名乗るとすぐにＡ４の封筒に入った分厚い資料を渡してくれた。

「どうもありがとうございます。あの、御社には高城がいつもお世話に……」

　挨拶を兼ねてという話だったから丁寧に挨拶しようとしたのに、なんと丸岡さんはそれをほとんど聞かずに遮ってしまう。

「あー、いい、いい、そんな堅苦しいのは！　それよりね。次に行ってほしいところ、ここね」

「――は？」

　丸岡さんが続けて言った言葉とピッと差し出された紙に、私はあ然とした。

「……あの……すみません。今、なんとおっしゃいました？」

「えっ、柊弥くんから聞いてない？　今日、他にも使いに行ってほしいところがあるんだってよ！」

「ええ……っ」

（何それ、聞いてないわよ？　なんで私が知らなくて、この人が知ってるのよ!?）

　朝と同じく手渡された一枚の紙には、店の名前と大ざっぱな地図が書かれていた。

（インテリアショップ・ココ？　次は何よ？　新店舗用のインテリアカタログでももらえっていうの？）

「あの……どうして丸岡さんが、この地図を……？」

「ん？　なんかよくわからないけど、柊弥くんからメール来てさ！　秘書さんが来たら、印刷して渡してくれって」

「そ、そうですか……」

　私もさっぱりわけがわからないけれど、丸岡さんを問い詰めても仕方がない。

（柊弥は商談中だろうから、さすがに電話はできないし……）

　私は仕方なくマルオカ不動産を出て、指示されたインテリアショップへ向かった。電車で十分ほど移動して到着すると、渡されたのは案の定、カタログらしきものが入った紙袋だ。

「お疲れさまです。ちょっと重いんですけど、頑張って持っていってくださいね。それと……」

　その接続詞を聞いた途端、嫌な予感がした。ギクッとして顔を上げた私に差し出されたのは、やっぱり……。

「高城様からの伝言で、次はこちらへ向かっていただきたいそうです」

「そ、そうですか……」

　店員さんの爽やかな笑顔が無性に悔しい。

「なんだっていうのよ、いったい……」

　私は素直に紙を受け取って店を出た。次の行き先は、また数駅先。服飾関係のデザイナーのオフィスだった。そこでは受付で、ドレスでも入っているかのような大きな衣装バッグを渡された。そして、ここまで来ると予想通りの展開で、やっぱり渡される紙。私はまた次の場所に向かう。そこは老舗っぽい宝石店で、貴金属らしい箱を受け取った。

　最初は新店舗に関わる物なのかと思っていたが、最後のほうはもう用途もよくわからない。気づけば時間はすっかり夕方で、日が長くなったからまだ明るいものの、あと数分で勤務時間も終了だ。

「いい加減にして……！　いったいいつ終わるのよ、このお使いは……!?」

　叫びながら、次に指示された店に到着する。赤茶けたレンガ造りの外壁に、白い木枠の格子がオシャレな四角い窓。フランス片田舎の民家を思わせる、可愛らしい造りの小さなフレンチレストランだ。もうあまり考える余裕もなく、とりあえず店のドアを開けると……目の前に立っていたのは、制服のウエイトレスでも、コック服のシェフでもなかった。

　そこに、いたのは――。

「……柊弥っ!?」

「――よぉ。お疲れさん」

　グレーのスーツに、ネクタイを少し緩めて。この長旅を言いつけた本人が、笑顔で私を見下ろしている。

（な……ど、どういうこと……!?）

「なんでここに柊弥がいるのよ？　商談は!?」

　とっさに敬語も忘れて、私は柊弥にくってかかった。ところが荷物があまりに多かったせいでバランスを崩し、数歩よろめいて、そのまま倒れ込みそうになる。

「きゃっ……！」

「――っと！　危なっかしい奴だなホントに」

　柊弥が素早く動いて支えてくれたおかげで、なんとか倒れないで済んだものの……。

「危なっかしいって……柊弥がこんな大量の荷物を受け取らせたからでしょ!?　なんなのよ、これは！　何かの罰ゲームなの!?」

　私は両手いっぱいの荷物を突き出して、今度こそ噛みつきそうな勢いで柊弥にくってかかる。柊弥は大げさに背中をのけぞらせて避よけた。

「おいおい、声がでかいぜ。ちょっとは落ち着け、梓」

「これが落ち着いていられるわけないでしょ！　どういうことなのよ？　なんでここにいるの!?」

「俺だけじゃないぜ。――みんな、ここにいる」

「えっ……？」

　その言葉に、私はようやく周りを見回した。

　店内はパインのフローリングにミルクホワイトの壁、テーブルや椅子はカントリー調の木製で統一されていて、まるで隠れ家のような、アットホームな雰囲気。だけど、間違いなく、私にとっては初めて訪れた見知らぬ店だ。それなのに……その店内には、私の知らない顔はひとつもない。

（どうして、みんながいるの!?）

　そこにいたのは、社長と三浦さん。郁実くんに、おじさまもいる。それに、奥の厨房から覗いている、シェフらしきコック服の男性。あの人は――。

「えぇっ!?　さっき案内した、商談相手のお客様……!?」

　思わず声に出して叫ぶと、そのお客様――いやシェフらしき人は、「どうも」と笑顔で手を振った。

「は……」

（何、これ。もう、何がなんだかさっぱりわからない。いったい私は、柊弥のどんな罠にはまったっていうの？）

「とにかくこっちにおいでよ、お姉さん！」

　無邪気な笑顔で手招きする郁実くんの声に、周りの空気もわっと動きだした。

「そうだな。主役が入口で突っ立っていちゃ、いつまでも始まらん」

「ですね。ささ、柊弥くんも香川さんも、どうぞこちらへ」

　おじさまが、三浦さんが……口々に私達を呼ぶ。柊弥もその声に大きく頷いた。

「ほら、みんなが呼んでる。行こう、梓」

　そう言って差し出された、大きな掌。

「行こうって……だからいったい、これは何事……？」

（どうしてみんなが、こんなあたたかな笑顔で私を迎えてくれているの？）

「みんなお前を待ってたんだよ。今夜は記念のパーティーだから」

「パーティーって、な……」

『なんの？』と聞き終わる前に、柊弥の手が待ちきれないように私の腕を掴んだ。そのまま引っ張られて、私はみんなの待つフロアへと足を踏み入れる。オレンジ色の明るいライトがともるフロアの中央には、オークの大きな丸いテーブルがあり、人数分の六脚の椅子が並んでいる。それ以外にも四人掛けやふたり掛けの四角いテーブルがいくつかあるが、それらは全部空席だった。今日は、このメンバーでの貸し切りということだろうか。

「ほら、梓」

　輪になってテーブルを囲む席の中に、ふたつ並んであいている椅子。柊弥はその片方にまず私を座らせ、自分も隣に腰かけた。

「パーティーの始まりですね！」

　シェフのおじさんが高らかに声をあげて。

　――そうして、本当にパーティーが始まった。

　アコーディオンの柔らかい音色で奏でられる、異国の民謡のようなゆったりとした音楽が、小さく流れる店内。

　私と柊弥が席に着くと、すぐに料理とワイン、郁実くんにはオレンジジュースが運ばれてきた。料理はカジュアルフレンチのコース料理のようで、最初に運ばれてきたオードブルはホタテのマリネとサラダ仕立てのフルーツのコンポート。全員で乾杯していただくお料理は、あっさりした優しい味付けでとても美味しい。

　次にスープメニューのそら豆のポタージュスープが運ばれてきて、立ちのぼるあたたかな湯気につい心が緩むのを感じてしまう。でもやっぱり、みんながこぼれんばかりの笑顔で楽しそうに笑っている中で、私だけが状況をのみ込めていないようだ。

「……ねぇ。本当になんのお祝いなの？　私ひとり、さっぱり意味がわかっていないんだけど……」

　和やかな空気に毒気を抜かれ、だいぶトーンダウンしつつも、私は改めて隣の柊弥にこっそりと耳打ちで尋ねた。声は抑えたつもりだったのに、柊弥が答えるよりも先に、気づいた社長が会話に加わる。

「なぁに柊弥？　あなたまさか、当の香川さんにちゃんと説明していないの？」

「あ、いえ、その……」

　うっかり素で話しているところを聞かれてしまって焦る私をよそに、柊弥はニヤリと意味ありげな笑みを浮かべた。

「まあな。ちょっとしたサプライズってやつだよ。一生に一度のことなのに、普通にやってもつまらないだろ」

　その声に、三浦さんがピクッと頬を震わせる。

「え……。それって柊弥くん、まさか君……？」

　引きつり気味の真顔で尋ねる三浦さんにも、柊弥は頷いた。そしてくるっと私のほうを向くと尋ねてくる。

「このほうが、梓にもいい思い出になるんじゃないかと思ってさ。な、梓？　今日一日、ずいぶん頑張っただろ？」

「え？　頑張ったって……」

　さっきまでのお使いのことを言っているのだろうか？　それなら確かに、かなり頑張った。

「……ご命令でしたので運ばせていただきましたが、正直なところかなり重かったですね。あの荷物は、本当に仕事に関するものなんですか？　中身は何なんです？」

　一応秘書の体裁を保ってそう答えるが、今さら不満のニュアンスは隠さなかった。最後に指示された場所でこの展開になっているのだから、あれが柊弥のなんらかの仕込みだったことは明らかだ。そして、状況を把握していないのは私だけらしい。こうなったらもう、何を言われても驚かないと思っていたけれど――。

「お前の嫁入り道具一式だよ」

　その言葉を聞いた瞬間……私は持っていたスプーンを、本気で、落とした。

「うわっ！」

　スープ皿に落ちたスプーンが滴を跳ね上げ、手にかかったらしい柊弥があわてて立ち上がる。

「何やってるんだよお前はっ。ったく……おい、スープ、かからなかったか？」

「え？　あ、うん……」

　もしかしたらかかっていたかもしれないが、よくわからない。だって……だって私は今、それどころじゃなくて――！

「今なんて言った、柊弥？」

　柊弥は、私の袖についた滴をナプキンで拭っている。その手をガシッと掴んで、私は柊弥を見つめて聞いた。敬語は完全に頭から飛んでいるが、取り繕う余裕もない。元より、もう秘書の立場では話していられそうもなかった。

「ん？　それよりお前、これ、拭かないとシミに――」

「そんなのはどうでもいいから！　ねぇ、もう一回言って。さっき、なんて言ったの？」

　私の耳に聞こえたのが、聞き間違いでなければ。

　それは――その言葉の意味は――。

「……お前の嫁入り道具一式。そう、言ったんだよ」

　拭くのを諦めたのか、柊弥はナプキンを戻しながら横目で私を見て言った。口元には穏やかな笑みが浮かんでいる。

「あれ全部持って、俺のとこに来るんだ。――俺と結婚しろ、梓」

　私は、人形にでもなったかのように動きを止める。これは夢なのだろうか――思わずそんなことを考えずにはいられない。それくらい、自分の耳に入ってきた言葉が信じられなくて、嘘のようだった。

「泣くなよ、バカ」

　頬に触れた指の感覚で、私はようやく我に返り、同時に自分が泣いていることに気づいた。その涙を、柊弥は指先でキュッと拭う。

「嬉し涙だよな、もちろん？」

「もう……。バカはそっちよ……」

　本当に、どこまでも自信満々で偉そうで。それに、意地悪だ。一日中歩かせて、最後にはこんなに驚かせて。

（もし私が断ったら、どうするつもりだったのよ……）

　……いや、本当はわかっている。胸の内の呟きは、単なる悔しまぎれの強がりだ。

　悔しいけど、降参するしかない。さっきまでの怒りも、もう全部吹き飛んでしまった。今はただ嬉しくて、溢れる涙が止まらない。

「本当に……私で、後悔しない？」

　嗚咽混じりの震える声で、そっと柊弥に尋ねた。柊弥はあきれたような表情を浮かべて、迷うことなく即答する。

「するわけないだろ。今さらなことを聞くな」

　そう言うと、私の髪をクシャッと撫でた。そしておもむろにスーツの内ポケットに手をやり、中からビロードの黒い光沢が上品な、小さなケースを取り出す。

「それは……」

　驚きで目を見張る私の前で、柊弥はゆっくりとケースの蓋を開いた。中におさめられていたのは……ライトを浴びて光を放つ、綺麗なリング。恐らくプラチナのそのリングの中央には、両脇をメレダイヤで縁取られた中に、ひときわまばゆいブリリアントカットのダイヤモンドが輝いている。

「柊、弥……」

　名前を呼ぶ以外声も出ない私の左手を、柊弥の右手がすっと取り、軽く持ち上げた。そして私の目を見てふっと微笑んでから、薬指にそのリングをはめる。

「うん、ぴったりだな」

　その言葉通り、はめられたリングは私の左手の薬指にぴったりのサイズだった。

「これで正真正銘、俺だけのものだ」

　その瞬間、私は柊弥の胸に飛び込んでいた。しっかりと支えてくれる彼の腕の強さを感じて、嬉しさと幸せを噛み締める。

「まさかプロポーズからサプライズだったとは。本当によくやるよ、柊弥くんは」

　聞こえてきたのは三浦さんの声だ。続けて、社長のあきれ声も。

「まったくね。しかも何？　説明もしないでそれ全部、香川さんに運ばせたの？」

　社長が指差すのは、壁際の小テーブルに置いた〝嫁入り道具一式〟。

（そういえば……いろいろな店を回ったけど、中身はなんなんだろう？）

　そんなことを考えていたら、察したらしい柊弥が聞いてきた。

「見てみるか？」

「うん、見たい」

　私の声で全員が食事を中断して席を立ち、その中心で柊弥が荷物を解き始める。最初に行った二ヵ所でもらったのは、なんと新居用の物件資料とインテリアカタログだった。宝石店で受け取ったのはパールのアクセサリー。そしてデザインオフィスで受け取ったのは、純白のウェディングドレスで――。

「え……ド、ドレスって……」

　まさかウェディングドレスまで出てくると思わなかった私は、目を真ん丸に見開いてしまう。サテン生地のドレスはごくシンプルなマーメイドラインで、だからぎりぎり衣装バッグにおさまっていたようだ。でも私は、ドレスのための採寸などした記憶もない。そんな私の疑問に気づいて、柊弥がすぐに説明してくれた。

「お前の身体のサイズはだいたい頭に入ってるつもりなんだぜ。でもまあ、どのみちこれはベースになる部分だけだから」

「ベース？」

「ああ。オーダーメイドで、これからパーツを頼んで完成させるんだよ。サイズも調整できる。ふたりで、一緒に見に行こう」

　そう言って、柊弥は唇の端を上げて誇らしげに笑った。私は柊弥が用意してくれたたくさんの贈り物に囲まれて、思わずツンと鼻の奥が痛くなるのを、必死でこらえる。

「綺麗……。こんなの、夢みたい」

　やっぱりそんな言葉しか出てこない。結婚なんて、私には一生縁のないものだと思っていた。こんな眩しいくらい真っ白なドレスを目の前にしてため息をついている自分が、なんだか嘘のよう。

「夢じゃないよ。お前が夢の世界のものだと思ってたもの全部。これから俺達ふたりで、手に入れていくんだ」

「そっか……そうだよね」

　もう私は、昔の私ではないのだから。柊弥と生きる新しい世界でなら、きっと手に入れられないものはない。手の届かない夢などないのだ。

　肩を抱いてくれる柊弥の力強さに、私は改めて、願いも込めてそう思った。

「それに、すでに手に入ったものもある」

「え？　何？」

「ここにいるみんなだよ。俺達は――お前の、家族だ」

「あ――！」

　また、涙がこぼれそうになる。

「みんなが……私の、〝家族〟……！」

　そうだ。私は柊弥と家族になる。柊弥だけじゃなくて、柊弥の家族とも。それに家族同然の三浦さんとも。

　幼い頃に家族を失って、それ以来ずっとひとりだった。家族なんてもうどこにもいないと思っていた。血を分けた母親に捨てられた私には、どれだけ願っても、もう手に入れられないものなのだと。その過去に負った傷を癒すために、必死に自分でそう言い聞かせていたのかもしれない。

　でも、それは間違っていた。血のつながりが大切なんじゃない。本当に大切なのは心と心を結ぶ、絆。お互いを思い合う気持ちと、信じる気持ち。それがあれば、私はこれからまた、大好きな人達と新たな関係を築いていける。大切な――私が家族でいたいと思う人達は、ほら、もうこんなに近くにいる。

　私はもう、本当にひとりぼっちじゃないんだ――。

「な？　そうだろ？」

　私を包む優しい声に、黙って深く頷いた。大切な柊弥のいる世界。大切な家族のいる世界。今私を包む世界は、こんなにもあたたかくて……そして、愛しい。

「約束するよ、柊弥。私はずっと、柊弥と一緒に生きていく」

　ずっとずっと――いつまでも、ふたり一緒にいよう。

　柊弥と一緒なら、私はこれからもどんどん変わっていける気がする。

　とんでもない意地悪な罠にはまってしまったと思っていた。でも、それは誤解だった。柊弥が私にかけたのは……とびきり甘い、最高の罠。柊弥だけがかけられる、最高の魔法。

　そう。〝愛〟という名前の。

「愛してる、梓」

「私も。愛してるよ、柊弥」

　小声でそう囁き交わして。私達はみんなの目を盗んでこっそりと唇を重ね、微笑み合った。





ＥＮＤ












あとがき




　はじめまして、七なな瀬せみおです。

　このたびは数ある恋愛小説の中からこの作品をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　この作品は二〇一一年に同タイトルで単行本として刊行されたものを、一部加筆修正したものになります。もし両方お手に取ってくださっている方がいらっしゃれば、作者としては幸せの極みです。

　文庫化のお話をいただき、今回久々に、自分の生みだしたキャラクターや文章と向き合う時間を得ることができました。

　もう何年も前に生まれた作品ですので、数年を経て読み返してみると、当時の思いや読者様に伝えたかったことなどが懐かしくよみがえりました。そこにまた現在の自分の発想などが加わり、より読みやすい、新しい作品として生まれ変わったのではないかと思います。

　主人公の成長が隠れたテーマだと思っておりますので、作品を通してそれを感じ、最後にほっこりしていただけますと幸いです。

　文庫化が決まったときには、一度本になっている作品ということもあり、「私の作品で大丈夫ですか？」などと担当の方に聞いてしまったほどですが、今は少しでも多くの方に、この作品を楽しんでいただけることを願っております。

　最後になりましたが、たくさんの方々に支えられて新たな『オフィスの甘い罠』を作り上げることができましたことを、心より感謝しております。

　私の細かいこだわり等にも丁寧にご対応くださいました編集担当の大久保様、説話社の皆様。また、素敵なイラストを描いてくださいましたチバサトコ様。そしてベリーズカフェで作品を連載中から応援してくださっていた方も含め、今回この本と出会ってくださった読者の皆様に、心よりお礼申し上げます。

　最近はもっぱらゲーム業界の片隅でライターとして活動している私ですが、機会があればまたこちらでもお会いできることを願いつつ、これからも精進を続けたいと思います。

　それでは、また会う日まで……。





七瀬みお









本作は二〇一一年十二月に小社より単行本『オフィスの甘い罠』として刊行されたものに、一部加筆・修正したものです。
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